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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る裳備には*マークび付いて 
いまず。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことでず。 

瓜 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とです。 

〇 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていただをたいこ 
とでず。 

► 

操作手順などを示してい 
まず。 

〇ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ちあることをおしています。 




お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

S クラス HYBRID □ングについては、 
必ず別冊 rS-Class HYBRID long 取扱 
説日月書補足版」をご覧<ださい。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよラ 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ><ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合があります。 

• この取扱説明書には、走行速度が 
1日日 km / h を超えたとさの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さい。 

•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 


• スイッチなどの形状や装備、操作方 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をご覧< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓りになる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



アクティブブラインドスポットアシスト273 

アクティブブラインドスポットアシストを 

設定する . 277 

重要な安全事項 . 273 

表示灯と警告表示 . 275 

モニター範囲 . 274 

アクティブレーンキーピングアシスト ••277 
アクティブレーンキーピングアシストの 

設定 . 281 

車線修正ブレーキの適用 . 279 

重要な安全事項 . 277 

ステア U ングホイールの振動による警告 
. 278 

アシストグリップ . 335 

アダフティブ八イビームアシスト . 153 

アダプティブブレーキ . 65 

アダフティブブレーキランプ . 62 


キーレスゴースイッチによる 
イグニッシヨン位置の選択 . 109 

インジケーター巧きバッテリー . 450 

インストルメントパネル . 24 

左八ンドル車 . 24 

ち八ンドル車 . 25 

インテ U ジェントライトシステム . 151 

アクティブライトシステム . 151 

コーナ U ングライト . 151 

八イウェイモード . 152 

フォグランプ強化機能 . 152 

ウィンタータイヤ . 361 

ウォッシャー液 . 358.472 

使用するウォッシャー液 . 358 

運転席ドアの解錠 . 424 

運転のヒント . 191 

エアコンディシ ヨナー . 282 

AC モード . 288 


アテンションアシスト . 266 

アテンションアシストの警告 . 267 

アテンションアシストの設定と解除 • • 267 

雨降0や濃霧時の運お . 375 

を全のために . 15 

オートマチック車の取り扱い . 19 

ク□ージングサポーターについてのミ主意 

. 17 

警告ラベル . 16 

モ供を乗せるとき . 18 

こんなことにもを意 . 21 

診断ソケット . 16 

セレクターレノ く一を操作するときのミ主意 

. 15 

走行する前に . 17 

保証の適巧 . 17 

^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 • 16 
レーダーセンサーシステム操作時のミ主意 

. 16 

イージーエントリー . 129 

イージーエント U —の設定 . 130 

クラッシュセンサー連動機能 . 132 

イグニッション位置 . 109 

キーによるイグニッシヨン位置の選択 109 


COMAND システムでの操作 . 283 

COMAND システムでの 
U アエアコンディショナーの操作•• - 296 
COMAND システムでリア 
エアコンデイシヨナーを作動させる 298 


フ□ントエアコンディショナーを 

操作できる状態にする . 299 

U アエアコンディショナーを 

AUTO モードで作動させる . 298 

U アエアコンディショナーを 

操作でをる状態にする . 297 

U アエアコンディショナーを停止する 

. 299 

COMAND ディスプレイの 

エアコンディショナーエリア . 284 

足元への送風温度の調整 . 294 

運転席連動モード . 294 

運転席連動モードを設定/解除する 
. 294 

エアコンディショナーの停止 . 286 

コント□ールパネルでの操作 . 283 

送風温度の調整 . 284 

送風口の選択 . 287 

送風口の調整 . 302 

グ□-ブボックス送風口 . 304 
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サイド送風口 . 303 

中央送風口 /中央上部送風口……303 

I 」アサイド送風 □. 30己 

リア中央送風口 . 304 

送風モードの設定 . 29己 

送風量の調整 . 286 

通常の使いかた （ AUTO モード）•…284 

デフ□スターモード . 290 

内気循環モード . 291 

余熱ヒータ ー. ベンチレーション •••• 293 

U アエアコンディショナー . 300 

U アエアコンディショナーの 

AUTO モードを解除する . 300 

リアエアコンディショナーの 

送風温度を調整する . 300 

リアエアコンディショナーの 

送風口を選択ずる . 301 

リアエアコンディショナーの 

送風量を調整する . 301 

リアエアコンディショナーを 

AUTO モードで作動させる . 300 

U アを熱ヒーター-ベンチレーション 

. 301 

U ア送風 □ 

リアサイド送風口 . 30己 

リア中央送風口 . 304 

U アデフォッガー . 291 

ェァバッグ 

ウインドウバッグ . 43 

運転席/助手席エアバッグ . 42 

運転席二ーバッグ . 42 

エアバッグの作動条件 . 44 

エアバッグの種類と収納場所 . 41 

サイドバッグ . 43 

エマー ジェンシ ーキー . 424 

キーからエマージェンシーキーを取0出ず 

. 42斗 

エンジン . 370 


添加剤 . 470 

エンジンの始動 . 175 

キーによるエンジンの始動 . 176 

キーレスゴーによるエンジンの始動-177 

シフトポジション . 17己 

エンジンの停止 . 182 

エンジンを停止ずる . 182 

エンジンルーム . 343 

ウオッシャー液 . 358 

エンジンオイル . 349 

エンジンルーム . 34己 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 354 

ブレーキ液 . 357 

ボンネット . 343 

冷却水 . 354 

エンジンを停止しての走巧 . 370 

オイル■液類/バッテ U -. 468 

ウオッシャー液 . 472 

エンジンオイル . 470 

オイル-液類に関するミ主意 . 468 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 470 

燃料 . 469 

バッテ U —. 472 

ブレーキ液 . 471 

冷却水 . 471 

才ートマチック車の取り扱い . 19 

才ートマチックトランスミッション •••• 188 

運転のヒント . 191 

才ートマチックギアシフト . 193 

オートマチックトランスクッションの 

トラブル . 198 

シフトポジション . 189 

シフトポジションの選択 . 191 

シフトポジション表示 . 191 

セレクターレバー . 188 


エンジンオイル . 349.470 

エンジンオイル交換の時期 . 354 

エンジンオイルの補給 . 353 

エンジンオイル容量 . 470 

エンジンオイル量の点検 . 350 

使用ずるエンジンオイル . 354.470 


走行モード . 192 

テイツプシフト . 193 

パドルによるシフト操作 . 193 

マニュアルギアシフト . 19己 


オートマチックトランスミッションオイル 
. 354.470 
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カップ ホルダー . 324 

センターコンソールのカップホルダー324 
U アアームレストのカップホルダー • • 325 

U アシート下部のカップホルダ-326 

可変スピード U ミッター . 231 

可変スピードリミッターを解除ずる- 234 
巧変スピードリ S ッターを設定ずる••232 

設定速度を変更ずる . 233 

ガラス-スライディングルーフ . 307 

ヴンシエード . 308 

スライディングルーフの U セッ I -309 

スライディングルーフを開閉する■•■■307 

スライディングルーフを 

チルトアップ/チルトダウンする•■■307 

挟み込み防止機能 . 309 

レインク□—ズ機能 . 308 

環境保護について . 15 

寒冷時の取り扱い . 368 

キー . 88 

アンサーバック機能 . 96 

キーの トラブル . 97 

キーレスコ‘一 . 92 

U モコン機能 . 89 

キーの電池交換 . 427 

キーの電池を点検ずる . 428 

電池交換の手順 . 428 

キーレスコー . 92 

解錠時の設定の切り替え . 95 

キーレスコ‘一操作時のを意事項 . 92 

キーレスコーによる解錠/施錠 . 93 

救急セット . 391 

クーリングボックス . 333 

ク ー U ングボックスの作動 . 333 


クー U ングボックスの;令却温度を調整ずる 

. 334 

クー U ングボックスユニットの取0外し 


. 334 

クー U ングボックスを 

長期間作動させないとを . 334 

クルーズコント□—ル . 227 


クルーズコント□—ルを解除する••••230 


クルーズコント□—ルを設定する••••228 


設定速度を変更する . 230 

ク□—ジング サポーター . 102 

ク□ージングサポーターについてのミち意17 

警告ラベル . 16 

けん引 . 453 

4 MAT に車についてのミ主意き項 . 斗57 

押しびけ . 457 

けん引時のを意 . 453 

けん引フックの取り付け . 455 

後輪を上げてけん弓 I する . 455 

車両を運搬ずる . 456 

前後輪を接地させてけん弓 I ずる . 456 

けん引防止機能 . 70 

けん引防止機能を解除する . 70 

システムを待機状態にずる . 70 

待機状態を解除する . 70 

後席のマルチコント□ールシートバック124 

故障/警告メッセージ . 394 

安全装備 . 396 

エンジン . 406 

キー . 417 

故障/警告 ><ッセージを消す . 395 

故障/警告メッセージを表示させる- 395 

車両 . 415 

走行装備 . 408 

タイヤ . 414 

ライト . 405 

故障 データ . 22 

子供を乗せるとき . 18、47 

ISO-FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 52 

純正チャイルドセーフティシート……49 

助手席エアバッグオフ表示订 . 51 

助手席へのチャイルドセーフティシートの 

装着 . 49 

チャイルドセーフティシート . 47 

チャイルドセーフティシート検知システム 

. 50 

チャイルドセーフティシート検知システム 

のトラブル . 55 

テザーアンカー . 53 

ル物入れ . 315 
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グ□—ブボックス . 316 

後席アームレスト下部のル物入れ • • ■- 319 

後席間のル物入れ . 319 

後席中央のル物入れ . 320 

コートフック . 317 

サングラスケース . 316 

前席アームレストのル物入れ . 317 

ドアのル物入れ . 317 

U アシートテーブル . 318 

こんなことにもミ主意 . 21 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 172 

キーレスコ'—操作での作動 . 173 

U モコン操作での作動 . 173 

コンビネーシヨンスイッチ . 149 

パッシング . 150 

へッドライトの上向を/下向きの 

切り誓え . 149 

ち邮旨示 . 149 



サンバイザー . 326 

バニテイミラー . 326 


サンバイザー . 326 

バニテイミラー . 326 

シート . 111 

後席からの助手席シート調整機能 •••• 11己 
後席のマルチコント□ールシートバック 

. 124 

シートヒーター . 12 己 

シート ベンチ レーター . 126 

助手席コント□ール機能 . 114 

フ□ントシートの調整 . 112 

へッドレストの調整 . 116 

マルチコント□ールシートバック… • 119 
ランバーサポート（マルチコント□ール 

シートバック非装備車） . 118 

U アシートの調整 

(電動シートバック装備車） . 113 

シートヒーター . 125 

シートベルト . 141 

シートベルトの着用 . 141 

正しい運転姿勢 . 145 

シートベンチレーター . 126 

事故-故障のとき . 390 


室巧センサー . 72 

システムを待機状態にする . 73 

室内センサーを解除ずる . 73 

待機状態を解除ずる . 73 

室內装備 . 324 

12 V 電源ソケット . 332 

アシストグ U ップ . 33己 

カップホルダー . 32斗 

ク ー U ングボックス . 333 

サンバイヴー . 326 

電動ブラインド（リアウインドウ）•■327 

灰皿 . 330 

フ□アマット . 33己 

ライター . 331 

U アバニティミラー . 327 

車がライト巧照時間の設定 . 154 

車載工具 . 391 


一枚型トランクフ□アボード装備車•’ 392 
応急用スペアタイヤび車載されている車種 

. 392 

タイヤフィットび車載されている車種393 
分割型トランクフ□アボード装備車 •• 391 


輪止め . 39 斗 

車載品の収納場所 . 390 

救急セット . 391 

事故.故障のとき . 390 

車載工具 . 391 

停止表示板 . 391 

非常信号巧具 . 390 

車速感応ドア□ック . 101 

車両に保巧されるデータ . 22 

故障データ . 22 

データび保巧されるその他の装備……22 

車両の施錠 . 425 

車両の電子制御部品について . 467 

収納ポケット . 320 

純正部品/純正アクセヴ U —. 466 

乗員を全装備 . 36 

NECK PRO アクティブへッドレスト •• 46 

PRE - SAFE ®. 46 

SRS (乗員保護補助装置） . 37 

エアバッグ . 39 

モ供を乗せるとき . 47 
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棄員保護装置 . 36 

乗員保護装置 . 36 

助手席足元の収納ネット . 320 

助手席側ドア S ラーのパーキングヘルプ機能 
. 136 

後退時の助手席側ドア S ラー角度を 

記憶させる . 137 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能の設定 . 138 

助手席側ドアミラーを 

記憶させていた角度にする . 136 

診断ソケット . 16 

ステアリング . 128 

イージーエント U — . 129 

ステア U ングの調整 . 128 

ステア U ングヒーター . 129 

ステアリングの調整 . 128 

ステア U ングヒーター . 129 

スノーチェーン . 362 

スライディングルーフ . 306 

ガラス-スライディングルーフ . 307 

スライディングルーフのトラブル••- 314 

電動ヴンシェード . 311 

パノラミックスライディングルーフ •• 311 

積載荷物の制限重量 . 472 

セレクターレバー . 188 

セレクターレバーを操作するときのミち意 • 15 

前席上方の操作部 . 31 

センターコンソール . 30 

走行ま全装備 . 58 

ABS. 58 

臣 AS . 60 

BAS プラス（ブレーキアシスト-プラス） 

. 60 

EBD. 65 

ESP ⑩ . 62 

PRE-SAFE® ブレーキ . 66 

アダプティブブレーキ . 65 

アダプティブブレーキランプ . 62 

安全上の重要事項 . 58 

走行時のま意 . 370 


雨降りや濃霧時の運転 . 375 

エンジンを停止しての走行 . 370 

走行するとき . 373 

走行中に異常を感じたら . 373 

タイヤグリップについて . 372 

駐停車ずるとを . 374 

謂れた路面での走行 . 372 

ブレーキ . 370 

雪道や凍結路面の走行 . 373 

走行するとき . 373 

走巧ずる前に . 17 

走行装備 . 227 

4MAT に . 253 

ABC . 251 

AIR マティックサスペンション . 248 

アクティブブラインドスポットアシスト 

. 273 

アクティブレーンキーピングアシスト 277 

アテンションアシスト . 266 

可変スピードリミッター . 231 

クルーズコント□ール . 227 

ディスト□ニック.プラス . 234 

ナイトビューアシストプラス . 268 

パーキングアシスト U アビューカメラ 258 

パークト□ニック . 253 

ホールド機能 . 246 

走巧中に異常を感じた5 . 373 

走行と停車 . 175 

ECO スタート/ストップ . 179 

エンジンの始動 . 175 

エンジンの停止 . 182 

エンジンのトラプル . 186 

駐車 . 181 

長期間駐車ずるとを . 185 

パーキングブレーキ . 183 

発進 . 178 

走巧モード . 192 

タイヤ空気圧警告システム . 365 

タイヤ空気圧警告システムを再起動する 
. 365 

タイヤ空気圧ラベル . 363 
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タイヤグリップについて . 372 

タイヤとホイール . 359.473 

安全に関ずる注意 . 359 

ウィンタータイヤ . 36 K 476 

応急用スペアタイヤ . 477 

スノーチェーン . 362 

走行時のを意 . 360 

タイヤ空気圧警告システム . 36己 

タイヤ空気圧ラベル . 363 

タイヤトレッド . 361 

タイヤの回転方向について . 367 

タイヤの清掃 . 367 

タイヤの選択、装着と交換 . 361 

タイヤの点検 . 360 

タイヤの保管 . 367 

タイヤ□—テーシヨン . 366 

標準タイヤ . 474 

タイヤ □ —テーシヨン . 366 

チャイルドプルーフ□ック . 56 

U アドアウインドウの 

チャイルドプルーフ□ックを設定する-己7 

U アドアのチャイルドプルーフ□ックを 

設定ずる . 56 

駐車 . 181 

駐停車ずるとき . 374 

停止表示板 . 391 

停止表示板の組み立て . 391 

ディスト□ニック-ブラス . 234 

クルーズコント□—ルレバー . 237 

現在の速度を記憶させ、それを維持させる 
よラにディスト□ニック-プラスを 

作動させる . 237 

現在の速度を記憶させる、 

または記憶された速度を呼び出ず •••• 241 

車間距離の設定 . 241 

重要な安全事項 . 23斗 

スピードメーターの 

ディスト□ニック.プラス表示 . 242 

速度の設定 . 241 

ディスト□ニック-プラスで 

走行ずるとをのヒント . 24斗 


デイストロニック-プラスの解除•…243 
デイスト□ニック-プラスの還お… • 237 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 


ディスト□ニック-プラス表示 . 242 

ティップシフト . 193 

データが保存されるその他の装備 . 22 

電球の交換 . 429 

交換巧能な電球について . 430 

電球に関するミ主意 . 429 

電動サンシエード . 311 

フロントヴンシエード . 311 

フ□ントヴン シエー ド/パノラミック 

スライディングルーフの I 」セッ I -313 

U アヴンシエード . 312 

U アヴンシエードの U セット . 313 

電動ブラインド （ IJ アウインドウ）••••327 

ド7 . 99 

ク□ージングヴポーター . 102 

車外か5のドアの開閉 . 99 

車速感応ドア□ック . 101 

車内か5の解錠/施錠 . 100 

車内か5のドアの開閉 . 100 

ドア□ックスイッチ . 100 

K I , ♦を イ乍ち口32 

フ□ント . 32 

U ア . 33 

ドアミラー . 133 

施錠時のドア S ラー格納 . 134 

ドア S ラーび無理に外側に曲げ5れたとさ 

. 13己 

ドアミラーの角度調整 . 133 

ドアミラーの格納/展開 . 133 

ドア□ックスイッチ . 100 

盗難防止警報システム . 69 

警報を停止する . 69 

システムの待機状態を解除ずる . 69 

システムを待機状態にする . 69 

盗難防止システム . 69 

イモビライヴー . 69 

けん引防止機能 . 70 

室内センサー . 72 

盗難防止警報システム . 69 

トランク . 103 

自動開閉トランクリッド装備車 . 105 
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自動開閉トランクリツド非装備車••-104 

トランクの独立施錠 . 107 

トランクリツドの開口角度制限 . 107 

トランク巧の収納 . 321 

トランクフ□アポード（一枚型）•••■322 
トランクフ□アポード（分割型）••••322 
ラゲツジトレイ . 323 

トランクの解錠 . 425 

トランクを開いたときの高さ . 472 



ナイトビューアシストプラス . 268 

ナイトビューアシストプラスカ方ラの位置 

. 268 

ナイトビューアシストプラスの作動- 269 
ナイトビューアシストプラスのトラプル 

. 272 

フ□ントウインドウの曇りや巧れ… • 271 
マルチフアンクシヨンディスプレイの映像 


. 270 

慣 5 し運転 . 338 

日常の手入れ . 378 

外装 . 379 

車内 . 385 

荷物の固定 . 320 

トランクフック . 321 

荷物固定用フック . 320 

荷物の積み方/ル物入れ . 314 

ル物入れ . 315 

収納ポケット . 320 

助手席足元の収納ネット . 320 

トランク巧の収納 . 321 

荷物の固定 . 320 

荷物を積むとさのミ主意点 . 314 

ルーフラック . 323 

荷物を積むときのミ主意点 . 314 

濡れた路面での走行 . 372 

燃料 . 469 

燃料消費について . 469 

燃料タンク容量 . 469 

燃料の給油 . 339 

燃料と燃料タンク . 342 


燃料を給油する . 339 


A 


パーキングアシストリアビューカメラ •• 258 

COMAND ディスプレイの映像 . 259 

カメラの位置 . 259 

後退駐車モード . 260 

縦列駐車モード . 262 

パーキングアシスト U アビューカメラの 

音声ガイド設定 . 265 

パーキングアシスト U アビューカメラの 

起動設定 . 265 

パーキングブレーキ . 183 

緊急時のパーキングプレーキ操作 • ••-184 

パーキングブレーキの自動解除 . 184 

パーキングブレーキの自動作動 . 184 

パーキングブレーキの操作 . 183 

パークト□ニック . 253 

インジケーター . 255 

作動表示の ■. 255 

センサーの感知範囲 . 254 

パークト□ニックセンサー . 254 

パークト□ニックの機能の解除 . 256 

パークト□ニックの作動 . 256 

パークト□ニックのトラブル . 257 

灰皿 . 330 

後席用灰皿 . 330 

前席用灰皿 . 330 

発進 . 178 

ヒルスタートアシスト . 178 

バッテ U —. 448.472 

VRLA バッテ U —. 450 

インジケーター付をノ くッテ U — . 450 

車載ノ くッテ U —の電圧/容量 . 472 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意-斗48 
バッテ1」一の位置 . 斗49 

バッテ U —があがったとき . 450 

バッテ U —取り扱いの一般的なま意 ••••448 

バッテ U — の位置 . 449 

パノラミックスライディングルーフ •…309 

パノラミックスライディングルーフを 
開閉する . 309 
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パノラミックスライディングルーフを 


チルトアップ/チルトダウンする- • • 310 

レインク□-ズ機能 . 310 

パヮーウインドウ . 167 

コンビニエンスオープニング機能 •••• 171 
コンビニエンスク□ージング機能••-172 

電動ブラインド（後席左ち） . 170 

ドアウインドウのトラブル . 174 

ドアウインドウのリセット . 174 

パワーウインドウの開閉 . 167 

パワーウインドウの開閉 . 167 

挟み込み防止機能 . 169 

パンクしたとき . 433 


応急用スペアタイヤび車載されている車種 

. 433 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備- 433 
タイヤフイットび車載されている車種440 


ビークルプレート . 467 

エンジン番号 . 468 

オプションコードプレート . 468 

車台番号 . 467 

ニューカー プ レー ト . 斗67 

非常時の解錠/施錠 . 424 

運転席ドアの解錠 . 424 

エマー ジェンシ ーキー . 42斗 

車両の施錠 . 42己 

トランクの解錠 . 42己 

非常信号用具 . 390 

ヒューズ . 457 

ヒューズー覧 . 460 

ヒューズ交換についてのミ主意 . 457 

ヒューズの位置 . 458 

ヒューズを交撰する . 458 

ヒューズの位置 . 458 


後席アームレスト奧のヒューズボックス 

. 459 

ダッシュポード横のヒューズボックス458 


ヒューズボックス 

(エンジンルーム内運転席側） . 459 

ヒューズボックス 

(エンジンルーム内助手席側） . 459 

表示灯/警告灯 . 28 

ブレーキ . 370 


S 63 AMG、S 6日 AMG のブレーキの 


ミ主意事項 . 371 

ブレーキ液 . 357 

ブレーキ液の交換 . 357 

フ□アマット . 335 

フ□ントシートの調整 . 112 

ホールド機能 . 246 

ホールド機能の作動条件 . 247 

ホールド機能を解除ずる . 247 

ホールド機能を作動させる . 247 

ボンネット . 343 

ボンネットを垂直に開く . 34斗 

ボンネットを閉じる . 34己 

ボンネットを開く . 343 

マニュアルギアシフト . 195 

マルチコント□—ルシートパック . 119 

シートクッションのサイドサポート-120 

調整ずる項目を選択ずる . 120 

調整ずるシートを選択する . 119 

ドライビングダイナミックシー!-122 

バックレストのサイドサポート . 120 

バックレストのショルダー部のサポート 

. 122 

マッサージ機能 . 123 

ランパ‘ーヴポート . 121 

マルチフアンクションディスプレイ29.202 

AMG メニュー . 210 

ギア.油温.水温表示 . 210 

全ラップの計測結果を確認する • • • • 213 
ラップごとの計測結果を確認ずる • • 214 

レースタイマー . 211 

アシストメニュー . 216 

ESP 涵の設定 . 216 

PRE-SAFE 愈ブレーキの設定 . 217 

アクティブブラインドスポットアシスト 

の設定 . 218 

アクティブレーンキーピングアシストの 

設定 . 218 

アテンションアシストの設定 . 217 

車間ディスプレイの設定 . 216 
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パーキングアシスト U アビユーカメラの 


音声ガイドの設定 . 219 

ノ —キングアシスト U アビューカメラの 

起動の設定 . 219 

才ーディオ方ニュー . 209 

DVD ビデオのシーンを選択する•■- 210 

iPod 愈を操作ずる . 210 

音楽を選曲する . 209 

ラジオ局を選局ずる . 209 

設定メニュー . 221 

アダプティブ八イビームアシストの設定 

. 224 

アンサーバック機能の設定 . 226 

インテ U ジェントライトシステムの設定 

. 223 

ウィンタータイヤスピードリミッターの 
設定 . 224 

フロントシートベルトの 

テンシヨン自動調整機能の設定 • ••■225 

へッドライト照射範囲の設定 . 223 

へッドライト点灯モードの設定 • ••■222 
レーダーセンサー システムの設定 • • 226 

ディスプレイ表示 . 204 

電話メニュー . 214 

待機状態にする . 214 

着信した電話を受ける . 215 

通話を終える（電話を切る） . 215 

通話を保留する . 215 

電話帳から電話をかける . 215 

電話六ニューをオフにする . 215 

トリップ方ニュー . 206 

エンジン始動時か5の情報表示 • •■■206 
基本画面（オドメーター/ 

トリップ方一夕一) . 206 

瞬間燃費-走行可能距離表示 . 208 

走行速度表示 . 208 

U セット時か5の情報表示 . 207 

ナビメニュー . 208 

ナビ六ニューを表示させる . 209 

マルチファンクシヨンディスプレイの操作 

. 203 

メイン六ニューとサブ六ニュー . 205 

メンテナンス^ニュー . 219 

エンジンオイル量の表示 . 221 

故障/警告六ッセージの表示……219 


タイヤ空気圧警告システム . 221 

；><ンテナンスインジケーター . 221 

ミラー . 132 

自動防眩機能 . 136 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 136 

ドアミラー . 133 

ルームミラー . 132 

メーターパネル . 27、199 

エンジン警告口 . 200 

エンジン冷却水温度計 . 200 

外気温度表 . 201 

スピード^-夕一 . 200 

タコメーター . 200 

燃料計 . 200 

燃料残量警告口 . 200 

表示灯/警告灯 . 28 

方ーターパネルの照度を調整する •••• 199 
方ーターパネルの点灯 . 199 

メーターパネルの表示灯/警告口……419 

安全装備 . 420 

エンジン . 423 

シートべ J レト . 斗19 

走行安全装備 . 423 

メモリー機能 . 140 

シート位置の記憶 . 140 

シート位置の呼び出し . 141 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 ••• 16 

メンテナンス . 375 

方ンテナンスインジケーター . 376 

メンテナンスインジケーター . 376 

雪道や凍結路面の走巧 . 373 

ライター . 331 

後席巧ライター . 331 

前席巧ライター . 331 

ライト 


アダプティブ八イビームアシスト • • • • 153 
インテ U ジェントライトシステム •••• 151 
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コンビネーシヨンスイッチ . 149 

車外ライト残照時間の設定 . 154 

非常点滅の ■. 150 

へッドライトウォッシャー . 149 

へッドライトの内側び曇るとを . 156 

ライトスイッチ . 146 

ルームランプ . 157 

ライトスイッチ . 146 

車幅好 . 147 

パーキングライト . 148 

へッドライト/ LED ドライビングライト 

. 147 

U アフォグランプ . 148 

ランパ‘ーサポート（マルチコント□—ル 

シートバック非装備車） . 118 

調整ずるシートを選択する . 118 

ランバーサポートの強さを調整ずる •• 118 

U アシート . 34 

U アバニティミラー . 327 

U モコン機能 . 89 

U モコン機能の切り替え . 90 

□ケイターライティング . 90 

ルーフラック . 323 

ルーフラックを取り付ける . 324 

ルームミラー . 132 

ルーム S ラーの 角度調整 . 132 

ルームランプ . 157 

アンビエントライト . 160 

センターコンソールライト . 164 

ドア下部のライト . 16斗 

ドアミラー下部のライト . 164 

非常時の自動点灯 . 158 

フッ トウ エル ライト . 163 

フ□ント読書灯 . 158 

フ□ントルームランプの手動点灯/消灯" 

. 157 

U アコンソールライト . 164 

U アルームランプ/リア読書巧……158 

ルームランプ残照時間の設定 . 159 

ルームランプの点好モードの還お’ • • • 1己7 

冷却水 . 354.471 

オーバーヒートしたとを . 356 

不凍液の濃度 . 471 


冷却水の交撰時期 . 356 

冷却水の量を点検する . 355 

冷却水を補給する . 355 

レーダーセンサーシステム操作時のま意.16 

ワイパー . 164 

ワイパーの操作 . 164 

ワイパーのトラブル . 167 

ワイパーの操作 . 164 

ウォッシャー液を暖射する . 166 

レインセンサー . 166 

ワイパーを作動させる . 16己 

ワイパーブレードの交換 . 431 

ワイパーブレードを取り付ける . 432 

ワイパープレードを取り外す . 432 

輪止め . 394 

ABC . 251 

サスペンションの自動制御 . 252 

ヴスペンションモードの手動選択 • ••■252 

車高の自動調整 . 251 

車高の手動調整 . 251 

ABS . 58 

ABS 警告巧 . 60 

ブレーキ操作をずる . 59 

AIR マティツクサスペンション . 248 

サスペンションの自動制御 . 250 

サスペンションモードの手動選択 • -■•250 

車高の自動調整 . 248 

車高の手動調整 . 249 

巨 AS . 60 


巨 AS . 60 

BAS プラス（ブレーキアシスト-プラス） 
. 60 



COMAND システム . 29.76 

COMAND システムの機能 . 76 


COMAND システム . 29.76 

COMAND システムの機能 . 76 
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ECO スタート/ストップ 

エンジンの自動再始動- 
エンジンの自動停止 


ESP 愈の機能の解除 . 64 

ETS. 63 


NECK PRO アクティブヘッドレスト ...46 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
IJ セット . 426 

PRE-SAFE ⑩ . 46 

PRE-SAFE ⑩ブレーキ . 66 

SRS (乗員保護補助装置） . 37 

SRS 警告好 . 37 

シートベルトテンシ ヨナー / 

ベルトフ オースリミッター . 38 

シー トベルトテンシヨナ ーと 

運転席/助手席エアバッグの作動 ••■•38 


COMAND システムの構成 . 78 

COMAND コン ト□—ラー . 78 

COMAND ディスプレイ . 80 

フアンクシヨンスイッチ . 79 

COMAND ディスプレイの角度/照度調整 

. 81 

安全のた他に . 76 

各種設定 . 82 

COMAND システムのリセット . 85 

COMAND ディスプレイの色調設定 • 83 
COMAND ディスプレイの表示言語設定 

. 82 

ユーヴー定義スイッチの登録 . 84 




VRLA /ぃッテ U — . 450 


VRLA /いッテ U — . 450 


数字 


12 V 電源ソケット . 332 

グ□ーブボックス巧の 

12V 電源ソケット . 332 

センターコンソール後部の 

12V 電源ソケット . 332 

トランク内の 12V 電源ソケット…… 332 
24 GHz レーダーセンサーシステム .... 478 
4 MAT に . 253 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料のを分な消費を抑えられまず。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よ5に運転して<ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動後は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 

平環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、 U サイクル部品を積極的に導 
入しています。 


を全のために 


A 警告 

S クラス HYBRID/HYBRID □ング 
については、必ず別冊に - Class 
HYBRID/HYBRID long 取扱説明書補 
足版」をご覧ください。 


セレクターレバーを操作ずるとをの 
注意 



ち八ンドル車 


セレクターレバーの位置 

才ートマチックトランス三ッシヨンの 
セレクターレバーは、センターコン 
ソールではなく、ステア U ングのち側 
にありまず。 

セレクターレノ（一の操作方法 

ち向指おやワイパーの操作をずる際 
は、誤ってセレクターレバーの操作を 
しないよラにミ主意してください。事故 
を起こずおそれがありまず。 

また、センターコンソールにセレク 
ターレバーがある車両と比べると、セ 
レクターレノ（一の操作ち法が大さ < 異 
なりまず。詳しくは（:[>188ページ） 
をご覧 < ださい。 
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レーダーセンサーシステム*操作時 
のま意 

電波望遠鏡施設の周辺では、レーダー 
センサーシステムは自動的に停止しま 
す。詳しくは0478ページ）をご覧 
<ださい。 


警告ラベル 

車両には警告ラベルび貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車をま全に使用ず 
るための情報などび記されていまず。 
警告ラベルは絶巧にはびさないでくだ 
ごし、。 


A 警告 

診断機器や機器のケーブルを診断ソ 
ケットに接続ずると、ペダル操作の 
障害になりまず。突然のブレーキ操 
作やアクセル操作の際に機器やケー 
ブルびペダルの間に巧まることびあ 
0ます。その結果、ペダルの動さび 
妨げられ、事故を起こずおそれびあ 
0まず。 

運転席の足元にはいかなる機器や 
ケーブ J レち接続しないでください。 

。エンジンび停止している状態で 
診断ソケットに機器を接続ずると、 
バッテ U —を消耗しまず。 


診断ソケット 

診断ソケットはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場での該断機器の接続の 
ために装備されていまず。 

診断ソケットに機器を接続ずると、排 
出ガスのモニター情報び U セットされ 
るおそれびありまず。これにより、次 
回の車両検査時に排出ガス基準に適合 
しな < なることびありまず。 

A 警告 

診断ソケットに機器を接続すると、車 
両システムの作動に影響を及ぼずお 
それびあります。これにより、車両 
のま全性び損なわれます。また、事 
故の危険性びあ0まず。 

診断ソケットには、いかなる機器ち 
接続しないで < ださい。 


メルセデス.ベンツ指定サービスエ場 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行なラため 
にお要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備び備わっていまず。上記の内容 
は、特にま全に関わる作業について該 
当しまず。 

(下の作業については、必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なってください。 

• ま全に関わる作業 
• 点検および整備 
• 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 
• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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保証の適用 


車両の操作を行な5とさや車両に損傷 
び発生したとさは、おず本書に記載さ 
れている指示に従って<ださい。指示 
に従わないで発生した車両の損傷につ 
し、ては、巧証の対象外になりまず。 


ク □ー ジング サポーターに ついての 
ま意 

車種や仕様により、ドアとトランクに 
はク □ー ジング サポーターび 装備され 
ています。 

ドアやトランクを□ックびかみ合5位 
置まで閉じると、ク□ージングサポー 
ターび作動してドアやトランクを自動 
で閉じまず。ドアやトランクを閉じる 
とさは身体を挟まないよ5にま意して 
<ださい。 

詳しくは （^1 02ページ）をご覧くだ 
さし、。 


走行■ず々刖に 


点検と壁備 

曰甫点検や定期点検は、使用を自身の 
責任において実施ずることび法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読み < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、メルセ 
デス.ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


• オーバーヒートの予防策として、い 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろの状態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつをと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してし、 
に場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほひったり、損傷したタイヤで 
走行ずると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かないで 
くださし)。ペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でさな<なるおそれび 
ありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびありまず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始ずる前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 
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車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止して < ださい。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死!!!ずるお 
それがあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気が付 
かない5ちに吸い込んでいるおそれが 
ありまず。 

ウオーハングアップ（暖機運転） 

エンジンが冷えているときでち、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さい。 

荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけトランクに積んで 
<ださい。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物が投げ出され 
て、乗員がけがをずるおそれがあ0 
ます。 

• 後席へッドレストの後方に荷物を置 
かないで<ださい。急ブレーキ時な 
どに荷物が投げ出されて、乗員がけ 
がをずるおそれがあ0まず。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に必 
ず カバーを して <ださい。 

• 荷物をシートのバックレストよりも 
高 < 積み上げないで < ださい。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
吿などを積まないで<ださい。万一の 
とさに引火や爆発のおそれがありまず。 


子供を乗せるとさ 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であってち、シートベルトを正 
しく着用し、シートやヘッドレスト 
が正しし''位置になってし^ることを大 
人が確認して<ださい。正し<シー 
トベルトが着用でさないルさなモ供 
は、チャイルドセーフテイシートを 
使用して < ださい。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで<ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけがをずるおそ 
れがありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歲未満のモ供にはチャイルドセーフ 

テイシート（[>47ページ）を使用ずる 

ことが法律で義務付けられていまず。 

子供は後席に 

• 子供はでさるだけ後席に乗せて<だ 
さい。助手席では、モ供の動さが気 
になったり、モ供が運転装置を触れ 
るなど、運転の妨げになることがあ 
りまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、必 
ず後席の左ちいずれかに装着して 
<ださい。やむを得ず助手席に装着 
するとさは、車の進行方向に向けて 
チャイルドセーフテイシートを装着 
し、助手席シートをちっとち後ろお 
よび高い位置にして、へッドレスト 
の高さをちっとち高い位置にして< 
ださい。 
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• モおを助手席に座らせるとさは、助 
手席シートをちっとち後ろおよび高 
し、位置にしてへッドレストの高さを 
ちっとち高い位置にし、正し < 座ら 
せて < ださい。エアバッグの作動時 
に大さな衝撃を受けるおそれがあり 
ます。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して < ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• チャイルドプルーフ□ック（>56 
ページ）を活用して<ださい。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フ * の開□部か5身体を出さない 

モイ共がドアウインドウやスライディン 
グルーフの開口部から身体を出さない 
ように注意してください。けがをずる 
おそれがあ0まず。 

車か5離れるとを 

モ供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し<操 
作して < ださい。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかって 
いるとさ、シフトポジションが m 
列になっていると、動力がつ 
ながった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まな<てち車がゆっ<り動さ 
出しまず。これをクリープ現象といい 
まず。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数が上がって素早<加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こずおそれが 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルが一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

シフトポジションが [ E になってい 
ることを確認し、 ブレーキ ペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動しまず。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• シフトポジシヨンを HE 、 CE に 
するとをは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• S 63 AMG 、 S 65 AMG では、エン 
ジン;ち却水び約20で口_下のとさな 
どエンジンび暖まっていない場合 
は、エンジン保護のためエンジン回 
転数び制限されまず。 

エンジンび暖まるまでは、急加速を 
避けて < ださい。 

走巧中 

• 走行中はシフトポジシヨンを CN ] 
にしないで < ださい。エンジンブ 
レーキびまった<効かないにめ事故 
につなびったり、トランス云ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびありまず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
なりまず。また、安全装備び作動し 
な < なるおそれびあ0まず。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをしな 
いでください。万一、シフトポジ 
シヨンび走行位置になると、車び急 
発進して事故を起こずおそれびあり 
ます。 

• 急な上りあなどでは、アクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停止状態を 
保たないでください。トランスミツ 
シヨンに負担びひかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

• 完全に停車ずる前に、シフトポジ 
シヨンを CB にしないで<ださい。 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

駐車 

• 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジシヨンを巧！!にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにシフトポジ 
シヨンを HE か田:!にずるよ5に 
むびけてください。 CE になって 
いることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込み、車び後退して事故を起こ 
すおそれびありまず。 
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こんなことにちま意 


運転ずるとをのま意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶对に運転し 
ないで <ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

曰射に関ずるま意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤がレンズの働さ 
をして、火災が発生ずるおそれがあ 
りまず。 

• ガネやサングラスを車内に放置し 
ないで< ださい。炎天下では車内が 
高温になるため、レンズやフレーム 
が変形したり、ひび割れするおそれ 
がありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないで< だ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターが発火した0爆 
発するおそれがありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターが誤作動し、火災が発 
生するおそれがありまず。 


給油に関ずるま意事項 

給油が自動的に停止したら、それ政上 
は給油しないで<ださい。燃料漏れの 
おそれや、エンジンが不調になったり 
停止ずるおそれがあ0まず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用して、燃料や油脂類などは指定品 
を使用して < ださい。 

• エンジンオイルには添加剤を入れな 
いで<ださい。エンジンを損傷する 
おそれがあ0まず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または承認 
されている製品のみを使用して < だ 
さい。エンジン内部の摩耗が進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれがあ 
りまず。故障が発生したとさは、保 
証の巧象がになりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがずとさは 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になりまず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずが、ま意力が 
散漫になり事故の原因になりまず。安 
全な場所に停車してから使用して<だ 
さし、。 
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COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作して< ださい。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最ル限（約1秒内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰0返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
<行なラことが必要になりまず。 


車両にな巧されるデータ 


故障データ 

車両には、故障時や異常時のデータを 
保をする機能がありまず。 

保存されたデータは、安全装備などが 
作動ずるとさ、または故障や異常の原 
因の特定、車両開発などに使用されま 
ず。データを使用して、車両の過去の 
移動経路を調べることはでさません。 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


L データび保巧されるその他の装備 


COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保存した 
り、編集ずることがでさまず。詳し< 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
明書」をご覧<ださい。 









23 


インストルメントパネル . 24 
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24 


インストルメントパネル 



を 

が 

化 

功! 



インストルメントパネル 


左八ンドル車 


名称 

ぺージ 

①パドル 

193 

②コンビネーシヨンレ パー 


• 方向指お 

149 

• へッドライト 

149 

• ワイパー 

164 

⑤操作 レバー 


• クルーズコント□ール 

227 

•巧変スピード U ミッ 

231 

夕一 


-デイスト□ニック■プ 

23斗 

ラス* 


④ホーン 


⑤メーターパネル 

199 

® セレクターレ パー 

188 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


名称 

ぺージ 

⑦助手席エアバッグオフ 

51 

表示灯 


車高調整スイッチ 

249 


251 

サスペンシヨンモード 

250 

選択スイッチ 

252 

パークト□ニックオフ 

256 

スイッチ* 


④前席上方の操作部 

31 

(D エアコンディシヨナー 

283 

コ ン 卜□ールパネル 


⑩エンジンスイッチ 

109 

キーレス3’ースイッチ 

109 

® ステア U ング調整レバー 

128 

ステア U ングヒーター 

129 

スイッチ* 












インストルメントパネル 
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を称、 

ぺージ 

吸 

ナイトビユーアシスト 
プラススイッチ* 

269 

@ 

ライトスイッチ 

146 



名称 

ぺージ 

@ 

パーキングブレーキス 
イッチ 

183 

@ 

診断ソケット 

16 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

344 



名称 

ぺージ 

①前席上方の操作部 

31 

⑤助手席エアバッグオフ 

51 

表示灯 


車高調整スイッチ 

249 


2已1 

サスペンシヨンモード 

2已〇 

選択スイッチ 

252 

パーク ト □ニック オフ 

256 

スイッチ* 




名称、 

ぺージ 

⑤ 

コンビネーションレバー 



■ ち向指お 

149 


• へッドライト 

149 


• ワイ パー 

164 

④ 

操作レバー 



• クルーズコント □ー ル 

227 


•可変スピードリミッ 
夕— 

231 


-デイスト□ニック-プ 
ラス* 

234 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を荒如 
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インストルメントパネル 



名称、 

ぺージ 

⑤ 

ーターパネル 

199 


ホーン 


③ 

セレクターレバー 

188 

④ 

パドル 

193 

感 

ナイトビユーアシスト 
プラススイッチ* 

269 

⑩ 

ライトスイッチ 

146 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

344 

@ 

診断ソケット 

16 

@ 

パーキングブレーキス 
ィッチ 

183 

@ 

エンジンスイッチ 

109 


キーレス3—スイッチ 

109 

吸 

ステア U ング調整レバー 

128 


ステア U ングヒーター 
スイッチ* 

129 

@ 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

283 


B を ws 荒如 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 




メー ターパネル 
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メー ターパ不ル 


を 

が 

化 

如 



名称 

ぺージ 

@ 

マルチフアンクション 
ディスプレイ 

202 

⑩ 

アテンションアシスト 
インジケーター* 

267 

⑩ 

ホールド機能表示灯 

247 


PRE - SAFE ® ブレーキ表 
示灯* 

66 

@ 

外気温度表示 

201 

@ 

アクティブレーンキー 
ピングアシス h インジ 
ケーター* 

281 

@ 

アダプティブ八イビー 
ムアシストインジケー 
夕一 

1已3 


名称 

ぺージ 

①エンジンを却水温度計 

200 

⑤燃料計 

200 

⑤ パー クト□ニックイン 

255 

ジケーター/作動表示 


灯* 


④ スピードメーター 

200 

⑤シフトポジション表示 

191 

ギアレンジ表示 

194 

ギア表示 

196 

® タコメーター 

200 

①走行モード表お 

192 

④ ECO インジケーター* 

179 



オプションや仕様により、異なる装備です。 








28 メー ターパネル 



を 

が 

Da 

化 

地 



名称 

ぺージ 

① 

方向指示表示灯（左） 

149 

⑤ 

パーキングブレーキ表 
示灯 

422 

③ 

パーキングブレーキ警 
告灯 

斗22 

④ 

シートベルト警告灯 

斗19 

⑤ 

ESP ® 表示灯 

斗21 

422 

® 

車間距離警告灯 

斗23 

③ 

ブレーキ警告灯 

420 

斗21 

④ 

ESP ® オフ表示灯 

421 

斗22 



名称 

ぺージ 

(D 

方向指示表示灯（ち） 

149 

⑩ 

回生ブレーキシステム 
警告灯 


® 

エンジン警告灯 

423 

@ 

ABS 警告灯 

420 

421 

@ 

SRS 警告灯 

423 

@ 

八ィ ビーム 表示灯 

150 

® 

燃料残量警告灯 

423 



《回生ブレーキシステム⑩は S クラス HYBRID のみ機能します。 














マルチフアンクシヨンデイスプレイ/ COMAND システム 29 



マルチフアンクシ 


ンディスプレイ / COMAND システム 


ち八ンドル車 



を 

が 

化 

が! 



名称 

ぺージ 

⑤ 

Ui 1音声認識スイッチ 

203 

© 

COMAND ディスプレイ 
角度調整スイッチ 

81 


COMAND ディスプレイ 
照度調整ノブ 

81 


少ーターパ ネル照度調 
整ノブ 

199 

③ 

COMAND ディスプレイ 

80 

④ 

CD / DVD チェンジヤー 

別冊 

@ 

COMAND コント □— 
ラー 

78 



名称 

ぺージ 

① 

IJ ターンスイッチ 
/音声認識解除ス 
イッチ 

203 

⑤ 

スク□ールスイッチ 

ra 上にスク□ールずる 

E 下にスク□ールずる 

W ちにスク□ールずる 

W 左にスク□ールずる 

应の確定ずる 

203 

⑤ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

202 

④ 

電話/音量スイッチ 

I グ 6| 電話を受信する 
|S| 電話を切断する 

I + I 音量を上げる 

I - I 音量を下げる 
m 消音ずる 

203 
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センターコンソール 


左八ンドル車 




名称 

ぺージ 

颇 

電動ブラインド（1」ア 
ウインドウ）スイッチ 

328 

® 

へッドレストスイッチ 

116 

@ 

走行モード選択スイッチ 

192 

@ 

COMAND コント □— 
ラー 

78 



名祿 

ぺージ 

① 

オーディオスイッチ 

79 

⑤ 

U ターンスイッチ 

79 

⑤ 

非常点滅灯スイッチ 

150 

④ 

ランバーサポートス 
イッチ 

118 


マルチコント□ールシー 
トバック*スイッチ 

119 

⑤ 

電話/情報、ナビゲー 
シヨンスイッチ 

79 

© 

COMAND システム ON / 
OFF スイッチ 

79 

③ 

音量調整ダイヤル 

80 

④ 

ユーヴー定義スイッチ 

80 

感 

テレフオンキーパッド 

別冊 


センターコンソール 


をが6荒如 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 









前席上方の操作部 


31 




を 

が 

姐 

如 



を称 

ぺージ 

の 

サングラスケース 

316 

③ 

フ□ント読書灯（左側） 
スイッチ 

157 

⑤ 

U アルームランプス 
イッチ 

1已7 

④ 

フ□ントルームランプ 
スイッチ 

1已7 

⑤ 

スライデイングルーフ 

307 


スイッチ* 

309 



を称、 

ぺージ 

(D 

点の'モード選択スイッチ 

1已7 

③ 

U アサンシエードス 
イッチ* 

312 

④ 

フ□ント読書灯（ち側） 
スイッチ 

1已7 


ルーム S ラー 

132 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ドアの操作部 



を 

が 

Da 

化 

炮 


左八ンドル車 



ドアの操作部 


フ□ント 



名妳 

ぺージ 

① 

ドアレバー 

100 

⑤ 

ドア □ックスイッチ 

100 

⑤ 

シート調整スイッチ 

112 

④ 

助手席コント□ールス 
ィッチ 

114 


ポジションスイッチ 

140 


><モリースイッチ 

140 

⑤ 

シートベンチレーター 
スイッチ* 

126 


シートヒータースイッチ* 

125 



名称 

ぺージ 

(D 

ドアミラー調整スイッチ 

133 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

133 


ドアミラー選択スイッチ 

133 

⑦ 

ドアウインドウスイッチ 

168 


U アドアウインドウ•ブ 
ラインドスイッチ* 

170 

④ 

トランクオープナース 
イッチ 

105 


トランクスイッチ* 

106 

③ 

セーフテイスイッチ 

57 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 







ドアの操作部 


33 




名称 

ぺージ 


U アサン シエー ドス 
イッチ* 

313 

⑦ 

U アドアウインドウス 
イッチ 

168 


U アドアウインドゥ- 
ブラインドスイッチ* 

170 

④ 

シ__トベンチレ—夕— 
スイッチ* 

126 


シートヒータースイッ 
チ* 

12已 



名称 

ぺージ 

の 

助手席シート/助手 
席側リアシート選択ス 
イッチ* 

11已 

⑤ 

ポジションスイッチ* 

140 


メモ U —スイッチ* 

140 

⑤ 

シート調整スイッチ* 

112 

④ 

ドア レバー 

100 

⑤ 

電動ブラインド （ U ア 
ウインドウ）スイッチ 

329 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 











名称 

ぺージ 

① 

カップホルダー 

325 


U アエン ター テイン;>< 

ント操作部* 

別冊 

⑤ 

マルチコント □ー ル 
シートパック操作部* 

124 

⑤ 

音量調整スイッチ* 

別冊 

④ 

後席アームレストのル 
物入れ* 

319 

⑤ 

後席中央のル物入れ 

320 


選局-選曲スイッチ* 

別冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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乗員を全装備 . 36 

走巧を全装備 . 58 

盗難防止システム . 69 


磐骗がが 
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乗員ま全装備 



シートベルトや SRS (乗員保護巧助 
装置）は、础果を局めるために補い合 
い、連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況にお 
いて、乗員が負傷する可能性を最ル限 
に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、下のことにま意してください。 

• シートやヘッドレストは正ししパな置 
に調整してください0112.113 
ページ)。 

• シートベルトを正し<着用して<だ 
さい0141ぺージ）。 

• エアバッグの作動が妨げられていな 
いことを確認してください039 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
<着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることがでさまず。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるちのではありません。エアバッ 
グが装備されていてち、必ず乗員全 
員がシートベルトを正し<着用して 
<ださい。 


また、エアバッグは、あらゆる種 
類の事故で作動ずるわけではあり 
ません。状況によっては、乗員が 
正し<シートベルトを着用してい 
る場合は、エアバッグが作動して 
ち乗員保護効果が高まらないこと 
がありまず。 

• UU 下の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、正 
面からの衝突のとさなどに乗員が前 
方に投げ出されるのを防ぐことがで 
さまず。これにより、けがの危険'性 
を減らずことがでさまず。 

したがって、衝突時にエアバッグが作 
動したとさは、エアバッグは正しく着 
用されたシートベルトの保護効果に加 
えて効果を発揮します。 


磐骗がが 










乗員まを装備 
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A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
行安全性が損なわれる可能性があり 
ます。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。また、安全装備が正常に作動 
しな< なり、乗員保護効果が得られ 
ないおそれがあ0ます。 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具ならびに設備を備えた 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なラことをお勧がしまず。特 
に安全に関わる整備については、必 
ず;ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。 


A 警告 

秉員保護装置の下の構成部品を改 
造した0、不適切な作業を行なわな 
いで<ださい。正常に作動しな<な 
るおそれがあります。 

• シートベルトとベルトアンカー、 
シートベルトテンショナー、ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 

• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
が作動ずるレベルに達していても、 
エアバッグと シー トベルトテン ショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動す 
るおそれがありまず。決して乗員保 
護装置を改造しないで < ださい。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでくださし、。 


SRS (乗員保護補助装置） 

SRS は iU 下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告口 
• エァバッグ 

• エアバッグコント□ールユこット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 


か ISRS 警告口 

イグこッシヨン位置を1にずると点口 
し、数秒後に消口しまず。 

イグニッシヨン位置を2にずると点火了 
し、エンジン始動後に消灯しまず。 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A 警告 

し U 下のよラなとさは、 SRS に異常 
が発生しています。衝撃を受けてを 
エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれがありまず。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たときに SRS 警告灯が点灯しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
きは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯が消灯しないとき 

• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告灯が点灯したとさ 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けて < ださい。 


摆骗がが 
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乗員ま全装備 


シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに車両の縦ち向に一定上の衝撃 
を検知したとさに、運転席/助手席 
エアバッグが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動するねけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なりまず。 

し、 ずれのエアバッグち、衝突の最初 
の段階において検知された衝撃の強 
さや方向、およびじ(下のよラな事故 
の種類に基づいて作動しまず。 

• 前方からの衝突 
• 側面からの衝突 
• 横転 

〇 センサーび検知ずる衝撃の強さや 
方向は、 Li (下の要素によってみま 
りまず。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオース! JS ツター 


シート ベル ト テン シヨナー 

フ□ントシートベルトと左ちのリア 
シートベルトにはシートベルトテン 
シヨナーが装備されていまず。 

シートベルトテンシヨナーは、車の縦 
方向に大さな衝撃を受けたとさにシー 
トベルトを引さ込み、シートベルトの 
効果を高める装置でず。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置が不適切なとさや、シートベルト 
が正し<着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 

シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではあ0ません。 

シートベルトテンシヨナーは、 LiTF の 
ときに作動しまず。 

• イグ ニッシ ヨン位置が 2 のとさ 
. SRS に異常がないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとさ 

左ちリアシートのシートベルトテン 
シヨナーは、シートベルトの着用に関 
わらず作動します。 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さわ’ル U 下のよラなとさ 
に作動しまず。 


磐骗がが 
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• 前方または後方からの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定上の衝撃を検 
知したとさ 

• 側面衝突の際に、衝撃を受けた最初 
の段階で、車両の横ち向に急激に一 
定 1；( 上の衝撃を検知したとさ 

• 車両が横転ずるよラな特定の状況 
で、シートベルトテンシヨナーの作 
動が乗員保護効果を高めるとシステ 
ムが判断したとさ 

シートベルトテンシヨナーの作動時に 
聞こえる作動音は、ごくまれに聴力に 
影響することがありまず。 

シートベルトテンシヨナーが作動ずる 
と、 SRS 警告口が点灯しまず。 

A 警告 

• シートベルトテンシヨナーの作動 
時にわずかに白煙が発生ずること 
がありまずが、火災のむ配はあり 
ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれがありますので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開き換気を行 
なつてください。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で新品と交換し 
て< ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄すると量は、廃棄専用 
の処置が必要です。ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場、 または 
専門業者に依頼してください。 


Q 助手席に乗車していないときは、 
シートベルトの プレー トをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテンシ ヨナー 
が作動ずる ことがあります。 

ベルトフオースリミッター 

フ□ントシートベルトと左ちのリア 
シー トベルトにはべルトフ オース リ 
S ッターが装備されていまず。 
ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定 LiLL の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減しまず。 

フ□ントシートのベルトフ オース リ 
三ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動してお0、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 


エアバッグ 

車が一定政上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の身体への衝撃を分 
散-軽減しまず。 

エアバッグは高温のガスによりふくら 
むため、ずり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ご<まれに聴 
力に影響ずることがありまず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
灯が点灯しまず。 


摆骗がが 
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乗員ま全装備 


A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するた故、似下の点にミ主意して 

ください。 

• 乗員全員がシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストが目の高さにあり、 
後頭部が支えられるよラに調整し 
て < ださし、。 

• 身長1日 Ocm 未満および12歳未 
満の子供はチャイルドセーフテイ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはできるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ぎると、エアバッグが作動する衝 
撃でけがをするおそれがあ0まず。 

• 助手席エアバッグの機能が解除さ 
れている*場含を除さ、助手席 
には後ろ向きに装着ずるタイプの 
チャイ ル ド セーフ テイ シー トを装 
着しないでください。また、タイ 
プにかかわらず、助手席にはチャ 
イルド セーフテイシー トを後ろ向 
さに装着しないでください。やむ 
を得ず、助手席にチャイルド セー 
フテ イシ ー トを装着するときは、 
必ず前向さに装着して、助手席 シー 
卜をもっとも後ろの位置にしてく 
ださい。 


• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをするおそれが 
あります。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないで<ださい。サイドバッグや 
ウインドウバッグが作動ずる衝撃 
でけがをずるおそれがありまず。 

• ドアなどの内張りに寄りかからな 
いで <ださい。 

• 巧服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないで<だ 
さし、。 

• シートのバックレストとドアの間 
に物を入れないでください。 

• アシストグリップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセサ 
リーをドアに取0付けないで<だ 
さし、。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないで<だ 
さし、。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しな< なります。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

し U 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取0付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• ステアリングコラム下部のパネル部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ □ントシートのバックレスト外側 
• U アシートの左ち端部 
• フ □ント ピラーと U ア ピラー 間の 
ルーフ ライニング部 


A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生ずることがありまずが、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそ<などの呼吸疾患の 
ある方は一時的に呼颐障害を起こず 
おそれがあ0まずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 


A 警告 

関連部品に身体を触れないで<ださ 
い。部品が熱くなっており、火傷を 
するおそれがあ0ます。 

作動したエアバッグは、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換してください。次に事故が 
発生した場をは、エアバッグによる 
乗員保護効果が得られません。 


A 警告 

未作動のエアバッグを廃棄するとき 
は、廃棄専用の処置が必要でず。； 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場、 
または専門業者に依頼して<ださい。 


エア バッグの種類と収納場巧 


エアバッグ名 

収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステアリング 
パッド部 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシュ 
ボードパネル部 

運転席ニーバッ 
グ 

運転席足元 

フ□ントサイド 
バッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

U アサイド 
バッグ 

U アシートの 
左ち端部 

ウインドウ 

バッグ 

フ□ントピラー 
と IJ アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 


擊骗がが 
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運転席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 

運転席 エア ノ（ッグ ©/ 助手席 エア バッ 
グ©は、縦方向からの強い衝撃を受 
けると作動し、運転席/助手席乗員 
の頭部や胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 

運転席エアバッグ/助手席エアバッ 
グは、他のエアバッグの作動に関わら 
ず、 LU 下のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に急激に一定 iU 上の衝撃を検知した 
とさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムが判断し 
たとさ 

• シートベルトを正し<着用している 
とさ 

車両が横転したとさは、車両の縦方向 
に一定 iU 上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 


助手席エアバッグ®は、助手席に乗 
員が乗車しているか、エアバッグオフ 
表示灯*が消灯しているとさにのみ 
作動します。これにより、チャイルド 
セーフティシート検知システム装備車 
では、チャイルドセーフテイシート検 
知システムに対応していないチャイル 
ドセーフテイシートが装着されている 
か、あるいはチャイルドセー つティ 
シートが不適切なち法で装着されてい 
ないかを確認でさまず。 

〇助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムび助手席に乗員 
びいると判断し、事故のとさに助 
手席エアバッグび作動ずることび 
ありまず。作動したエアバッグは 
交換する必要びありまず。 

〇 縦方向からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシ ヨナー だけび作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびありまず。 

運転席二ーバッグ 



左八ンドル車 

運転席ニーバッグのは、運転席エア 
バッグに連動してステアリングの下方 
で作動し、運転席乗員の膝から下への 
衝撃を分散-軽減します。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐骗がが 
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サイドバッグ 


A 警告 

シー トに市販の シー ト カバーを 使用 
しないでください。サイドバッグの 
作動び妨げ!5れるおそれびあります。 


A 警告 

エアバッグのセンサーびドアの内部 
にあ0ます。ドアやドアト1」ムにオー 
ディオや電装品を追加装備したり、 
修理や飯金作業などを行なうと、エ 
アバッグの作動に悪影響を与えるお 
それびあ0まず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 



横方向ひらの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントサイドバッグ 
©/ U アサイドバッグ⑤び作動し、乗 
員の胸部への衝撃を分散■軽減します。 

サイドバッグは、シートベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シートベルトテンシヨナーの作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、車両の 
横方向に急激 I こ一定(上の衝撃を検知 
したときに作動しまず。 


車両び横転したとさは、車両の横方向 
に一定(上の衝撃を検知し、サイド 
バッグの作動びシートベルトによる乗 
員保護機能を高めるとシステムび判断 
しない限り、基本的に作動しません。 


ウインドウバッグ 



横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグの 
び作動し、柔員の頭部への衝撃を分 
散-軽減しまず。 

ウインドウバッグは、助手席柔員の有 
無、シー h ベルトの着用、運転席/助 
手席エアバッグの作動に関わらず、衝 
突の最初の段階で、車両の横方向に急 
激に一定(上の衝撃を検知したとさに 
作動します。 

車両び横転したとさは、ウインドウ 
バッグの作動びシートベルトによる乗 
員保護効果を高めるとシステムび判断 
したときに作動しまず。 


賴涨がが 
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エアバッグの作動条件 


正面衝突など車の前方左も 
約3□度し U 巧のち向か5強 
い衝撃を受けたとき 






運転席/助手席エアバック、運転席 
二ール 


運転席/助手席エアバッグ、運転席とさ 
こーバッグが作動ずるとさ 


立木や電柱への衝突のとさ 




トラックの下に潜り込ん 
だとさ 




斜め前ちへの衝突のとさ 



運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグび作動しないとさ 

後ちから衝突されたとき 



磐骗がが 
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サイドバック/ウインドウバックがいずれかのエアバックが作動する場合 
作動するとさ があるとさ 


客室部分に横ち向から強い衝撃を 
受けたとさ 



サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動しない場合があるとさ 


斜め方向から衝撃を受けたとさ 



客室 iU 外の側面に衝撃を受けたとさ 



中央分離帯や縁石などに 







磐骗がが 
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PRE - SAFE ® 

PR 卜 SAFE ® は、車が盾;険な状態にあ 

ることを感知したとさに、乗員保護機 

能を高める装置です。 

PRE - SAFE ® は、 UTF のときに作動し 

ます。 

• ディスト□ニック•プラス装備車は、 
BAS プラスが強く作動したとき 

•ディスト□ニック-プラス装備車 
は、レーダーセンサーシステムが差 
しおった衝突の危険性がある特定の 
状況を検知したとさ 

• 車が物理的な限巧を超えて強いアン 
ダーステア状態やオーノ（ーステア状 
態になったとさなど、車の姿勢がち 
険な状態になったとさ 

PRE - SAFE ® の作動 

PRE - SAFE ⑩は、じ(下のように作動し 

まず。 

• フ□ントシートベルトを引き込み、 
シートベルトの張力を高めまず。 

• 助手席や左ちの U アシート*が、 
エアパッグの作動に対し不適切な位 
置にある場合は、シートを適正な位 
置に自動的に調整しまず。 

• マルチコント□ールシートバック 
装備車は、フ□ントシートのシー 
トクッシヨンおよびパックレスト 
のサイドサポートの空気圧を高< 
します。 

•車が横滑りをずると、ドアウインド 
ウとスライディングルーフ*また 
はパノラミックスライディングルー 
フ*がかし開いた状態まで自動的 
に閉じまず。 


車が不安定な状態から脱ずると、引さ 
込まれたシートベルトの張力が緩みま 
ず。また、フ□ントのマルチコント□一 
ルシートバックのサイドサポートの空 
気圧が元の設定に戻りまず。 

助手席や左ちの U アシートの位置、ド 
アウインドウやスライデイングルーフ 
の開さ具合などを再度調整ずることが 
でさまず。 

前席シートベルトの引を込みび解除 
されないとを 

►停車しているときに、シートベルト 
の張力が緩むまで、バックレストの 
角度やシートの前後位置を後方に動 
かしまず。 

シートベルトの張力が緩み、□ック 
機構が解除されまず。 

A 警告 

シートを調整ずるとさは、後席の棄 
員がけがをしないよラにま意してく 
ださい。 

。シ_ 卜下部や後方に物がない こと 
を確認して<ださい。シートや物を 
損傷するおそれがあります。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜が前方および上方に動<ことによ 
り、運転席と助手席乗員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部•頸部の保護度 
合し^を局めまず。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 

A 警告 

シートには、必ず純正のシートカバー 
だけを使用してください。市販のシー 
トカバーを使用すると 、 NECK PRO 
アクティブへッドレストの作動が妨 
げられるおそれがあります。詳しく 
は;ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねくださし、。 

事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストが前方に動いた状態のままに 
なじまず。このとさは、運転席と助手 
席のへッドレストをリセットしてくだ 
さい（1>426ぺージ）。 

リセットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部-頸部を保護 
することがでさません。 

このリセット作業は、ルセデス-ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行なラことを 
お勧めしまず。 


子供を乗せるとさ 


チヤイルドセーフテイシート 


A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 
突時などに、子供が重大なけがや致 
命的なけがをずるのを防ぐため 、！;I 
下の点にま意してください。 


6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフテイシート 
を使用ずることが法律で義務付け 
られていまず。 

身長1 50 cm 未満および12歳未満 
のテ供は、適切なシートに装着し 
たチャイルド セーフテイ シートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトは子供向 
けに設計されていないため、チャ 
イルド セーフテイ シートの使用が 
必要になりまず。 

チャイルド セーフテイシー ト検知 
システム装備車にセンサー付純正 
チャイルド セーフテイシー トを装 
着して助手席エアバッグの機能が 
解除されている場合を除さ、助手 
席には後ろ向きに装着するタイプ 
のチャイルド セーフテイシー トを 
装着しないでください。また、夕 
イプにかかわらず、助手席にはチャ 
イルド セーフテイシー トを後ろ 向 
きに装着しないでください。エア 
バッグが作動ずる衝撃で致命的な 
けがをずるおそれがあります。 

やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着するとさ 
は、必ず前向さに装着してください。 

また、助手席シートをちっとち後 
ろおよび高い位置にして、ヘッド 
レストをもっとち高い位置にして 
<ださい。 

絶対に子供を膝の上に乗せて走行 
しないでください。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、衝突時などに 
子供を保護することができな < な 
り、子供が車内の部品に激し<ぶ 
つかったり、致命的なけがをする 
おそれがあります。 


攫骗がが 
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A 警告 

• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定することが 
でさず、子供が致命的なけがをす 
るおそれがあ0ます。チャイルド 
セーフティシートを装着するとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用方法に従って 
<ださい。 

• チャイルドセーフティシートは、 
リアシートに装着してくださし、。 
子供の安全性が高<なります。電 
動シートバック装備車に装着する 
ときは、バックレストをちっとち 
起こした状態にして、シートクッ 
ション前部の高さをわっとち低い 
位置にしてください。 

• チャイルドセーフティシートの底 
面全体がシートクッションに接し 
てし^る必要がありまず。そのため、 
チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカバーが損傷したとさ 
は、純正品と交換してください。 

• チャイルドセーフティシートが損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大きな衝撃を受けたり、 
損傷したをのは子供を保護でさま 
せん。 


モイ共を乗車させるとさは、モ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フティシートを使用して、身体を固定 
して < ださい。 

チャイルド セーフ ティ シー トは U ア 
シートに装着し、走行している間は、 
チャイルド セーフ ティシートにより テ 
供の身体を固定して < ださい。 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チャイルドセーフティ 
シートを用意していまず（>49ペー 
ジ)。 

A 警告 

• 子供をチャイルドセーフティ シー 
卜に乗車させている場台でを、子供 
だけを車内に残して車から離れな 
いでください。モ供が車内の各部に 
触れてけがをずるおそれがありま 
す。また、炎天下では車巧び高温に 
なるため熱中症を起こしたり、寒冷 
時には車内が低温になるため命に 
かかわるおそれがおじまず。 

• チャイルドセーフティシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフティシートが高温になり、子 
供が火傷をするおそれがありまず。 

•テ供が誤ってドアを開<と、デ供 
や周囲の人がけがをずるおそれが 
ありまず。子供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをするおそれがあ0ます。 

• チャイルドセーフティシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 


磐骗がが 
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A 警告 

荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、 LU 下の 
よラな場含に子供や周囲の人がけが 
をする危険性が増加しまず。 

• 事故のとさ 
• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 

車内に重い物や硬い物を積むときは、 
確実に固定して<ださい。荷物を積 
むとさのミ主意点について、詳しくは 
0314ページ）をご覧ください。 


純正チヤイルドセーフティシート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフティ 
シートを用意していまず。 


選択の目を 


シート名 

体重 

年齢 

べビー 

セーフ 

プラス 

約1 3 k 呂 
し U 下 

新生児〜 

15力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

15〜 

36 kg 

3歳半〜 

12歳位 


ぷチャイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびありまず。 
詳しくは販売店におたずねください。 


助手席へのチャイルドセーフティシー 
卜の装着 



チヤイルドセーフティシートを樓ろ向きに装着 
ずることを禁止ずる警告ステッカー 


後ろ向きに装着ずるタイプのチヤイル 
ドセーフテイシートを、助手席に装着 
して使用しないでください。 


摆骗がが 
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A 警告 

助手席エアバッグの機能が解除され 

ていないときは、似下のよラに対処 

してください。 

• 助手席エアバッグが作動すると、 
助手席に装着したチャイルドセー 
フティシートに柔車している子供 
が致命的なけがをずるおそれがあ 
りまず。特に子供が助手席エアバッ 
グのすぐそばに着座している場合 
は、エアバッグが作動ずる衝撃で 
致命的なけがをずる危険性が高く 
な0ます。 

• 絶巧に後ろ向さに装着するタイプ 
のチャイルド セーフ ティ シー トを 
助手席に装着して、子供を乗せな 
いでください。後ろ向きで装着す 
るタイプのチャイルド セーフティ 
シートは、 後席にのみ装着してく 
ださい。 

• やむを得ず前向さのチャイルド 
セーフティシートを助手席に装着 
して子供を乗せるとさは、必ず助 
手席シートをちっとも後ろおよび 
高い位置にして、ヘッドレストを 
もっとを高い位置にしてださい。 

政下のよラな場合は、助手席エアバッ 

グの機能は解除されません。 

• チャイルドセーフティシート検知 
システム非装備車 

• チャイルドセーフティシート検知 
システム装備車の助手席に、チャ 
イルドセーフティシート検知シス 
テムに対応していないタイプの純 
正チヤイルドセーフテイシートを 
装着したとさ 


• チャイルドセーフテイシート検知 
システム装備車は、助手席エアバッ 
グオフ表示灯が点灯しないとさ 
チャイルドセーフテイシートに関す 
るミ主意事項を記載したステッカーが、 
ダッシュボードと助手席側サンバイ 
ヴーの両面に貼付されています。 

純正チャイルドセーフテイシートに 
ついては、メルセデス■ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


チャイルド セーフ テイ シー ト検知 
システム* 

助手席シートの座面に検知システムが 
装備されており、センサー付さ純正 
チャイルドセーフテイシートとの間で 
自動的に信号の送信/受信を行なつ 
てチャイルドセーフテイ シー トの有無 
を判断し、助手席エアパツグの機能を 
解除ずるシステムでず。 

助手席エアパツグの機能が解除される 
と、助手席エアパツグオフ表示灯が点 
灯しまず。 

車種や仕様により、チャイルドセーフ 
テイシート検知システムの装備の有無 
は異なりまず。詳し<は、お買い上げ 
の販売店におたずね<ださい。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 





助手席エアバッグオフ表示'打 



左八ンドル車 

チャイルドセーフテイ シー ト検知シ 
ステム装備車の助手席にセンサー付さ 
純正チャイルドセーフテイシートを装 
着しているとさは、イグこツシヨン位 
置を1か2にずると、助手席エアバツ 
グオフ表お口©が点口し、助手席エ 
アパツグの機能が解除されまず。 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 
テイシートを装着したとさは、必ず助 
手席エアパツグオフ表お口が点灯ずる 
ことを確認してください。 

チャイルドセーフテイシート検知シス 
テム非装備車は、イグこツシヨン位置 
を1か2にずると、助手席エアバツ 
グオフ表示灯©が点口し、数秒後に 
消灯しまずが、これは助手席エアバツ 
グの作動状態を示すちのではありませ 
ん。センサー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを装着してち、助手席エ 
アバツグの機能は解除されません。 


柔員まま装備 


A 警告 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 
ティシートを装着しても助手席エア 
バッグオフ表示灯が点打しないとき 
は、助手席エアバッグの機能は解除 
されていません。助手席エアバッグ 
が作動ずるとさの衝撃で、子供が致 
命的なけがをずるおそれがあります。 

し U 下のよラに対処してください。 

• 後ろ向きに装着ずるタイプのチャ 
イルドセーフティシートを助手席 
に装着しないでください。 

• 後ろ向さで装着ずるタイプのチャ 
イルドセーフティシートは、後席 
に装着してください。 

または 

• 助手席には前向さに装着するタイ 
プのチャイルドセーフティシート 
のみを装着し、助手席シートをちつ 
とを後ろおよび高い位置にして、 
へッドレストをち)つとも高い位置 
にしてださし、。 

• ^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でチャイルド セーフ ティ シー 
卜検知システムの点検を受けてく 
ださい。 

チャイルドセーフティシート検知シ 
ステムが正しく機能し、検知ずるこ 
とができるように、チャイルドセー 
フティシートの下にクッションなど 
を置かないでください。チャイルド 
セーフティシートの底面全体がシー 
トクッションに接している必要があ 
ります。チャイルドセーフティシー 
卜が正しく装着されていないと、事 
故のとをに保護機能を発揮ずること 
がでさな<な0、けがをずるおそれ 
があ0まず。 



醒骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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乗員まを装備 


〇 センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着して、助手席 
エアバッグの機能が解除されてい 
てち、助手席の下の装置は作動 
します。 

• サイドバッグ 
• ウインドウバッグ 
• シートベルトテンシヨナー 

〇 純正チャイルドセーフテイシート 
には、チャイルドセーフテイシート 
検知システムに対応していないタイ 
プがありまず。詳し<は販売店にお 
たずね < ださい。 

A 警告 

助手席シートには、じ I 下のよラな電 
テ機器を置かないでください。 

• 電源の入ったノートパソコン 
. 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器からの信号がチャイルド 
セーフテイシート検知システムに干 
渉ずることがあるた故、システムが誤 
作動するおそれがありまず。 その 結 
果、センサー付き純正チャイルドシー 
卜を装着していない状態で助手席エ 
アバッグオフ表示灯が点灯し、事故 
のとをに助手席エアバッグが作動し 
な<な0まず。また、イグニッシヨ 
ン位置を 2 にしたときに SRS 警告灯 
が点灯したり、エアバッグオフ表示 
灯が短時間しか点灯しなくなること 
があ0ます。 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 

左ちのリアシー N こ、 ISO - FIX 对応チャ 
イルドセーフティシート用の固定装置 
を装備していまず。 

A 警告 

この固定装置は、体重 22 kgl ； rF のモ 
供を乗車させるとさに使用してくだ 
さい。体重 22 kg し U 上のテ供を乗車さ 
せるときは、チャイルドセーフティ 
シートを後席のシートベルトで装着 
して < ださい。 


A 警告 

• チャイルドセーフテイシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定することが 
でさず、テ供が致命的なけがをす 
るおそれがあ0ます。チャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフテイ 
シートの正しい使用方法に従って 
ください。 

• 安全のため、 ISO - FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシートは必ず後席左 
ちの固定装置に装着してください。 

• 正しく装着されていないと、チャ 
イルド セーフテイシー トが外れ、 
デ供と他の乗員が致命的なけがを 
ずるおそれがあります。チャイル 
ド セーフテイシー トを装着したと 
さは、必ず左ちの固定装置に確実 
に装着されていることを確認して 
ください。 


磐骗がが 





乗員巧を装備 
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A 警告 

チャイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置が事故で損傷した0強い負荷を 
受けた場合は、保護効果が得られな 
くなるおそれがあります。その結果、 
衝突時や急ブレーキ時、急な進路変 
要時に、テ供び致命的なけがをずる 
おそれがありまず。 

そのた故、事故で損傷したり強い負荷 
を受けたチャイルドセーフテイシー 
卜や固定装置は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

H チャイルドセーフテイシートを装 
着するとさは、中央後席のシートべ 
ルト*を挟み込まないように注意 
して < ださい。 



チヤイルドセーフティシートを固定装 
置に装着ずる 

►カバーのを上方に開さまず。 

► 固定装置®にチヤイルドセーフ 
テイシートを装着しまず。 


テザーアンカー 


左ちリアへッドレストの収納部にテ 
ヴーアンカーを装備していまず。 

に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シートの上部を固定ずることにより、 
事故などのとさにチヤイルドセーフ 
テイシートの前方への移動を抑えるこ 
とがでさまず。 



►電動シートバック装備車は、バック 
レストの角度をいっぱいまで起こし 
ます。 


► へッドレストを起こしまず。 

► テヴーアンカーのカバーのを取0 
外します。 

/ ►取りがしたカバー①を、グ□—ブ 
ボックスなどに保管しまず。 



►へッドレストの2本の支柱の間に 
テヴーベルト④を通しまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


醒骗がが 
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► テヴーフック®をテヴーアンカー 
© にかけまず。 

► 下のことを確認しまず。 

• 図のよ5にテヴーフック③がテ 
ヴーアンカー®にかかっている 
こと 

• テヴーベルト®がねじれていな 
いこと 

• テヴーべルト④が U アシー ト 
バックレストとへッドレストの 
間で自由に動くこと 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に従 
し、、テヴーベルトと ISO - FIX 対応 
チャイルドセーフテイシートを取り 
付けまず。また、テヴーベルト④ 
が締め付けられていることを確認し 
まず。 

チャイルドセーフテイシートを装着し 
ていないとさは、 カバー ①を テヴー 
アンカー®に取り付けてください。 


A 警告 

電動シートバック装備車は、チャイ 
ルドセーフテイシートを装着してい 
るとさに、シート位置の調整を行な 
わないでください。 Lu 下のおそれが 
おります。 

• チャイルドセーフテイシートの損傷 
• ベルトの緩みや締め付け 
• チャイルドセーフテイシートの緩み 
• 不適切な位置へのチャイルドセー 
フテイシートの移動 
これらによりチャイルドセーフテイ 
シートの乗員保護性能が低下し、事 
故のとさにけがをずるを険性が高ま 
0まず。 

〇 純正チャイルドセーフテイシート 
には、テヴーベルトを装備していな 
いタイプがありまず。詳し<は販売 
店におたずね < ださい。 

©チ ャイルドセーフテイ シー トの取 
り扱いや装着方法については、チャ 
イルドセーフテイシートに添付さ 
れている取扱説明書をお読み<だ 
さし、。 


磐骗がが 




乗員巧を装備 
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チヤイルドセーフテイシート検知システムのトラブル 


トラブル 


センターコンソールの助手 
席エアバッグオフ表示灯 
び点なしている。 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフティシートび装着 
されているため、助手席エアバッグび作動しない状態になって 
いる。 

A けがのおそれがありまず 

助手席にセンサー付き純正チヤイルドセーフティシートび装着 
されていない場合は、チヤイルドセーフティシート検知システ 
ムび故障している。 

イグニッション位置を2にしたときに、 SRS 警告な [ S び点な 
するか、助手席エアバッグオフ表おけ nn び短時間点灯しない。 
あるいは、 SRS 警告灯 m び点灯し、助手席エアバッグオフ表 
示灯び短時間点灯しない。 

► 助手席シートにじ(下のものを置いているとさは取り除いてく 
ださい。 

• ノートパソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いてち助手席エアバッグオフ表示灯 
aj び点なしているとを： 

► x ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


攫涨がが 
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チャイルドプルーフ□ック 


A 警告 

• テ供をチャイルド セーフ テイ シー 
卜に乗車させている場含でを、子供 
だけを車巧に残して車から離れな 
いでください。子供び車内の各部に 
触れてけがをするおそれがありま 
す。また、炎天下では車内が高温に 
なるた故熱中症を起こしたり、寒冷 
時には車内が低温になるため命に 
かかわるおそれがあります。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないで<ださい。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートび高温になり、テ 
供が火傷をするおそれがあります。 

•テ供が誤ってドアを開<と、子供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
ありまず。子供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをずるおそれがあ0まず。 

モおが後席に乗車ずるとさは、 iu 下の 

チャイルドプルーフ□ックを使用して 

<ださい。 

• リアドアのチャイルド プルーフ 

□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 

ルーフ□ック 


リアドアのチャイルドプルーフ□ツク 
を設定ずる 



リアドアの チ ヤイ ル ド プルーフ□ック 
を設定すると、車内のドアレバーを引 
いてち U アドアが開かな<なりまず。 


► レバーを設定側のに操作しまず。 

►車内のドアレバーを引いて、ドアが 
開かないことを確認します。 

解除ずるとさは、レパーを解除側 
©に操作しまず。 

〇 ドア□ックスイッチの解錠スイッ 
チ （01 00ぺージ）を押ずと、リア 
ドアのチャイルド プルーフ □ックを 
設定しているとさち、一時的にチャ 
イルド プルーフ □ックが解除され、 
その間車内のドアレノ（一を弓 I いて U 
アドアを開 < ことがでさまず。 


磐骗がが 








乗員巧全装備 
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A 警告 

ドア□ックスイッチの解錠スイッチを 
押ずと、左ちの U アドアの□ックが一 
時的に解除されます。その間は車内か 
らリアドアを開くことがでさます。 
子供が誤ってドアを開くと、し U 下の 
おそれがあります。 

• テ供や周囲の人がけがをずる 
. テ供が車外に出てけがをしたり、 
車にはねられて重大なけがをする 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。モ供がドア□ック 
スイッチを操作して、チャイルドプ 
ルーフ□ックを解除ずるおそれがあ 
ります。誤ってドアを開くと、子供 
や周囲の人がけがをするおそれがあ 
ります。 


リアドアウインドウのチヤイ ル ドプ 
ルーフ □ックを設定ずる 


U アドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ックを設定ずると、後席での 
LU 下の操作がでさな < なりまず。 

. リアドアウインドウ 
-後席センターコンソールのライター 
• 後席からの助手席シートの調整* * 

• U アサンシェード* 

• 電動ブラインド（後席左ち）* 

• 電動ブラインド（リアウインドウ） 



左八ンドル車 


► セーフティスイッチ①を押しまず。 
表示灯®が点灯/消灯しまず。 

表示口®が点灯しているときは、 
リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ックが設定されていまず。 

〇 リアドアウインドウのチャイルド 
プルーフ□ックの設定/解除にか 
かねらず、フ□ントのスイッチに 
よるリアドアウインドウおよび電 
動ブラインド（後席左ち）、 U アサ 
ンシエードの開閉、 COMAND シス 
テムによる電動ブラインド（リア 
ウインドウ）の開閉はでさます。 


醒骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行を全装備 


走行ま全装備には、(下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• BAS プラス* (ブレーキアシスト¬ 
フラス） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ® (エレクト□ニック.スタビ 
1」ティ.プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワ ー. ディスト U ビューシヨン） 

• アダプティブブレーキ 

• PRE - SAFE ⑩ブレーキ * 


をを上の重要事項 


A 警告 

スピードの出しすぎなどの無謀な運 
乾をずると、事故の危険性が非常に 
高まります。力ーブを走行ずるとを 
や、請れた路面または滑りやずい路 
面を走行するとさ、先行車への車間 
距離が短すぎるとをなどは、特に危 
険でず。 

本書に記載されている走行安全装備 
は事故の危険性を低減ずるちのでは 
ありません。また、普システムの機 
能には物理的な限界があります。 

運転者は、路面や天候の状況に含わ 
せて常に憤重に運転してください。 
周囲の交通状況にミ主意しながら、十 
分な車間距離を確保してください。 


A 警告 

S クラス HYBRID/HYBRID □ング 
については、必ず別冊 「 S-Class 
HYBRID 取扱説明書補足版」をご覧 
<ださし、。 

〇 走行安全装備は、タイヤが路面に 
十分接地しているとさにのみ、十 
分な効果を発揮しまず。タイヤに関 
ずる情報やタイヤの摩耗については 
「タイヤとホイール」をご覧くださ 
い （>359 ぺージ）。 

雪道や凍結路を走行ずるとさは、ウイ 
ンタータイヤやスノーチェーンの装着 
をお勧めしまず。このよラな路面状 
況では、ウインタータイヤやスノー 
チェーンを装着ずることで、走行安全 
装備の効果が発揮されまず。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
ずい路面でのブレーキ時など、車が不 
安定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ぎ、ステアリングでの車両 
操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度が約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよ5になります。 

滑りやずい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐骗がが 
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A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐをのではお0ません。 

ABS が適切に作動してを、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
があります。常に道路や天候の状 
況にを意し、十分な車間距離を保つ 
て運転してください。 

また、タイヤのグ I 」ップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保やを険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 


A 警告 

ABS に異常があるとさは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤは 
□ックしまず。その結果、ステア U 
ングでの車両操縦性が制限され、制 
動距離が長<なるおそれがあります。 

故障により、 ABS の機能が解除され 
たときは、 BAS と ESP ® の機能も解 
除されます。特定の状況では、車が 
横滑りするおそれがあります。 

路面や天候の状況にを意し、十分な車 
間距離を確保して運転してください。 


ブレーキ操作をずる 


ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体が振動ずること 
がありまずが、異常ではありません。 

ABS び作動したとを 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けて < ださい。 


強い制動力び必要なとを 

► ブレーキぺ夕 V レをいっぱいまで踏み 
込んでください。 

A 警告 

ブレーキ操作をずるとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださし 、。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長くなるおそれがあ 
ります。 

Qabs は制動距離を短くずる装置で 
はありません。(下のよ5な路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがあります。 

• 雪の積ちった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの請れた路面 

• 石だたみのよ5に摩擦係数が連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン装着時 
〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありますが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能ち元に戻りまず。 


醒骗がが 
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IB) I ABS 警告'打 

イグこッシヨン位置を2にしたとさに 
点灯し（点灯しないとさは警告灯が故 
障しています）、エンジン始動後に消 
口しまず。 

エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンがかかっているとさに点灯した 
ときは、 ABS に異常がありまず。 

ブレーキは通常通り作動しまずが、 
ABS 、 ESP 愈、 BAS 、 ETS 、 PRE - SAFE ® 
などは作動しません。 

いつちより慎重に運転し、ずみやかに 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 


BAS 

BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

► 緊急ブレーキ状態から脱ずるまで、 
ブレーキぺダ;レをしっかり踏み続け 
て < ださい。 

ABS により、車輪の□ックが抑え 
られまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 


A 警告 

• 臣 AS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐものではありません。 

臣 AS が作動してわ制動距離の短縮 
には限界がありまず。また、タイ 
ヤのグ U ップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• 臣 AS に異常があるときをブレーキ 
は通常通り作動しますが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なる 
おそれがあ0ます。 

• 臣 AS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

ObAS に異常びあると、 ABS を正し 
<作動しな<なることびありまず。 

〇 バッテ U — 電圧びほ下ずると BAS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると機能ち元に戻りまず。 


BAS プラス（ブ レーキア シスト • 
プラス）* 


A 警告 

電波望遠鏡施設の周辺では、レーダー 
センサーシステムは自動的に停止し 
まず。 

BAS プラスは、デイスト〇ニック- 
プラスを装備した車両でのみ使用可能 
です。 

〇 「ま全上の重要事項」の項目をご 
覧ください。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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BAS プラスは、 7 km / hl ； ■(上の速度で 
の危険な状況で、レーダーセンサー技 
術を使用して交通状況を判断し、ブ 
レーキ操作の補助を行ないまず。 

レーダーセンサーシステムの補助によ 
り、 BAS プラスは一定時間車両の進 
路上にある障害物を検知ずることびで 
をます。 

約 70 km / h け下の速度では、 BAS プ 
ラスは停車まには駐車している車両な 
ど、静止している障害物を検知します。 

障害物に接近していて、 BAS プラス 
び衝突の危険性を検知したとさ 、 BAS 
プラスは追突を防ぐために必要な制動 
力を算出します。 

- 30 km / hL ソ上の速度で走巧してい 

ると走： 急激に ブレーキ ペダルを踏 
むと、 BAS プラスは交通状況に合わ 
せて制動圧力を上げまず。 

- 30 km / hL ソ下の速度で走巧してい 

るとを： ブレーキペダルを踏むと、 
BAS プラスび作動し、ブレーキは効 
を続けまず。 

特に高い制動力び必要と BAS プラス 
び判断しにときは、 PRE - SAFE ® を同 
時に作動しまず。 

► 票急ブレーキの必要性びな<なるま 
でブレーキペダルを踏み続けまず。 

ABS び車輪の□ックを防ざまず。 


LU 下のときは、ブレーキは再度通常通 
り作動ずるよ5になりまず。 

• ブレーキ ペダルから足を放しにとさ 

• 追突のを険性びな<なったとを 

• 車両前方に障害物び検知されな< 
なったとさ 

その後、目 AS プラスは解除されまず。 

走行中の BAS プラスの補助のために 
は、レーダーセンサーシステムび設定 
されていなければなりません。詳し< 
は0226ページ）をご覧ください。 

A 警告 

臣 AS プラスは常に障害物や複雑な交 
通状況を認識できるわけではありま 
せん。状況によっては、 BAS プラス 
は介入することがでさません。事故 
の危険性があります。常に交通状況 
に十分注意し、運転者自身でブレー 
キ操作を行なってください。 

iU 下のとさは特に、障害物の検知が行 
なわれないことがあ0まず。 

• センサーにミちれがあるとさやカバー 
が覆われているとさ 

• 雪や激しい雨が降っているとさ 

• 他の電波の発生源と干渉している 
とさ 

• 自走式タワー駐車場の巧部など、電 
波の強い反射が起さているとさ 

• バイクなど、幅の狭い車両が前方を 
走行してし''るとさ 

• 前ちを走行している車両の位置がち 
または左にずれているとさ 


醒骗がが 
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A 警告 

BAS プラスはな下には反応しません。 

• 人間や動物 
• 対向車 
• 横切る車 

•力ーフを走行しているとき 

結果として、を険な状況でち BAS プ 
ラスび介入を行なわないことびありま 
す。事故のを険性びあ0まず。常に交 
通状況に十分ミ主意し、運転ち自身でブ 
レーキ操作を巧なって < ださし、。 

フ□ントバンパーを損傷したときは、 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でレーダーセンサーの設定と作動の点 
検を行なってください。ほ速で衝突し、 
フ□ントバンパーに外見上の損傷びな 
し、ときを、このことに該当しまずので 
ま意してください。 

レーダーセンサーシステムの故障で 
BAS プラスび使用できないときを、 
ブレーキシステムは、最大制動力まで 
BAS ととをに使用できまず。 


アダプティブブレ~キランプ 

約 50 km / hLi (上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動ずると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両にま意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点灯に変わりまず。 

まに、約 70 km / h じ(上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランフの点滅に加 
えて、停車すると非甫点滅灯び自動的 
I し 点:;麻しま^ 〇 


自動的に点滅した非甫点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押ずか、再度走行を 
開始して走行速度び約 lOkm / hLU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP ® 

ESP ® (エレクト□ニック.スタビ1」 
ティ.プ□グラム）は、タイヤの空 
転時や横滑り時など、車び不ま定な 
状況になったとさに、車両操縦性や 
走行ま定性を確保しよラとずるシス 
テムでず。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯 
m び点滅しにとさは、 ESP ⑥び作 
動しています。 


ち I ESP ® 表示口 

イグニッシヨン位置を2にしたときに 
点灯し（点灯しないとをは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯しまず。 

A 警告 

ESP ® 表示灯 [5] が点滅したとき■は、 

じ(下のよラにしてください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• 発進ずるとさは、アクセルペダル 
を必要政上に踏み込まないで<だ 
さし、。 

• 路面と天候の状況に合わせて運転 
して < ださい。 

車輪が空転したり、車が横滑りずる 
おそれがあ0ます。 


磐骗がが 
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A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐをのではありません。 ESP ® 
び作動してを、車両操縦性や走巧安定 
性の確保には限界があ0ます。また、 
タイヤのグリップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 

D 前輪または後輪を上げてけん引さ 
れるときは、イグこッシヨン位置を 
2 にしないでください。 ESP ® が作 
動して、ブレーキシステムや駆動系 
部品を損傷ずるおそれがありまず。 

P 4 MAT に装備車は、前輪または後 
輪のみを持ち上げた状態でけん引し 
ないで<ださい。駆動装置などを損 
傷するおそれがありまず。 

P ESP ® が故障ずると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに警告 
ッセージが表示され、エンジン 
の出力が低下ずることがあ0ます。 
走行が困難なとさは、ずみやかに 
安全な場所に停車し、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 

〇 エンジンがかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアプ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
に ESP ® に関する故障/警告ッ 
セージが表おされた0、 ESP ® 表示 
•n [ S ] や ESP ® オフ表示口 間 、 
ABS 警告口 [ W ] が点灯ずることが 
ありまず。 


このよラなとさは、安全な場所に停 
車してからイグニッション位置を0 
にして、エンジンを再始動して<だ 
さい。しばら<走行ずると、故障/ 
警告^ッセージや表示灯-警告灯は 
消灯しまず。 

〇 ABS が故障して ABS 警告灯 [ S ] 
が点口しているとさは、 ESP ® の機 
能ち解除されていまず。ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

〇 指定のサイズで4輪とち同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® が 
作動することがありまず（走行中に 
ESP ® 表示口 [ S ] が点滅したまま 
になりまず）。 

ETS 


ETS は、 ESP ® の機能の一部でず。 

ETS は、滑りやずい路面などで車輪が 
空転したとさに、駆動輪にブレーキを 
効かせて発進時や加速時の駆動力を確 
保しよラとずるシステムでず。 

ESP ® の機能が解除されている場合で 
ち、 ETS の機能は解除されません。 

A 警告 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走行安定性を高めるシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐちのでは 
ありません。 ETS が適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界があ0ます。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運乾者に全責任があります。 


擊骗が批 
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ESP ® の機能の解除 


エンジンを始動したとさ、 ESP ® は常 
に待機状態になりまず。 

〇 ECO スタート/ストップ装備車 
は、作動条件び揃っている場合は車 
両び停止したとさに自動的にエン 
ジンを停止し、発進時には再始動 
します。このとき、 ESP ⑩の機能は 
エンジン停止前の状態び維持され 
ます。例えば、 ECO スタート/ス 
トップによりエンジンび停止ずる前 
に ESP ® の機能を解除していたと 
をは、再始動してを ESP ® の機能 
は解除されたままになりまず。 

なのよラな状況では、 ESP ® の機能を 
解除したほラび走行しやずい場合びあ 
りまず。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
し、るとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 
このときは ESP ® の機能を解除しまず。 

S 63 AMG は、サーキットコースなど 
を走行するとをし分外は、 ESP ® の機能 
を解除しないでください。 

A 警告 

ESP ® の機能を解除する必要がなく 
なったときは、 ESP ® を待機状態にし 
て<ださい。車が不安定な状況になっ 
たとさに、操縦安定性や走行安定性 
を高めることがでさません。 


ESP ® の機能が解除されると、下の 

状態になりまず。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しようとずることが 
でさな < なりまず。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪が空転ずることがありまず。 

• トラクシヨンコントロールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ® は 
自動的に作動します。 

ESP ® の機能を解除しているときに 

タイヤの空転や横滑りを感知ずると、 

ESP ® 表示灯 m が点滅しまずが、 

ESP ® は作動しません。 



A 警告 

ESP ® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
乾ずるととをに、似下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 


磐骗がが 
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ESP ® の機能を解除ずる 

エンジンびかかっているとさに操作で 
さまず。 

► ステア1」ングスイッチの 3] また 
は HE を押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのメインメ 
ニューで II アシスト II を選択しまず。 

► ステア1」ングスイッチの因のを押 
します。 

ESP ® の機能び解除されると、 ESP ® 
オフ表示灯び点灯しまず。 

应りを押ずたびに、 "オン" と" オフ" 
び切り替わりまず。 


41 ESP ® オフ表示な 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとをは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに 
ESP ® オフ表お灯び点灯してい 
るときは、 ESP ® の機能び解除されて 
います。 ESP ® 表示な [ S ] と ESP ® 
オフ表示な [3ZI び点巧しているとさ 
は、故障のため、 ESP ® の機能び解除 
されています。 

特定の状況では、車び横滑りするおそ 
れびあります。 

路面と天候の状況に合わせて運転して 
<ださい。 


EBD 

EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を検知-制御し、ブ 
レーキ時の車両操縦性と走行ま定性を 
確保しよ5とずるシステムでず。 

A 警告 

EBD に異常びあるとさちブレーキは 
通常通0作動しまずび、急ブレーキ 
時などには後輪び □ ックするため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびありまず。車両操縦性 
の変化に；主意して慎重に運転して< 
ださい。 


アダプティブブレ~キ _ 

アダプティブブレーキは、ブレーキ時 
の利便性とま全性を高めるシステム 
です。 

アダプティブブレーキには、ホールド 
機能0246ぺージ）とヒルスタート 
アシスト機能（[>178ページ）を含ま 
れまず。 


攫骗がが 
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走行ま全装備 


PRE - SAFE > ブレーキ 


A 警告 

電波望遠鏡施設の周辺では、レーダー 
センサーシステムは自動的に停止し 
ます。 

PRE - SAFE ® ブレーキは、デイスト □ 
こック-プラスを装備した車両でのみ 
イま用巧能です。 

〇 「ま全上の重要事項」の項目をご 
覧ください。 

PRE - SAFE ⑩ブレーキは、前方にいる 
車両へ衝突するを険性を最ル限にし 
たり、衝突の際の影響を減らずため 
の補助を行ないまず。 PRE - SAFE ® ブ 
レーキび衝突の危険性を検知したと 
をは、自動ブレーキの作動ととをに、 
警告灯および警告音により運転をに 
警告しまず。 PRE - SAFE ® ブレーキは、 
自動的に衝突を防ぐシステムではあ 
りません。 

本機能は(下のよラな警告を行なし、 
ます。 

•速度が約 30 km / h 政上で、前方を 
走行している車両との距離が数秒間 
にわたって不十分なままのとさ 

このとさは、ーターパネルの距離 
警告口 m が点灯しまず。 

• 速度が約 7 km / haU 上で、前方にい 
る車両に急速に接近しているとさ 

このと さは、断続的な警告音が鳴り、 
^ ー ターパ ネルの 距離警告灯^ 
が点口しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


► 前方の車両との車間距離を増やずた 
め、ただちに ブレーキを 効かせて< 
ださい。 

または 

► 安全な状況であれば、回避操作を行 
なって < ださい。 

速度が約 7 km / h _ UU 上で、運転者およ 
び助手席の乗員がシー ト ベル トを 着用 
しているときは、約200 km / h までの 
速度で、 PRE - SAFE ® ブレーキは 自動的 
に車両に ブレーキを 効かせまず。 

《上記は車両の機能の説明です。公道を走 
行する隙は、必ず法定速度や制限速度を 
遵守してください。 

特に複雑な走行状況では、不必要な 
PRE - SAFE ® ブレーキの警告や介入が 
発生ずる可能性がありまず。その場合、 
アクセルペダルを踏み込みキックダウ 
ンさせるか、ブレーキペダルから足を 
放すことで不必要な警告や介入を解除 
ずることがでさまず。 

PRE - SAFE ® ブレーキのブレーキ操作 
は、じ(下のときに終了しまず。 

• 障害物を回避ずる操作を行なった 
とさ 

• 追突の危険性がな<なったとさ 

• 自車の前方に障害物が検知されな< 
なったとさ 

レーダーシステムの補助により、 pre ¬ 
safe ® ブレーキは、 一定時間自車の 
前方にある障害物を検知ずることがで 
さまず。 

約 70 km / h までの速度では、 pre ¬ 
safe ® ブ レーキは停車または駐車し 
ている車両など、静止している障害物 
ち検知でさまず。 


磐紙が化 
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障害物に接近していて、 PRE - SAFE ® ブ 
レーキが衝突の危険性を検知したとさ 
は、まず警告灯および警告音により運 
転者に警告しまず。運転者がブレーキ 
や回避操作を行なわなかったときは、 
システムは車両に自動的に軽くブレー 
キを効かせることで、運転者に警告を 
行ないまず。衝突の危険性が高まった 
ときは、 PRE - SAFE ⑩が作動しまず。 
衝突の危険性が残り、運転者がブレー 
キや回避操作、または急加速を行なわ 
ないとさは、自動緊急ブレーキの強さ 
までのブレーキ操作が自動で行なわれ 
ます。可避でさない事故の直前までは、 
自動緊急ブレーキは行なわれません。 

A 警告 

差し迫った衝突の前に PRE - SAFE ® ブ 
レーキが車両の速度を下げたとさで 
ち、運転者が回避操作を行なわない 
とさは、システムでは衝突を回避ず 
ることはでさません。事故の危険性 
があります。状況に応じてブレーキ 
を効かせるか、回避操作を行なって 
ください。運転者の回避操作が遅れ 
たとさは、事故につながります。 


A 警告 

PRE - SAFE ® ブレーキは 常に障害物や 
複雑な交通状況を明確に認識でさる 
わけではありません。 

そのようなとき、 PRE - SAFE ® ブレー 
キは： 

• 不必要な警告と自動ブレーキを 
作動させる場含があります。 

• 警告と自動ブレーキを作動させな 
い場含があります。 

事故の危険性がありまず。常に交通 
状況に注意して、特に PRE - SAFE ® ブ 
レーキが警告を行なったとさは、運 
転者自身でブレーキ操作を行なって 
ください。を険な状況でない場含に 
は、自動ブレーキの作動を解除して 
ください。 

iU 下のとさは特に、障害物の検知が行 
なわれないことがあ0まず。 

• カバーがミちれているとさやセンサー 
が覆われているとさ 

• 雪や激しい雨が降っているとさ 

• 他の電波の発生源と干渉している 
とさ 

• 自走式タワー駐車場の内部など、電 
波の強い反射が起さているとさ 

• バイクなどの幅の狭い車両が前方を 
走行してし''るとさ 

• 前ちを走行している車両の位置がち 
または左にずれているとさ 


醒骗がが 
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走行ま全装備 


A 警告 

PRE - SAFE ⑥ブレーキは、し^下の物に 
は反応しません。 

• 人間や動物 
• 対向車 
• 横切る車 

•力ーブを走行しているとき 

結果として、危険な状況で PRE - 
SAFE ® ブレーキが警告や自動ブレー 
キを作動させないことがあります。 
事故の危険性があります。常に交通 
状況にミ主意して、運転者自身でブレー 
キ操作を巧なつてください。 

前方の車両との適切な距離を維持し、 
衝突を防ぐために、運転者自身がブ 
レーキを効かせて<ださい。 

PRE - SAFE ⑩ブレーキを設定ずる/解 
除ずる 

► マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イで PRE - SAFE ® ブレーキの設定/ 
解除を行ないまず。 

設定すると、メーターパネル左側に 
屋国マークび表示されまず。 

電波望遠鏡施設の周辺では、レーダー 
センサーシステムは自動的に停止し 
ます。 

走行中の PRE - SAFE ⑩ブレーキの補助 
のにめには、レーダーセンサーシステ 
ムびオンになっていて、作動していな 
ければな0ません。 


フ□ントバンパーを損傷したとさは、 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でレーダーセンサーの設定と作動の点 
検を行なつてください。ほ速で衝突し、 
フ□ントバンパーに外見上の損傷びな 
し、ときを、このことに該当しまずので 
ま意してください。 


磐骗がが 
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盜難防止システム 


イモビライザー 


イモビライヴーは、正規のキー LU 外で 
はエンジンを始動させないよラにずる 
機能です。 

キーによりイモビライザーを作動さ 
せる 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

キーレスコ’一によりイモビライザーを 
作動させる 

►イグニッシヨン位置を 0 にして、 
運転席ドアを開さまず。 

イモビライザーを解除ずる 

►イグニッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動すると解除されます。 


盗難防止警報システム 


盗難防止警報システムは、 U モコン操 
作まにはキーレス3—操作により施錠 
した後、エマージェンシーキーで運転 
席ドアやトランクを解湿し、開いたと 
さを作動しまず。 



盗難防止警報システムび待機状態のと 
さにしツ下の状況を検知ずると、サイレ 
ンび約30秒間鳴り、非甫点滅灯び通 
雷の2倍の速さで約5分間点滅しま 
す。また、ルームランプび約5分間点 
灯します。 

• ドアやトランクび開けられたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 


システムを待機が態にずる 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作で施綻しまず。 

表示灯のび点滅し、約10秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとさは、表示灯 
のび点滅を続けまず。 

システムの待機：!犬態を解除ずる 

► U モコン操作まにはキーレス=1 一 操 
作で解錠しまず。 

表示灯のび消灯しまず。 

警報を停止ずる 

► エンジンスイッチにキーを差しまず。 
または 

► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 


摆骗がが 
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资難防止システム 


キーレスコ‘一による操作 

► キーび左ち側アンテナの検知範囲 
([>92ページ）にあるときは、キー 
びある側のドア八ンドルの裏側に触 
れます。 

または 

► キーびトランク側アンテナの検知 
範囲092ページ）にあるときは、 
トランクの八ンドルを引きまず。 

または 

► キーび車室巧アンテナの検知範囲 
092ぺージ）にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けたキーレス 
3—スイッチを押します。 

〇 ドアやトランクび開けられたり、 
ボンネットの□ックび解除されて警 
報び作動したとさは、それらをずぐ 
に閉じてを、警報は停止しません。 

〇 システムを待機状態にずるとさは 
ボンネットび確実に閉じていること 
を確認してください。ボンネットの 
□ ックび解除された状態でシステム 
を待機状態にずると、ボンネットび 
開けられてを警報は作動しません。 

〇 システムび待機状態のとさに車内 
からドアを開いたり、ボンネット 
□ック解除レバーでボンネットの 
□ ックを解除ずると警報び作動しま 
す。車内に人びいるときは待機状態 
にしないで < ださい。 


けん引防止機能 

車を施話して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを検知 
ずると、サイレンび約30秒間鳴り、 
非甫点滅灯び通常の2倍の速さで約5 
分間点滅しまず。また、ルームランプ 
び約5分間点灯しまず。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げられたとさなど 
に警報び作動しまず。 

システムを待機:！犬態にずる 


► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施錠しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機が態を解除ずる 


► U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で車を解錠しまず。 

けん引防止機能び自動的に解除され 
9 〇 

けん弓 I 防止機能を解除ずる 


誤作動を防止ずるために、政下のよ5 
な状況で車を施錠ずる場合は、けん引 
防止機能を解除して < ださい。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
移動ずるとさ 

• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 


磐骗がが 
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〇 けん引防止機能を解除ずると、同 
時に室内センサー（[>72ページ） 
を解除されます。 

〇 けん引防止機能の設定と解除の操 
作を、フアンクシヨンスイッチの 
ユーヴー定養スイッチに登録ずるこ 
とびできまず。詳しくは（>84ぺ一 
ジ）をご覧< ださい。 


けん引防止機能と室内センサー①設 
定/瞄除① 



サピ巧泛巧—ッ巧* 



► インエ U アが車両設定画面 iU がの 

とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
"車両" を選択して •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

インェ U アが車両設定画面になり 
ます。 



► インエリアに" けん引防止警報機 
能/盗難防止機能" を表示させて 
{◎I . *◎*、 コントロ ー ラ ー を押し 
ます®。 

コント□ーラーを押ずたびに、" け 
ん引防止警報機能/盗難防止機能 
ON " と" けん引防止警報機能/盗難 
防止機能 OFP が切り替わりまず。 

" けん引防止警報機能/盗難防止機 
旨目 ON " 

U モコン操作で施錠ずると、けん 
引防止機能と室内センサーは待機 
状態になりまず。 

II けん引防止警報機能/盗難防止機 
能 OFF " 

リモコン操作で施錠してち、けん 
引防止機能と室内センサーは待機 
状態になりません。 

けん引防止機能と室内センサーの設 
定/解除感 



► インエ U アが車両設定画面のとさ 
に、アプ U ケーシヨンエ U アで "車 
両 II を選択して ■ Hg )*、 コント 
□ーラーを押します®。 

車両設定メこューが表示されまず。 


磐骗がが 
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を難防止システム 


I W ブ，ィ评■ヴ, 

う - M 

イ - y — 王; X そ T ^ j ンヴピパト 
Ay トクイ! MWIII 加 
* - ムわ了 HU*! W 
7：^ヒ玉ント9イ!^ク—イ " M—.W 
«凸〇^<ホ—^イサ*>^* 

口 ■«•«： 卜7百-甘 
■ けん WEiLUHi ^ / 

► II けん引防止警報機能/盗難防止機 
旨 目" を 選択してコント 
□ーラーを 押しまず®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左 
側のボックスのチェックマークが 
表示/消去されまず。 

けん引防止機能と室内センサーが設 
定されているとさは、左側のボッ 
クスにチェックマークが表示されま 
す。 

けん引防止機能と室内センサーの設 
定/解除 ③ 

けん引防止機能と室内センサーを解除 
ずる 

► ステア U ングの音声認識ボタンを押 
します。 

► II ピッ II と鳴ってから約6秒内に 
II ケンインボウシケイぶウキノウ 
オフ"と発声しまず。 

II けん引防止警報機能を OFF にしま 
す"と返答がありまず。 


けん引防止機能と室内センサーを設定 

ずる 

► ステアリングの音声認識ボタンを押 
し 9 〇 

► II ピッ II と鳴ってから約6秒内に 
II ケンインボウシケイホウキノウ 
オン"と発声しまず。 

II けん引防止警報機能を ON にしま 
す"と返答がありまず。 

。返答びないとさは、設定/解除 
び行なわれていません。再度操作 
を行なって< ださし、 

〇 音声認識については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


室内センヴ~ _ 

車を施綻して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車内で物体の動さを 
検知ずると、サイレンび約30秒間鳴 
り、非苗点滅灯び通常の2倍の速さで 
約5分間点滅しまず。また、ルームラ 
ンプび約5分間点灯しまず。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内に腕を伸ばしたとをなどに警報び作 
動しまず。 


磐骗がが 
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システムを待機げ態にずる 


► システムを待機状態にずる前に、室 

内センサーの誤作動を防止ずるため 

にじ(下のことを確認して < ださい。 

• ドアウインドウが完全に閉じて 
いること 

• スライデイングルーフ * また 
はパノラミックスライデイン 
グルーフ*が完全に閉じてい 
ること 

• ルーム S ラー やアシストグ U ッ 
プにマスコ ッ トなどをかけてい 
ないこと 

► リモコン操作またはキーレス一操 

作で車を施錠しまず。 

約3日秒後に待機状態になりまず。 

待機が態を解除ずる 


► リモコン操作またはキーレス一操 
作で車を解錠します。 

室内センサーが自動的に解除され 
ます。 

室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止するために、 iU 下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、室内セ 
ンヴーを解除して < ださい。 

• 車内に人や動物が残るとさ 

• ドアウインドウをかし開いた状態で 
車から離れるとさ 

• スライデイングルーフ*またはパノ 
ラミックスライディングルーフ*を 
かし開いた状態で車から離れるとさ 


室内センサーの設定/解除 

室内センサーの設定/解除は、けん引 
防止機能の設定/解除と連動します。 

設定/解除操作については (>7 K 72 
ページ）をご覽< ださい。 


攫骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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はじめに 


はじめに 


COMAND システムは、ナビゲーシヨ 
ンやオーデイオ、エアコンデイシヨ 
ナーや車両設定などの各機能を一体化 
したシステムでず。 


安全のために 


A 警告 

• 走行中に COMAND システムを操 
作ずるとさは、常に周囲の状況に 
を意して < ださし、。 

• 車両が約日 Okm / h で走行している 
ときは、1秒間に約 14 m も走行し 
てしまラことを常に念頭において 
走行してください。 

• COMAND システムの操作は、で 
さるだけ走行中を避け、安全な場 
所に停車してから操作してくださ 
し、。走行中に COMAND デイスプ 
レイを見るときは、必要最小限（約 
1秒し U 内）にとどがてください。 

〇 ま全のにめ、 COMAND システム 
には、走行中に操作でさない機能や 
表示されない項目びあ0まず。 


COMAND システムの機能 

COMAND システムで操作でさる機能 
はち表のよ5に大別されまず。 

それらの機能は、 COMAND ディスフ 
レイ（[>80ページ）のアプ U ケーシヨ 
ンエ U アおよびエアコンディシヨ 
ナーエ U アを選択ずることで操作で 
をまず。 

まに、ランバーサポートスイッチ/ 
マルチコント□ー ルシー トバックス 
イッチを押ずことで、前席のランバー 
サポート（[>118ページ）/マルチコ 
ント □—ル シートバック*(>119ぺ一 
ジ）の設定び行なえまず。 



オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 


機能 

ぺージ 

① 

ナビ（ナビゲーシヨン） 

別冊 rCOMAND システム取扱説日月 
書」をご覧< ださい。 

⑤ 

オーディオ 

⑤ 

電話/情報 

④ 

TV /映像 


車両 


• 電動ブラインド（1」アウインドウ）の開閉 

328 


• ドアミラー設定* 

134、138 


• イー ジー エント U —* 

130 


. 車がライト残照機能 

1已已 

⑤ 

• ルームランプ残照機能 

1已9 


• アンビエントライト色調/照度設定 

161 


• □ケイターライティング 

91 


• 車速感応ドア□ツク 

102 


• けん引防止機能/室内センサー 

71 


• トランクリツドの開口角度設定* 

108 

(D 

エアコンディシヨナー 

284 

ランパ'—サポート（前席） 

118 

マルチコント□—ルシートバック（前席）* 

119 
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はじめに 


COMAND システムの構成 

COMAND システムは、 

• COMAND コント□ーラー 
• フアンクシヨンスイッチ 

• COMAND ディスプレイ 
から構成されてし''まず。 

〇 電話の発信操作をずるためのキー 
パッドび装備されていまず。 

詳しくは、別冊 「 COMAND システ 
ム取扱説明書」をご覧ください。 

〇 オーディオや電話などの操作の一 
部は、ステア U ングスイッチで行な 
ラことびでさまず。 

詳しくは、0202ぺージ）か、別 
冊 「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 


COMAND コント□—ラー 



COMAND コント□ーラーを操作ずる 
ことにより、 COMAND システムの 
様々な機能を選択したり、設定ずるこ 
とびでをまず。 


操作の方向 

本書中の 
表記 

押ず 

押して保持する 


まねす 

¢◎5 

上下にスライドずる 
スライドして保持ずる 


左ちにスライドずる 
スライドして保持する 


上下左ち斜めにスライド 
する 

スライドして保持する 

'Y 、 


〇 それしツ上項目を選択でさないとさ 
などは、コント□ーラーの作動び電 
気的に□ックされ、まわずことびで 
さな < なりまず。 
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フアンクシヨンスイッチ 




スイッチ名称 

① 

電動ブラインド（1」アウイ 
ンドウ）スイッチ 

⑤ 

11 才ーディオスイッチ 

⑤ 

④ 

U ターンスイッチ 

H ] ランバーサ ポー トスイッチ 
/マルチコント□ールシー 
トバ'ックスイッチ 

⑤ 

^電話/情報、ナビゲーシヨ 
ンスイッチ 

© 

画 ON / OFF スィッチ 

⑦ 

音量調整ダイヤル 

④ 

E ユーヴー定養スイッチ 


の®電動ブラインド（リアウイン 
ドウ）スイッチ 

電動ブラインド（リアウインドウ）を 
開閉するとさに押しまず。詳しくは、 
(>327 ページ）をご覧ください。 

@ IS I 才ーディオスイッチ 

COMAND システムをラジオや CD な 
どのオーディオモードにずるとさに押 
します。 

③ リターンスイッチ 

ひとつ前の画面に戻るとさに押しまず。 

④ I - I ランパ’ーヴポートスイッチ/ 

マルチコントロー ルシート 
バック*スイッチ 

ランノ（ーサポート/マルチコント□一 
ルシートバックを調整ずるとさに押し 
まず。 

COMAND ディスプレイがランバーサ 
ポート/マルチコント□ールシート 
ノ（ックの調整画面になりまず。 

電話/情報、ナビゲーシヨン 
スイッチ 

COMAND システムを電話や E ^—ル、 
ナビゲーシヨンモードなどにずるとさ 
に押しまず。 

©区^ ON / OFF スイッチ 

COMAND システムをオン/オフずる 
とさに押しまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


ベ/ S aNVI/MOO 
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はじめに 


©音量調整ダイヤル 

オーディオやナビゲーシヨンの音声案 
内などの音量を調整しまず。 

音量を大さくずる 

► 音量調整ダイヤルを前方にまわし 
ます。 

音量をルさくずる 

► 音量調整ダイヤルを後方にまわし 
まず。 

® E ユーザー定義スイッチ 

使用頻度の高しル U 下の機能をこのス 
イッチに登録でさまず。 

• COMAND ディスプレイのオン/ 
オフ 

• けん引防止警報機能および室内セン 
ヴーのオン/オフ 

登録の操作については、 （084 ページ） 
をご覧ください。 

m 下の機能についてちこのスイッチ 
に登録でさまず。詳し<は、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧 < ださい。 

• ルート案内時の音声案内のオン/ 
オフ（ナビゲーシヨン） 

• 地図表おの現在地への復帰（ナビ 
ゲーシヨン） 

• ルート案内時の音声案内のオン/ 
オフと、地図表示の現在地への復帰 
(ナビゲーシヨン） 




名妳 

の 

ステータスエ U ア 

③ 

アプ U ケーシヨンエ U ア 

⑤ 

インエ U ア 

④ 

サブ こユーエ U ア 

⑤ 

エアコンディシヨナーエ U ア 


COMAND ディスプレイの各エリア 

COMAND ディスプレイは、選択した 
機能とそれに関連ずる こユーを表示 
し 9 〇 

画面内は、上段から下段にかけて5つ 
のエ U アに分かれていまず。 

選択されているエリアは明る <表おさ 
れまず。 

ステータス エリアは選択でさません。 
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©ステータスエリア 

接続されている携帯電話の電波受信状 
況や、ミュート（消音）にしたとさの 
インジケーターなどび表示されまず。 

③アプ U ケーシヨンエリア 

COMAND システムの各アプリケー 
シヨンび表示されまず。このエ U アか 
日、各アプ U ケーシヨンを選択しまず。 

⑤メインエ U ア 

選択されたアプ U ケーシヨンに応じた 
画面び表示されまず。 

まに、アプ U ケーシヨンエ U アやサブ 
メニューエ U アからのポップアップメ 
ニューび表示されまず。 

な)ヴブメニューエリア 

選択されているアプ U ケーシヨンに応 
じた設定項目び表示されまず。 

⑤エアコンディシ ヨナー エリア 

エアコンディシヨナーの作動状況び表 
示されます。 

各項目を選択することにより、エアコ 
ンディシヨナーの設定を行ないまず。 

OON / OFF スィッチで COMAND 
ディスプレイをオフにしてを、エア 
コンデイシヨナーェ U ア⑤は表示 
されます。 



ち八ンドル車 ち八ンドル車 

①角度調整スイッチ（左向さ） 

③角度調整スイッチ（ち向さ） 

⑤照度調整ノブ 

COMAND ディスプレイの角度をを向 
をにずる 

►角度調整スイッチ（左向さ）©を 
押します。 

COMAND ディスプレイびち向きの 
とさは、角度調整スイッチ（左向さ） 
©を2度押しまず。 

COMAND ディスプレイの角度をち向 
をにずる 

►角度調整スイッチ（ち向さ）⑤を 
押しまず。 

COMAND ディスプレイび左向きの 
とさは、角度調整スイッチ（ち向さ） 
@を2度押しまず。 
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各種設定 


COMAND ディスプレイの角度を中央 
にずる 

► COMAND ディスプレイが左向きの 
ときは、角度調整スイッチ（ち向き） 
©を押しまず。 

COMAND ディスプレイがち向さの 
ときは、角度調整スイッチ（左向き） 
©を押します。 

COMAND ディスプレイの照度を巧る 
くずる 

► 照度調整ノブ®を時計回りにまわ 
します。 

COMAND ディスプレイの照度を暗く 
ずる 

► 照度調整ノブ③を反時計回りにま 
わします。 


各種設定 


COMAND ディスプレイの表示言語 
設定 _ 

COMAND ディスプレイの表示言語 
を、日本語または英語に設定でさまず。 

© COMAND システムの言語設定に 
連動して、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイの表示言語ち変更され 
まず。 

► アプリケーシヨンエリアで" 車両" 
を選択して I©J ■ *◎•、 コント □— 
ラーを押します®。 



メインエ U アが車両設定画面にな 
りまず。 
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f イ： L ルイ 
t — 巧 

!■ 


t 0 

r か 

卜 a ■み, 



表术言語を日本語にずる 

►" 日本語" を選択して 

コント□ー ラーを 押しまず®。 

表示言語を英語にずる 

► " English " を選択して SOJ . tO * 
コント□ーラーを押しまず®。 


► サブメニューエ U アで" システム設 
定 "を選択して、コント□—ラーを 
押します®。 


COMAND ディスプレイのを調設定 



COMAND ディスプレイの色調を、昼 
画面や夜画面にでさまず。まに、周囲 
の日月るさに連動して自動的に昼画面と 
夜画面を切り替えることをでさまず。 


ユ—ザ—,■スイが 

リセ >卜 


II 言語 / Language " を選択して 
{◎).♦◎*、 コント□— ラーを 押し 
ます®。 


すど才—チ*壬 た - na ■— 

► アプリケーシヨンエリアで" 車両" 
を選す尺してコント□一 
ラーを 押します®。 

インエ U アが車両設定画面にな 
りまず。 


リリ 


現在選択されている表示言語の左側に 
は、" • " が表示されていまず。 
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各種設定 



サブ;>< こユーエ U アで" システム設 
定 "を選択して、コント□ーラーを 
押しまず®。 


わ1ルイ 


t 一, 

ュわけ 

リセット 

w 巧 tB—■! 



II ディスプレイ" を選択して I@J - 
* ◎、コン ト□ーラーを押しまず®。 



昼画面に設定ずる 

►"昼 画面設定" を 選択して 《◎)- 
*◎*、 コント□—ラーを 押しまず®。 

夜画面に設定ずる 

►"夜 画面設定" を選択して 

*◎*、 コント□ーラーを押しまず®。 

周囲の明るさに連動させる 

►" オート" を選がして i@J • 

コント□ーラーを押しまず®。 

〇 "ディスプレイ OFF " を選択ずる 
と、 COMAND ディスプレイびオフ 
になりまず。 

再度表示ずるにはコント□ーラー 
を押ずか®、いずれひの方向にス 
ライドし まず-: を。 


ユーザー定義スイツチの登録 



現在選択されている色調設定の左側の 
"〇"の中には、 " • " び表示されてい 
ます。 


ユーザー定義スイッチに機能を登録 
ずる 

► アプリケーシヨンエ U アで" 車両" 
を選択して I@J •-◎•、 コント□一 
ラーを押します®。 

メインエ U アび車両設定画面にな 
りまず。 
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COMAND システムのリセツ 




COMAND システムの設定内容を、 
工場出荷時の状態に戻ずことがでさ 
ます。 

► アプリケーシヨンェリアで" 車両" 


を選択して C©J - 
ラーを押します®。 


コント □— 


► サブ^こユーエ U アで" システム設 
定 "を選択して、コント□ーラーを 
押します®。 


も X かイ 
t — ブ懂 

ユーヴ ー« A むホ 


'け，卜 


"ユー ヴー定義スイッチ" を選択し 
て {◎! . *◎*、 コント□—ラ—を 
押します®。 


r ぞィ a プいな F 

けん WR 止 ■■■H r I HRitW 
册 w 

aa— 

mamAPiwm 


現在登録されている機能の左側に 
は、" • II が表示されていまず。 


了ビす，テ * t 言&。 1 圓 Tv .- n « ■— 

インェ U アが車両設定画面にな 
りまず。 



► サブ こユーエ U アで" システム設 
定 "を選択して、コント□ーラーを 
押しまず®。 
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► 登録ずる機能を選がして J@J - 
、コント□ーラーを押しまず®。 
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各種設定 



► II U たット II を選択して im - *◎*、 
コント□ーラーを押しまず®。 



►"はし、"を選択してコ 
ント □ーラーを 押しまず®。 

COMAND ディスプレイに、確認 
乂ツ セージが再度表示されまず。 



►"はし、"を選択して◎、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 


この作業を実行ずると、 COMAND シ 
ステムの設定内容が工場出荷時の状態 
に戻るととちに、 Li (下のデータが削除 
されまず。 

• ナビゲーシヨンの設定 
• ラジオのプ U セツト内容 

• S ュー ジツクレジスターのデータ 

• 登録している Bluetooth ⑩对応携帯 
這話の言ス定 

•アドレス帳のデータ 

• E >< —ルのデータ 

• インターネツトのデータ 
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キー . 88 

巧 . 99 

トランク . 103 

イグニッシヨン 位置 . 109 

シート . 111 

ステアリング . 128 

吉 ラー . 132 

メモ U - 機能 . 140 

シートべ J レト . 141 

ライト . 146 

ワイパー . 164 

パワーウインドウ . 167 

走行と停車 . 175 

才ートマチックトランス5ッシヨン 

. 188 

メー ターパネル . 199 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
. 202 

走巧装備 . 227 

エアコンディシ ヨナー . 282 

スライデイングルーフ . 306 

荷物の積みち/ル物入れ . 314 

室内装備 . 324 
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キ— 


キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
綻に使用しまず。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキー0424ページ）を収納し 
ています。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。車び施錠されていて 
ち、誤って車巧か S ドアを開いた 
り運転装置に軸れて、事故やけび 
をずるおそれびあります。 

また、キーび車室巧またはドア付 
近などの車外にあるとさは、キー 
レスゴースイッチを巧すことによ 
り、エンジンび始動し、事故の原 
因になりまず。 

• 短時間でち、車内にキーを残した 
まま車か S 離れないでください。 
事故や盜難のおそれびあります。 

• エンジンスイッチにキーを差し込 
むとさは、重い物やお要！;■(上に大 
さな物、ステア U ングなどの操作 
部に接触する物をキーホルダーと 
して使用しないでください。 
キーホルダー自体の重みや、キー 
ホルダーびステア U ングなどに接 
触することでキーびまわると、ェ 
ンジンび停止して事故を起こすお 
それびあ0まず。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐにめ、ただちにメルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと、1」 
モコン機能に障害び発生ずるおそれ 
びありまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないで< ださい。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとをは必ず車を施錠してくだ 
ごい。 

〇貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇車を操作ずるとさは、運転者は常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3’ 一 操作を行な5と、作動しなかっ 
た0、誤作動ずるおそれびあ0まず。 

〇磁気を発生ずる電化製品のお< に 
キーを置かないで<ださい。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 
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〇 キーの電ミ也び消耗ずるとキーの表 
示灯び点灯せず、 U モコン操作や 
キーレス3—操作びでさな<な0 
ますび、エンジンスイッチにキー 
を差し込むことによるイグニッ 
シヨン位置の選択とエンジンの始 
動はでさまず。 



①施錠ボタン 

⑤トランク オープナー ボタン 
⑤解錠ボタン 

イグニ ッ シヨン位置び 0 でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
に(下の操作びでさまず。 

-ドア、トランク、燃料給油フラップ 
の解綻/施綻 

-トランクを開< 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□—ジング機能の 
操作0171、172ページ） 

操作時にキーの表示灯び1回点滅し 
ます。 

〇 車両のバッテ U —の電圧びほ下し 
たとさは、キーの電ミ也び正常でを U 
モコン操作はできません。 


解綻ずる 

► 角军远ボタン⑤を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び解錠され、盗難防止警報システム 
( C >69 ページ）び解除され、非甫点 
滅好び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているとさは、確認音び鳴りまず 
([>96ぺージ）。 

トランクび独立施錠 （> 10 7ページ) 
されているときは、解淀ボタン⑤ 
を押してをトランクは解淀されま 
せん。 

施綻ずる 

► 施湿ボタンのを押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び施淀され、盗難防止警報システム 
( C >69 ページ）び待機状態になり、 
非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているとさは、確認音び鳴りまず 
([>96ぺージ）。 

Q U モコン操作で施錠したとさは、 
非常点滅灯び3回点滅したことを 
確認してください。 

トランクを開< 

► トランクび開さはじめるまで、トラ 
ンクオープナーボタン⑤を押し続 
けまず。 

トランクび独立施蟲0107ページ) 
されているとをは、トランクオープ 
ナーボタン③を押してをトランク 
は開さません。 


■ を邸 i 冊 


《アンヴーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
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リモコン機能の切り替え 


U モコン操作での解顏時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップのみを解淀ずる 
ように設定できまず。 

► 解綻ボタン⑤と施錠ボタンのを同 
時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わりまず。 

この状態では LU 下のよ5に作動し 
ます。 

• 解錠ボタン®を1回押ずと、運 
転席ドアと燃料給油フラップの 
みび解淀され、盗難防止警報シ 
ステム （^69 ページ）び解除され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能を設 
定しているとさは、確認音び鳴 
りまず096ページ）。 

• 続けて約40秒し i (内に解綻ボタン 
⑤を押ずと、助手席ドア、リア 
ドア、トランクび解綻され、非 
苗点滅灯び1回点滅しまず。 

また' アンサーバック機能を設 
定しているとさは、確認音び鳴 
りまず（1>96ページ）。 

ネリ期設定に戻ず 

► キーの表示灯び2回点滅ずるまで、 
解綻ボタン⑤と施錠ボタンのを同 
時に約6秒間押し続けまず。 


〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
じ(内に、じ(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施湿されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーび車室内にあるとさに、キー 
レス3—スイッチを押す 

□ケイターライティング 

周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車を 
解錠ずると、(下のライトび点灯し 
9 〇 

• 車幅灯 
• へッドライト 
• LED ドライビングライト 
• テール ランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー下部のライト 

点灯したライトは LU 下のとさに消灯し 
まず。 

• 運転席ドアを開いたとさ 
• 点灯してから約40秒経過したとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーレス3—スイッチでイグニッ 
シヨン位置を1にしたとさ 

C 0 MAND システムで設定を行ない 
ます。 


B を邸 S 恒冊 


《アンヴーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
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► インエ U アが車両設定画面(がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
||車両||を選択して《@1--@*、 コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

インェ U アが車両設定画面になり 
ます。 

□ケイターライティングの設定© 



► >< インエ U アに "□ケイターラ 
イティング" を表示させて C@J - 
•◎•、コン ト□—ラーを押しまず®。 

コント□ーラーを押ずたびに" □ケ 
イターライティング OA/II と" □ケ 
イターライティング0尸尸 I が切り誓 
わりまず。 

II □ケイターライティング OA/ii 
□ケイターライティングが設定され 
ています。 

II □ケイターライティング0尸尸 I 
□ケイターライティングは設定され 
ていません。 


□ケイターライティングの設定③ 



► アプリケーシヨンエ U アの" 車両" 
を選択して ♦◎、 コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定メこューが表示されまず。 

•a ッ，ィシト 
卜了巧■■: 

イ ーy づ…トスだ!/パ 
〜巧イト过*»•々,' 

A— 49>了11 化闺 "W 
。口みクィト P — の!け 
壬9,イ，-ク イナ ゴンヴ _ 

• MMKT。' ぶ 

*i けんか R 止-■辑■•’ JHB 立嚷《 ， 

► II □ケイターライティング" を選択 
して {◎} - *◎*、 コント □ー ラ—を 
押します®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左側の 
ボックスのチてックマークが表示/ 
消去されまず。 

□ケイターライティングが設定され 
ているとさは、左側のボックスに 
チェックマークが 表示されまず。 



■ を邸 i 冊 
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キーレスゴー 


キーレスゴー操作時のま意事項 


A 警告 

• 埋め込み型む臓ペース;>< 一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちや、それ!;^外の医療用 
電子機器を使用されているちは、 
車を使用する前に、あらかじめ医 
師や医療用電子機器メーカーなど 
にキーレス3—による電波の影響 
についてご相談ください。 

• 埋め込み型む臓ペース;>< 一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方は、キーレス3—アン 
テナから約 22 cm じ(巧に近付かな 
いよラにしてください。キーレス 
3—操作を行なラとさは、キーと 
アンテナの間で電波が送受信され 
るため、埋め込み型む臓ペースメー 
カーおよび埋め込み型除細動器の 
作動に影響を与えるおそれがあり 
ます。 

• 子供だけを残して車から離れない 
で < ださい。施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがありまず。 

また、ドア付おやルーフの上、ボ 
ンネッ トの上などの 車 外に キーが 
あるとさち)、 キー レス づース イッ 
チを押すことによりエンジンが始 
動することがあり、事故の原因に 
な0ます。 

-短時間でち、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


キーは LiTF のちのと一緒に持ち運ばな 
いで < ださい。 

. 携帯電話や別の U モコンキーなどの 
電モ機器 

-硬貨やアル三ぶイルなどの金属類 

キーレス3’一の操作に悪影響を及ぼず 
おそれがあ0ます。 

キーが 車内にあるとさは、 キーを 携帯 
していない乗員でちエンジンを始動で 
きるため、注意してください。 



①ち側アンテナの検知範囲 
@左側アンテナの検知範囲 
感トランク側アンテナの検知範囲 
④車室内アンテナの検知範囲 

キーの位置により、キーレス3’一操作 
で行なラことがでさる操作が下のよ 
5に異なりまず。 

キーび左ち側アンテナの検知節囲にあ 
るとを 

-キーがある側のドア八ンドルに触れ 
ると、車の施錠/解錠がでさまず。 

〇 キーの 位置によっては、 キーが 検 
知範囲にある側と反対側のドア八ン 
ドルに触れることで、車が施錠/解 
錠されることがありまず。 


B を邸 6 恒冊 
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-キーが運転席側アンテナの検知範囲 
にあるときにトランク八ンドルを 
引くと、トランクのみを解錠して 
開< ことがでさまず。 

-キーが運転席側アンテナの検知範囲 
にあるとさにトランクのキーレス 
3— スイッチ*を押して、車を施 
錠することがでさまず。 

キーびトランク側アンテナの検知節囲 

にちるとを 

-トランク八ンドルを引くと、トラ 
ンクのみを解錠して開 < ことがで 
さまず。 

-トランクのキーレス3’ースイッチ* 
を押して、車を施錠することができ 
ます。 

〇 キーの 位置によっては、 キーび 卜 
ランク側アンテナの検知範囲にない 
とさを、トランク八ンドルを引< こ 
とでトランクのみび解淀して開くこ 
とびありまず。 

キーび車室内アンテナの検知節囲にあ 

ると走 

• イグニッシヨン位置の選択びでさま 
す （>109 ぺージ）。 

• エンジンの始動びでさまず（0110、 
177ぺージ)。 

〇 ドア付おや ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
をを、車室内アンテナにキーび検 
知されることびありまず。 

P 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、施錠/解錠しな 
し、ことびありまず。 


〇キーび左ち側アンテナの検知範囲 
にあるとさに、ドア八ンドルを清 
掃したり、ドア八ンドルに雨粒や 
水しぶさびかかった0、物などび 
触れると、車び施錠/解錠される 
ことびありまずのでミ主意してくだ 
さい。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとをは、キーレス3’ 一 操 
作を行な5ことはできません。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれていないとさを、エンジンびか 
かっているとさやイグニッシヨン位 
置び2のとさは、キーレス 3— 操 
作で施湿でさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、ドア八ンドルを引き、イグニッ 
シヨン位置を2にしてからキーレ 
ス3—操作を行なってください。 

〇 車両のバッテ U —の電圧びほ下し 
たとさは、キーの電池び正甫でを 
キーレス3’ 一 操作はでさません。 

キーレスコ’一による解綻/施綻 

キーレス 3' —操作で、車の解錠/施 
錠やエンジンの始動を行な5ことびで 
をます。そのためには苗にキーを携帯 
ずる必要びありまず。キーレス3’一操 
作と従来のキーによる操作を組み合わ 
せることびでさまず。例えば、キーレ 
ス3—操作で車を解錠し、リモコンの 
施湿ボタンを押して施錠ずることびで 
さまず。 

キーレス3—操作で車を解錠/施湿 
ずるとさは、キーとドア八ンドルまた 
はトランクとの距離は約 1 m じ(内にし 
て < ださい。 


■ を邸 i 冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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キー レス3—は、車両と キーの 間で定 
期的に通信を行ない、車内に有効な 
キーが あるか確認しまず。 キーの 照合 
は Li (下のとさに巧なわれまず。 

. 車がのドア八ンドルに触れたとさ 
• エンジン始動時 
• 車両の走行中 

解錠ずる（巧期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
が解錠され、盗難防止警報システム 
( C >69 ページ）が解除され、非常点 
滅口が1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているとさは、確認音が鳴りまず 
096ページ）。 

トランクが独立施錠（た107ページ） 
されているとさは、ドア八ンドル 
の裏側に触れてちトランクは解錠 
されません。 

〇 解湿後約40秒し U 内に、し U 下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
ごれます。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーび車室内にあるとさに、キー 
レス3—スイッチを押す 


施綻ずる 



ち側フ□ントドア 


► ドア八ンドルの施錠操作部®に触 
れまず。 

または 



► トランクのキーレス3— スイツ 
チ*@を押しまず。 


トランクび閉じまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップび 
施綻され、盗難防止警報システム （ D >69 
ページ）び待機状態になり、非常点滅 
灯び3回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能を設定して 
いるときは、確認音び鳴りまず （096 
ページ)。 

〇車を施淀したとさは、非常点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 


&アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を邸 e 恒掛 
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トランクを解錠して開く 

► トランク八ンドルを引さまず。 

トランクのみが解錠されて開さまず。 

P トランクを開くときは、後方や上 
ちに十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 

〇 キーが車室内やトランク内にある 
ときは、ドア八ンドルやトランク 
のキーレス3—スイッチで施錠で 
きません。このときは、アルチファ 
ンクシヨンディスプレイに" キ-が 
車内にありまず" と表示されまず。 

ただし、下の場合は施錠ずること 
がでさまず。 

• キーが左ち側アンテナの検知範 
囲にあり、ちラ1本のキーが車 
室内にあるとさに、ドア八ンド 
ルの施錠操作部に触れる 

• キーがトランク側アンテナの検 
知範囲にあり、ちラ1本のキー 
が車室内やトランク内にあると 
さに、トランクのキーレス3’一 
スイッチを押す 

〇 キーがアンテナの検知範囲にな 
いときに解錠しよラとしたとき 
や、エンジンスイッチに取り付け 
たキーレス 3- スイッチを押した 
ときは、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに" キ-を認識でさません 
II と表示されまず。 


解錠時の設定の切り替え 



①施錠ボタン 
@解錠ボタン 


運転席ドア八ンドルの裏側に触れて解 
錠したとさの作動内容を切り替えるこ 
とがでさまず。 

► 解錠ボタン®と施錠ボタン©を同 
時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示口が2回点滅し、設定 
が切り替わりまず。 

この状態では下のよ5に作動し 
まず。 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 

運転席ドア、燃料給油フラップが 
解錠され、盗難防止警報システム 
( C >69 ページ）が解除され、非常点 
滅灯が1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているときは、確認音が鳴りまず 
096ページ）。 

巧期設定に戻ず 

► キーの表示灯が2回点滅ずるまで、 
約6秒間施錠ボタンのと解錠ボタ 
ン®を同時に押し続けまず。 


■を邸昼冊 


《アンヴーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
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〇 設定を切り替えたとさを、運転席 
ドアし以外のドアのドア八ンドルの裏 
側に触れたり、トランク八ンドルを 
引くことで、ドアやトランクを角军淀 
することびでさまず。 


アンサーバック機能 * _ 

アンサーバック機能を設定していると 
をは、 U モコン操作またはキーレス 
3’一操作で車両を解錠/施錠したと 
をに、仕様により(下のよ5に確認音 
び鳴0まず。 

• 車両を施旋したとさに、確認音び1 
回鳴りまず。 

または 

• 車両を解錠したとさに確認音び1 
回鳴り、車両を施錠したとさに確認 
音び3回鳴0まず。 

この機能の設定と解除については 
い226ページ）をご覧ください。 


B を邸 S 恒掛 


《アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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キーの トラブル 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

1」モコン操作で解錠/ 
施錠でさない。 

キーの電池び消拜している。 

► キーの先端部を運輯席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から再度リ 
モコン操作をしてください。 

1」モコン操作びでさないとさ： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを解錠してください〔>424ペー 
ジ）。施錠ずるときは「車両の施錠」をご覧ください（1>425ぺージ)。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠して<ださい（!>424ペー 
ジ）。施錠するときは「車両の施錠」をご覧ください（>425ぺージ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

キーレスゴー操作で解 
錠/施錠できない。 

長い時間キーレス3’一で解錠しなかったため、キーレスゴーの機能び停止 
している。 

► ドア八ンドルを2回引いて、キーをエンジンスイッチに差し込んでく 
ださい。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► IJ モコン機能で車を施錠/觸錠してください。キーの先端部を運輯席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

キーレスゴーび故障している。 

► IJ モコン機能で車を施錠/辭錠してください。キーの先端部を運輯席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

1」モコン操作びでさないとさ： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを解錠して<ださい（：1>424ペー 
ジ）。施錠ずるとさは「車両の施錠」をご覧ください〇>425ページ)。 

キーを紛失した。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 
さし、。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 

エマージェンシー 

キーを紛失した。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ1」ンダーち交換してください。 












98 


キ— 


トラブル 


キーに よるエンジン 
始動びでをない。 


キーび車内にある状 
態で、キーレスコ f 一 
スイッチを押して 
わ、エンジンび始動 
しない。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

バッテリーの電圧び低下している。 

► エンジンスイッチからキーを损さ、再度差し込んで<ださい。 

► キーを差し込んでから約30秒政内にエンジンを始動してください。 

► エンジン始動操作を繰り返してください。 

それでもエンジンび始動しないとき： 

►パ'ッテ1」一を点検し、必要であれば充電して<ださい。 

または 

► 他車のバッテ U — を電源として始動してください04日〇ぺージ)。 
または 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチからキーレス3’ースイッチを取り外し、エンジンス 
イッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 


B を邸6恒掛 










ドア 


I 車がか s のドアの開閉 


A 警告 

-ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じちが不完全（半ドア）な 
場合、走行中にドアが開くおそれ 
がお0まず。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

-同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認して< 
ださい。 


A 警告 

子供だけを残して車から離れないで 
<ださい。 

-施錠されていてを、車巧からドア 
を開 < おそれがあります。 

-車内に残されたキーでエンジンを 
始動するおそれがありまず。 

-パーキングブレーキを解除ずるお 
それがあ0まず。 

子供だけでな<、周りの人わけがを 
するおそれがあ0ます。子供だけを 
車巧に残さないでください。ごく短 
時間でち、車から離れるとさは必ず 
キーを携帯してください。 



①ドア八ンドル 


開< 

► ドア八ンドルのを引きます。 

閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に 
閉じます。 

〇 助手席ドアとリアドアは、開いて 
いるときに□ックノブを押し込んで 
から閉じると施錠されまず。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークが 表示されまず。 








車内か 5 のドアの開閉 


車内か5の解錠/施錠 



開< 

► ドアレバー③を矢印のち向に引 
さまず。 

ドアび開さまず。 

ドアび施錠されているときは、 
□ックノブ®び上びって解綻さ 
れ、ドアび開さます。 

閉じる 

► インナーグ U ップ⑤を持って確実 
に閉じまず。 

〇 車び施淀されているとさを、車内 
のドアレノ（一を引くとドアを開くこ 
とびでさまず。 

〇 シフトポジシヨンび EE のとさ 
に運転席ドアを開くと、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに "セレクタ 
び走行位置" と表示されまず。 


A 警告 

□ックノブび下びっていてち、車内 
のドアレバーを引くとドアは開さま 
す。モ供を柔せているとさは特にミ主 
意して < ださい。 

H 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さい。 

。□ックノブび完全に下びっていな 
いドアびあるとさは、そのドアを 
いったん開き、再度閉じてから施淀 
して < ださい。 

ドアごとの解綻/施錠 


解錠ずる 

► ドアレバー⑤を矢印の方向に引き 
9 〇 

このとさドアを開をまず。 

施綻ずる 

► □ックノブのを押し込みまず。 


ドア□ックスイッチ 
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すべてのドアとトランクを解錠/施 
錠でさまず。 

燃料給油フラップの解錠/施錠はで 
さません。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 
助手席ドアにありまず。 

解錠ずる 

► 解錠スイッチのを押しまず。 

施錠ずる 

► 施錠スイッチ③を押しまず。 

A 警告 

ドア□ックスイッチの解錠スイッチ 
を押すと、リアドアのチャイルドプ 
ルーフ□ック〇日6ページ）を設定 
しているときでを、約日秒間はチャ 
イルドプルーフ□ックが解除されま 
す。子供を乗せたとさはミち意してく 
ださい。誤ってリアドアを開さ、け 
がをずるおそれがありまず。 

〇 下のような場合はドア□ックス 
イッチで解錠/施錠でさません。 

• U モコン操作またはキーレス3— 
操作で施錠しているとさ 

• 助手席ドアが開いているとさ 

〇 運転席ドアが開いているときにド 
ア□ックスイッチで解錠/施錠する 
と、他のドアとトランクが解錠/施 
錠されます。 

〇 トランクが独立施錠0107ぺ一 
ジ）されているとさは、ドア□ック 
スイッチでトランクを解錠ずること 
はでさません。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度が約 15 km / hLU 上になる 

と、ドアとトランクを自動的に施錠 

します。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押ずとをやタイヤ交換な 
どで車を持ち上げるとき、シャシー 
ダイナモに載せるときは、イグこッ 
シヨン位置を0にしてください。 
車輪が回転ずると施錠され、車が 
に閉め出されるおそれがありまず。 

〇 車速感応ドア□ックで施淀された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠 
すると、ドアを開<かエンジンを 
再始動ずるまで、車速感応ドア□ッ 
クは作動しません。 

C 0 MAND システムで設定を行ない 

まず。 



► インエ U アが車両設定画面 iU がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
"車両" を選択してコ 
ント□ーラーを押しまず®。 

インエ U アが車両設定画面になり 
まず。 


■を邸昼冊 







車速感応ドア □ ックを設定ずるの 


► メインエ U アに" 車速感応ドア□ッ 
ク" を 表示させて ！◎! . コン 

卜 □ーラーを 押しまず®。 

コント□ーラーを押ずたびに、" 車 
速感応ドア□ック ON " と'' 車速感応 
ドア□ック OF ド び切り替わりまず。 

II 車速感応ドア□ック ON " 

車速感応ドア□ックび作動しまず。 

II 車速感応ドア□ック OFF ' 

車速感応ドア□ックは作動しません。 ク□ージングサポーター * _ 

車速感応ドア□ックを設定ずる⑤ □ックびかみ合■ラ位 B までドアまたは 

- トランクを閉じると、ク□-ジングサ 

ポ-夕-び作動し' ドアまたはトラン 

サピ た* nm/niK nms m クび自動で閉じまず。 


0^^表み 

•一 

J ス产ム JIT 

??< ザ nn ■— だ， 


► アプリケーシヨンエリアの" 車両" 
を 選択して* ◎、コント □ーラーを 
押します®。 

車両設定 こユーが表示されまず。 



I UI7, ィ州 JTM 

トマミ，—《 

午一 X- 。ド J— W 
A-' トバト SttiH ■ か ' 
ホー占 9^^ ブ 11>« 闕 U# 

7"；^ 亡王;クイトタ ー A ブ - け 
aW けークけィ >グ 
"A, がツ•□神 

口 けん wnmill <• alMihU ' 

► "車 速感応ドア□ック " を選択して 
{◎}■•◎*、 コント□—ラ—を押し 
まず®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左 
側のボックスのチェックマークが 
表示/消去されまず。 

車速感応ドア□ックが設定されてい 
るときは、左側のボックスにチェッ 
クマークが表示されまず。 


を邸 S 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

ドアやトランクを閉じるとさは、身 
体などが挟まれないよラにミ主意して 
<ださい。 

身体などが挟まれそラになったとき 
は、車外のドア八ンドルや車内のド 
アレバー、またはトランクの八ンド 
ルを引いてください。 

□ック機構を改造してク□ージング 
サポーターを作動 させないで<ださ 
し、。けがをずるおそれがお0まず。 

A 警告 

ドアとトランクが確実に閉じている 
ことを確認してください。走行中に 
ドアやトランクが開を、乗員がけが 
をするおそれがあります。 

ク □ー ジング サポーターを 作動させて 
ドアを閉じる 

► ドアを軽 < 押し込みまず。 

ク□ージングサポーターが作動し 
て、ドアが閉じまず。 

ク □ー ジング サポーターを 作動させて 
トランクを閉じる 

► トランクを軽 < 押し下げます。 

ク□ージングサポーターが作動し 
て、トランクが閉じまず。 


トランク 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないでください。排 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死ずるおそれがあります。 


A 警告 

トランクを開閉ずるときは、身体や 
物にぶつからないよラに十分注意し 
てください。車の周りに子供がいる 
とさは、特に注意してください。 

Q トランクルームには乗車しないで 
<ださい。事故などのとさ、けがを 
ずるおそれがありまず。 

〇モイ共などがトランクに閉じ込めら 
れないようにま意して<ださい。 

Q トランクを開<とさは、トランク 
の周りに障書物がな<、身体や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
<ださい。 

Q トランクを開くときは、後方や上 
ちに十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 

トランクをいっぱいまで開いたとさ 
の高さについては （0472 ページ） 
をご覧 < ださい。 

H 強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられ、トランクが不意に下 
がるおそれがありまず。風の強い曰 
は十分にミ主意して < ださい。 

また、トランクに雪が積もっている 
とさち同様に注意してください。 


■を邸 i 冊 
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トランク 


〇トランクを閉じたとさは、トラン 
クび確実に閉じていることを確認し 
て < ださい。 

Q 車び施蟲されているとさに U モコ 
ン操作やキーレス：1一操作、エマー 
ジエンシーキーなどで トランクを開 
を、再度トランクを閉じるとトラン 
クは施錠されまず。キーの閉じ込み 
にミ主意してください。 

〇 トランクび完全に閉じていない状 
態で走行すると、警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
警告マークび表示されまず。 

〇 車び施淀されているとさは、キー 
のトランクオープナーボタンを押ず 
とトランクだけび角军淀されて開さま 
す。その状態でトランクを閉じると、 
トランクは施錠されまず。 

〇 車び施淀されているとさを、キー 
びキーレス3’一のトランク側アンテ 
ナの検知範囲にあるときは、トラン 
ク八ンドルを引くと、トランクだけ 
び锅錠されて開さまず。その状態で 
トランクを閉じると、トランクは施 
綻されます。 


自動開閉トランクリツドが装備車 



車夕1•か5トランクを開< 

► キーの解綻ボタンを押しまず。 

► 八ンドルのを手前に引きまず。 

トランクび開さまず。 

まには 

► トランクび開さはじめるまで、キー 
のトランク オープナー ボタン （089 
ページ）を押し続けまず。 

トランクび開をまず。 

車夕1•か5トランクを閉じる 



► 凹部⑤に手をかけてトランクを弓 I 
さ下げまず。 


► 外側からトランクを軽く押さえまず。 

ク□ージングサポーター（[>102ペー 
ジ)び作動して、トランクび閉じまず。 

►必要であれば、車を施湿しまず 
089、94ぺージ）。 


B を邸6恒掛 
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車内か5トランクを開く 



左八ンドル車 


停車しているとさは、運転席ドアのス 
イッチでトランクを開<ことがでさ 
ます。 

► トランクが開さはじめるまでトラ 
ンク オープナー スイッチ⑤を押し 
続けまず。 

トランクが開さまず。 

〇 走行中は、八ンドルのやトラン 
ク オープナー スイッチ®でトラン 
クを開<ことはでさません。 


自動開閉トランクリツド装備車 


A 警告 

トランクを開閉するときは、身体や 
物を挟まないよラに十分注意してく 
ださい。開閉操作を停止するとさは、 
トランクク□ーヴースイッチを押す 
か、トランク外側の八ンドルを手前 
に引いてください。 

〇 トランクが開閉しているとさに身 
体や荷物などと接触ずると、トラン 
クの動さが停止し、閉じていたとさ 
は自動で開さまず。 


〇 走行中は、トランクを開閉ずるこ 
とはでさません。 

〇 トランクが自動で開閉していると 
さに(下の操作を行なうと、トラン 
クの動をび停止しまず。 

• トランクの八ンドルを引く 

-トランクク□—ヴースイッチを 
押す 

• トランクのキーレス3—スイッ 
チを押す 

. キーの トランク オープナー ボタ 
ンを押ず 

-運転席ドアのトランクスイッチ 
を押ず 

0 開閉操作を繰り返ずと、トランク 
び一時的に開閉しな<なることびあ 
りまず。 

車がか5のトランクの開閉 


トランクを開< 





► キーの解錠ボタンを押しまず。 
► 八ンドルのを手前に引きまず。 
トランクが自動で開さまず。 


■を邸〇恒冊 
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トランク 


または 

► トランクが開さはじめるまで、キー 
のトランク オープナー ボタン （089 
ぺージ）を押し続けまず。 

トランクが自動で開さまず。 


トランクを閉じる 



► トランクク□-ヴースイッチ③を 
押します。 


トランクが自動で閉じまず。 

トランクを閉じて車を施錠ずる 

► キーレス3— スイッチ⑤を押し 
ます。 

トランクが自動で閉じ、ドア、トラ 
ンク、燃料給油フラップが施錠され、 
盗難防止警報システム（>69ペー 
ジ）が待機状態になり、非常点滅灯 
が3回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているときは、確認音が鳴りまず 
(096 ページ）。 


〇 キーがトランク内にあるときは、 
トランクのキーレス3—スイッチを 
押してもトランクは閉じず、車は施 
錠されません。ただし、ちラ1本 
のキーがトランク側の検知範囲にあ 
るとさは、キーレス:: J ースイッチを 
押すことで、トランクを閉じて車を 
施錠でさまず。 

〇 ドアが完全に閉じていないとさ 
は、トランクのキーレス3’ースイッ 
チでトランクを閉じることはでさ 
ません。このとさは確認音が鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに" ドアを閉めてから□ックしてく 
ださい" と表示されまず。 

車内か5のトランクの開閉 


A 警告 

トランクを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに十分注意して<だ 
さい。トランクスイッチから指を放 
ずと、トランクは全開します。 


車両が停止していて解錠されていると 
きは、運転席ドアのスイッチでトラン 
クを開閉でさます。 



左八ンドル車 


B を邸6恒冊 


《アンヴーバック機能は、日本仕様には装備されないことびあります。 
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トランクを開< 

► トランクび開をはじめるまで、トラ 
ンクスイッチ④を押し続けまず。 

トランクび自動で開さまず。 

トランクを閉じる 

► トランクスイッチ④を押し続け 
ます。 

押している間、トランクび閉じまず。 



車の解綻/施綻に関わらず、トラン 
クを独立して施綻でさます。 

トランクを独立施綻しているときは、 
トランクを開くことはでさません。 

トランクを独立施綻ずる 

► トランクを閉じまず。 

► トランクの キー シ U ン ダーに エマ ー 
ジェンシー キー （|>424ページ）を 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠位 
置因にまわしまず。 

► キーシ U ンダーからエマージェン 
シーキーを 巧さまず。 


〇トランクを開いた状態でを、上記 
の操作を行なってトランクを手動で 
閉じると独立施錠されまず。このと 
をは、エマージェンシーキーの閉じ 
込みにミ主意してください。 

〇 駐車場などで キーを 預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その 際は、エマージてンシーキー 
を キー 本体から取り外して携帯し 
て < ださい。 

独立施綻を解除ずる 

► トランクの キー シ U ン ダーに エマ ー 
ジェンシー キー （[>424ページ）を 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを独立施錠解 
除位置田にまわしまず。 

► キーシ U ンダーからエマージェン 
シーキーを 巧さまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 


トランクリツドの開□角度制限* 

上方に十分な空間のないところでトラ 
ンクを開くとさに、トランク U ツドの 
開□角度をルーフの高さまでに制限ず 
ることびでをまず。 

C 0 MAND システムで設定を行なし、 
まず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


■を邸〇恒冊 
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トランク 



►メインエ u アび車両設定画面しツ外の 
^ とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
0 "車両"を選おして《@) • *◎•、 コ 
恒 ント□ーラーを押しまず®。 

メインェ U アび車両設定画面にな0 
ます。 


トランクリツドの開□角度を設定ず 

るの 



► メインエ U アに" トランク IJ ッド 
開□角度制限" を表示させて ！◎) - 
•◎■►、コン ト□ーラーを押しまず®。 

コント□ーラーを押ずたびに" トラ 
ンク U ッド開□角度制限 OA / II と" 卜 
ランク U ッド開□角度制限 OF ドが 
切り替わりまず。 

II トランク U ッド開□角度制限 OA/II 
トランク U ッドの開□角度びルーフ 
の高さになりまず。 

II トランク U ッド開□角度制限 OFF ' 
トランク U ッドの開□角度は制限さ 
れません。 


トランクリツドの開□角度を設定ず 
る⑤ 



► アプリケーシヨンエリアの" 車両" 
を選択して ♦◎、 コント□ーラーを 
押しまず®。 


車両設定こユーが表示されまず。 



げ ミろ - K 
イ—王 

〜卜，か a 巧•■か 
ムうン了11两*« T 340 
7ンビエ>卜うイト ク■みブ A —1 巧 
3〇ヴ寸ブー>イ子ィ>ヴ 
日*•が卜了口.々 
n けんか n た t gnvf と 
■巧>ゥわ卜 HCMM 


►" トランクリッド開口角度制限" を 
選択して、コント□—ラー 
を押します®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左 
側のボックスのチェックマークが 
表示/消去されまず。 

トランクリッド開口角度制限が設定 
されているとさは、左側のボックス 
にチてックマークが表示されます。 















イグニッシヨン位置 
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イグニツシヨン 位置 


A 警告 

ごく短時間でも、車か！5離れるとき 
はエンジンスイッチか S キーを巧い 
てください。また、テ供だけを車内 
に残さないでください。いたず！5か 
ら車の発進、火災などの事故び発生 
するおそれびあ0まず。また、炎天 
下では車内び非常に高温になり、熱 
中症を起こすおそれびあります。 

Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<な0まず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 


キーによるイグニッシヨン位置の選択 



イグニッシヨン位置を選択ずる 


► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわします。 

しッ下のようにイグニッシヨン位置び 
変更されます。 


キーの位置 

イグニッシヨン位置 

面 

0: キーを 差し込む/ 
抜 < 位置 

の 

1:イグこッシヨン 
位置が1にな0 
ます。 

回 

2 :イグこッシヨン 
位置が2にな0 
ます。 

回 

3:エンジンが始動し 
まず。 


P バッテ U —あびりを防ぐため、駐 
車時は必ずエンジンスイツチから 
キーを巧いてください。 


〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
さを、エンジンスイッチをまわせる 
ことびありまずび、イグニッシヨン 
位置の選択や、エンジンの始動はで 
きません。 


キー レス ゴース イッチによるイグ 
ニッシヨン位置の選択 



■を邸昼冊 


左八ンドル車 
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イグニッシヨン位置 


車内にキーびあり、エンジンスイッチ 
I こキーレス3’ ー スイッチ®を取り付け 
てあるとを、キーレスコ'—スイッチの 
を押すことにより、イグニッシヨン位 
置の選択とエンジンの始動びでさまず。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとを 
にキーレス3—スイッチ®を押ず 
と、し U 下のよラにイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キーレスゴース 
イツチの操作 

イグ ニツシヨン 
位置 

1回押ず 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押ず 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押ず 

2から0になり 
ます。 


〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
シヨン位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になりまず。 

エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとを 
にキーレス 3— スイッチ®を押し 
ます。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 


〇 車室内にキーびないとさにキーレ 
ス3—スイッチを押ずと、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに" キ- 
を認識できません II と表示されまず。 


キーレスコ‘ースイッチの取りがし 



ち八ンドル車 


キーレス3’ースイッチのを取り外し、 
エンジンスイッチ⑤にキーを差し込 
んでまわずことにより、イグニッシヨ 
ン位置を選択でさまず。 

〇 キーレス3’ースイッチは、通常は 
駐車時でを取り外ず必要はありま 
せん。 

► エンジンスイッチ⑤からキーレス 
コ'ースイッチのを取り外しまず。 

〇 エンジンスイッチにキーレス3’ 一 
スイッチを取り付けてから約2秒 
間は、キーレス3—操作によるイグ 
ニッシヨン位置の選択やエンジン始 
動びでさません。 


B を邸6恒冊 
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A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてもシート位置を調整で 
さるため、子供だけを車内に残して 
車から離れないでください。シート 
調整スイッチを操作してシートに挟 
まれるおそれがあります。 


A 警告 

運乾席シートは、必ず停車している 
とさに調整してください。走行中に 
調整して操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれ 
びあ0ます。 


A 警告 

運転席シートの高さを不用意に調整 
すると、けがをするおそれがありま 
す。特に子供は、シート調整スイッ 
チを不用意に操作してけがをするお 
それがあるため、じ(下のことに注意 
してください。 

•シートを調整してし'\る間は、シー 
卜の下やシートの巧動部分に手を 
入れないで < ださい。 

-テ供が乗車するとさは、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラに注意して < ださい。 


A 警告 

シートの調整をするとさは他の乗員 
の身体が挟まれないよラにミ主意して 
ください。また、エアバッグに関す 
る注意をご覧ください。 

テ供を乗せるとさは、 （047 ページ） 
をご覧ください。 


A 警告 

へッドレストの中央が目の高さに調 
整され、後頭部がへッドレストの中 
央部にまえられていることを確認し 
てください。後頭部がへッドレスト 
に正しく支えられていないと、事故 
などのとさに、首に重大なけがをず 
るおそれがあ0ます。ヘッドレスト 
が正しい位置に調整されていないと 
をは、決して走行しないでください。 


A 警告 

後席に乗車するときは、リアヘッド 
レストを起こしてください。事故の 
とさ、乗員がけがをずる危険性を低 
減ずることがでさます。 


A 警告 

へッドレストを格納ずるときや起こ 
すとさは、乗員の身体が挟まれない 
よラにま意して < ださい。 






112 
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A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい状態で、乗 
員が上体を起こして座っている場昔 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをするおそ 
れがおりまず。 

Q シー トや シー ト ヒーターの 損傷を 
防ぐため、下の点にま意して<だ 
さし、。 

-シートに液体をこぼさないでく 
ださい。シートに液体をこぼし 
たとさは、ずみやかに乾燥させ 
て < ださい。 

• シートカバーが蕭れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シー ト ヒーターを 使用しないで 
<ださい。 

• シートは定期的に清掃ずること 
をお勧めしまず。「曰常の手入れ」 
をご覧ください （0378 ページ）。 

•シートの上に重し H 巧を載せなし、 
で < ださい。また、シートクッ 
ションの上にナイフや工具など 
の鋭利な物を置かないで<ださ 
し、。シートは、できるだけ人を 
乗せるためだけに使用して<だ 
さい。 

•シート ヒーターの 使用中は、毛 
巧やコート、バッグ、シートカ 
バー、チャイルド セーフ テイシー 
卜などにより、シートを覆わな 
いで < ださい。 


Q 足元に物がないことを確認して< 
ださい。また、バックレストを後方 
に倒ずとさはシートの後方に物がな 
いことを確認してください。シート 
や物を損傷するおそれがありまず。 

〇 フ□ントシートのへッドレストに 
は 、 NECK PRO アクティブヘッド 
レストを装備しているため、ヘッド 
レストを取りがずことはできませ 
ん。また、リアシートのヘッドレス 
卜は構造上の理由により取りがずこ 
とはできません。詳しくは、ルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場にお 
たずね < ださい。 


フ□ントシートの 調整 



左側フ□ントシートのスイッチ 


矢印の 
ち向 

調壁 内容 

の 

へッドレストの高さ 

③ 

シートの高さ 

⑤ 

シートクッシヨンの角度 

④ 

シートクッシヨンの長さ 

⑤ 

シートの前後位置 


バックレストの角度 


B を邸 S 恒冊 
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シートを調壁ずる 

► シート調整スイッチを矢印の〜® 
の方向に操作しまず。 

Opre - safe ® び作動ずると、助手 

席シートはエアバッグの作動に巧 
して適正な位置に自動的に調整さ 
れます。 

〇 シートの位置をポジシヨンスイッ 
チ*に記憶させることびでさまず 
0140ぺージ)。 

〇イ グニッシヨ ン位置び1か2でな_ 
下のとをは、助手席のへッドレスト 
び自動で下びりまず。 

• 助手席に柔員びいないとさ 

• 助手席のシートベルトびバック 
ルに差し込まれていないとさ 

ただし、走行しているときはヘッド 
レストは下びりません。 

助手席に乗員び検知されるか、助手 
席のシー h ベル h びバックルに差し 
込まれると、助手席のへッドレスト 
は元の位置に戻りまず。 

〇 シートを調整しているときは、操 
作していない調整箇所を自動的に作 
動することびありまず。 

〇 シートの前後位置を調整ずると、 
へッドレストの高さを連動して調整 
されます。 


リアシートの調壁（電動シートバッ 
ク装備車)_ 

左ちリアシートを電動により調整ずる 
ことびでさまず。 



シートを調豊ずる 

► シート調整スイッチを矢印①〜⑤ 
の方向に動かして調整しまず。 


スイツチを矢印⑤の方向に操作ず 
るとへツドレストは自動的に格納/ 
使用の位置になりまず。 


矢印の 

方向 

調壁内容 

① 

シートクッシヨンの角度 

⑤ 

バックレストのち度 

シートの前後位置を連動 
して動さまず。 

⑤ 

へッドレストの格納/ 

使用 

④ 

へッドレストの前後位置 

⑤ 

シートの前後位置 

バックレストの角度を連 
動して動さます。 


■を邸 i 冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シ— 


〇 電動シートバック装備車は、 PRE - 
SAFE ® ([>46ページ）び作動ずると、 
左ちリアシートび適正な位置に自動 
的に調整されまず。 

〇へッ ドレストび格納されていると 
きに、スイッチを矢印⑤④⑤の方 
向に操作ずると、へッドレストび自 
動的に起さまず。 


助手席コント□-ル機能* 

A 警告 

-助手席に乗員がいるとをに、助手 
席シートを調整するときは、助手 
席シートと助手席エアバッグの間 
隔を十分に確保してください。 
間隔が狭すぎると、事故などのと 
さ、助手席エアバッグが作動ずる 
衝撃で助手席の乗員がけがをする 
おそれがありまず。 

-シートの調整をずると量は他の柔 
員の身体が挟まれないよラに注意 
してください。 

-テ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。誤ってシート 
を動かしてけがをずるおそれがあ 
ります。 



左八ンドル車 

* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


運転席ドアのスイッチで助手席シート 
を調整ずることがでさまず。 

► 助手席コント□ールスイッチ©を 
押しまず。 

► スイッチの表示灯が点口しまず。 

《ち八ンドル車の助手席コント□ールス 
イッチの文字は" L " と表記されています。 

► 助手席コント□ールスイッチの表示 
灯が点灯しているとさに、運転席ド 
アのシート調整スイッチやポジシヨ 
ンスイッチ、><モ1」ースイッチ、シー 
ト ヒーター スイッチ、シートベンチ 
レータースイッチを操作しまず。 

助手席のシート位置や><モリー機 
旨目、シートヒーターやシートベンチ 
レーターが操作でさまず。 

〇 シー ト ヒーター や シー トベンチ 
レーターを 操作するときは、イグ 
こッシヨン位置を1か2にして< 
ださい。 

►調整が終了したら、再度助手席コン 
卜□ールスイッチ©を押しまず。 

スイッチの表示口が消口しまず。 

Q 助手席シートの調整が終了した 
ら、必ずスイッチを押して、スイッ 
チの表示口を消口させて < ださい。 
誤ってスイッチに触れると助手席 
シートが動さ、乗員がけがをずるお 
それがありまず。 

〇 助手席コント□ールスイッチを押 
してから、約10秒間操作をしない 
と、スイッチの表示口は消口しまず。 


B を邸6恒冊 
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後席か5の助手席シート調整機能 


助手席側のリアドアにあるスイッチ 
で助手席シートを調整ずることがで 
さまず。 



左八ンドル車 


助手席シートを調整ずる 

► 助手席シート/助手席側リアシー 
卜選択スイッチのを押しまず。 

スイッチの表示口が点灯し、助手 
席側 U アドアのスイッチで助手席 
シートの調整がでさる状態になり 
ます。 

► 助手席シート/助手席側リアシー 
卜選択スイッチの表示灯が点口し 
ているときに、シート調整スイッ 
チを矢印⑤〜⑤の方向に動かし 
て調整します。 

►調整が終了したら、再度助手席シー 
卜/助手席側リアシート選択ス 
イッチのを押しまず。 

スイッチの表示口が消灯し、助手 
席側リアシートの調整がでさる状 
態にな0まず。 


矢がのち向 

調整内容 

⑤ 

シートの高さ 

⑤ 

へッドレストの高さ 

④ 

バックレストの角度 

⑤ 

シートの前後位置 


A 警告 

-助手席に乗員がいるとさに、助手 
席シートを調整するとさは、助手 
席シートと助手席エアバッグの間 
履を十分に確保して < ださし、。 

間隔び狭すぎると、事故などのと 
き、助手席エアバッグが作動する 
衝撃で助手席の乗員がけがをする 
おそれがあります。 

• シートの調整をするとさは他の柔 
員の身体が挟まれないよラにミ主意 
してください。 

-子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。誤ってシート 
を動かしてけがをずるおそれがあ 
ります。 

H 助手席シートを前方に動かずとさ 
は、助手席足元の収納ネットに収納 
している荷物に注意して < ださし、。 
荷物を損傷ずるおそれがありまず。 

〇 セーフテイ スイッチ （057 ぺ一 
ジ）を使用して、この機能を解除 
でさまず。 

〇 助手席シート/助手席側リアシー 
卜選択スイッチを押してから、約 
1日秒間操作をしないと、スイッチ 
の表示口は消口しまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■を邸昼冊 
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ヘッドレストの調壁 


フ□ントへッドレストの調壁 


へッドレストの高さを調壁ずる 

► シート調整スイッチを矢印のの方 
向 （^1 12ページ）に操作して調整 
します。 


へッドレストのち度を調壁ずる 



► へッドレスト①を持って矢印の方 
向に動かしまず。 


ラグジユア U — へッドレスト*の調整 
A 警告 

サイドクッシヨンを広げるときは、 
サイドクッシヨン後端部に指をかけ 
ないでください。指を挟むおそれび 
あります。 

左ちのサイドクッションを独立して調 
整でをまず。 



サイドクッションの位置を調藝ずる 

► サイドクッションを矢印のの方向 
に動かしまず。 

へッドレストの前後位置を調藝ずる 

►ヘッドレストのクッシヨン部を矢印 


⑤の方向に動かしまず。 

U アへッドレストの調整 



へツドレストをホき納ずる 

►イグニツシヨン位置を 1 か 2 にし 
9 〇 

►へツドレストスイツチのを押し 
ます。 

へッドレストび格納されまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B を邸6恒冊 










左ちのへッドレストを起こず 
(電動シートバックが装備車） 

► へッドレストを手で引さ起こして 
□ックさせまず。 

左ちのへッドレストを起こず 
(電動シートバック装備車） 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► へッドレストスイッチのを押し続 
けまず。 

へッドレストび起きまず。 

〇 電動シートバック装備車は、イグ 
ニッシヨン位置び1か2でヘッド 
レストび格納されているとさに、後 
席左ちの乗員びシートベルトを着用 
すると、左ちのへッドレストび自動 
で起さまず。 

〇 電動シートバック装備車は、左ち 
のへ ッドレストを手動で起こずこと 
はでさません。 



中央のへッドレスト*を起こず 

►へッドレストを手で引き起こして 
□ックさせまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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左ちのへッドレストの角度を調壁ずる 



► 矢印のの方向にへッドレストを押 
して/引いて、ヘッドレストの角 
度を調整します。 


ラグジユアリーへッドレスト*の調壁 
A 警告 

サイドクッシヨンを広げるときは、 
サイドクッシヨン後端部に指をかけ 
ないでください。指を挟むおそれび 
ありまず。 


左ちのサイドクッシヨンを独立して調 
整でさます。 



サイドクッシヨンの位置を調壁ずる 

► サイドクッションを矢印のの方向 
に動ひしまず。 


■を邸昼册 
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へッドレストの角度を調壁ずる 

► 矢印③の方向にへッドレストを押 
して/引いて、ヘッドレストの角度 
を調整します。 


ランバーヴポート（マルチコント 
□-ルシートバックが装備車） 



①ランノ（ーサポートスイッチ 


腰部のサポートを調整します。 

イグニッシヨン位置び1か2のとを 
に調整でさまず。 

COMAND システムで設定を行ない 
ます。 

► ラン バーサポー トスイッチのを押 
します。 

COMAND デイスプレイにラン 
パーサポート調整画面び表示され 
ます。 



ち八ンドル車 


調壁ずるシートを選択ずる 



ち八ンドル車 

►サブメニューエリアで、 "運転席" 
または" 助手席" を 選択して mi - 
コント □ーラーを 押しまず®。 

ランバーサポートの強さを調豊ずる 



ち八ンドル車 

► メインエ1」アでコント □ーラーを ま 
わずか«@)、 左ちにスライドさせ 
まず 

スケールのゲージび動さ、数字び変 
化しまず。 

ゲージびちに動さ、数字び大さくな 
るほど、サポートび強くなりまず。 

► ラン バーサポー トスイッチ①を押ず 
か、他の画面を選択しまず。 

元の画面に戻りまず。 
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ゾ J レチ」ノト □ — J レンートゾ \ック。 

シートクッションやノ（ックレストの形 
サポートの強さを調整します。 

イグこッション位置が 1 か 2 のとさ 
に調整でさまず。 

COMAND システムで設定を行ない 
ます。 

マルチコント□ールシートバックで 
は、 iU 下の調整を行な5ことがでさ 
ます。 

. シートクッションのサイドサポート 
(>120 ページ） 

-バックレストのサイドサポート 
(>120 ページ） 

-ランパ'-ヴポート0121ページ） 

-バックレストのショルダー部のヴ 
ポート （>122 ページ） 

また 、 S 600. S 63 AMG、S 65 AMG 
とラグジユアリーシートパッケージ装 
備車には、(下の機能が装備されまず。 

-ドライビングダイナミックシート 
(>122 ページ） 

. マッサージ機能0123ぺージ） 

〇 マルチコント□ールシートバック 
の調整を行なったとさは、シートひ 
ら作動音びずることびあ0まず。 

Opre - safe ® び作動ずると、フ□ン 

トシ ー トのシートクッシ ョン および 
バックレストのサイドサポートの空 
気圧び自動的に高くなりまず。 



①マルチコント□—ルシートバックス 
イツチ 


► マルチコント□ールシートバックス 
イッチのを押しまず。 

COMAND ディスプレイにマルチコ 
ント□ールシートノ（ック調整画面が 
表示されまず。 



調整ずるシートを選択ずる 



左八ンドル車 


■を邸〇恒册 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 










シートクッシヨンのサイドサポート 


►サブニューエリアで、 "運転席" 
または" 助手席" を 選択して mi - 
* ◎•、コン ト□— ラーを 押しまず®。 

調整ずる項目を選択ずる 


► インエ U アでコント□ーラーをま 
わすわ、«@3、 左ちにスライドさせ 
ます 

m 下の順番で調整項目が表示されまず。 
シートクッシヨンのヴイドサポート 

it 

バックレストのサイドサポート 

i T 

ランバーサポート 

i T 

バックレストのシヨ；レダー部のサポート 

i T 

ドライビングダイナミックシート 
(S 600. S 63 AMG、S 65 AMG 、 ラグ 
ジュアリーシートパッケージ装備車） 

i T 

マッサージ機能 

(S 600. S 63 AMG、S 65 AMG 、 ラグ 
ジュア U —シートパッケージ装備車） 
〇 シートクッシヨンとバックレスト 
のサイドサポートは、どちらち" ヴ 
イド" と表示されまず。それぞれの 
画面の内容を確認して < ださい。 



ち八ンドル車 

> ''サイド'' (上記画面）を表示させ 
て {◎) . •◎•、 コント□ーラーを押 
します®。 

調整画面び表示されまず。 

►コント □ーラーを まわずか ！◎)、 
上下にスライドさせまず *@*〇 

スケールのゲージび動さ、数字び変 
化しまず。 

ゲージび上に動さ、数字び大さくな 
るほど、サポートび強くなりまず。 

► コント □ーラーを 押しまず® 

元の画面に戻りまず。 

バックレストのサイドサポート 



ち八ンドル車 

►"ヴ YF " (上記画面）を表示させ 
てコント□ーラーを押 
します®。 
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調整画面び表示されまず。 

►コント □ーラーを まわずか i @ j 、 
上下にスライドさせまず *@*〇 

スケールのゲージび動を、数字び変 
化しまず。 

ゲージび上に動を、数字び大さ<な 
るほど、サポートび強くなりまず。 

► コント □ーラーを 押しまず®。 

元の画面に戻りまず。 

ランパーヴポート 



ち八ンドル車 

►" ランパ‘ 一"を表示させて {◎} - 
•◎•、コン ト□ーラーを押しまず®。 

調整画面び表示されまず。 



左八ンドル車 


ランバーサポートの上下位置を調壁 
ずる 

► コント□ーラーを上下にスライドさ 
せて 》◎*、 ラン バーサポー h の上 
下位置を調整します。 

調整画面の II + II び上下に動さまず。 

ランバーサポートの上下位置び数 
字ので表示されまず。数字び大さ 
くなるほど、サポート位置び高く 
なりまず。 



ち^^^ンドル車 


ランバーサポートの強さを調壁ずる 

► コント〇—ラーを左ちにスライドさ 
せてランバーサポートの強 
さを調整します。 

調整画面の"+ II び左ちに動さまず。 

ランバーサポートの強さび数字③で 
表おごれます。数字び大さ<なるほ 
ど、サポー h び強<な0まず。 

► コント □ーラーを 押しまず®。 

元の画面に戻りまず。 
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バックレストのシヨルダー部のヴ 
ポート 



ち八ンドル車 

►" ショルダー" を表示させて «◎) - 
•◎•、コン ト□—ラーを押しまず®。 

調整画面び表示されまず。 

►コント □ーラーを まわずか 
上下にスライドさせまず *@*〇 

スケールのゲージび動さ、数字び変 
化しまず。 

ゲージび上に動さ、数字び大さくな 
るほど、サポートび強くなりまず。 

► コント □ーラーを 押しまず®。 

元の画面に戻りまず。 


ドライビングダイナ吉ックシート 
(S 600、 S 63 AMG、S 65 AMG、 ラ 
グジユア U -シートパッケージ装備車） 

カーブを巧びるとさなどに、バックレ 
ストのサイドサポー h を自動的に増加 
させ、身体を効果的に支える機能でず。 

ドライビングダイナ吉 ックシー トのヴ 
ポートのレベルを設定ずる 



► 上記の画面で" ダイナ S ック シート'' 
を選ぉして ioj . コント□一 

ラーを 押しまず®。 

調整画面び表示されまず。 



►コント □ーラーを まわずか 
上下にスライドさせまず 

スケールのゲージび動さ、数字び変 
化しまず。 
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II ぴ I 

ドライビングダイナミックシートは 
作動しません。 

II -j II 

サイドサポートび作動しまず。 

II 9" 

サイドサポートびよ0強<作動し 
ます。 

► コント □ーラーを 押しまず®。 

サポートのレベルび設定されまず。 

マッサ— ジ機能 

(S 600 、 S 63 AMG、S 65 AMG 、 ラ 
グジユアリーシートパッケージ装備車） 

バックレストのエアクッションび膨張 
と収縮を繰り返し、長時間走行などの 
疲労を軽減でさまず。 

マツヴージ のレベルを設定ずる 



► 上記の画面で" ノ りレスモード'' を選 
おしてコント □— ラー 
を押します®。 

マッサージレベル設定メニューび表 
示されます。 


現在選がされているレベルの左側の 
"〇"の中には、 " • " び表示されてし、 
ます。 



► レベルを選択して i@j - *◎*、 コン 
卜 □ーラーを 押しまず®。 

マッサージのレべレび設定されまず。 
"0 : OFF " 

マッサージ機能は作動しません。 

"1 :弱（ス □一）" 

エアクッションび膨張と収縮をゆつく 
り繰り返し、弱めにマッサージしまず。 
"2 :強（ス □—) II 

エアクッションび膨張と収縮をゆつく 
り繰り返し、強めにマッサージしまず。 

"3 :弱（クイック）" 

エアクッションび膨張と収縮を早めに 
繰り返し、弱めにマッサージしまず。 

"4 :強（クイック）" 

エアクッションび膨張と収縮を早めに 
繰り返し、強めにマッサージしまず。 

〇 マッサージ機能は約6〜20分後 
に自動的に停止しまず。 
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後席のマルチコント□—ルシート 
バック* 

背中を正しく支えるよ5に、左ちリア 
シートのバックレストのサポートを調 
整しにり、マッサージ機能を作動させ 
ることびでさまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 


操作スイッチは U アシートアームレス 
卜にありまず。 



シートを調壁ずる 

► 左ち選択スイッチのまたは®を、 
前または後に操作しまず。 

操作したスイッチの表示灯び点灯 
し、点灯した側のシートび調整で 
さまず。 

左ち選択スイッチを押してから、 
約1分間操作をしないと、スイッ 
チの表示灯は消灯しまず。 

► 左ち選択スイッチの表示灯び点灯 
しているとさに、スィッチ®〜 
® を前後方向に操作しまず。 


スイッチ 

調壁内容 

⑤ 

マッサージ機能（強） 

前方に操作ずると、マッ 
サージ機能び強で作動 
します。後方に操作す 
ると作動び停止しまず。 

⑤ 

マッサージ機能（弱） 

前方に操作ずると、マッ 
サージ機能び弱で作動 
します。後方に操作ず 
ると作動び停止しまず。 

④ 

ランバーサポートの位 
置の調整 

前方に操作ずるとサ 
ポートの位置び上びり、 
後方に操作ずると位置 
び下びりまず。 

⑤ 

ランバーサポートの強 
弱の調整 

前方に操作ずるとサ 
ポートび強 < な0、後 
方に操作ずると弱<な 
りまず。 

④ 

パックレスト横方向の 
サポートの調整 

前方に操作ずるとサ 
ポートび強 < な0、後 
方に操作ずると弱くな 
りまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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シートヒーター* 


シートヒーターの使用と停止 



左側フ□ントシートのスイッチ 


シートヒーターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► シー ト ヒーター スイッチのを押し 
ます。 

シー ト ヒーター スイッチを押ず ご 
とに点灯ずる表示灯の数が変わり、 
シー ト ヒーターの 作動が切り替わり 
ます。 

シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
て、表示灯を消灯させまず。 


点好している 
表示灯の数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動します。 

約8分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シートヒーターが 
中で作動しまず。 

約1日分後に自動的 
に弱に切り誓わり 
まず。 

1 

シートヒーターが 
弱で作動します。 

約2日分後に自動 
的に停止します。 

ただし、シート 
ベンチレ — 夕 一 
([>126ぺージ）を 
作動させていると 
さは、シートヒー 
ターは自動的には 
停止しません。 

0 

停止していまず。 


A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の衣服などを着用している状態や、 
毛巧などの保温性の高いをのをシー 
h にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。異常過熱に 
より低温火傷（紅斑、水ぶ<れ）を 
起こすおそれがあります。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■を邸昼冊 
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A 警告 

し u 下の事項に該当するちは、熱すざ 
たり、ほ温火傷をするおそれびあり 
まずので、十分にミ主意してください。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、身体び 
不自由な方 

• 皮膚の弱いち 
• 疲労の激しいち 
• 眠気を誘ラ薬を服用されたち 
• 飲ミ酉した方 

〇シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因にな 
りまず。 

〇 多くの電気装備を使用していに 
りバッテ U —の電圧びほくなると、 
シー ト ヒーターび 停止ずることびあ 
りまず。電圧び回復ずると、再び自 
動的に作動しまず。 

〇 運転席ドアの助手席コント□ール 
スイッチ （01 14ページ）の表示灯 
び点灯しているときは、運転席ドア 
のシートヒータースイッチを押ずと 
助手席の シー トヒーターが作動しま 
す。運転席のシートヒーターを作動 
させるとさは、助手席コント□ール 
スイッチの表示口が消口しているこ 
とを確認してください。 

シートヒーターのトラブ J レ 


シー ト ヒーターが 短時間で停止ずる 
とさは、多<の電気装備が使用されて 
いるために電圧が低下していまず。 

► U アデフォッガーやルームランプな 
ど、必要のない電気装備を停止して 
<ださい。 



左側フロントシ ー トのスイツチ 


シートベンチレーターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 

► シー トベンチ レーター スイッチ© 
を押しまず。 

シ—トベンチレ ー タ ー スイッチを押 
ずごと I こ点灯ずる表示口の数が変わ 
り、シートベンチレーターの作動が 
切り替わりまず。 

シートベンチレーターを停止ずる 

► シー トベンチ レーター スイッチ© 
を押して、表示灯を消口させまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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点打している 
表示打の数 

作動内容 

3 

シートベンチレー 
ターが強で作動し 
ます。 

2 

シートベンチレー 
ターが中で作動し 
ます。 

1 

シ—トベンチレ ー 
夕一が弱で作動し 
ます。 

0 

停止していまず。 


〇 コンビニエンスオープこング機能 
を作動させると、運転席のシートべ 
ンチレーターが強で約5分間作動 
します。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
0バッテ U —の電圧が低 < なると、 
シートベンチレーターが停止ずるこ 
とがありまず。電圧が回復ずると、 
再び自動的に作動しまず。 

〇 運転席ドアの助手席コント□ール 
スイッチ （01 14ページ）の表示口 
が点灯しているとさは、運転席ドア 
のシートベンチレータースイッチを 
押すと助手席のシートベンチレー 
ターが作動します。運転席のシート 
ベンチレーターを作動させるとさ 
は、助手席コント□ールスイッチの 
表示灯が消灯していることを確認し 
て < ださい。 


ソートベンチレーターのトフブ J レ 

シートベンチレーターが短時間で停 
止ずるとさは、多<の電気装備が使用 
されているために電圧が低下してい 
ます。 

► リアデフ ォッガー や ルーム ランプな 
ど、必要のない電気装備を停止して 
<ださい。 
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ステアリング 


ステアリング 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてをステアリング位置を 
調整でさるため、子供だけを車内に 
残して車から離れないで < ださい。 
ステアリング調整レバーを操作して 
ステア U ングに挟まれるおそれがあ 
0まず。 


A 警告 

ステアリングの調整は、必ず運転前 
に行なってください。運転中に調整 
すると、車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれがあります。 


A 警告 

-運転中はステアリングのパッド部 
を持たないでください。万一のと 
さ、運転席エアバッグの作動を巧 
ばるおそれがあ0ます。 

• ステアリングのパッド部にカバー 
をしたり、運転席エアバッグ収納 
部の上にバッジ、ステッカー、オー 
デイオのリモコンなどを貼り付け 
ないでください。運転席エアバッ 
グの作動を妨げた0、作動時にけ 
がをずるおそれがあ0まず。 

Q ステア U ングをいっぱいまでまね 
した状態を長<保持しないで<ださ 
し、。ステアリング装置を損傷ずるお 
それがあ0まず。 


〇故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるときは、十分注意してくだ 
さい。エンジンが停止していると、 
通常のとさに比べてステア U ング操 
作に非常に大 さな 力が必要でず。 



左八ンドル車 

©前後位置の調整 

©上下位置の調整 

前後位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーを©の方 
向に操作しまず。 

上下位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーを®の方 
向に操作しまず。 

〇 ステアリングの位置は、運転席シー 
卜の位置やドアミラーの角度、ラ 
ンバーサポートの強さ、マルチコン 
卜□ールシートバック*の設定と 
併せて記憶させることがでさまず* 
(>140 ぺージ）。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ステア U ング U ムのレヴー部分を温め 
ることがでさまず。 

ステアリング ヒーターを 使用ずる 

イグこッション位置が2のときに使用 
でさます。 

► レバーの先端を矢印のの方向にま 
わします。 

表示灯®が点口しまず。 

ステアリング ヒーターを 停止ずる 

► レバーの先端を矢印®の方向にま 
わします。 

表示灯®が消口しまず。 

〇ステア U ングヒーターに異常を感 
じた場合は、使用を停止し、ずみや 
かにルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 

〇 ステア U ングのウッド部分は温ま 
りません。 

〇 ステアリングヒーターは、使用を 
開始してから約3日分じ(内に自動的 
に停止しまず。 


イージーエントリー 


A 警告 

イージーエント U —が作動している 
と量は、乗員の身体が挟まれないよ 
ラに注意して<ださい。身体が挟ま 
れそラになったとさは、運転席のシー 
卜調整スイッチ、ステアリング調整 
レバー、運転席ドアのポジションス 
イッチや;モリースイッチのいずれ 
かを 操作してください。 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転席ドアを開い 
たとさなどにイージーエントリーが 
作動し、身体が挟まれてけがをずる 
おそれがあ0まず。 

イージーエントリーは、運転席への乗 

り降りを容易にずる機能でず。 

次のいずれかの操作をずると、ステア 

リングが上方に、運転席シート*が後 

方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

-イグこッション位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開< 

-運転席ドアが開いているとさに、 
キーレス： u —スイッチでイグこッ 
ション位置を0にずる。 

ステア U ングと運転席シート * は、次 

のいずれかの操作をずると、元の位置 

に戻りまず。 

-運転席ドアが閉じた状態でエンジン 
スイッチに キーを 差ず 

-イグこッション位置が0のときは、 
運転席を閉じてから1の位置にずる 


■を邸6直册 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ステアリング 


-イクこッシヨン位置が1のとさは、 
運転席ドアを閉じて2にずるか、 
運転席ドアを閉じてイグこッシヨ 
ン位置を0にしてから1の位置に 
する 

〇バックレストを大さく後方に傾け 
ているとさは、イージーエント U — 
を作動させないで<ださい。フ□ン 
トシートやリアシートを損傷ずるお 
それがありまず。作動させる前に、 
バックレストを垂直位置にして < だ 
さい。 

〇 イージーエント U —の作動中に走 
行を開始すると、イージーエント 
U 一は停止しまず。 

〇 ステアリングが上方の位置にある 
とさは、イージーエント U —は作動 
しないことがありまず。 

ィージーエントリーの設定 

ステア U ングのみ、あるいはステア U 

ングと運転席シートを同時に移動ずる 

設定を選択でさます。 

C 0 MAND システムで設定を行ない 

ます。 


► ^インエ U アが車両設定画面政がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
"車両" を 選択して •、コ 
ント □ーラーを 押しまず®。 

メインエ U アが車両設定画面になり 
まず。 

イージーエント U —を設定ずるの 



► インエ U アに" イージーエント 
U —"を表おさせて •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

イージーエント U —設定^ニューが 
表示されまず。 

現在選択されているイージーエント 
U —の設定の左側には" • II が表おさ 
れています。 
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► イージーエント U —の設定を選択し 
て {◎} . *◎*、 コント □ーラーを 押 
します®。 

" OFF " 

イージーエント U —は作動しません。 
"ステアリング" 

ステア U ングのみが移動しまず。 

"ステア U ング/シート" 
ステアリングとシートが移動しまず。 

設定した内容が^インエリアに表おさ 
れます。 


車両設定メこューび表示されまず。 


イ — y — 左シ Ml — 


ユすぶ 






•巧ィ州 J 

巧—« 


- *’#^5 

卜了け 

ィ—シ—去^^卜け 


■ W 


トバト 

A — ム5ンプ!！>«，■け 
T > ヒエ>卜5イト ゥ，がみ， •> 

…ケイ*づイサ*シク 
II iMaiK ? 石--々 

□ けん IIR 止■■直 Kf jRR 止書 ■ 

► II イージーエント U —"を選択して 
{◎}■♦©•、 コント□—ラーを押し 
まず®。 

イージーエント U —設定^こューが 
表示されます。 

現在選択されているイージーエント 
U —の設定の左側には" • II が表おさ 


ン 3 r fitt 了 


〇8 350のファブ U ツクシート仕様 
車では、イージーエントリー設定;>< 
こユーに" ステア U ング/シート" 
が表示されまずが、設定を行なって 
ちこの機能は作動しません。 

イージーエントリーを設定ずる® 


れていまず。 

I 


ュ f 巧 y ク 

ス >79；^ ヴ レー!" 



アプリケーシヨンエリアの" 車両" 
を 選択して* ◎、コント□ーラーを 
押します®。 


► イージーエント U —の設定を選択し 
てコント □ー ラ—を押 
します®。 

" OFF " 

イージーエント U —は作動しません。 
"ステアリング" 

ステア U ングのみが移動しまず。 

"ステア U ング/シート" 

ステア U ングとシートが移動しまず。 

設定した内容が車両設定 ニューに表 
示されます。 


I 













132 


巧一 


I 肚，， 

巧巧 - ac 

イ — y — 巧ンタ 

A マト } イ hum cw 

A - ム 5 ンブ HPWlH け# 

7>ヒ±>卜3イトク—>ス典 —， -f 
ぶケイ*—5イチ*■パ 
iiliEKI 可むク 

B けん m 止 ■■■»' jliU 止 M 

〇8 350のフアブリックシート仕様 
車では、イージーエント U —設定 
こユーに" ステア U ング/シート" 
が表示されまずが、設定を行なって 
ちこの機能は作動しません。 

クラッシュセンヴー連動機能 

事故などのとさに、クラッシュセン 
ヴーに連動してイージーエント U — 機 
能が作動しまず。イグこッシヨン位置 
に関わらず、事故などのとさに運転席 
ドアを開くと、ステアリングが上方に 
移動して、車外への脱出と乗員の救出 
を容易にしまず。 

クラッシュセンサー連動機能は、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイでイー 
ジーエント U —機能を設定していて、 
事故などが発生したとさにのみ作動し 
ます。 


巧一 


A 警告 

S ラー類は必ず走行前に、後方が十 
分確認でさるよラに調整してくださ 
し、。走行中に調整ずると、事故を起 
こずおそれがありまず。 

ルーム S ラーやドア S ラーには死角 
があ0ます。車線変更をするとさな 
どは、必ずルーム S ラーおよびドア 
S ラーで後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜故媛ちを確認 
して < ださし、。 

Q ルーム S ラーやドア S ラーのミちれ 
を取るとさにガラスクリーナーを使 
用ずる場合は、必ずルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、ミラーが変色ずるおそれがあり 
まず。 


ルームミラー 


ルーム S ラーの 角度調整 



► 手で ルーム 三 ラーの 角度を調整し 
ます。 


B を邸6恒冊 











133 


ドア s ラー 


A 警告 

ドア-ラーに写った像は実際よ0ち 
遠くにあるよラに見えまず。車線変 
更をするとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 

〇ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とを、また、歩行をなどに十分ミ主意 
して < ださい。 

〇 より広い視界を確保ずるため、ド 
ア S ラーの外側部分は凸面になって 
し、ます。 

〇 ドア S ラーにはヒーターび装備さ 
れています。外気温度びほいとさ 
や U アデフォッガーを使用したとき 
は、自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 


ドア S ラーの角度調整 



左八ンドル車 


►イグこツシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 調整ずる側のドアミラー選択スイツ 
チ®または③を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 


► ドアミラー選択スイッチの表示灯が 
点灯しているとさに、ドアミラー 
調整スイッチのを操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 

〇 ドアミラー選択スイッチを押して 
ひら、約15秒間操作をしないと、 
スイッチの表示灯は消灯しまず。 

〇 ドア S ラーの角度は、運転席シー 
卜やステア1」ングの位置、ランバー 
サポートの強ご、マルチコント □— 
ルシー h バック*の設定と併せて 
記憶させることびできまず *(>140 
ページ）。 


ドアミラーの格納/展開 



►イグニッシヨン位置を1か2にし 
まず。 


► ドアミラー格納/展開スイッチの 
を押します。 

ドアミラーが格納/展開しまず。 

〇ドアミラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷するおそれびありまず。 

〇走行ずるとさはドアミラーを展開 
して < ださい。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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巧一 


〇走行ずるときはドアミラーを展開 
して < ださい。 

Q ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよ5 
にま意して<ださい。車の周りにモ 
供がいるとさは、特にミ主意して<だ 
さし、。 

Q 洗車機を使用ずるとさはドア S ラー 
を格納してください。ドアミラーを 
損傷するおそれがありまず。 

施錠時のドア S ラー格納 

車を施錠するとさにドア三ラーち併せ 

て格納でさまず。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 

アを開 < と展開します。 

COMAND システムで設定を行なし、 

ます。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納ししたときは、ド 
ア S ラーは展開しません。 





インエ U アが車両設定画面政がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
II 車両 II を選おして «◎?■*◎•、 コ 
ント□—ラーを押しまず®。 

メインェ U アが車両設定画面にな0 
ます。 


施錠時のドア S ラー格納設定の 


"• / す 及化巧巧 r •巧巧 

巧£ホー瓦な 


qn 


^インエリアに" ドアミラー設定" 
を表おさせて i © i ’* ◎•、コン ト□一 
ラーを押します®。 

ドア三ラー設定 こユーが表示され 
9 〇 



II ドア□ック連動格納" を選択して 
{◎I . •◎*、 コント □ーラーを 押し 
ます®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左 
側のボックスのチェックマークが 
表示/消去されます。 

施錠時のドア S ラー格納が設定され 
ているときは、左側のボックスに 
チェック マークが 表示されまず。 


B を邸6恒掛 
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施錠時のドア S ラー格納設定® 



► アプリケーシヨンエ U アの" 車両" 
を 選択して* ◎、 コント□ー ラーを 
押します®。 

車両設定 こユーが表示されまず。 

W ブ5たか化!^ 

卜7巧—》左 

ィ -y — むい,— 式す7ぶけ 
へ V トクか IWIHI W 
ムゎ了 li , i | ■びけ 
7：^ヒエ>1■'ブイト た〜*7い I づ 
nQ バホづィサ*ンか 

uVKBe ： K7av?' 

n 计 WIR 止■■确謙 || 

►" ドアミラー設定" を選択して 
{◎I . •◎*、 コント □ーラーを 押し 
ます®。 

ドア S ラー 設定 こ ユーが 表示され 
ます。 



►" ドア□ック連動格納" を選択して 
{◎} ■ t ©*、 コント□—ラ—を押し 
ます®。 

コン h □—ラーを押ずたびに、左 
側のボックスのチェックマークが 
表示/消去されまず。 

施錠時のドア S ラー格納が設定され 
ているとさは、左側のボックスに 
チェック マークが 表示されまず。 

ドアミラーび無理にが測に巧げ5れた 
とを 

ドアミラーが無理にが側に曲げられた 
ときは、じ(下のようにしてください。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ 
(01 33ページ）を、ギアが陋み合 
ラ音が聞こえるまで押しまず。 

ドア S ラーユニットのギアが陋み合 
ラと、通常通りドアミラーを格納/ 
展開でさるよラになりまず。 



I 
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自動防眩機能 


A 警告 

車内に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、ルーム S ラーのセンサーに 
後続車のライトが当たらないとさは、 
自動防腔機能が作動しないことがあ 
るため、腔惑により事故を起こずお 
それがありまず。このとさは、手動 
でルーム S ラーの角度を調整してく 
ださい。 

周囲が暗<イグこツション位置が2の 
とさに、ルームミラーのセンサーが後 
続車のライトを感知ずると、自動的に 
ルーム S ラーと運転席側のドア S ラー 
の色の濃度が変わり、眩しさを防止し 
ます。 

シフトポジションが [ E のとさ、ま 
たはフ□ントルームランプが点灯して 
いるとさは、自動防眩機能が解除され 
ます。 


助手席側ドア S ラーのパーキングへ 
ルプ機能 

シフトポジションを EE にしたとさ 
に、助手席側ドア S ラーの角度があら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にしまず。 


助手席側ドア S ラーを記憶させていた 
角度にずる 



左八ンドル車 


► イグニッション位置を2にしまず。 

► 助手席側ドア S ラーのパーキングへ 
J レプ機能が設定されていることを確 
認します（>138、139ぺージ）。 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

► シフトポジションを EE にしまず。 

ドア云ラー選択スイッチの表示灯が 
点の' しまず。 

運転席側のドア三ラー選択スイッチ 
の表示灯が点灯したとさは、助手席 
側ドアミラー選択スイッチ®を押 
し 9 〇 

〇 助手席側ドア三ラーのパーキング 
ヘルプ機能が作動しているときは、 
シフトポジションを EE にずると、 
いずれかのドアミラー選択スイッチ 
の表示灯が点灯し続けまず。 


B を邸6恒冊 
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助手席側ドアミラーの角度は iU 下のい 
ずれかのとさに元の角度に戻りまず。 

-走行速度が約 1 日 km/h iU 上になつ 
たとさ 

-シフトポジションを EE の位置か 
ら他の位置にして約1日秒経週した 
とさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
のを押して、運転席側ドアミラー 
を選択したとさ 

このときは運転席側のドアミラー選 
択スイッチの表示灯が点灯します。 

再度、助手席側ドア S ラー選択ス 
イッチを押すと、助手席側ドアミ 
ラーは記憶させている角度になり、 
助手席側ドア S ラー選択スイッチの 
表示灯が点灯しまず。 

-イグこッション位置を0か1にし 
て、再度イグニッシヨン位置を2 
にしたとさ 


後退時の助手席測ドア S ラー角度を記 
憶させる 



左八ンドル車 


► イグこッシヨン位置を2にしまず。 


►助手席側ドアミラー選択スイッチ 
のを押しまず。 

助手席側ドア三ラー選択スイッチ 
の表示灯が点灯しまず。 

► シフトポジションを EE にしまず。 

助手席側ドア三ラーが記憶されて 
いる角度になりまず。 

► ドア S ラー調整スイッチで助手席側 
ドアミラーの角度を新たに記憶させ 
たい角度に調整しまず。 

調整した角度に記憶されまず。 

後退時の助手席側ドア S ラーの角度 
は、下の方法でち記憶させることが 
でさます。 

►イグこッション位置を1か2にし 
9 〇 

►助手席側ドアミラー選択スイッチ 
のを押しまず。 

助手席側ドア三ラー選択スイッチ 
の表示灯が点灯しまず。 

►スイッチの表示灯が点灯している 
ときに、ドアミラー調整スイッチ 
⑤で、後退時に後方を確認しやず 
い角度に助手席ドアミラーの角度 
を調整します。 

► 運転席ドアの モリースイッチ⑤ 
を押しまず。 

► 約3秒内にドアミラー調整スイッ 
チ⑤をいずれかの方向に押しまず。 

このとさ助手席側ドア三ラーが動か 
なければ、そのとさの角度が記憶さ 
れます。 

► ドアミラー調整スイッチ⑤で、走 
行時の角度に助手席側ドアミラーを 
調整します。 


■を邸昼冊 





云ラー 


〇走行ずるときは、ドアミラーを後 
ちが十分確認でさるよラに調整して 
<ださい。 

〇 助手席側ドア三ラーが動いたとさ 
は最初からやり直して<ださい。 

〇 助手席側ドア三ラーが後退時の角 
度に自動調整されているとさに助手 
席側ドア S ラーの角度を調整ずる 
と、調整した角度が新たに記憶され 


パーキングヘルプ機能を設定ずるの 



ます。 


助手席側ドア S ラーのパーキングヘル 
プ機能の設定 



► ^インエ U アが車両設定画面政外の 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
II 車両 "を選択してコ 
ント□ーラーを押しまず®。 

インェ U アが車両設定画面になり 
ます。 


► >< インエ U アに" ドアミラー設定" 
を表示させて •、コン ト□一 
ラーを押しまず®。 


ドア S ラー設定 こユーが表示され 
まず。 



► II リバースポジション" を選択して 
{◎J ■ ◎*、 コント□ーラーを押し 
ます®。 


コント□ーラーを押ずたびに、左 
側のボ ツ クスの チエツクマークが 
表示/消去されまず。 


この機能が設定されているときは、 
左側のボックスにチェックマークが 
表示されます。 

〇8 350のフアブリックシート仕様 
車では、ドアミラー設定 こユー 
に" U バースポジション" が表示さ 
れますが、設定を行なってちこの機 
能は作動しません。 
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パーキングヘルプ機能を設定ずる® 



►アプリケーシヨンエリアの" 車両" 
を 選択して*©、 コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定 こユーが表示されまず。 

gH ブ S イシト«^ 

卜 T 巧 —M 
ィ ー y - エント ■*- スナ产 
〜… HWW か 
み一 A さ?^ブ IW « I ••け# 

卜9イト い•， 

口〇ク f やイサ*:夕 
11 ■風 S 店 FTfl-J ク 
D け•1/|1>ち|11 ■■ R 止■霉 

►" ドアミラー設定" を選択して 
i © i . t ©*、 コント□—ラ—を押し 
ます®。 



►"リノ （ースポジション" を選択して 
{◎}.©*、 コント□—ラーを押し 
ます®。 


コント□ーラーを押ずたびに、左 
側のボックスのチェックマークが 
表示/消去されまず。 

この機能が設定されているとさは、 
左側のボックスにチェックマークが 
表示されます。 

〇8 350のフアブ U ックシート仕様 
車では、ドアミラー設定 ニュー 
に" U バースポジション" が表示さ 
れますが、設定を行なってちこの機 
能は作動しません。 



■を邸昼冊 
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ます。 
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メモリー機能 


メモリー機能 


シート位置の記憶 
A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてをモリー機能は作動 
ずるため、子供だけを車内に残して 
車から離れないで<ださい。シー h 
やステア U ングが動さ出し、身体び 
挟まれるおそれがあります。 

A 警告 

運転席側の記憶位置の呼び出しは、 
必ず停車中に行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0まず。 

><モリー機能では、例えば3人の異な 
る運転者のために3つの位置を記憶さ 
せることがでさまず。 

下の項目がひとつの設定として記憶 
されます。 

• シートとバックレスト、ヘッドレス 
卜の位置、およびランバーサポート 
の強さ 

• ドライビングダイナミック機能* 
の作動内容 

• マルチコント□ールシートバック装 
備車は、シートクッションおよび 
バックレストのサイドサポートと、 
バックレストのランバーサポートお 
よびショルダー部のヴポートの設定 
• 運転席側は、ステアリングの位置 

• 運転席側は、運転席側および助手席 
側ドアミラーの角度 


〇 助手席コント□-ル機能010日 
ページ）により、運転席ドアのス 
イッチで助手席シートの記憶と呼 
び出しがでさまず。 



左側フ□ントシートのスイッチ 


の^モリースイッチ 
@ポジションスイッチ 

► 正しいシート位置に調整しまず。 

運転席では、さらにステアリング 
の位置やドア三ラーの角度を調整 
し 9 〇 

ドアミラーの角度やランバーサポー 
卜、マルチコント□ールシートバッ 
クを調整するときは、イグこッショ 
ン位置を1か2にしまず。 

► ^モリースイッチ©を押しまず。 

►約3秒、 m 内にポジションスイッチ® 
の' TI 〜 "3" のいずれかを押しまず。 

"ピッ II といラ確認音が鳴り、その 
ポジションスイッチにシート位置な 
どが記憶されまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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シート位置の呼び出し 


シートベルト 


► 呼び出したいポジションスイッチ® 
の " 1 " 〜 11311 のいずれかを押し続け 
ます。 

シートなどが動さはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

©安全の ため、ポジションスイッチ 
©から指を放ずとシートは停止し 
ます。ただし、ランバーサポートや 
マルチコント□ールシートバックの 
設定の呼び出しは停止せず、継続さ 
れます。 


シートベルトの着用 

A 警告 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトがバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能が十分に 
発揮されずに、致命的なけがをす 
るおそれがあ0ます。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷やミちれがないことを確認 
してください。 

• 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さし'!。 

• コートなどの厚手のお類は着用し 
ないでください。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないで < ださい。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せてください。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけて<ださい。 

• ペンや眼鏡など、を類のポケット 
に入れたとがった物やこわれやず 
い物にシートベルトをかけないで 
<ださい。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないでください。 


■を邸昼冊 
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シートベルト 


• 1本のシートベルトを2人！;!上で 
共用したり、シートベルトと身体 
の間にバッグなどを挟み込まない 
で < ださい。 

• 子供を膝の上に座らせて走行しな 
いで<ださい。急ブレーキ時や急 
な進路変更時、事故のとさなどに 
子供を保護ずることがでさず、子 
供と他の乗員が致命的なけがをす 
るおそれがあります。 

• 身長1 50 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを 
正し<着用することがでさません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、テ供 
の安全を確保してください。 
詳しくは（1>47ページ）をご覧く 
ださい。 

• 子供が着用ずるとさは、着用状態 
を運乾者が確認して<ださい。ま 
た、正し<着用でさない体格の子 
供は適切なチャイルドセーフテイ 
シートを使用してください。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着するとさは、製品に添付されて 
いる取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけがの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないで < ださい。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい位置で、棄 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをするおそ 
れがありまず。 


A 警告 

• シートベルトがじ(下のよラなとさ 
は、機能が十分に発揮されずに致命 
的なけがをずるおそれがおります。 
〇シートべ J レトが損傷しているとき 
◊ 事故などでシートベルトに大き 
な衝撃がかかったとき 
〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷するおそれがあります。 

• シートベルトがドアやシートレー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てください。シートベルトを損傷 
するおそれがお0ます。 

• シートベルトを改造したり分解し 
ないで < ださい。 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝 
撃を受けたとさは、^ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
ください。 

• 純正部品！;^外のシートベルトは使 
用しないで <ださい。 
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A 警告 

• シートベルトの強度び低下し、乗 
員な護機能び損なわれるため、清 
掃ずるときは(下の点にを意して 
<ださい。 

〇強い酸性やアルカ1」性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

〇乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 

• シートベルトに損傷びないか、定 
期的に点検してください。 


シートベルトを着用ずる 



► フ□ントシートは、シートを調整し、 
バックレストをでさるだけ垂直にお 
し、角度にしまず。 


► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっくりと引さ出しまず。 

シートベルトび□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、肩を通るベルトび肩 
の中央に、腰を通るベルトび腰骨 
のでさるだけほい位置にかかるよ 
5にしまず。 

► プレート⑤の先端をバックル@ 
に差し込みまず。 

フ□ントシートは、テンション自 
動調整機能び作動しまず。 

► 必要であれば、肩を通るベルトを上 
方に引いて、シートベルトを身体 
に密着させまず。 

フ□ントシートべ J レトのテンション自 
動調壁機能 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能び装備されていまず。 

イグニッション位置び2のときに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトび身体に密着ずるよ 
うに、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整しまず。 

この機能の設定と解除については 
([>225ページ）をご覧ください。 


■を邸6恒冊 
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シートベルト 


フ□ントシートベルトの局さ調藝 



シートベルトが首に当たったり、肩か 
らがれないよラに高さを調整しまず。 


高さは日段階に調整でさまず。 

シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるときは、アンカー®をその 
まま上げまず。 

►下げるときは、□ック解除ボタン 
© を押しながらアンカー®を下げ 
ます。 

調整後はアンカーが確実に □ ックし 
ていることを確認して<ださい。 

シートベルトをがず 

► 手でプレート ® を持ち、バックル 
感の解除ボタン④を押して、シー 
卜べルトをゆっくり巻き取らせまず。 

。シ_トベルトが完全に巻さ取ら 
れていることを確認して<ださい。 
シー トベルトや プレー トがドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷するおそれがあ 
りまず。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要がありまず。詳し 
くは、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


シートベルト着用警告 


み I シートベルト警告 :) a 

イグこッション位置を2にずると点灯 
し、エンジン始動後に消灯しまず。 

点口しないとさは警告口の異常でず 
ので、すみやかに;><ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

運転席または助手席の乗員がシートべ 
ルトを着用していないとさは点灯した 
ままになりまず。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告口が点灯しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用し 
ないでエンジンを始動ずると、警告音 
が数秒間鳴り、シートベルトの着用を 
促しまず。 

走巧中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km/h LiLL になったと 
さに、運転席または助手席の秉員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたときは、 
シートベルト警告口が点滅して、断続的 
な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約60秒間走行ずる 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
政上になると、この警告は繰り返し行 
なわれます。 
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〇 助手席に重し V 苛物などを積んでいる 
と、エンジンがかかっているとさに 
シートベルト警告が行なわれること 
がありまず。 


正しい運転姿勢 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがあります。 

• バックレストを大さく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかかり、致命 
的なけがをずるおそれがあ0まず。 


A 警告 

運乾席の乗員は必ず運転前に自分の 
運乾姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。 

運乾中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれがあります。 



► ii (下のことにミ主意して、シート⑤ 
を調整しまず。 


• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保ずる 

• 正しい姿勢で着座している 
• シートベルトが正しく着用できる 

• バックレストをできるだけ垂直に 
調整している 

• 大腿部がシートクッシヨンに軽< 
支えられている 

• ペダルが楽に踏み込める 

► じ(下のことに注意して、へッドレス 
卜を調整します。 

• へッドレストの中央が目の高さに 
調整され、後頭部がへッドレスト 
に支えられていることを確認ずる 


I 
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ラ* < 卜 


► UTF のことにミ主意して、ステアリン 
グ©を調整しまず。 

• ステア U ングを握ったときに、 
腕に適度なを裕がある 

• 足を自由に動かせる 
• ーターパ ネルのすべての 一 
ター類 やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告口や表示灯 
を確認でさる 

► Li (下のことに注意して、シートべル 

卜@を着用しまず。 

• シートベルトが身体に密着して 
いる 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かってし^る 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行ずる前に、道路や交通状況が十 
分確認できるよラにルームミラーと 
ドア S ラーを調整しまず。 

► ^モ U —付さパワーシート装備車 
は、モリー機能で、シートとステ 
アリングの位置、ドアミラーの角度 
を記憶させまず。 

P シートを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れたり、 
作動部に触れないでください。挟ま 
れてけびをずるおそれびあ0まず。 

P シートの一部び他の乗員や物に当 
にったとをは、それ！;■(上操作しない 
で < ださい。 

P 誤ってシート調整スイッチに触れ 
るとシートび動さ、柔員びけびをず 
るおそれびありまず。モ供を乗せて 
いるとさは十分ま意してください。 



左八ン ドル 車 


の 

因 

左側のパーキングライト 
び点灯 

回 

固 

ち側のパーキングライト 
び点灯 

团 

因 

ずべてのライトび消灯 

因 

因 

周囲の明るさに応じて、 
自動的に点灯/消灯 

回 

1边史1 

車幅灯、テールランプ、 
ライセンスライトやス 
イツチなどの照巧び点灯 
し、ライトスイツチの車 
幅灯表示灯昼をび点灯 

回 

回 

車幅灯などに加え、へツ 
ドライトと LED ドライ 
ビングライトび点灯 

回 

困 

U アフォグランプび点灯 
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車幅'灯 

車幅 I 灯を点巧ずる 

► ライトスイッチを I ぶた I の位置にし 
ます。 

へッドライト/ LED ドライビングラ 
イト 

へッドライトと LED ドライビング 
ライトは、手動または自動で点口/ 
消火了でさまず。 

へッドライト/ LED ドライビングラ 
イトを手動で点灯ずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► ライトスイッチを I 量り I の位置にし 
ます。 

へッドライト/ LED ドライビングラ 
イトを自動で点むずる 

► ライトスイッチを I A I の位置にし 
ます。 

周囲が暗いとさ、イグニッシヨン位 
置を1にずると、車幅灯、テール 
ランプ、ライセンスランプが自動的 
に点灯しまず。 

エンジンを始動ずると、上記に加え 
てへッドライト/ LED ドライビン 
グライトち点口しまず。 


A 警告 

霧のとさは、ライトスイッチを E 
の位置にしているとへッドライトは 
自動的に点灯しません。運転者や他 
の車両に危険がおよぶおそれがあり 
ます。霧の中を走行ずるときはライ 
トスイッチを [ S の位置にしてくだ 
さし、。 

ライトのオートモードは運転者を支 
援する機能でず。ライトの点灯/消 
灯に関ずる責任は運転者にあります。 


A 警告 

周囲が暗いとさや霧のとさは、ライ 
トスイッチを [ Z ] から [ S の位置に 
してください。点灯していたライト 
び消灯することがあるため、事故を 
起こすおそれがあります。 


A 警告 

ライトスイッチを丘！]からの位 
置にするとをは、必ず停車してくだ 
さし、。 

〇ライトスイッチび巨昼の位置のと 
さ、エンジンスイッチにキーび差し 
込まれていない状態やキーレスゴー 
でイグニッシヨン位置を0にして 
いる状態で運転席ドアを開くと、警 
告音び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに" ライトを消してくだ 
さい" と表示されまず。このとさは 
ライトを消灯してください。バッテ 
U 一びあびるおそれびあ0まず。 
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ラ* < 卜 


P エンジンを停止した状態で、ライ 
卜を長時間点灯しないで<ださい。 
パ'ッテ U —があがるおそれがあ0 
ます。 

〇 へッ ドライト/ LED ドライビング 
ライトび点灯しているときに、イグ 
ニッシ ヨン位置を2 (外にずると、 
へッ ドライト/ LED ドライビング 
ライトび消灯しまず。さらにこの状 
態でイグニッシヨン位置を0にし 
て運転席ドアを開くか、エンジンス 
イッチに差し込まれているキーを巧 
くと、車幅灯などを消灯しまず。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るさを感知ずるセンサーびあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、自動点灯機能び働か 
な< な0まず。 

〇 ライトスイッチび [ Z ] の位置の 
とさは、トンネルなどの暗い場所や 
悪天候のとをなどに、ライトび自動 
的に点灯ずることびありまず。 

IJ アフオグランプ 


リアフォグランプを点!打ずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I *0 の位置にし 
ます。 

► ライトスイッチを引さまず。 

U アフォグランプび点灯し、 U ア 
フォグランプ表示灯因已び点灯し 
ます。また、 LED ドライビングラ 
イトび消灯しまず。 


A 警告 

ライトスイッチび E の位置のとさ 
は、リアフォグランプは点なでさま 
せん。 

霧の中を走行ずるとさは、あらかじ 
めライトスイッチを [ S に合わせて 
へッドライトを点なしてください。 

〇リアフォグランプは、露などの悪 
天候で、十分な視界びおなでさな 
いとをじ(外には使用しないでくだ 
さい。後続車の迷惑になりまず。 

パーキングライト 


パーキングライトは、暗びりでの駐車 
時に後続車などに車の存在を知らせる 
ため、車幅灯とテールランプだけを点 
灯しまず。 

パーキングライトを点打ずる 

イグニッシヨン位置び0のとき、ま 
たはエンジンスイッチにキーを差し 
込んでいないとさに点灯ずることび 
でさまず。 

►ライトスイッチを医司に合わせ 
9 〇 

ち側のパーキングライ h び点灯し 
9 〇 

まには 

►ライトスイッチを E 固に合わせ 
まず。 

左側のパーキングライトび点灯し 
まず。 
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へツトフイトウォツシャー 

イ グニツシヨン位置び2で、車外ラ 
イトび点灯しているときに、ウインド 
ウウォツシャー （01 66ぺージ）を約 
10回作動させると、ウォツシャー液 
び自動的にへツドライトに向けて噴射 
されます。 

H へツドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純正 
ウォツシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇 イグニツシヨン位置を1にずるか、 
へツドライトを消灯ずると、ウイン 
ドウウォツシャーを作動させた回数 
は U セツトされまず。 

〇 を季にはウォツシャー液の濃度に 
ま意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用して < ださい。 


コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



①へッドライト（上向き) 
⑤方向指示（ち側） 
⑤バッシング 
④方向指示（左側） 


イグニッション位置び1か2のとさ 
に点滅させることびでさまず。 

方向指示なを短時間点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
たは④の方向に軽く操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び3回点 
滅します。 

方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
には④の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
まず。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないときは手で戻してくだ 
さし、。 

方向指示灯び点滅しているとさは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯を点 
滅します。 

〇 方向指示灯を使用しているとさに 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、非常 
点滅灯び点滅しまず。再度、非甫点 
滅灯スイッチを押すと、方向指示灯 
に切り替わりまず。 

へッドライトの上向を/下向をの切り 
替え 


へツドライトを上向きにずる 

► イグニツシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイツチを I の位置にし 
9 〇 
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► コンビネーションスイッチを®の 
位置にしまず。 

へッドライトび上向さになり、メー 
ターパ ネルの八イ ビーム 表示灯 
13国び点灯しまず。 

〇対向車びあるとさや市街 i せを走行 
するときは、へッドライトを上向き 
にしないで < ださい。 

へッドライトを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にしまず。 

メーター ノ（ネルの八イ ビーム 表示灯 
回 び消灯しまず。 

パッシング 

►イグニッション位置を1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動しまず。 

► コンビネーションスイッチを⑤の 
方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 [m] び点灯しまず。 

コンビネーシヨンスイツチから手 
を放すと元の位置に戻りまず。 



故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車ずるとさなどに使用しまず。 

非甫点滅灯は、イグニッシヨン位置び 
0のとさやエンジンスイッチからキー 
を巧いているとさを点滅させることび 
でさまず。 

また、 m 下のときに自動的に点滅しまず。 
• エアバッグび作動したとさ 

•約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車しにとさ 

が常点滅打を使用ずる 

► 非苗点滅灯スイッチのを押しまず。 

ずべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向指 
示表示灯を同時に点滅しまず。 

〇 非苗点滅灯を使用しているとさに 
方向指おの操作をすると、その方向 
の方向指示灯の点滅に切り替わりま 
す。方向指示灯び消灯ずると、再び 
非甫点滅灯に切り替わりまず。 

が常点滅'灯を停止ずる 

► 非苗点滅灯スイッチのを押しまず。 
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〇 エアバッグび作動して自動的に点 
滅した非常点滅灯を消灯ずるとを 
は、非甫点滅灯スイッチを押しまず。 

〇 約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさに自 
動的に点滅した非甫点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押ずか、走行速度 
び約 10 km / h じ(上になると消灯し 
ます。 


インテ U ジェントライトシステム 

インテ1」ジェントライトシステムは、 
走行時や天候の状況に合わせてへッ 
ドライトを自動的に調整ずるシステ 
ムでず。 

走行速度や天候状況などに応じて路面 
の照射を向上させる効果びあ0まず。 

システムには、アクティブライトシス 
テム、 コーナ 1」ングライト、八イウェ 
イモード、フォグランプ強化機能び含 
まれます。インテ1」ジェントライトシ 
ステムは、周囲び暗いとさにのみ作動 
します。 

この機能の設定と解除については 
(>223 ページ）をご覧ください。 


アクティブライトシステム 



へッドライトび点灯しているとさ、走 
行中にステア U ングを操作ずると、操 
作した方向にへッドライトの向さび変 
わりまず。 

〇 へッドライトの角度は、ステア U 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化しまず。 

〇 変化ずるへッドライトの角度はル 
さいため、変化びねかりにくいこと 
びありまず。 


コーナ U ングライト 



へッドライトび点灯していて、エンジ 
ンびかひっているとさに方向指示灯を 
点滅させたりステア U ングを操作ずる 
と、コーナ1」ングライトび点灯しまず。 

方向指示なとの連動 

► 走行速度び約 40 km/h LU 下のとさ 
に方向指お灯を点滅させまず。 

点滅ごせに側のコーナ1」ングライト 
び点灯しまず。 

シフトポジションび CE のとさ 
は、コーナ U ングライトは点灯し 
ません。 
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ステアリング操作との連動 

►走行速度が約4日 km / h から約 
70 km / h の間のとさにステア U ン 
グを操作します。 

操作した側のコーナリングライトが 
点灯します。 

シフトポジシヨンび EE のとさは、 
ステア U ングを操作した側と逆側の 
コーナ U ングライトび点灯しまず。 

〇 点滅させた方向指お灯の方向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
をは、方向指示灯と同じ側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

〇 コーナ 1」ングライトはゆっくり消 
灯ずるため、一時的に左ち両側の 
コーナ 1」ングライトび点灯ずること 
びありまず。 

〇 点灯したコーナ1」ングライトは約 
3分後に自動的に消灯しまず。 


パイウェイモード 



し U 下のときに、へッドライトの照度や 
照射範囲を自動的に調整しまず。 

•約1 10 km / h (上の走行速度で、 
ステア U ングを大きく操作ずること 
なく約1 km 走行したとき 


• 走行速度が約 130 km / haU 上になつ 
たとさ 

《上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
する際は、必ず法を速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

〇 走行速度が約 80 km/h 下になる 
と、八イウェイモードは停止しまず。 


フオグランプ強化機能 



へッドライトが道路の脇を照射ずる 
ことで視界を確保し、眩しさを軽減し 
9 〇 

走行速度が約 70 km / hiU 下のときに 
U アフォグランプを点口ずると作動し 
ます。 

〇 走行速度び約1 OOkm / h を超えた 
とさ、または1」アフォグランプを消 
灯しにときは、フォグランプ強化機 
能が停止しまず。 

ぷ上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 
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アダプティブ八イビームアシスト 

フ□ントウインドウ上の力^ラにより 
路面状況や交通状況を検知し、ヘッド 
ライトを自動的に上向きと下向きに切 
り替えまず。他の車を幻惑ずることな 
<、状況に応じて路上を適切に照射し 
ます。 


へッドライトが下向きから上向きに切 
り替わるときは、へッドライトの光量 
がゆつ < り変化しまず。 



アダプティブ八イビームアシストを作 
動させる 

► エンジンを始動しまず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で、アダプティブ八イビームアシス 
卜を設定します（杉の4ページ）。 

► ライトスイッチを I A I の位置にし 
ます。 



► コンビネーションスイッチをのの 
位置にしまず。 



感アダプティブノ ビームアシストインジ 


ケ_夕_ 

周囲が暗く、へッドライトが下向き 
で点口したときは、マルチファンク 
シヨンディスプレイにアダプティブ 
八イビームアシストインジケーター 
©が表示されまず。 

走行速度が約4日 km / h になると、ア 
ダプティブ八イ ビームに よりへ ッ ドラ 
イトの光軸調整が開始されまず。 

走行速度が約 55 km / h _ UU 上で、他の 
車両などを検知しない場合は、自動的 
にヘッドライトが上向きになり 、木一 
ターノてネルに八イビーム表示灯ち表示 
されまず。 
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走行速度が約 45 km/h 下のときや、 
他の車両を検知したり、道路が照明で 
照らされている場をは、へッドライト 
が下向さにな0、八イビーム表示灯は 
消灯しまずが、アダプティブ八イビー 
ムアシストインジケーター③は表示 
されたままになりまず。 

アダプティブ八イビームアシストを解 
除ずる 

► コンビネーションスイッチを®の 
位置にしまず。 

アダプティブ八イビームアシストイ 
ンジケーター③が消えまず。 

A 警告 

• アダプティブ八イビームアシスト 
は運転者を支援する機能でず。運転 
者は視界や道路状況、交通状況に応 
じて、へッドライトの下向さ/上 
向さを手動で切り替えて<ださい。 

• し U 下のとさは、システムの作動に 
影響を与えたり、システムが作動 
しないことがありまず。 

◊降雪時や降雨時、霧のときなど 
視界が悪いとさ 

◊フ□ントウインドウがミちれてい 
たり、曇ってし^るとさ、または 
力;ラ付おにステッカーなどが 
貼付されているとを 


• し：^下のよラな場合は、歩行者や自 
転車を検知でさなかった 0、 検知 
が遅れる場合があります。 
◊歩行者がライトを持っていない 
とさや自転車にライトが装着さ 
れていないとさ 

◊歩巧者がライトを持っていた 
り、自転車にライトが装着され 
ていてを、ライトが暗いとさ 
◊荷物を持っていたり、ガード 
レールの後ろにいるなど、歩行 
者が持っているライトや自転車 
に装着されているライトが遮ら 
れて検知でをないとさ 

. 車両の前を人が横切った場をや車 
両に近づいてくる場合は、ヘッドラ 
イトが自動的に切り替わらなかっ 
たり、不意に切り替わる場含があり 
まず。事故を起こすおそれがあるた 
め、常に交通状況に注意し、必要で 
あれば、手動でへッドライトの向さ 
を切り誓えてください。 


車がライト残照時間の設定 

周囲が暗いときにエンジンを停止ずる 
と、車幅灯、へッドライト、 LED ドラ 
イビングライト、テールランプ、ライ 
センスライト、ドア S ラー下部のライ 
卜が点灯し、ドアやトランクを開いて 
閉じた後、一定の時間が経過ずると消 
口します。 

C 0 MAND システムで設定を行ない 
ます。 
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► >< インエ U アが車両設定画面 ii (がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
||車両||を選択して《@1--@*、 コ 
ント □ーラーを 押しまず®。 

><インェ U アが車両設定画面になり 
ます。 


車がライト残照時間の設定の 




► ><インエリアに" へッドライト残照 
時間" を表おさせて C©J - HgK コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

車外ライト残照時間設定><こユーが 
表示されます。 

現在選択されている残照時間の左側に 
は、" • " が表示されていまず。 


ント □ーラーを 押します®。 

"0 秒" を選択ずると、車がランプ 
は点灯しません。 


’ ■ ‘ 船. 


車列ライト残照時間が設定されまず。 

車がライト强照時間の設定® 


ごビイ〜す «0け！— ry/ne ■!! 

B^B 

► アプリケーシヨンエリアの" 車両" 
を 選択して* ◎、コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定メこユーが表示されまず。 
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■•ブ5ィ:ホ JfW 
トァ巧 - M 

イ11^1'け— X ナでヴ> さ 
A ' がイ MtnH •■。わ 
もームわ化,* ■ なか 
7；^ヒ；〇卜9イトクー A ブイ 〜I -J 
nO ヴがづイわ y ク 
alilBR ： 打む f 
n けん II 巧止 ! niUtt J 止 U 

►"へ ッドライト残照時間" を選択し 
て{©1.*©*、 コント□—ラ—を押 
します®。 

車がライト残照時間設定 こユーが 
表示されます。 


現在選択されている鶏照時間の左側に 
は、" • " が表示されていまず。 



► 残照時間を選択して 《◎) ■ *◎* 、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

"0 秒" を選択ずると、車がライト 
は点灯しません。 

霉•ブうィ:ホ《1|^ 

トバう - M 

イ - y — 王; がか 

み71^イ MtnwB がか 

*— ムゎブ11脚—加 
7：/ヒイト ク〜去ブ A 〜••ホ 
口化が—*ィサ*ンク 

»«i|BRK7flv?' 

B けん 4 ICA>NM / CKHitllll 

車列ライト残照時間が設定されまず。 


車がライト残照機能を一時的に解除 

ずる 

►エンジンを停止した後、イグこッ 
シヨン位置を2にしまず。 

〇 ライトび消灯ずるまでの時間は、 
ドアやトランクを閉じてから消灯ず 
るまでのおよその時間でず。 

〇 エンジンを停止してからドアや卜 
ランクを閉じたままにずるか、開い 
てそのままにしてから約60秒後に、 
ライトは消灯しまず。 

〇 エンジンを停止してから約60秒 
し U 内であれば、設定した時間び経過 
してライトび消灯した後でち、ドア 
やトランクを開くたびに車外ライト 
は点灯しまず。 


へッドライトの内側び量るとを 

外気の湿度び高いときは、へッドライ 
卜の巧側び曇ることびありまず。 

► へッドライトを点灯して走行してく 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、ヘッドライト内側の曇りは取 
れます。 

► へッドライト内側の曇りび取れない 
場合は、メ j レセデス • ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて< ださい。 
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ルーム ランプ 



スライディングルーフ萬備車 
①フ□ント読書な（左側）スイッチ 
⑤1」アルームランフスイッチ 

⑤ フ□ントルームランフスイッチ 
④点なモード還択スイッチ 

⑥ フ□ント読書な（ち側）スイッチ 
@点灯モード表示な 

ルームランプの点なモードの選択 

自動点打モードにずる 

►スイッチ④を押して、点灯モード 
表示灯® "OFF" び消灯している状 
態にしまず。 

周囲び暗いとさに LU 下の操作をずる 
と、ルームランプび点灯/消灯しまず。 

• いずれかのドアを開くと点灯しまず。 

◊イグニッシヨン位置び2のとき 
は、ドアを閉じるとただちに消 
灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは消灯 
しません。 

◊イグニッシヨン位置び0か1の 
とさ、またはイグニッシヨン位 
置び0でキーび巧いてあるとさ 
は、ドアを閉じると約10枝>後に 
消灯しまず。 


ドアを開いたままのとさは約5 
分後に消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧くと 
点灯し、設定した時間び経過ずると 
消灯しまず0159ページ）。 

• U モコン操作またはキーレス3’一操 
作で解淀ずると点灯し、約30秒後 
に消灯しまず。 

〇車を施淀したときは、ルームラ 
ンプび消灯ずることを確認してく 
ださい。 

〇 点灯しているルームランプや読 
書灯などは、 U モコン操作または 
キーレス：一操作で施湿ずると、 
数秒後に自動的に消灯しまず。 

常時消なモードにずる 

►スイッチ④を押して、点灯モード 
表示灯® "OFF" び点灯している状 
態にしまず。 

周囲び暗いとさにし U 下のいずれかの操 

作をしてを、ルームランプは点灯しま 

せん。 

• ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• U モコン操作またはキーレス3’一操 
作で解錠ずる 

フ□ントルームランプ①手動点な/ 

消灯 

フ□ントルームランプを手動で点口/ 

消灯ずる 

► スイッチ⑤を押しまず。 

フ□ントルームランプび点灯/消 
灯しまず。 


■を邸昼冊 
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非常時の自動点打 

ルームランプび自動点灯モードのとを 
は、シートベルトテンシ ヨナー やエア 
バッグび作動ずると、ルームランプび 
自動的に点灯しまず。 

また、このとをは非甫点滅灯を点滅し 
ます。 

自動的に点灯したルームランプを消' I 灯 
ずる 

► 非苗点滅灯スイッチを押しまず。 
まには 

► U モコン操作で施綻した後、解錠し 
ます。 

または 

► スイッチ④を押しまず。 


フ□ント読書口 



⑦フ□ント読書灯（左側) 
@フ□ント読書灯（ち側) 


フ□ント読書なを点口/消打ずる 

► スイッチ①⑤を押しまず。 

フ□ント読書灯①④び点灯/消灯 
します。 


リアルームランプ/リア読書な 



ち側 I 」アルームランプ 
@ 1」アルームランプ 
⑩1」アルームランフ/ U ア読書灯ス 
イッチ 

⑩1」ア読書な 


IJ アルームランプを手動で点な/消' I 灯 
ずる 

► スイッチ⑤を押しまず。 

1」アルームランプ®び点灯/消灯 
します。 

U アルームランプ/ U ア読書なを点 
灯/ミ肖なずる 

► スイッチ⑩を押しまず。 

スイッチを押ずごとに、点灯状態び 
し U 下のように切り替わりまず。 

U アルームランプ®と U ア読書灯 
® び点灯 

i 

U ア読書灯®のみび点灯 


消灯 


B を邸 e 恒掛 








O リアルームランプスイッチ®で 
U アルームランプ®を点灯してい 
るとさは、 U アルームランプ /U 
ア読書灯スイッチ®を押してち U 
アルームランプ®は消口しません。 
U ア読書口⑩のみが点口 /消灯し 
ます。 

ルームランプ残照時間の設定 

ルームランプの点ロモードが自動点火了 
モードのとさ、エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさに点口したルームラ 
ンプの残照時間を設定でさまず。 

COMAND システムで設定を行ない 
ます。 



ルームランプ残照時間の設定① 




インェリアに "ルームランプ残照 


時間" を 表おさせて i@J - 
ント □ーラーを 押しまず®。 


Z1 


ルームランプ残照時間設定 ><こュー 
が表示されまず。 

お:^社: L 亡1坦お三，过 


漏，-み測百’ --_- immi 


インエ U アが車両設定画面 ii (がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
"車両" を選択して •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

インェ U アが車両設定画面になり 
ます。 


現在、選択されている鶏照時間の左側 
には" • II が表示されていまず。 

►残照時間を選択して 《◎}-*◎*、 コ 
ント □ーラーを 押しまず®。 

"0 秒" を選択ずると、ルームラン 
プは点口しません。 


巧お直:牛.於近。ご互 Xi 施こし‘松な. 


おがお於 


I 


ルームランプ残照時間が設定されまず。 
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ルームランプ残照時間の設定③ 


そビイザ4すかけ11圍 f¥mm ■— 

► アプリケーシヨンエリアの" 車両" 
を選択して ♦◎、 コント□—ラーを 
押します®。 

車両設定 >< こユーが表示されまず。 


m ブ5イン: KJV # さ 
卜だ， -JW 

イ ー ：：;イ… /— が7リみダ 
へ？巧イト9«11圓 W 

■が 



<11^たクンブ MNWl 



残照時間を選択して C©J - ♦©*、 コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

"0 秒" を選択ずると、ルームラン 
プは点灯しません。 


••巧 

げ巧一 M 

イ —y—1>W— J£ がな>ク 
A'y トクイト WKW W 
トムみ :/ Mim-w 



T ：^ ビエ>卜9イト W d 
〇ヶが•卜 r,*w 
■ ■■ A ： 卜7か片 

けん fIR 止 AHh 止棚應 


ルームランプ残照時間が設定されまず。 

アンビエントライト 


f シビクイト wc 
曰 0 * 5 ^イサ— 3 イ子/>ヴ 
n 了占，パ^ 

n けんか B 由 ■■■«! f Aik な止 Mli 

II ルームランプ残照時間" を選択し 
て {◎! . *◎*、 コント□ーラーを 
押します®。 

ルームランプ残照時間設定 >< こユー 
が表示されまず。 



現在、選択されている残照時間の左側 
には" • II が表示されていまず。 


ち八ンドル車 
①アンビエントライト 


アンビエントライトの点灯/消'打 

• ドアを開くと約日分間点灯しまず。 

ドアを閉じると約10秒間点灯し、 
その後約20秒間は COMAND シス 
テムで設定されている照度で点灯し 
9 〇 

• U モコン操作またはキーレス3’一操 
作で解錠ずると点灯し、約3日秒後 
に消灯します。 
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• イクこッシヨン位置が 2 のときは、 
COMAND システムで設定されてい 
る照度で点灯します。 

イグこッシヨン位置を2から1ま 
たは 0 にずると、約10秒後に消灯 
します。 

アンビエントライトの色調/照度の 
設定 

アンビエントライトは、色調と照度の 
設定がでさまず。 


■t •-—'-て ぶ占ミ3 

y 1-,か々 

. ^ t • •- >• 

化， W 如 

► インエ U アが車両設定画面 ii (がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
"車両" を選択して •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

インェ U アが車両設定画面になり 
ます。 


アンビエントライトの色調/照度を設 
定ずるの 

► メインエ u アに" アンビエントライ 
卜 " を表おさせて . •◎•、 コン 
卜□ーラーを押しまず®。 

アンビエントライト設定メニューび 
表示されます。 

アンビエントライトの色調およひで月 
るさび設定でさまず。 



アンビエントライトの色調を選択し 
て {◎! . »◎*、 コント□—ラーを 
押します®。 

アンビエントライトの色調び設定さ 
れます。 


I 
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アンビエントライトの色調/照度を設 
定ずる⑤ 



II 巧る さ" を選択して • *@K 
コント□ーラーを押しまず®。 

アンビエントライトの照度設定メ 
ニューび表示されまず。 




アンビエントライトの照度を選択し 
て . «◎*、 コント□—ラーを 
押します®。 

アンビエントライトの照度び設定さ 
れます。 


► アプリケーシヨンエリアの" 車両" 
を 選択して* ◎、コント□—ラーを 
押します®。 

車両設定 こユーが表示されまず。 


■•ブ，ィ神 
K7 ミ， 一 SI 

ィーン ー IWJ—W 
〜ド W 卜 MjnM が 
A — 占 9 V プ HiB—H w 
て^ピェン^^クィト Off , 0 


a かが — ウルパ r 
II MIKKMa' 片 
U けん" A 止 /fUM 止 UK 

"アン ビエントライト" を選択して 
{◎?■*◎*、 コント□—ラーを押し 
ます®。 

アンビエントライト設定ニューが 
表示されます。 

アンビエントライトの色調および明 
るさが設定でさまず。 
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► アンビエントライトの色調を選択し 
て {◎) . »◎*、 コント□— ラーを 
押します®。 

アンビエントライトの色調び設定さ 
れます。 



►"巧るさ"を選択して i@i - *◎■•、 
コント□ーラーを押しまず®。 


アンビエントライトの照度設定メ 
ニューび表示されまず。 



►アンビエントライトの照度を選択し 
てコント□— ラー を 
押します®。 


アンビエントライトの照度び設定さ 
れます。 


フツトウエルライト 


ダッシュボード下とフ□ントシート下 
部にフットウエルライトびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとさに、し U 下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• イグニッシヨン位置を2にずると 
ほい照度で点灯します。 

イグニッシヨン位置を2から1ま 
たは0にずるか、エンジンスイッ 
チからキーを巧くと約7秒後に消 
灯しまず。 

• U モコン操作まにはキーレス3—操 
作で解錠ずるとほい照度で点灯し、 
約30秒後に消灯しまず。 

• フ□ントまたは1」アのルームランプ 
を点灯ずると、フ□ントまたはリア 
のフットウエルライトびび明るく点 
灯しまず。 

• いずれかのドアを開 < と日月る < 点灯 
します。 


<0ドアを閉じると減光しまず。 

◊イグニッシヨン位置び2な_外の 
ときは、ドアを閉じると減光し、 
約30秒後に消灯しまず。 

ドアを開いにままのとさは、約5 
分後に消灯しまず。 
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ワイ パー 


センターコン ソール ライト 


ルーム S ラーの 下部にありまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に点灯し、センターコンソールを照ら 
します。 

リアコン ソール ライト 


ルーフ巧張りの中央部にありまず。 

車外ライトび点灯ずると点灯し、車外 
ライトび消灯ずると消灯しまず。 

ドア下部のライト 


ドア下部に乗降用のライトびありま 
す。また、ドア後部にはホ色ライトび 
ありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとをに、(下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• ドアを開くと点灯しまず。 

•イグニッシヨン位置び2 Li (外でド 
アを開いたままのとをは、約5分 
後に消灯しまず。 

ドアミラー下部のライト 


ドアミラー下部に乗降用のライトびあ 
りまず。 

ドアミラー下部のライトは、□ケイ 
ターライティングや車外ライト残照時 
間の設定に応じて点灯/消灯しまず。 

詳しくは瓜90、154ぺージ）をご覧 
<ださい。 



A 警告 

ワイパーブレードの3ムが劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分におさ 
取ることができません。視界を巧げ 
て周囲の交通状況をお握でさず、事 
故の原因になります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換して < ださい。 

Q フ□ントウインドウが乾いている 
とさはワイパーを使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷 
が付いたり、ワイパーブレードを損 
傷ずるおそれがありまず。フ□ント 
ウインドウがミちれているときは、必 
ずウォッシャー液を噴射してからワ 
イパーを使用して < ださい。 

〇自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを 使用してもフ□ントウインド 
ウに油膜が残るとさは、ウインドウ 
にワックスや洗浄液などが付着して 
いる可能性がありまず。自動洗車機 
で洗車した後は、ウォッシャー液を 
噴射してフ□ントウインドウを清掃 
して < ださい。 

Q フ□ントウインドウを拭くときな 
どは、必ずコンビネーションスイッ 
チを停止の位置にして<ださい。ワ 
イパーが作動して、けがをずるおそ 
れがあ0ます。 

U ワイパーやウォッシャーを使用 
するとさは、歩行者に水しぶきや 
ウォッシャー液がかからなし''よ5に 
ま意して < ださい。 
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B エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーシヨンスイツチを口 □ 
の位置に戻してください。コンビ 
ネーシヨンスイツチが A ゃ同 
の位置のとさにイグニツシヨン位置 
を1にずると、ワイパーが作動し、 
ウインドウが蕭れていないとさは傷 
が付 < おそれがあ0まず。 

Q 寒冷時にはワイパーがフ□ントウ 
インドウに貼り付くことがありま 
す。作動させる前に貼0付いていな 
いことを確認して<ださい。貼0付 
いたままつイパーを作動させると、 
ワイパーブレードやモーターを損傷 
するおそれがありまず。 

〇雪などが付着しているときは、雪 
などを取り除いてからワイパーを作 
動させてください。作業の際には、 
イグこッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
<ださい。 



左八ンドル車 


位置 作動内容 

のの 

停止 

回田 

オートモード I 
〇 レインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
び自動調整されまず。 

回日 

オートモード n 

オートモード I よりちか 
ない雨滴量で作動しまず。 

〇 レインセンサーが感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
が自動調整されまず。 

因日 

ほ速作動モード 

停車時やご < 低速での走 
行時は、間欠作動になり 
まず。 

回呂 

高速作動モード 

停車時やご < 低速での走 
行時は、ほ速作動になり 

〇 

® ^テイップ機能/ウインド 
ウウォッシャーの噴射 


ワイパーを作動させる 


►イグこッション位置を1か2にし 
9 〇 

► コンビネーションスイッチをまわし 
て、作動内容を選択します。 
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ワイ パー 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印 
( D の方向に軽く押しまず。 

ウォッシャー液び噴射せずに、ワイ 
パーび1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび;'!れ 
ているときだけ使用してください。 

〇 停車時およびご<ほ速での走行時 
にボンネットの□ックび解除され 
ているとさは、ワイパーは作動し 
ません。 

〇 フ□ントウインドウび;'!れていな 
くてを、イグニッション位置び1 
か2のとをにコンビネーションス 
イッチをに!]か I •••• の位置にずる 
と、ワイパーび1回作動しまず。 

〇 オートモードでワイパーび作動し 
ているとさ、停車時にフ□ントドア 
を開くとワイパーは停止しまず。ワ 
イパーはじ(下のとさに作動を再開し 
ます。 

• シフトポジションび [ pj または 
m のとさは、ドアを閉じて、 
シフトポジションを他の位置に 
したとを 

• シフトポジションび HE または 
CE のとさは、ドアを閉じたとさ 

〇 コンビネーションスイッチび 
の位置のとさを、停車時およびほ速 
走行時のワイパーの作動は、レイン 
センサーによ0自動調整されまず。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 


レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 

センサーびありまず。 

Q フ□ントウインドウび請れていな 
し、とさは、コンビネーシヨンスイッ 
チを因]の位置にしてください。 
フ□ントウインドウの巧れや光線の 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、ワイパーび作動ずるおそれびあ 
りまず。 

〇レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
りまず。 

ヴォッシャー液を晴射ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーシヨンスイッチを®の 
方向にいっぱいまで押し続けまず。 

その間ウォッシャー液び噴射して、 
ワイパーを作動しまず。 

。ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇 ウインドウび蕭れているとさで 
を、油膜などの;ちれを防ぐため必要 
に応じてウォッシャー液を噴射して 
<ださい。 

〇 を季にはウインドウウォッシャー 
液の濃度にミ主意し、を用のウイン 
ドウウォッシャー液を使用してく 
ださい。 
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ワイ八一のトラブル 


ワイ J ^’一①作動び巧げ5れている 

雪や葉など、ウインドウに障害になる 
物び付着しているにめ、ワイパーの作 
動び妨げられていまず。ワイパーモー 
ターの作動び停止していまず。 

►ま全のため、エンジンスイッチから 
キーを巧をます。 

または 

►イグニッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

► 障害物を取0除さまず。 

►再度、ワイパーを作動させまず。 

ワイパーび作動しない 


ワイパーび故障していまず。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、別のモードを選択しまず。 

► メルセデス.ベンツ指定サービス 
工場でワイパーの点検を受けてく 
ださい。 

ウォッシャーノズルの角度び適切で 
なし、 

ウォッシャーノズ J レの角度び適切でな 
し、ため、ウォッシャー液びフ□ントウ 
インドウの中央に噴射されません。 

► メルセデス.ベンツ指定サービスエ 
場でウォッシャーノズ J レの角度を調 
整してください。 


パワーウインドウ 


パワーウインドウの開閉 


A 警告 

ドアウインドウを開くとさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないでください。ドアウインド 
ウとドアフレームとの間に身体が引 
を込まれて、けがをするおそれがあ 
ります。 


A 警告 

ドアウインドウを閉じるとさは、身 
体や物が挟まれないよラにミ主意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイツ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 


A 警告 

子供が車内からドアウインドウを開 
閉ずると、けがをずるおそれがあり 
まず。子供だけを残して車から離れ 
ないでください。短時間でも、車か 
ら離れるとさは、キーを携帯してく 
ださい。 


■を邸 i 冊 
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A 警告 

子供をチヤイルドセーフティシート 
に棄車させている場含でち、子供だ 
けを車内に残して車から離れないで 
ください。 

• 車内の普部に触れて、重大なけび 
皆致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。 

• 車内が高温または低温になると、 
命に関わるおそれがありまず。 

• ドア□ックスイッチの解錠スイッ 
チを押ずことによ0、 U アドアの 
チヤイルドプルーフ□ック が一 時 
的に解除され、誤ってリアドアを 
開 < おそれがあ0まず。 

テ供が誤ってドアを開くと、子供や 
周囲の人がけがをずるおそれがあり 
ます。子供が車外に出てけがをした 
り、車にはねられて重大なけがをず 
るおそれがあります。 

テ供を乗せるとさは、後席に乗車さ 
せ、 U アドアや U アドアウインドウ 
のチヤイルドプルーフ□ックを使用 
してください。走行中にドアやドア 
ウインドウが開くと、テ供や周囲の 
人がけがをするおそれがありまず。 

パワーウインドウスイッチは各ドアに 
ありまず。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウのスイッチがありまず。 U アドア 
には、左ち両ちのリアドアウインドウ 
のスイッチがありまず。 

イグこッシヨン位置が1わ、2のとき 
に、ドアウインドウを開閉でさまず。 


運転席ドアのスイッチ（左八ンドル車） 

(電動ブラインド（後席左ち）装備車） 

® 左フ□ントドアウインドウスイッチ 
②ちフ□ントドアウインドウスイッチ 
⑤ち1」アドアウインドウスイッチ 
④左リアドアウインドウスイッチ 



ち1」アドアのスイッチ 


(電動ブラインド（後席ちち）装備車） 

⑤左 U アドアウインドウスイッチ 
©ち U アドアウインドウスイッチ 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開をまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 
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ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 

P 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウが完全に閉じて 
いることを確認して < ださい。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉して 
し、るときに、スイッチを操作ずると、 
その位置で停止します。 

〇イ グこッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約日分間は、ドアウインドウ 
を開閉できます。約5分政内にフ 
□ントドアを開< と、ドアウインド 
ウの開閉はでさな<な0まず。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことができまず0171ペー 
ジ)。 

〇 リモコン操作またはキーレス3’一 
操作でドアウインドウを閉じること 
ができまず（た172ページ）。 

〇 エアコンディショナーの内気循環 
モードに連動して、ドアウインドウ 
を開閉できます（¢>291ページ)。 

0 PRE - SAFE ® (046 ぺージ）が作 
動したとさは、ドアウインドウが 
自動で閉じ、わずかに開いた状態 
で停止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウを開閉しているとさは、 
助手席ドアやリアドアのスイッチで 
開閉中のドアウインドウを操作する 
ことはでさません。 


挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるときは十 
分ミ主意してください。ウインドウに 
身体が挟まれると、致命的なけがを 
するおそれがお0まず。 


スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止しまず。ス 
イッチから手を放ずと、その位置から 
かし下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
まず。 

このとさに、挟み込みなどの抵抗があ 
ると、ドアウインドウはただちに停止 
して、スイッチから手を放ずと、その 
位置からかし下降しまず。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、ドアウインドウは挟み込み防止 
機能が作動しない状態で閉じます。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドア 
ウインドウはただちに停止して、そ 
の位置からかし下降しまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちにドアウイン 
ドウを閉じたとさは、ドアウインドウ 
は自動で閉じな<なり、挟み込み防止 
機能ち作動しません。 


■を邸昼冊 





電動ブラインド（後席左ち) 


ブラインドを閉じる 



運輯席ドアのスイッチ（左八ンドル車） 

①左側電動ブラインド（後席左ち）ス 


イッチ 

©ち側電動ブラインド（後席左ち）ス 


イツチ 



左リアドアのスイッチ 


①左側電動ブラインド（後席左ち）ス 
イッチ 

©ち側電動ブラインド（後席左ち）ス 
イツチ 


I 」アドアウインドウが閉じているとさ 
に、運転席ドアおよび、左ちリアドア 
の I 」アドアウインドウスイツチで開閉 
でさまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に操作でさまず。 


► U アドアウインドウが閉じていると 
さに、スイッチ①⑤を引きまず。 

ブラインドび自動で閉じまず。 

ブラインドを開< 

► スイッチ①⑤を押しまず。 
ブラインドび自動で開さまず。 

〇電動ブラインド（後席左ち）を開 
閉するとさは、身体や物び挟まれな 
いよ5にま意して < ださい。 

P U アドアウインドウにアクセサ 
U —などを装着しないでください。 
ブラインドを作動させたとさに、ブ 
ラインドやアクセサ U —などを損傷 
するおそれびありまず。 

〇 運転席ドアのスイッチで電動ブラ 
インド（後席左ち）を開閉してい 
るとをは、1」アドアのスイッチで 
開閉中の電動ブラインド（後席左 
ち）を操作ずることはできません。 

〇 電動ブラインド（後席左ち）には 
挟み込み防止機能びありまず。電動 
ブラインド（後席左ち）び閉じてい 
るとさ I こ挟み込みなどの抵抗びある 
と、電動ブラインド（後席左ち）は 
ただちに停止して、その位置から開 
さまず。 

〇 U モコン操作で電動ブラインド 
(後席左ち）を開<ことびでさまず。 

〇 U モコン操作またはキーレス3— 
操作で電動ブラインド（後席左ち） 
を閉じることびできまず0172 
ページ）。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
から約5分間は、電動ブラインド(後 
席左ち）を開閉でさます。約5分 
じ(巧にフ□ントドアを開くと、電動 
ブラインド（後席左ち）の開閉はで 
さな < なりまず。 


コンビニエンスオープニング機自 g 

車内び暑<なっているとさなど、柔車 
する前に車内の空気を換気したいとさ 
は、 U モコン操作により、1；■(下の操作 
をすることびでさまず。 

• 車両を解淀する 
• ドアウインドウを開< 

• スライディングルーフ*またはパ 
ノラミックスライディングルーフ* 
および電動サンシェード*、電動ブ 
ラインド（後席左ち） * を開く 

• 運転席のシートベンチレーター* 
を作動させる 

〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、 U モコン操作でのみ行なラこと 
びでさまず。操作は運転席ドア八ン 
ドルのおくから行なってください。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

► キーの解淀ボタンを押し続けまず。 
すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび 開さまず。 

電動ブラインド（後席左ち）装備車 
は、電動ブラインド（後席左ち）び 
閉じているとをは、ブラインドび開 
をます。 


ブラインドび全開になった後、解錠 
ボタンから指を一度放し、再度押し 
続けると、ドアウインドウとスライ 
デイング ルーフび 開さまず。 

解読ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウやスライデイング 
ルーフはその位置で停止しまず。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動ずることびあ0まず。 

〇 U モコン操作でドアウインドウを 
開<とさは、ドアウインドウに身 
体を寄りかけないでください。ド 
アウインドウとドア フレームの 間 
に身体び引を込まれてけびをずる 
おそれびあ0まず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、 U モコン操作はで 
きません。 

〇 リモコン操作でドアウインドウな 
どを開くと、運転席のシートベンチ 
レーター*が強で約日分間作動し 
ます。 

〇 電動ブラインド（後席左ち）装備 
車は、 U モコン操作で電動ブライン 
ド（後席左ち）を開くと、電動ブラ 
インド （ U アウインドウ）を連動し 
て開さまず。 

〇 U モコン操作で電動ブラインド 
(後席左ち）および電動ブラインド 
(1」アウインドウ）を開いていると 
をに解錠ボタン®から指を放して 
を、ブラインドは停止しません。 

〇 パノラミックスライデイングルー 
フは、スライデイングルーフと同様 
に作動しまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 パノラミックスライデイングルー 
フ装備車の電動ヴンシて ー ドは、電 
動ブラインド（後席左ち）と同様に 
作動します。 


コンビニエンスク□ー ジング機能 

リモコン操作またはキーレス3’一操作 

* により、車がから Li (下の各部を閉じ 

ることがでさまず。 

• ドアウインドウ 

• スライディングルーフ*またはパ 
ノラミックスライディングルーフ* 
および電動サンシェード*、電動ブ 
ラインド（後席左ち）* 

車から降りた後に、ドアウインドウな 

どを閉じたいときに使用しまず。 

A 警告 

車外からドアウインドウやスライ 
ディングルーフまたはパノラ S ック 
スライディングルーフなどを閉じて 
いるとさに身体などが挟まれそラに 
なったとさは、政下の操作を行なっ 
て < ださい。 

• U モコン操作の場合は、施錠ボタ 
ンから指を放してください。そし 
て、解錠ボタンを押し続けて、ド 
アウインドウやスライディング 
ルーフまたはパノラ S ックスライ 
デイングルーフ、電動ブラインド 
などを開いて < ださい。 


• キーレス3’一操作の場含は、コン 
ビニエンスク□ージング操作部か 
ら指を放してください。そして、 
ただちにドア八ンドルを引さ続け 
て < ださい。 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフまたはパノラ云ックスライ 
ディングルーフ、電動ブラインド 
などが開さます。 

Q コンビニエンスク□ージング機能 
でドアウインドウとスライディング 
ルーフ*またはパノラミックスラ 
イディングルーフ*などを閉じる 
とさは、開口部に異物がないことを 
確認して < ださい。 

B 車から離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウとスライディングルーフ 
または*またはパノラミックスラ 
イディングルーフ*が閉じている 
ことを確認して < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で操作を行なラと、作動し 
なかったり、誤作動ずることがあり 
ます。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは操作はでをません。 

〇 電動ブラインド（後席左ち）装備 
車は、車外から電動ブラインド（後 
席左ち）を閉じると、電動ブライ 
ンド （ U アウインドウ）を連動し 
て閉じまず。 


B を邸 e 恒掛 
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〇 車外から電動ブラインド（後席左 
ち）および電動ブラインド （ U アウ 
インドウ）を閉じているときに施錠 
ボタン®またはコンビニエンスク 
□ージング操作部⑤から指を放し 
てを、ブラインドは停止しません。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フは、スライディングルーフと同様 
に作動しまず。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フ装備車の電動サン シてー ドは、 電 
動ブラインド（後席左ち）と同様に 
作動します。 

リモコン操作での作動 

〇 操作は運転席ドア八ンドルの近く 
から行なってください。 

► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルの受光部に向けて、施錠ボタ 
ン©を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび閉 じまず。 

電動ブラインド（後席左ち）装備車 
は、ドアウインドウび全閉になった 
後、施錠ボタン®から一度指を放 
し、再度押し続けると、ブラインド 
び閉じまず。 

施綻ボタンのから指を放ずと、作 
動中のドアウインドウやスライ 
ディングルーフはその位置で停止 
します。 


キーレスゴー操作での作動 


キーび車外にあり、ずべてのドアび閉 
じているとさに操作できまず。 



ちフ□ントドア 


► ドア八ンドルのコンビニエンスク 
□ージング操作部のに触れ続け 
9 〇 

ずべてのドアウインドウとスライ 
デイング ルーフび閉 じまず。 

電動ブラインド（後席左ち）装備車 
は、ドアウインドウび全閉になった 
後、コンビニエンスク□ージング操 
作部のから一度指を放し、再度触 
れ続けると、ブラインドび閉じまず。 

コンビニエンスク□ージング操作部 
のから指を放ずと、作動中のドア 
ウインドウやスライデイング ルーフ 
はその位置で停止しまず。 


■を邸 i 册 
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ドアウインドウのリセット _ 

m 下のときは、ドアウインドウのリ 

セットを行なって< ださい。 

• ドアウインドウが自動で全閉しない 

• ドアウインドウを閉じた後にドアウ 
インドウがかし開いた状態になる 

► ずべてのドアを閉じまず。 

► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ドアウインドウスイッチを輕く引い 
てドアウインドウを全開しまず。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 
上保持します。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 

るとさは、下記の操作を行ないまず。 

► ただちにドアウインドウスイッチを 
引き続けて、ドアウインドウを全閉 
します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒政 
上保持します。 

スイッチから手を放したとさにドアウ 

インドウが閉じていれば、ドアウイン 

ドウは U セットされていまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 

るとさは、再度上記の操作を行なって 

<ださい。 


ドアウインドウのトラブル 


ドアウインドウに障害物びあり、ドア 
ウインドウを閉じることびでさない 
とさ 

► 障害物を取り除いて < ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 

ドアウインドウを閉じることびでを 
ず、原因び分か5ないとき 

A 警告 

強い力でドアウインドウを閉じると 
さや、挟み込み防止機能が作動しな 
い状態でドアウインドウを閉じると 
さは十分注意してください。閉じて 
いるドアウインドウに身体が挟まれ 
ると、致命的なけがをずるおそれが 
おります。 

閉じているドアウインドウが停止し 
て、かし開くときは、じ(下のようにし 
て < ださい。 

► ドアウインドウが停止したら、ただ 
ちにドアウインドウスイッチを引さ 
続けて、ドアウインドウを閉じまず。 

強い力でドアウインドウが閉じまず。 

閉じているドアウインドウが再度停止 
して、かし開くときは、下のように 
して < ださい。 

► ドアウインドウが停止したら、ただ 
ちにドアウインドウスイッチを引さ 
続けて、ドアウインドウを閉じまず。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、ドアウインドウが閉じまず。 


B を邸 S 恒冊 
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走行と停車 


エンジンの始動 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな < なるおそれがありまず。 

フ□アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
びあることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
ください。 

かしでを車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンが停 
止していると、ブレーキやステアリ 
ングの操作に非常に大さな力が必要 
になります。 


A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


"エンジンは、シフトポジションび 
EK のとをを始動でさまずび、ま 
全のため、必ずシフトポジションを 
にして、ブレーキペダルを踏 
んで始動して < ださい。 

〇エンジンを始動ずるときは、ァク 
セルペダルを踏まないでください。 

〇 エンジンび; ちえた状態で始動した 
とさは、触媒び約30秒間予熱され 
ます。このときは、エンジン音び通 
苗と異なることびありまず。 


シフトポジション 



A 警告 

車庫などの換気の悪い場巧ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死!!! 
するおそれびあ0ます。 

一酸化炭素は、無色無臭のたが気が 
付かないラちに暇い込んでいるおそ 
れがおりまず。 


B を習恒冊 
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走行と停車 


シフト作動内容 
ポジ 
ション 

rpi パーキングポジション 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 

完全に停車していなし、と 
をは、 [ E にしないでく 
ださい。 

じ(下のときは、シフトポ 
ジションび自動的に m 
になりまず。 

• エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさ 

• シフトポジションび 
CE か CE のとさ 
にエンジンを停止し、 
フ□ントドアを開い 
にとさ 

• 停車中またはご<ほ 
速で走行中に、シフ 
トポジションび D I 
か CE の状態で運転 
席ドアを開いたとさ 

CE IJ バースポジション 

後退ずるとさの位置でず。 

完全に停車していなし、と 
をは、 EE にしないでく 
ださい。 


IN I ニュートラルポジション 

動力び伝ねらなし M な置です。 

押したり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
をまず。 

走行中はシフトポジショ 
ンを CN ] にしないで<だ 
さい。トランス云ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

シフトポジションび HE 
か CE のとさにエンジ 
ンを停止ずるかイグニッ 
ション位置を 1 にずると、 
自動的に HE になりまず。 

CE ドライブポジション 

走行ずるとをの位置でず。 

1速〜7速 （S 600と S 
65 AMG は1速〜5速） 
の範囲で自動的に変速し 
9 〇 

キーによるエンジンの$台動 

〇 キーレス3’一を使用しているとさ 
にエンジンスイッチにキーを差し込 
んでエンジンを始動ずるとさは、エ 
ンジンスイッチからキーレスゴース 
イッチを取り外しまず。 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび [ E になって 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 
の位置までまわして手を放しまず。 

エンジンび始動しまず。 
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タッチスタート機能 

エンジンスイッチに差し込んだキーを 

3 の位置（[>109ページ）までまわずと、 

手を放してを自動的にスターターび作 

動し続け、エンジンび始動しまず。 

キーレスゴーによるエンジンの$台動 
A 警告 

キーび車内にあるとさは、キーレス 
ゴースイッチによ0エンジンを始動で 
さます。そのため、子供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 

短時間でち、車か S 離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、キー 
を携帯してください。 

〇 キーレス3—スイッチにより、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込むこ 
とな<、エンジンを始動ずることび 
でさまず。キーレス3’一操作を行な 
5には、車室内にキーびあり、エン 
ジンスイッチにキーレス ZJ —スイッ 
チび取り付けられている必要びあり 
ます。キーレス3—スイッチによる 
エンジン始動操作は、 ECO スター 
卜/ ス トップ*の作動に関わらず 
使用できます。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび [ Pj になって 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 


► エンジンスイッチに取り付けにキー 
レス3—スイッチを押しまず。 

エンジンび始動しまず。 

H エンジン始動後は、キーを携帯し 
に人び車から離れてを、エンジンは 
停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でを必ずエンジンを停止 
して、車を施結してください。盗難 
のおそれびありまず。 

Q エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始ずると、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイびホく 
なり、 "キ- を認識できません" と数 
秒間表示されまず。この警告は、ド 
アを開閉し、走行を開始するたびに 
行なわれまず。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施錠ずることをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 


■を邸昼冊 
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走行と停車 


Q エンジンび暖まっていないとを 
は、エンジン保護のため、必要 LU 上 
にエンジン回転数を上げないで<だ 
ごい。 

〇滑りやずい路面で発進ずるとを 
は、駆動輪び空転しないよラにして 
ください。駆動系部品を損傷ずるお 
それびありまず。 

Q S 63 AMG、S 65 AMG では、エ 
ンジンを却水び約 ZO ’ CLiTF のとを 
などエンジンび暖まっていない場合 
は、エンジン保護のためにエンジ 
ン回転数び制限されることびあり 
ます。 

〇 車速感応ドア□ックび設定されて 
いるときは、走行速度び約 15 km/h 
し iLh になると自動的に車び施湿され 
ます。車速感応ドア□ックの設定 
/解除については0101ぺージ） 
をご覧くださし、。 

〇 パーキングブレーキび効いている 
とさに発進ずると、パーキングブ 
レーキび自動的に解除されまず。詳 
しくは（[>184ページ）をご覧くだ 
さい。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、シフ 
トポジシヨンを EE にしまず。 


A 警告 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないでくださ 
し、。車び急発進した D 、 オートマチツ 
クトランス云ツシヨンを損傷するお 
それびあります。 

〇 ギアび完全に切り替わるのを待っ 
て < ださい。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みまず。 

パーキングブレーキび自動的に角军 
除されて、発進しまず。 

〇 エンジンびをえているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プび行なわれまず。これにより、排 
気ガスを;争化ずる触媒びより早く適 
正温度に達しまず。 

ヒル スター トアシスト 


坂道での発進時に車び後退または前進 
ずるのを防ざ、発進を容易にしまず。 

A 警告 

• ヒルスタートアシストはパーキン 
グフレーキに代わるちのではあり 
まはん。駐車ずるとさはぶ、ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジションをこ巨]にしてく 
ださし、。 

• ヒルスタートアシストび作動して車 
び停止していてち、絶対に車から離 
れないで<ださい。約1秒後には 
ヒルスタートアシストは解除され、 
車び動さ出ずおそれびあ0ます。 
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ヒルスタートアシストの作動 

►発造時に、通苗通りブレーキペダル 
ひら足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してを、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
まには前進ずるのを防ざまず。 

〇 ヒルスタートアシストは LiTF のと 
さには作動しません。 

• 傾斜していない路面や下り坂で 
発進するとさ 

-シフトポジシヨンが rm のとさ 

-パーキングブレーキが効いてい 
るとさ 

- ESP ® が故障しているとき 

〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でさません。 


ECO スタート/ストップ* 

Q 傾斜のゆるい坂などで発進ずると 
さは、車両が若干後退ずることがあ 
ります。 

〇 エンジンが再始動ずるとさにエン 
ジン音が高<なることがありまず 
が、故障ではありません。 

ECO スタート/ストップは、走行 モー 
ド (>192 ぺージ）が E モード （S 63 
AMG は C モード）のときに使用でき 
ます。 


ECO スタート/ストップは、車両が 
停車したとさに自動的にエンジンを停 
止します。 

エンジンは発進時に自動的に再始動し 
ます。これにより、車両の消費燃料と 
排出ガスが抑えられまず。 ECO スター 
卜/ストップにより、車両の消費燃 
料と排出ガスが抑えられまず。 

エンジンを始動するたびに、 ECO ス 
タート/ストップは待機状態になり 
ます。 

ECO スタート/ストップのずべて 
の作動条件がそろっていないとさは、 
^ーターパ ネルの ECO インジ ケー 
ター胃が黄色で表示されまず。 

ECO スタート/ストップのずベての 
作動条件がそろ5と、ーターパネル 
の ECO インジケーター區^が緑色で 
反転表示されます。 

S 63 AMG では、 ECO スタート/ス 
トップのすべての作動条件がそろって 
いるときに、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイを AMG ニューにした 
ときは 、 "Stop / Start active " と表示 
されます。 

また、 ECO スタート/ストップのず 
ベての作動条件がそろっていないとさ 
は 、 "Stop / Start inactive " と表示さ 
れます。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行と停車 


A 警告 

エンジンが停止して ECO インジケー 
ターが緑色に反転表示しているとさ 
は、エンジンが自動的に停止してい 
る状態です。車両のすべてのシステ 
ムは機能したままです。この状態で 
運転席ドアを開いたとをやシートべ 
ルトを外したとき、ブレーキペダル 
から足を放したとさは、自動的にエ 
ンジンが始動しまず。車両が動さ出 
して、事故やけがの原因になりまず。 
車両が不意に動き出ずことを防ぐた 
め、発進するまではブレーキペダル 
から足を放さないでください。 

ECO インジケーターが表示されてい 
るときは、車から離れないでください。 
車から離れるときは、シフトポジシヨ 
ンを [ E にして、パーキングブレー 
キを効かせて車が動さ出さないよラ 
にしてから、イグニッシヨン位置を 
0にして、エンジンを停止してくだ 
さし、。 

B 車から離れるときは、必ずイグ 
こツシヨン 位置を0にして、キー 
を携帯してください。 

エンジンの自動停止 


シフトポジシヨンが EE か HE の状 
態で、 ブレーキ ペダルを踏んで停車 
したとさ、自動的にエンジンが停止 
します。 


〇 停車して、エンジンが自動的に停 
止しているとさち、ブレーキペダル 
をさらに踏み込むことによりホール 
ド機能を作動させることがでさま 
す。このとさは、ブレーキペダルか 
ら足を放してち、エンジンは停止し 
たままになりまず。 

また、このときにアクセルぺ夕 V レを 
踏むと、エンジンが始動してホール 
ド機能が解除されまず。先にアクセ 
ルペダルを輕<踏んでエンジンを始 
動させてから、発進して<ださい。 

エンジンが自動的に停止ずるための条 

件は政下の通りでず。 

• が気温度が作動温度の範囲内にある 
とさ 

• エンジン温度が作動温度に達してい 
るとさ 

• 車内の温度がエアコンディショナー 
の設定温度になっているとさ 

• バッテ U —の電圧が十分なとさ 

• エアコンディショナーが作動してい 
るとさに、システムがフ□ントウイ 
ンドウの曇りを検知していないとさ 

• ボンネットが確実に閉じているとき 

• エンジン関係の診断を行なっていな 
いとさ 

• 運転席の乗員がシートベルトを装着 
していて、運転席ドアが閉じている 
とさ 
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エンジンの自動再始動 

1;( 下のとさ、エンジンは自動的に再始 

動します。 

• ホールド機能が作動していない状 
態で、シフトポジションが[のか 
CE のとさに、ブレーキペダルか 
ら足を放したとさ 

• シフトポジションを EE にしたとさ 

• アクセルぺ夕 V レを踏んだとき 

• 走行モードを S モードまたは M モー 
ドにしたとさ 

• 運転席の乗員がシートベルトをがず 
か、運転席ドアを開いたとさ 

1；( 下のとさち、エンジンは自動的に再 

始動します。 

• 車両が動さ出したとさ 

• ブレーキシステムに異常が発生した 
とさ 

• エアコンデイショナーが作動してい 
るとさに、システムがフ□ントウイ 
ンドウの曇りを検知したとさ 

• 車内の温度がエアコンデイショ 
ナーの設定温度からがれたとさ 

• バッテ U —の電圧が低下したとさ 


〇 ECO スタート/ストップを解除 
するときは、走行モードを S モー 
ドまたは M モードにして<ださい。 
S 63 AMG では、このときに7ル 
チファンクシヨンディスプレイを 
AMG こユーにしているとさは、 
" Stop/Start deactivate " と表示さ 
れまず。 

ECO スタート/ストップを待機状 
態にするとさは、走行モードを E 
モードまたは C モードにして<だ 
さぃ。 

〇 エンジンを始動ずるたびに 、 ECO 
スタート/ストップは待機状態に 
なりまず。 


駐車 

A 警告 

• 停車する前にエンジンを停止しな 
いでください。ブレーキやステア 
1」ングの操作に非常に大きな力び 
必要になります。 

. 駐車時や車を離れるとさは、シフ 
トポジションをこ巨]にして、パー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。ま 
た、エンジンスイッチからキーを 
巧いてください。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをした0、事故の原因に 
な0ます。 
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走行と停車 


A 警告 

マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいちのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

〇短時間でを車から離れるときは、 
ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*またはパノラミックスラ 
イデイングルーフ*を閉じて、車 
を施錠して < ださい。 

車び動さ出ずのを防ぐため、け下のこ 

とを確認してください。 

• パーキングブレーキび効いている 
こと 

• パーキングブレーキび [ E になっ 
ていて、エンジンスイッチからキー 
び巧いているか、イグニッション位 
置び0になっていること 

• あ道で駐車ずるとさは、前輪び歩道 
の縁石方向に向いていること 


エンジンの停止 


A 警告 

走巧中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なりまず。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になりまず。 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンをを却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 


エンジンを停止ずる 


► 完全に停車しまず。 

►パーキングブレーキを効かせまず。 
► セレクターレバーのボタンを押し 
て、シフトポジションを m にし 
ます。 

エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ているとを 

►キーをまわし、イグニッション位置 
を0にして、キーを巧さまず。 

イモビライヴーび作動しまず。 

〇 シフトポジションび CE か CE 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に CE に 
なりまず。 

さらに、この状態でフ□ントドアを 
開くか、エンジンスイッチに差し込 
まれているキーを巧くと、シフトポ 
ジションび EE になりまず。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポジ 
ションを HE か HE から m に 
して、エンジンを停止したときは、 
フ□ントドアを開いてをシフトポジ 
ションは [ E になりません。 

エンジンスイッチに キー レス ゴース 
イッチを取り付けているとを 

►エンジンび停止ずるまで、キーレス 
ゴースイッチを押しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

走巧中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押すとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かなくなった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大さな力び必要になりまず 
ので、走行中はエンジンを停止しな 
し、でくださし、。 

〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止しにとさは、イグニッ 
ション位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッション位置び0になりまず。 

〇 キーレス3—スイッチを押してエ 
ンジンを停止ずると、シフトポジ 
ションび自動的に CE になりまず。 
さらに、この状態でフ□ントドアを 
開くと、シフトポジションび 
になりまず。 

〇 走行中にキーレス3—スイッチを 
押してエンジンを停止しにときは、 
再度キーレス3—スイッチを押すと 
エンジンび始動しまず。この機能は、 
ECO スタート/ストップの作動に 
関わらず使用でをまず。 


パーキングブレーキ 


A 警告 

パーキングブレーキを効かせていて 
ち、アクセルペダルを踏むとパーキ 
ングブレーキは自動的に解除され、 
車は発進しまず。周囲の状況を十分 
確認してから発進してください。 



左八ンドル車 


パーキングブレーキの操作 


パーキングブレーキを効かせる 
►パーキングブレーキスイッチのを 
押しまず。 

木ータ ー ) てネルのノてーキングブレー 
キ表示口 [ W ] が点灯しまず。 

〇 パーキングブレーキは、エンジン 
スイッチにキーを差し込んでいな 
いとさや、イグこッシヨン位置が0 
のとさち効かせることがでさまず。 

パーキングブレーキを解除ずる 

► パーキングブレーキスイッチのを 
引さまず。 

〇 パーキングブレーキは、イグこッ 
シヨン位置が2のとさにのみ解除 
ずることがでさまず。エンジンス 
イッチにキーを差し込んでいるとさ 
は、イグニッシヨン位置が1のと 
さち解除でさまず。 
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パーキングブレーキの自動作動 

ホールド機能またはディスト □ニッ 

ク-プラス*が作動しているとさに iU 

下の操作をすると、パーキングブレー 

キが自動的に作動しまず。 

• エンジンを停止ずる 

-運転席ドアを開さ、シートベルトを 
列す 

-ボンネットの□ックを解除ずる 

• シフトポジションが EE のときに、 
トランクを開< 

• トランクが開いているとさにシフト 
ポジションを EE にする 

• ぶールド機能を作動させたままに 
する 

木ータ ー} (ネルのノ（ーキングブレーキ 

表示灯 [ W ] が点灯しまず。 

〇 エンジンを停止したとき、または 
運転席ドアを開いたとさは、シフト 
ポジションち自動的に EP ] になり 
ます。 


パーキングブレーキの自動解除 

LU 下の作動条件をずべて満たしている 
ときは、アクセルぺ夕 V レを踏んだとき 
に パーキングブレーキが 自動的に解除 
されまず。 

• エンジンがかかっているとさ 

-シフトポジションが CE か EE の 
とさ 

-ボンネットが確実に閉じているとき 
• シートベルトを着用しているとき 

シフトポジションが EE のとさは、 
トランクが閉じていなければなりま 
せん。 

シートベルトを着用していないとさ 
ち、 iU 下の条件をすべて満たしている 
とさは、パーキングブレーキは自動解 
除されます。 

• 運転席ドアが閉じているとさ 
-シフトポジションを m から roi 
か EE にして発進ずるとさ、また 
は、約 3 km / hLU 上の速度で走行し 
てから停止し、パーキングブレーキ 
を効かせてから発進ずるとさ 

緊急時のパーキングブレーキ操作 

緊急時には、パーキングブレーキス 
イッチでブレーキを効かせることがで 
さます。 

► 走行しているとさにパーキングブ 
レーキスイッチのを押し続けまず。 

〇 パーキングブレーキスイッチを押 
し続けるに従い、ブレーキの制動力 
は強 < なりまず。 


B を邸 S 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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つ レーキび作動している間はじ(下のよ 
ラになりまず。 

-警告音び鳴る 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に III ド -キンク'' アレ-キ解除してくださ 
し、"と表示される 

• メーター パネルのパーキングブレー 
キ表示灯 [ W ] び点滅ずる 

完全に停車ずると、パーキングブレー 
キび効いている状態になりまず。 


I 長期間駐車ずると定 

約4週間 LU 上駐車したままにずると、 

バッテ U —び完全放電して損傷ずるお 

それびありまず。このよ5なとさは、 

し U 下のようにしてください。 

►バッテ U —からケーブルを外ずか、 
バッテ U —充電器を接続してくだ 
ごい。 

〇 バッテ U —充電器については、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

約6週間し U 上駐車したままにずると、 

不具合び発生ずるおそれびありまず。 

このよ5なとさは、別途対応び必要 

です。 

►対応について、メルセデス.ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 
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エンジンのトラブル 


トラブル 


エンジンび始動し 
なし、。 

スターターモーター 
の音びする。 


エンジンび始動し 
なし、。 

スターターモーター 
の音びずる。 

燃料残量警告むび点 
灯していて、燃料計 
の指針び0をおして 
し）る。 


エンジンび始動し 
なし）。 

スターターモーター 
の音びしない。 


エンジンの回輯び滑 
らかでなく、 S スフア 
イアも起きている。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

• エンジンの電気システムに異萬びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを 0 の位置にまわすか、 
六ーターパネルの表示口 /警告灯び消なずるまで、キーレス Z1’ ースイッ 
チを押してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリーびあび 
るおそれびあります。 

何度始動を試みても、エンジンび始動しないとさ： 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 


バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ U —の電圧 
び低< なっている。 

► 他車のバッテ U— を電源として始動してください04日〇ぺージ)。 
エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷により スターターモーターび 過熱している。 

► スターターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しないとを： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずぎないでください。 

触媒を損傷ずるおそれびありまず。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 
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トラブル 

冷却水温度び約 
120むを超えている。 
マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警 
告メ ッセージび 表お 
されている。 

警告音ち鳴った。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

リヴーブタンクのを却水量びが常に不足している。 

冷却水の温度び高ずぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► すみやかにま全に停車して、ェンジンと冷却水を冷やしてください。 
►ェンジンと;令却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要であれば、冷 
却水補給時のミち意事項を読んでから、;令却水を補給してください(>355 
ぺージ)。 

冷却水量び正萬なとさは、ラジェターのを却フアンび故障している可能性 
びおる。 

冷却水の温度び高すぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► 冷却水温度び約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで走行ずることびでをます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走行は避けてください。 




オートマチックトランス s ッシ 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれがあります。 

フ□アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してく ださし、。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
<ださい。 


A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ1」ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こずおそ 
れびあ0ます。 


セレクターレバー 

^^^^ 


y セレクターレバーはステアリング 
のち側にありまず。方向指おやワイ 
パーの操作をする際は、誤ってセレ 
クターレノ く一の操作をしないよ5に 
ミ主意してください。事故を起こした 
り、車を損傷ずるおそれびありまず。 

シフトポジシヨンを [ E にずる 

►セレクターレバー先端のボタンを 
⑤の方向に押しまず。 

シフトポジシヨンを EK にずる 

►セレクターレバーを③まには④ 
の方向に軽く操作しまず。 

シフトポジシヨンを EE にずる 

►セレクターレバーを⑤の方向に 
いっぱいまで操作しまず。 

シフトポジシヨンを CE にずる 

►セレクターレバーを®の方向に 
いっぱいまで操作しまず。 


ち八ン ドル 車 
①セレクタ ーレバー 
⑤ノ くーキングポジションの選択 
⑤ ニュー トラルポジションの逞択 

④ ニュートラルポジションの選択 

⑤ U ノ くースポジションの選択 
④ドライブポジションの選択 
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シフトポジション 


シフト作動内容 
ポジ 
ション 

m パーキングポジション 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 CB にしないでく 
ださい。 

じ(下のときは、シフトポ 
ジションび自動的に m 
になりまず。 

• エンジンスイッチから 
キーを抜いたとを 

• シフトポジションび 
EE か CE のとを 
にエンジンを停止し、 
フ□ントドアを開し、 
たとを 

• 停車中またはご<低 
速で走行中に、シフ 
トポジションび D I 
か CE の状態で運転 
席ドアを開いたとを 

CE U パースポジション 

後退するとをの位置です。 

完全に停車していないと 
をは、 CE にしないでく 
ださい。 


Fn ニュートラルポジション 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
をまず。 

走行中はシフトポジショ 
ンを CE にしないで<だ 
ごし、トランス云ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

シフ h ポジションが rpi 
か CE のとをにエンジ 
ンを停止ずるかイグニッ 
ション位置を1にずると、 
自動的に田！!になりまず。 

rpi ドライブポジション 

走行するとさの位置です。 

1速〜7速 （S 600と S 
65 AMG は1速〜5速） 
の範囲で自動的に変速し 
9 〇 


A 警告 

走行中にシフトポジシヨンを EE に 
すると、エンジンブレーキびまった 
く効かなくなり、事故を起こした D 、 
トランス吉ッシヨンを損傷するおそ 
れびあ D ます。 
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P セレクターレバーを操作ずるとさ 
は、完全に停車して、ブレーキぺダ 
ルを踏んで行なってください。 

P エンジン回転数び高いとさや走行 
中は、シフ h ポジションを EE から 
rm CE から CE 、 まには 
にしないで<ださい。トランス云ッ 
ションを損傷するおそれびありまず。 

P エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びかかるよラな運転をしない 
で < ださい。 

P シフトポジションを CE にずる 
とをは、完全に停車してください。 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

P エンジンを停止してシフトポジ 
ションび自動的に HE になったと 
さは、シフトポジションを [ E に 
して、パーキングブレーキを効かせ 
てください。車び動さ出ずおそれび 
ありまず。 

U 約 lOkm/hLU 下で走行している 
とさは、 EE から CE 、 または 
CE ひら HE にシフトポジション 
を変更でさまずび、一旦停止して、 
シフトポジションび変更されたこと 
に気付かずに再度走り出ずと、車び 
不意に後退または前進して事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

〇イ グニッション位置び2で、ブ 
レーキペダルを踏んでいるとさに、 
FFI から他のシフトポジションに 
でさまず。 

〇イ グニッション位置び1 でつ 'レー 
キペダルを踏んでいるとさは、シ 
フトポジションを CB から EK に 
でさまず。 


〇 セレクターレバーから手を放ず 
と、セレクターレバーは中立の位置 
に戻りまず。 

〇 シフトポジションび EE か EE 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に CE に 
なりまず。さらに、この状態でフ〇 
ントドアを開<か、エンジンスイッ 
チに差し込まれているキーを巧く 
と、シフトポジションび圧！!にな 
りまず。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポジ 
ションを HE か HE から CE に 
して、エンジンを停止しにときは、 
フ□ントドアを開いてを、シフ h ポ 
ジションは EB になりません。 

〇 シフトポジションを [ E から他 
のシフトポジションにずるとさにブ 
レーキペダルび踏まれていないと、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に lip レンシ''からシフトフ''レ-キを踏んで 
ください II と表示されまず。 

〇 約 lOkm/hii (上で走行している 
とさは、 EE から CE 、 または 
CE ひら HE にシフトポジション 
を変更しようとずると、 rm にな 
りまず。 

〇 イグニッション位置び2のとさ、 
シフトポジションび CE の状態で 
運転席ドアを開くと、マルチフアン 
クションディスプレイに" セレクタび走 
行位置" と表示され、警告音び鳴り 
9 〇 

〇 シフトポジションを HE にした 
とさは、確認音び鳴りまず。 
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〇 停車してイグこッション位置が2 
のとさ、またはごく低速で走行し 
ているとさ、シフトポジションが 
CE または EE の状態で運転席ド 
アを開<と、シフトポジションが 
m になりまず。 

ただし、運転席ドアが開いている状 
態でシフトポジションを CE また 
は EE にしたとさは、前進/後退 
することがでさます。 


Q ーターパネルが故障してシフト 
ポジション表示が表示されないと 
きは、セレクターレバーを慎重に 
操作してゆっくりとアクセルぺダ 
ルを踏み、シフトされたポジショ 
ンを確認してから走行して<ださ 
し、。なるべくシフトポジションを 
EE にし、がの走行モードに 
して、テイップシフトにはしない 
で<ださい。また、ただちにル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 


か C 0 スタート/スト ' y^mm で点検を受けてください。 


は、シフトポジションが rpi また- 
は m の状態で、ブレーキペダル 
を踏んで停車しにとさ、自動的にェ 
ンジンび停止しまず。 


シフトポジション表示 
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シフトポジションの選択 


オートマチックトランス S ッション 
は、シフトポジションび EE のとさ、 
(下の状況に合わせて自動的にギアを 
変速します。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード（1>192ページ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
■ 走行速度 


運転のヒント 


左八ンドル車 

①シフトポジション表示 

( ドライブポジションび逞択されてい 
る状態） 

メーターパネルび点灯しているとさ 
に、シフトポジション表おのび表示 
ごれます。 


アクセルペダルの位置 


アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 


ます。 


軽く踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 


■を邸昼冊 


• 深く踏み込んだとさはシフトアップ 
するタイミングが遅くなりまず。 
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キックダウン 


急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的にほ 
いギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

H キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作して < ださ 
し、。事故を起こずおそれびありまず。 


走行モード 

路面の状況や運転に合わせて、オート 
マチックトランス S ツシヨンのギアの 
変速特性を選択でさます。 



①走行モード逞択スイッチ 
《車種や仕様により、走行モード遅がスイッチ 


の表記び異なりまず。 

走行モードを選択ずる 

► 走行モード選択スイツチのを押し 
ます。 

E モー ドまたは C モー ドー S モー 
ドー M モー ドー E モー ドまたは C 
モードと切り替わりまず。 



® 走わモート表 


ーターパネルが点口しているとさに、 
走行モード表示®が表示されまず。 


走行モード 

作動内容 

E モード 

快適性と経済性を重 

または 

視したモードでず。 

C モード 

S モード 

スポーテイな走れ■に 
適したモードでず。 

M モード* 

マこユアルでギアシ 
フトでさるモードで 
す。詳しくは（>195 
ページ）をご覧< だ 
さい。 


〇 エンジンを停止ずると、選がした 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとさは E モードまた 
はじモードになりまず。 

〇 車種や仕様により、トランスミツ 
シヨンび暖まっていないときは、走 
行モードに関わらず、変速特性び自 
動的に制御されまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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パドルによるシフト操作 



①左側パドル 
⑤ち側バドル 


シフトポジションび LDJ で、走行モー 
ドび M モード*じ(外のとをは、パド 
ルを操作して、オートマチックトラン 
スミッションの変速範囲を変えること 
びできまず （01 93ページ）。 

マニュアルギアシフト （0195 ぺージ） 
を選択しているとさは、パドルを操作 
して、マニュアルでギアを選択ずるこ 
とびでさまず。走行中にエンジン回転 
数び下びったとさは、ギアは自動的に 
シフトダウンしまず。 


才ートマチックギアシフト 

走行モードび E モー ドまたは C モー 
ドのとをは、じ(下のよ5になりまず。 

• 快適性を重視したエンジン制御にな 
りまず。 

• シフトアップび早めに行なわれる 
ため、燃費の余分な消費び抑えら 
れます。 

• 前進-後退とをに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発道しまず。 


•滑0やずい路面などでの車両操縦性 
や走行ま定性び向上しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップずるため、エ 
ンジン回転数びほくが P えられ、車輪 
び空転しにくくなりまず。 

走行モードび S モードのとさは、け下 

のよラになりまず。 

• スポーツ性を重視したエンジン制御 
になりまず。 

• 1速で発進しまず。 

• オートマチックトランス云ッション 
び遅めにシフトアップしまず。 

• シフトアップび遅めに行なわれるた 
め、燃料をよりをく消費しまず。 


テイップシフト _ 

オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより不必要に変速しないよ5 
にずることびでさまず。 

シフトポジションび HE で、走行モー 
ドび S モー ドか E モー ドまたは C モー 
ドのとさにテイップシフトにでさまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 











O ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
ち実際のギアをおずをのではあり 
ません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってを選択したギ 
アレンジに変わらないことびあり 
ます。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの 
走行速度やエンジン回転数などに 
より異なりまず。 


テイツプシフトにずる 



m 叫の* 

①左側パドル（低いギアレンジを選択） 
感ち側パドル（高いギアレンジを選択） 


※車種や仕様によ0、パドルの色や形状は 
異な0まず。 


A 警告 

滑0やずい路面やカーブを走行して 
いるとさは、低いギアレンジを選択 
してエンジンブレーキが効くと、駆 
動輪がグリップを失ラおそれがあり 
ます。低いギアレンジを選択すると 
さは十分ミ主意してください。また、 
滑0やすい路面状況で駆動輪を空転 
させると、駆動系部品を損傷するお 
それがあります。 

オプション和仕様により、異なる装備でず。 


感ギアレンジ表示 


レンジ 


曲 

1速〜7速 （S 600と 
S 65 AMG は1速〜5速) 
の範囲で変速します。 

画* 

1速〜6速の範囲で変 
速します。 

画* 

1速〜5速の範囲で変 
速します。 

画 

1速〜4速の範囲で変 
速します。 

画 

1速〜3速の範囲で変 
速します。 


エンジンブレーキが必 
要なとさに使用しまず。 


[021 1速〜2速の範囲で変 

速します。 


下り坂や山道、悪路を 
走行するとさに使用し 
ます。 




じ P ， 
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左側パドルのを弓 I さまず。 


テイツプシフトになり、選択された 
ギアレンジびメーターノ（ネルのギア 
レンジ表示⑤に表示されまず。 

〇 シフトダウン操作によりエンジン 
の許容回転数を超えるおそれびある 
とさは、エンジン保護のにめ、シフ 
トダウンされません。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれびあるときは、エンジ 
ン保護のにめ、自動的にシフトアツ 
プごれ、高いギアレンジび選択され 
ます。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► 左側パドル®を弓 I さまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル⑤を弓 I さまず。 

テイツプシフトを解除ずる 

► ち側パドル⑤を弓 I いて保持しまず。 

テイツプシフトび解除され、ギアレ 
ンジ表示⑤び消灯しまず。 

または 

►セレクターレバーを、シフトポジ 
シヨンを CE にずる方向に操作し 
ます。 

テイツプシフトび解除され、ギアレ 
ンジ表示⑤に" D " び表示されまず。 


最適なシフトレンジを選択ずる 


► 左側パドルのを弓 I いてイ呆持しまず。 

そのとさの加速や減速に最を適した 
ギアレンジび選択されまず。 

〇 ティップシフトにしていないとさ 
にち側パドル⑤を引くと、走行速 
度やエンジン回転数に応じてシフト 
アップび行なわれまず。 


マニュアルギアシフト* 

ステア U ングのパドルを操作して、マ 

ニュアルでギアを選択でさまず。 

A 警告 

滑0やずい路面やカーブを走巧して 
いるとさは、シフトダウンによって 
エンジンブレーキび効くと、駆動輪 
びグ U ツプを失ラおそれびあります。 
シフトダウンするとさは十分を意し 
て < ださい。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミツシヨンに大きな 
負担びかかるよ5な運転をしない 
で < ださい。 

〇滑りやずい路面で発進ずるとさ 
は、駆動輪び空転しないよ5にし 
てください。駆動系部品を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇 マニュアルギアシフトでは ESP ® 
の機能を解除しないで走行ずるこ 
とをお勧めしまず（[>64ページ）。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってを、シフトチェ 
ンジごれないことびありまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


I 
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才ートマチックトランス S ッ 



〇 運転者びシフトアップ/ダウン操 
作をしてを、選択したギアび適切 
でない場合は、エンジン保護など 
のにめ、シフトアップ/ダウンさ 
れません。 

マニュアルギアシフトの選択 


I N P* 

'in—® 


①走行モード表示 
⑤ギア表示 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► シフトポジシヨンを HE にしまず。 

►走行モード選択スイッチ （>192 
ページ）を押して、走行モード表示 
①に " M " を表示させまず 

オートマチックギアシフトはオフに 
なります。 

現在選択されているギアびギア表示 
⑤に表示されまず。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示⑤の数字は実際のギアをおして 
います。シフトアップ/シフトダ 
ウンに応じてギア表示⑤の数字を 
変わりまず。 


マニュアルギアシフトを解除ずる 

►走行モード選択スイッチ0192 
ページ）を押して、走行モード表 
示®に S モード、 E モードまたは 
C モードを表示させまず。 

〇 マニュアルギアシフトび選択され 
に状態でエンジンを停止してイグ 
ニッシヨン位置を0にずると、次 
にエンジンを始動したとさは 、 E 
モードまたは C モードになりまず。 

ギアシフト操作 



①左側バドル（シフトダウン） 

⑤ち側バドル（シフトアップ） 

※車種や仕様によ0、バドルの色やお状は 
異なります。 

シフトダウンずる 

► 左側パドル®を弓 I さまず。 

操作ずるたびに]段ほいギアにシフ 
トダウンしまず。 

Q S 63 AMG と S 65 AMG はエン 
ジン回転数び上限まで近づいてを 
自動的にシフトアップされず、燃 
料供給びカットされまず。エンジ 
ン回転数び上限まで近づかないよ 
ラにミ主意してください。エンジン 
を損傷するおそれびありまず。 


B を邸6恒掛 
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シフトアップずる 

► ち側パドル⑤を弓 I さまず。 

操作ずるたびに]段高いギアにシフ 
トアップしまず。 

〇 ほ速で走行したとさ、まには停車 
したとをは、ギアは自動的に1速 
にシフトされまず。 

©車種 や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なりまず。 

〇 運転をびシフトダウン操作をしな 
くてを、走行速度とエンジン回転 
数に応じて、自動的にシフトダウ 
ンされまず。 

63 AMG、S 65 AMG を除く車 
種では、エンジン回転数び上昇ずる 
と、自動的にシフトアップしまず。 

63 AMG、S 65 AMG を除く車 
種では、マニュアルギアシフトで 
を、キックダウンを行なラことび 
でさます。 

シフトアップ表示 （S 63 AMG / S 
65 AMG ) 



①ギア表示 
⑤シフトアップ表お 


エンジン回転数び上昇し、シフトアッ 
プするタイ云ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイにギ 
ア表示®とシフトアップ表示⑤ " UP " 
びホく表示されまず。必要に応じてシ 
フトアップ操作を行なってくださし、。 


I 





オートマチックトランスミッションのトラブル 


トラブル 


トランスミッション 
び正し < 変速しない。 


加速性能び悪化して 
し)る。 

トランスミッション 
び変速しない。 


可能性のある原因/症状および ► 对応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスクッションの 
点検を受けて < ださい。 

トランス S ッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっている。 
2速ギアか I 」バースギアで走巧できる場合びあります。 

►停車して < ださい。 

► シフトポジションを [ E にして<ださい。 

► エンジンを停止しまず。 

►約10砂上待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを LE にしまず。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを LE にします。 

リバースギアになりまず。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスクッションの 
点検を受けて < ださい。 















メー ターパネル 
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メー ターパ不ル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（[>27ページ）をご覧ください。 

A 警告 

^ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障ずると、 
車両の状態や速度、が気温度、故障 
/警告^ッセージなどが表示でさなく 
なることがありまず。また、車両操 
縦性に影響を与えるおそれがあ0ま 
す。十分ミ主意して走行してくださし、。 

また、ただちに^ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

S クラス HYBRID 、 S クラス HYBRID 
□ングについては、必ず別冊 「 S-Class 
HYBRID / S-Class HYBRID long 取 
扱説明書補足版」をご覧< ださい。 


メーターパネルの点け 

ーターパネルは iU 下のとさに点口し 
ます。 

•イグこッシヨン位置を1か2にし 
たとさ 

イグこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約3日秒後に消灯しまず。 

• 車がライトが点灯したとさ 

車がライトが消灯してから約3日秒 
後に消口しまず。 


また、下のとさに点灯して約3日秒 
後に消灯しまず。 

• リモコン操作またはキーレス3—操 
作で解錠したとさ 

• 運転席ドアを開いたとさ 
• 開いている運転席ドアを閉じたとさ 

• マルチフアンクシヨンステアリング 
の应のまたはを押したとさ 

• パー キング ブレーキ スイッチを操作 
したとさ 


メーターパネルの照度を調整ずる 


メーターパネルの照度は、周囲が暗く、 
車がライトを点灯しているとさに調整 
でさます。 



左八ンドル車 ち八ンドル車 

の^ーターパネル照度調整ノブ 


巧る < ずる 

► ノブのを時計回りにまわしまず。 

暗 < ずる 

► ノブ©を反時計回0にまわします。 

〇 周囲が日月るいとさは 、木ーター八 
ネルの照度が自動的に調整されま 
す。手動で照度を調整することは 
でさません。 


B を習恒冊 
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メーター パネル 


乂ヒートメーター 

車の走行速度を表示します。 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよ5 
にしてくだごい。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 


エンジンを却水温度計 _ 

エンジンの;ち却水温度を表おしまず。 

〇 指定の冷却水を適切な混合比で使 
用しているとさは、約120でまで 
はオーバーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上りあび続くとをなど 
に、を却!水温度の表示び120で付 
近を示すことびありまずび、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに;令却 
水に関ずる故障/警告メッセージ 
([>406ページ）び表おされない限 
り、問題ありません。 


燃料計 _ 

燃料の残量を表おします。 

燃料タンク容量は約90 U ットルでず。 

Q 給油のとをはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告I灯 _ 

燃料の残量びかなくなると点灯しまず。 

警告灯び点灯したとさの残量は約11 
1」ットル （S 63 AMG、S 65 AMG 
は約14 U ットル）でず。 

〇 走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になりまず。 


エンジン警告'灯 HQ] _ 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは警告灯び故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

エンジンがかかっているとさに点灯し 
たときはエンジンの制御システムに異 
常がありまず。ただちに ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

〇 エンジン警告灯び点灯ずるとエン 
ジンびエマージェンシーモードに 
なることびあ0まず。エ7— ジェ 
ンシーモードではエンジンの回転 
数び制限されアクセルペダルを踏 
んでをエンジンの回転び上昇しな 
くなりまず。この場合、ほ速で走 
行できることをありまずび、ただ 
ちにま全な場所に停車して、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 


B を邸6恒冊 
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外気温度表示 _ 

が気温度を表おしまず。 

A 警告 

外温度表示が0で]; Lb でを、路面が凍 
結していることがあります。走行に 
は十分ミ主意してください。 

D 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れてが気温度表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、が気温度表示 
は路面からの顧射熱などの影響を受 
けまず。したがって、が気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
りまず。 


■を邸昼冊 
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r スプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許ずとさにのみ 
操作してください。を意がそれ、運 
乾に集中ずることがでさず、事故の 
原因になりまず。 


A 警告 

一夕ーパネルまたはマルチフアン 
クションディスプレイが故障してい 
るとさは、分ッセージは表示されま 
せん。 

その結果、速度や外気温度、警告灯 
や表示口、ッセージなどの走行状 
態を示す情報を得ることがでさなく 
なります。また、走行特性に変化が 
出る可能性をあります。運転スタイ 
ルと走行速度を状況にをわせて<だ 
さし、。 

また、ただちにレセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、特定のシステムの故障および警 
告のみを記録および表示しまず。そ 
のため、車両が安全に使用でさるこ 
とを常にお客様自身で確認してくだ 
さい。安全性が確保されていない車 
両を運転することにより、事故の原 
因になります。 


A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両安全'性 
に悪影響を与えるおそれがあります。 
その 結果、車両操縦性を失い、事故 
の原因になります。さらに、安全装 
備が設計通0に乗員を保護でさなく 
なりまず。 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた^ルセ デス • 
ベンツ指定サービスエ場で巧なラこ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず^ルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
<ださい。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因にな0ます。 


A 警告 

走行中にステアリングのスイッチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまねしな 
がら操作ずると、事故を起こすおそ 
れがあ0ます。 


B を邸6恒册 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の操作 

イグニッシヨン位置を1にずると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイは作 
動します。 


マルチファンクシヨンステア U ングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンデイスプレイを操作しまず。 



を称 

© マルチフアンクシヨンデイス 
プレイ 


⑤通話終了スイッチ 
固 

• 電話の保留/切断 
• 電話帳/発信履歴を閉じる 

通話開始スイッチ 

因 

• 電話の発信 
• 発信履歴の表お 

音量スイッチ 

田日 

• 音量の調節 

•レースタイマーの操作 （S 
63 AMG、S 65 AMG ) 

吉ユートスイッチ 

四 

オーディオやナビの音声案内 
などの消音 

⑤音声認識スイッチ 

I »ふ I 

• 音声認識の開始 

④リターンスイッチ/音声認識 
解除スイッチ 

回 

軽く押す： 

•戻る 

• 音声認識の中止 

•故障/警告メッセージの消 
去、ひとつ前の画面への移動 

押して保持する： 

• 草本画面への移動 


■を邸 i 冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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⑤スク□—ルスイッチ 


•メインメニューおよびメ 
ニュー1」ストの呼び出し 


軽く押す： 

• 1」ストのスク□ール 

•サブメニューまたは機能の 
選択 

•オーディオメニュー：ラジ 
才の手動選局、トラックの 
選択、 DVD ビデオのチャプ 
夕一選択 

•電話メニュー：電話帳の表 
示および電話帳の名前または 
電話番号の選択、発信履歴の 
選お 

押して保持する： 

•オーディオメニュー：ラジ 
才の自動選局、トラックの 
早送り/早戻し、 DVD ビデ 
才の早送り/早戻し 

•電話メニュー：電話帳のス 
ク□ール 

確定スイッチ 

圆 

•選択している項目の確定 

•選択している設定の変更 



①マルチフアンクシヨンディスプレイの 
メニュー1」スト 

⑤マルチフアンクシヨンディスプレイの 
表示エ1」ア 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
スピードメーターの内側にありまず。 

メニュー U ストのの選択項目に応じ 
に内容び、表おエ U ア⑤に表おされ 
まず。 


B を邸6恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 












メインメニューとサブメニュー 



機能 

① 卜 U ップメ ニュー 0206ぺージ） 

③ ナビ メニュー 0208ぺージ） 

⑤ 才ーディ オメ ニュー （0209 ぺージ） 

④ AMG メニュ _* (>210 ぺージ） 

⑤ 電話 メニュー（[>214ページ） 

® アシス トメ ニュー （021 6ページ） 

メンテナンス メニュー（1>219ページ） 

• 故障/警告メッセージの表示(>219ページ） 

⑦ •タイヤ空気圧警告システムの表示 （^221 ぺージ） 

•メンテナンスインジケーターの表示 （0221 ページ) 
• エンジンオイル量の表示* (>221ページ） 

④ 設定 メニュー 0221ページ） 


《画面表示や操作方法などは予吉な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる萬備です。 


■を邸昼冊 
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卜 u ップメニュー _ 

トリップメニューで表示-設定でさる 
項目はし U 下の通0でず。 

■ 基本画面 

-エンジン始動時からの情報表示 
0206ぺージ） 

. U セット時からの情報表お0207 
ぺージ） 

-瞬間燃費* -走行可能距離表示 
(>208ページ） 

-走行速度表示0208ページ） 

トリップメニューを表示させる 

►己]まにはを押して、メニュー 
リストで" トリッフ’ " を選択しまず。 

基本画面（オドメーター/トリップ 
メーター） 



①オドメーター 
⑤卜 U ツプメーター 

オドメーター®はこれまでに走行し 
た距離の総合計を表示しまず。 

卜1」ツプ メーター ⑤は U セツト後の 
走行距離を表示します。 

基本画面を表示させる 

► 基本画面び表示されるまでを 
押すひ、押して保持しまず。 


卜 U ップメーターをリセットずる 



► 基本画面を表示させまず。 


► L 0 KJ を押しまず。 

画面に" トリッフ°夕- リセット 。 と表おさ 
れまず。 

► E を押して" ない "を選択し、 
应のを押しまず。 


エンジン始動時か5①情報表示 



①エンジン始動時か S の走行距離 （ km ) 
⑤エンジン始動時か S の経過時間 （ h ) 

⑤エンジン始動時からの平均速度 ( km / h ) 
④エンジン始動時か S の平均燃費 （ km / I ) 

エンジンを始動しにとさを起点とした 
情報を表示します。 

イグニツシヨン位置を0にしてから、 
またはエンジンスイツチからキーを巧 
いてから約4時間経過ずると、自動的 
に I 」セツ トされまず。 


&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を邸 S 恒冊 












マルチフつ 


207 


〇 約4時間じ(巧にイグニッシヨン位 
置を 1 か 2 にしたとさは、前回の 
情報び継続して表示されまず。この 
ときは、999時間経過後、または 
9夕 99 km 走行後に自動的に U セッ 
卜されます。 

エンジン始動時からの情報を表示さ 

せる 

► 卜1」ップメニューを表おさせまず。 

►丘□または E を押して、エンジ 
ン始動時か日の情報を表示させまず。 

エンジン始動時か5の情報を手動で IJ 

セットずる 

エンジン始動時からの情報は、手動で 

を I 」 セツ トでさまず。 



► エンジン始動時からの情報を表示し 
ているとさに、ステア1」ングスイツ 
チの应のを押しまず。 


II 数値 リセット" と表示されまず。 

► 因を押して" なし）" を選択し、 
应のを押しまず。 


リセット時からの情報表示 



① U セット時からの走行距離 ( km ) 

⑤ U セット時からの経過時間 （ h ) 

⑤1」セット時からの平均速度 ( km / h ) 

④1」セット時からの平均燃費 ( km / I ) 

U セットしたとさを起点とした情報 
を表しまず。 

リセット時か5の情報を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

► E または E を押して、 U セッ 
卜時か日の肩報を表おさせまず。 


リセットずる 



► U セツト時からの情報を表示して 
し、るとさに、ステア1」ングスイツ 
チの应日を押しまず。 


"数値リセット" と表おごれまず。 

► E を押して "はい" を選択し、 
应のを押しまず。 

〇 1」セット後、9夕99時間経過後、 
まには99,999 km 走行後に自動的 
に I 」セッ トされまず。 


■を邸 i 冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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瞬間燃費*.走行可能距離表示 



①瞬間燃費 
⑤走行可能距離 


瞬間燃費®は、そのとさの瞬間燃費 
を km / l で表示しまず。エンジンびか 
かってし)るときに表示されまず。 

走行可能距離⑤は、現在の燃料残量で 
走行可能なおよそのお離を計算し、予 
測値として表示しまず。イグニッシヨ 
ン位置び2のとさに表示でさまず。 

瞬間燃費-走行可能距離を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表示させまず。 

► E または ra を押して、瞬間燃 
費-走行可能距離を表おさせまず。 

H 走行可能距離は、現在までの平巧 
燃費と燃料残量から計算した予測値 
です。今後の走行状況に応じて大さ 
く変動することびありまずので、燃 
料計を確認して、早めに給油してく 
ださい。 

〇 燃料残量びかないとさは、走行巧 
能お離の代わりにび表示され 
ます。 

最寄りのガソ1」ンスタンドでずみや 
かに給油してください。 


走行速度表示 



①走じ速度表示 


走行煙度を表乐;します。 

走巧速度を表示させる 

► 卜 U ップ;こ ユーを 表示させまず。 

► I ▼ I または I ▲ I をキ甲して、走行速 
度を表示させまず。 



①進行方向のち位 

COMAND システムのナビ機能でルー 
卜案内を行なっているときに、ルート 
案内をマルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに表示でさまず。 

ルート案内を行なっていないときは、 
進行方向の方位のが表示されまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B を邸 S 恒掛 










ナビメニューを表。させる 

► ステア1」ングスイッチの H ] また 
は CB を押して、 "ナヒ " を選択し 
ます。 

ナビの詳細については、別冊 
に OMAND システム取扱説明書」を 
お読みください。 


才ーディオメニ: 


ラジオ局の選局 、 CD / DVD オーディ 
才 */ MP 3 / S ュー ジックレジスター 
の選曲、 DVD ビデオのチャプター/ 
トラックま号の選択。 また' iPod ® の 
操作などびでさまず。 

OCOMAND システムのテレビは、 
ステア U ングスイッチで操作でき 
ません。 

〇 オーディオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 

ラジオ局を選局ずる 



ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► 丘！!まには ra を押しまず。 

プ U セツトされにラジオ局び選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► E まには s を押して保持し 
ます。 

受信周波数び動さ、なに受信でをる 
周波数で停止しまず。 

音楽を選曲ずる 



①ラジオの周波数 

⑤プ U セットま号、 FM / AM 表示 

► COMAND システムで " AM " または 
" FM " を選択しまず （ D > 別冊)。 

► aD または CB を押して、メニュー 
1」ストで" 才-デ' イオ" を選択しまず。 


①トラック番号/巧名 
⑤ CD / DVD チェンジヤーのス□ットま号 

► COMAND システムで " CD"、"DVD 
オーディオ"、" MP 3"、"ミュージッ 
クレジスター" のいずれかを選択し 
まず〇別冊)。 

► aD または CB を押して、メニュー 
リストで" 才-デ'イオ" を選択しまず。 

► 丘！!または E を押しまず。 

次または前のトラックび再生され 
9 〇 

〇 再生中の音楽 ソースに 文字 データ 
び含まれている場合は、のには巧 
名び表示されまず。 


■を邸昼冊 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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DVD ビデオのシーンを選択ずる 



①チャプター/トラック番号 
⑤ CD / DVD チェンジヤーのス□ット番号 


► COMAND システムで " DVD ビデオ" 
を選択します （ D > 別冊）。 

► 3] まには CB を押して、メニュー 
リストで" トデ'ィオ" を選択しまず。 

► E まには S を押しまず。 

次または前のチャプター/トラッ 
クび再生されまず。 


iPod@ を操作ずる 



①曲名 

⑤アーティスト名 
⑤アルバム名 


► COMAND システムに iPod ® を接 
続します（〇別冊）。 

► COMAND システムで "テレビ" を 
選択します （ C > 別冊）。 


► レ U または注 J を押して、メニュー 
U ストで" トデ' イオ" を選択しまず。 

自動的に iPod ® 巧のトラックび再 
生されまず。 

► E まには S を押しまず。 

別のトラックび再生されまず。 

トラック/ビデオの選択やカテゴ 
U — U ストの表示など、詳細について 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
巧書」をお読み< ださい。 


AMG メニユ ー* 
ギア-油温-水温表示 


ギア位置、油温、水温のそれぞれの状 
態を表示でさまず。 



①ギア表示 
⑤油温表示 
⑤水温表示 


ギア-油温-水温を表示させる 

► aD または CB を押して、メニュー 
リストで " AMG " を選択しまず。 

ギア-油温-水温び表示されまず。 


&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を邸 S 恒掛 
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ギア表示のは、オートマチックトラ 

ンスミッシヨンの実際のギア位置を表 

示します。イグこッシヨン位置が2の 

とさに表示でさまず。 

油温表示®は、エンジンオイルの油 

温を表おしまず。 

水温表 ( D は、冷却水の水温を表 7 J \ 

します。 

〇油温び青色に表示されているとさ 
は、エンジンオイルび温まって し、 ま 
せん（油温び約80で未満になって 
います）。このとさは必要じ(上にエ 
ンジン回転数を上げないように運転 
して < ださい。 

〇 パークト□ニック （>253 ページ） 
び作動しているとさは、ギア表示 
のは表示されません。 

〇 イグニッシヨン位置び 1 のときは、 
油温と水温は表示されません。この 
ときは"- " が表示されまず。 

レースタイマー 


レースタイマーでは、ヴーキットコー 
スなどで周回ごとのラップタイムを計 
測-記録したり、その結果を一覧表お 
でさます。 

イグこッシヨン位置が2のとさ、また 
はエンジンがかかっているときに使用 
でさます。 



①ギア表示 
@計測タイ厶 
感最速ラップタイム 


レースタイマーを表でさせる 

► W または FFI をキ甲して、^こユ~ 
リストで " AMG " を選択しまず。 

► E または E を押して、レース 
タイマーを表示させまず。 

〇 レースタイマーを表おさせている 
とさは、 m また-は W を巧して 
オーディオなどの音量を調節ずるこ 
とはでさません。 

タイム計測を開始ずる 

► [±]を押しまず。 

タイム計測び開始されまず。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に[±]を押しまず。 
タイム計測び停止しまず。 

〇 タイム計測を停止しているとさに 
1 + 1 をキ甲ずと、停止した時点から 
タイム計測び再開されまず。 


■を邸昼冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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〇 タイム計測中にイグニッシヨン位 
置を0か1にしたり、エンジンス 
イッチからキーを巧くと、タイム計 
測び停止しまず。 

その後、イグニッシヨン位置を2 
にずるかエンジンを始動して [+] 
を押すと、停止した時点からタイム 
計測び再開されまず。 

スプリットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に Q を押しまず。 

スフ I 」ッ トタイムび約5秒間表示 
されます。 

約5秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0まず。 

〇 スプ U ットタイムを表示している 
とさに再度 Q を押ずと、スフ1」ッ 
トタイムびラップタイムとして記録 
され、次のラップのタイムび表示さ 
れます。 

計測したタイムを消'去ずる 

► タイム計測び停止しているとをに 
Q を押します。 

計測タイムび消去され、表示び 
00:00〇〇に戻りまず。 

〇 消去したタイムび最速ラップタイ 
ムのとさは、2ま目のラップタイ 
ムび最速ラップタイムに繰り上び 
りまず。 


ラップタイムを IS 録ずる 

最大16件までの計測タイムをラップ 
タイムとして記録できまず。 

► タイム計測中に B を押しまず。 

〇 このとさからなのラッフのタイム 
計測び開始されまず。 

スフ I 」ッ トタイムび約 5 秒間表示 
されます。 

► スフ U ットタイムび表示されている 
とさに、再度 ra を押しまず。 

スフ I 」ッ トタイムびラップタイムと 
して記録され、次のラップのタイム 
び表示されまず。 

〇 2件(上のラップタイムび記録さ 
れているときは、最速ラップタイム 
⑤び表示されまず。 

〇 ラップタイムび 16 件記録される 
と、それ(上計測びでさなくなりま 
ず。新たにタイム計測を行なラとさ 
は、 16 件目のラップタイムだけを 
消去ずるか、記録したラップタイム 
をず ベて 消去して < ださい。 


B を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 




ずべてのラップタイムを消去ずる 全ラップ①計測結果を確認ずる 


► タイム計測び停止しているとさに、 
Q を約3秒間押し続けまず。 

表示び00:00〇〇に戻りまず。 

► [±]を押しまず。 

すべてのラップタイムび消去され、 
新ににタイム計測び開始されまず。 

または 

► タイム計測び停止しているときに 
应のを押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "Reset Race Timer " と表示され 
ます。 



► を押して " Yes " を選択し 、 foK 

を押します。 


表示び00:00〇〇に戻りまず。 

► [±]を押しまず。 

すべてのラップタイムび消去され、 
新たにタイム計測び開始されまず。 


ラップタイムび記録されているとき 
は、全ラップの計測結まを表おでさ 
まず。 



計測結果表示（全ラップ) 
①合計時間 


⑤計測した全ラップでの最高ま度 
⑤計測した全ラップの走行距離 
④計測した全ラップの平均ま度 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
を行する際は、必ずま定ま度や制限速度 
を遵守してください。 

計測結果（全ラップ）を表示させる 

► 3] または CB を押して、メニュー 
リストで " AMG " を選択しまず。 

► E または E を押して、計測結 
果（全ラップ）を表示させまず。 

〇 タイムを計測しているとさは、全 
ラツプの目だ則結果は確認できません。 


〇 ラップタイムは個別に消去できま 
せん。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 
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ラップごとの計測結果を確認ずる 


2周政上のラップタイムが記録されて 
いるときは、ラップごとの計測結果を 
表示でさまず。 



計測結果表示（ラップ別) 
①ラップ表示 
@ラップタイム 


感表示されているラップでの最高速度 

④表示されているラップの走行距離 

感表示されているラップの平均速度 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

計測結果（ラップ別）を表示させる 

► aD または CB を押して、^こュー 
リストで " AMG " を選択しまず。 

► E または E を押して、表おさ 
せたいラップの計測結果を表おさせ 
ます。 

〇 表示されているラップび最速ラッ 
プのとをは、ラップ表示®び点滅 
します。 

〇 タイムを計測しているとさは、ラッ 
プごとの計測結まは確認できません。 


電話メニュー 


携帯電話を COMAND システムに接続 
ずることにより、八ンズフ U —通話び 
でさまず。 

電話機能の詳細については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
お読み < ださい。 

A 警告 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 
また、走行中に電話がかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けて < ださい。 

どラしてを電話を受けなければなら 
ないとさは、ノ V ンズフ U —機能で「か 
け直す」ことを伝え、安全な場所に 
停車してか5かけ直してください。 


待機げ態にずる 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に電話メこューを表示しているとさ 
は、電話機能に関ずる情報を表おで 
さます。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

► 3] または CB を押して、メニュー 
リストで" 電話" を選択しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 待ち受け" と表示されまず。 

電話メニューをオフにずる 

►フアンクシヨンスイツチの ON / 

OFF スイッチ079ページ）を押 
します。 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに "スタンバイ" と表示され、 
COMAND システムの電源と電話メ 
ニューびオフになりまず。 


着信した電話を受ける 



► 着信呼び出し中にステア U ングス 
イッチの [ S を押します。 


通話を終える（電話を切る） 

► を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に^を押しまず。 


電話帳か5電話をかける 


COMAND システムに登録した電話帳 
データを呼び出して、電話をかけるこ 
とびでさまず。 



► レ U または [> J を押して、メニュー 
リストで" 電話" を選択しまず。 


► 1 0"' 丘」または LaJ を押して、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にリストを表おしまず。 

► E または E を押して、電話帳 
データを選択しまず。 

► 目的の電話帳データを選択したら、 
または因のを押しまず。 

電話び発信されまず。 

〇 電話帳の登録データに複数の電話 
ま号び登録されているとさは、さら 
に E または ra を押して電話帳 
データを選択し [ S または应のを 
押して発信します。 

〇 E または E を約2秒(上押 
し続けると、電話帳データのスク 
□ールび速くなりまず。 

さらに E または ra を押し続け 
ると、電話帳登録項目の読みびなの 
あいラえお順にスク□ールしまず。 


■を邸昼冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


アシストメニュー 

アシスト>< こューで 表示-設定でさる 
項目は iU 下の通りでず。 

• 車間ディスプレイ* 

• ESP 愈 

• PRE - SAFE ⑩ブレーキ * 

• アテンションアシスト 

• アクティブブラインドスポットアシ 
スト* 

• アクティブレーンキーピングアシ 
スト* 

• パーキングアシスト U アビューカ 
ラの起動 

• パーキングアシスト U アビューカ 
ラの音声ガイド 

アシストメニューを表示させる 

► 3 D または CB を押して、^こュー 
リストで" ァシスト" を選択しまず。 

車間ディスプレイの表示* 

車間ディスプレイは、ディスト□ニッ 
ク • プラス装備車にのみ表示でさまず。 

► アシスト;>< ニューで" 車間テ''ィス了 レイ" 
を選択し、应のを押しまず。 

マルチファンクションディスプレ 
イにディスト□ニック-プラスの車 
間ディスプレイ （0242 ページ）が 
表示されます。 


ESP ® の設定 


A 警告 

ESP ® 表示灯が点滅したときは、車 
輪が空転しているか、車が横滑りし 
ていまず。事故につながるおそれが 
あるたが)、し U 下の点にま意してくだ 
さし、。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• アクセルペダルを踏む力をかしゆ 
る故て < ださい。 

• 路面や天候の状況にあわせて慎重 
に運転してください。 

ESP ® は無謀な運転からの事故を防ぐ 
ちのではおりません。 ESP ® が作動し 
てち、車両操縦性や走行安定性の確 
保には限界があります。 


エンジンがかかっているとさに、 ESP ⑥ 
の設定がでさまず。 



詳しくは瓜62ページ）をご覧くだ 
さい。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B を邸6恒冊 









PRE - SAFE ® ブレーキの設定 


アテンシヨンアシスト①設定 



PRE - SAFE ⑩ブレーキは、デイスト □ 

ニック-プラス装備車にのみ設定びで 

さまず。 

► 3] または CB を押して、メニュー 
リストで" アシスト" を選択しまず。 

►アシストメニューでまたは 
E を押して "つ。 レセ-フフ'' レ- キ" を選 
おし、区のを押しまず。 

II フ’レセ-フアレ- キ" と表示されまず。 

► 区のを押して、設定を変更しまず。 

表示 設定内容 

オン PRE - SAFE ® ブレーキび 

設定されます。 

オフ PRE - SAFE ® ブレーキび 

解除されます。 

〇 ホールド機能を作動ごせていない 
ときは、 PRE - SAFE ⑩ ブレーキを設 
定すると、イグニッシヨン位置び 
2のときに、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに巨固び表示され 
ます。 


アテンションアシストの設定びでさ 
まず。 

► 3] または CB を押して、メニュー 
リストで" アシスト" を選択しまず。 

►アシストメニューで [ Z ] または 
E を押して " アテンションアシスト" を選択 
し、应のを押しまず。 

" アテンション了シスト" と表示されまず。 

► 应のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

アテンションアシストが 


設定されます。 

オフ 

アテンションアシストが 


解除されます。 


〇ア テンシヨンアシストを設定ずる 
と、イグニッシヨン位置び2のと 
さに、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに [ S び表示されまず。 

詳しくは （^266 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


詳しくはぃ66ページ）をご覧くだ 
さし、。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる萬備です。 












アクティブレーンキーピンクアシス 
卜の設定びでさまず。 

► 3 D または CB を押して、メニュー 
リストで" アシスト" を選択しまず。 

►のを押して、"レ- ンキ-フ’アシスト" を 
選択しまず。 

► 应のを押しまず。 

II アクティアレ-ンキ - T アシスト" と表示され 
まず。 

►应のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

アクティブレーンキーピ 
ングアシストび設定され 
cf ^ ^ 〇 

オフ 

アクティブレーンキーピ 
ングアシストが解除され 
cf ^ ^ 〇 


〇 アクティブレーンキーピングア 
シストを設定ずると、イグニッシヨ 
ン位置び2のとさに、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに凤が 
表示されます。 

詳しくは0277ページ）をご覧くだ 
さし、。 


アクティブブラインドスポットアシス 
卜の設定びでさまず。 

► 3] まには [ E を押して、メニュー 
1」ストで" 7シスト" を選択しまず。 

►アシストメニューでまには 
E を押して "アラインドスがット" を選 
択し、应のを押しまず。 

"アクティアアラインドスホ’ット" と表示され 
ます。 

►店のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

アクティブブラインドス 
ポットアシストび設定さ 
れます。 

オフ 

アクティブブラインドス 
ポットアシストび解除さ 
れます。 


詳しくは（>273ページ）をご覧くだ 
さし、。 




218 マルチフアンクシヨンディスプレイ 


アクティブレーンキーピングアシスト 
の設定* 


アクティブブラインドスポットアシス 
卜の設定* 


B を邸6恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 
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メンテナンスメニュー 


パーキングアシスト U アビユーカメラ 
の起動設定 

シフトポジションを CE にしたとさ、 
パーキングアシスト U アビユーカメラ 
び COMAND ディスプレイに自動的に 
表示される機能を設定でさます。 



詳しくは瓜265ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


パーキングアシストリアビユーカメラ 
の音声ガイドの設定 


パーキングアシスト U アビユーカメラ 
の音声ガイドを設定でさまず。 



詳しくは（长265ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


メンテナンスメニューで表示/設定 

でさる項目は LU 下の通りでず。 

• 故障/警告メッセージ 

• タイヤ空気圧警告システム* 

• メンテナンスインジケーター 

• エンジンオイル量の表示* 

メンテナンスメニューを表示させる 

►百□まには [ Z ] を押して 、メニュー 
U ストで" メンテナンス" を選択しまず。 

故障/ 警告 メッセージの表示 

車両に故障や異常び起さたとさ、車の 

状況びメッセージで表示されまず。 

Q 表示される故障や異常は一部の限 
られた装備についてであり、表おさ 
れる内容ち限られていまず。故障や 
異常の表示は運転者を支援ずるちの 
です。発生した故障や異萬に対処し 
て車の安全性を確保する責任は運転 
者にありまず。 

Q 故障/警告^ッセージが表示され 
たとさは、必ずルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

〇 表おされる故障/警告><ッセージ 
については （0394 ページ）をご覧 
<ださい。 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■を邸昼冊 


















► 3] まには CB を押して、メニュー 
1」ストで" メンテナンス" を選択しまず。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 0メッセ-シ '' II と表示されていると 
さは、故障はありません。 


故障/警告メッセージを手動で表示 
させる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に表示されまず。 



► レ U まには [> J を押して、メニュー 


〇 マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに "0 メッセ- ダ''' と表示されている 
ときに应のを押ずと、 "メッセ- シ''は 
ありません II と表示されまず。 

自動表示機能 

イグニッシヨン位置び2のときやエ 
ンジンびかかっているとさに故障や 
異常び発生したとさは、故障/警告 
メッセージび自動的に表示されまず。 

複数の故障や異常びあるとさは、故 
障/警告メッセージび約5秒間隔で 
順まに表示されまず。 

メッセージを消ずとさは、ステア1」ン 
グスイッチの匹のまにはを押し 
て、故障/警告メッセージを順まに表 
示させます。すべて表示されると、故 
障/警告メッセージは消えまず。 


リストで" メンサンス" を選択しまず。 
故障件数び数字で表示されまず。 

► 应のを押しまず。 



► またはし^を押して、故障/ 
警告メツセージを順まに表おごせま 
す。故障表示に戻ずとさは、ステア 
1」ングスイツチの胃を押しまず。 

〇 故障/警告メッセージは、イグニッ 
シヨン位置を0にずると消えまず。 


ただし、故障状況び変わらない場 
合は、なにイグニッシヨン位置を1 
か2にずるか、エンジンを始動し 
たとさ、再び故障/警告メッセー 
ジび表示されまず。 


&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 








タイヤ空気圧警告システム 


エンジンオイル量の表。 


タイヤ空気圧警告システムを再起動で 
さまず。 


エンジンオイルの量を表示でさまず。 



詳しくは瓜365ぺージ）をご覧くだ 
ごい。 

メンテナンスインジケーター 



詳しくは（>349ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


次回のメーカー指定点検整備の実施時 
期を表示します。 


設定メニ: 


詳しくは瓜376ぺージ）をご覧くだ 
ごし、。 


設定メニ ユーで 設定でさる項目は(下 
の通0でず。 

. へッドライト点灯モード 
• インテ U ジェントライトシステム 
• へッドライト照射範囲* 

-アダプティブ八イビームアシスト 

• ウィンタータイヤスピード1」 S ッ 
夕一 

• フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能 

-アンサーバック機能* 

• レーダーセンサーシステム* 


■を邸昼冊 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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r スプレイ 


へッドライト点'打モードの設定 

へッドライトの点灯モードを設定でさ 
ます。 



► Iイ]または「►1をキ甲して、^こユー 
リストで" 設定" を選択しまず。 

► 、、デ、 イタイム ラ仆。 を選択しまず。 

► 应のを押しまず。 

"テ、、 イタイム ライト" と表示されまず。 

► 应のを押しまず。 

設定内容が変更されまず。 


表示 内容 

オフ 手動点灯モードです。 

へッドライトなどを点灯 
ずるとさはライトスイッ 
チを操作しまず。 

日本ではこのモードを選 
択してください。 

オン 常時点灯モードでず。 

エンジンを始動ずると、 
へッドライトなどが常に 
点の' します。 

ライトスイッチが 。 n 
の位置にあるとさは、イ 
グこッシヨン位置を1か 
2にすると、車幅灯、テー 
ルランプ、ライセンスラ 
ンプが常に点灯しまず。 

また、エンジンを始動ず 
ると、ヘッドライトと 
LED ドライビングライト 
が常に点灯しまず。 

〇 安全のため、エンジンがかかって 
いるとさは、設定の変更はできま 
せん。 

〇 常時点灯モードは、走行中の昼間 
点灯び義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
灯モードに設定して使用してくだ 
さい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点灯ず 
るライト政外のライトを点口ずる 
ときは、各スイッチを操作してく 
ださい。 


B を邸 e 恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 








インテ IJ ジ: 
設定 


ントライトシステムのへツドライト照射節囲の設定 


インテ1」ジェントライトシステムの設 
定びでさまず。 


へッドライトの照射範囲を、左側通行 
またはち側通行に適した設定に切り替 
y\- 9 〇 


r ィ1 または [>j を押して、メニュー 
リストで" 設定" を選択しまず。 

ra を押して'" イタリシ'' I ントラ仆 "を 
選択します。 

应のを押しまず。 

II インテリダ' I ントラ仆シスが と表示されま 
す。 

应のを押しまず。 

設定内容び変更されまず。 


詳しくは （^151 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


► レ U または [>J を押して、メニュー 
リストで" 設定" を選択しまず。 

► 因を押して、 "ヘッドランア□-ピ-ム。 
を選択しまず。 

► 因のを押しまず。 

II ヘッドランつ。日-ピ-ム設定'' と表示され 
ます。 

► 因のを押しまず。 

設定内容び変更されまず。 


表示 

内容 

ち側通 
巧用 

へッドライトの照射設定 
び左側通行に適した設定 
になりまず。 

ち測通 
巧用 

へッドライトの照射設定 
びち側通行に適した設定 
になりまず。 


y 曰本では、" 左側通行 用" に設定し 
て < ださい。 


表示 

内容 

オン 

インテ1」ジェントライト 
システムび作動します。 

オフ 

インテ1」ジェントライト 
システムは作動しません。 






7ルチフ: 


■を邸昼冊 


，新3 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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r スプレイ 


〇"ち側通行 用" に設定ずると、イン 
テ1」ジェントライトシステム設定画 
面に"イン テリシ''1外ライトシステムシステム故障 
ち側通行設定では 無効" と表示さ 
れ、インテ1」ジェントライトシス 
テムの設定び変更でさな<なるこ 
とびありまず。また、八イウェイ 
モードおよびフォグランフ強化機 
能び解除されることびありまず。 

アグブティブ1\イビーし了シス トの 
設定 


アダプティブ八イビームアシストの設 
定びでさまず。 



► LjU まには [>J を押して、メニュー 
1」ストで" 設定" を選択しまず。 


► じりを押して、 ''"化'- ム アシスト '' を選 
おします。 

► 应のを押しまず。 

''了 ダ了子ィ了 M ピ-ム アシスト 、、 と表おさ 
れます。 

► 应のを押しまず。 

設定内容び変更されまず。 


表示 

設定内容 

オン 

アダプティブ八イビーム 
アシストが作動します。 

オフ 

アダプティブ八イビー 


ムアシストは作動しま 


せん。 


詳しくは（>153ページ）をご覧くだ 
さし、。 


ウィンタータイヤスピード IJ 吉ッター 
の設定 

最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能でず。 


曰本仕様でを設定はでさまずび、法定 
速度を守って走行してください。 



► レ U または W を押して、メニュー 
リストで" 設定" を選択しまず。 

► E を押して、 " 巧変化。-ドリミッタ" 
を選択します。 

► 因のを押しまず。 

"速度制限(をタイヤ)" と表示されまず。 
► 应。を押しまず。 


B を邸6恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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► または UJ を押して、設定を 
変更します。 

► 应のを押しまず。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウインタータイヤス 
ピー ドリミッターは 
作動しません。 

240 km/h 

230 km/h 

220 km/h 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


210 km/h 
200 km/h 
1 90 km/h 
1 80 km/h 
170 km/h 
160 km/h 

ぷ上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているとさは、巧変 
スピー ドリミッター 0231ぺ一 
ジ）で設定でさる制限速度の上限は、 
ウインタータイヤスピード US ツ 
ターの設定速度になりまず。 


フ□ントシートベルト①テンション自 
動調壁機能の設定 

イグニッション位置び2のとき、フ〇 
ントシートベルトび乗員の上半身に密 
着ずるよラに、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整ずる機能の設定 
びでさまず。 



► レ U または [> J を押して、メニュー 
リストで" 設定" を選択しまず。 


► を押して、 " シ - KV ') レト調整" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

画面に" シ-卜 V )レト調整" と表示され 

cK 9 〇 

► 应のを押しまず。 

設定内容び変更されまず。 


表示 

設定内容 

オン 

イグニッション位置び2 
のとをに、フ□ントシー 
トベルトのテンションび 
自動的に調整されまず。 

オフ 

フ□ントシートベルトの 
テンションは自動的に調 
整されません。 

詳しくは 

(>143 ページ）をご覧くだ 


ごし、。 


■を邸 i 冊 



《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


アンサーバック機能の設定 


U モコン操作またはキーレス3—操作 
で車両を解錠/施錠したとさに確認 
音び鳴る機能の設定びでさまず。 

アンサーバック機能は、仕様により LU 
下のよラに確認音び鳴りまず。 

• 車両を施錠しにとをに、確認音び1 
回鳴りまず。 

まには 


• 車両を解錠したとさに確認音び1 
回鳴り、車両を施湿したとさに確認 
音び3回鳴りまず。 



► LjU まには [> J を押して、メニュー 
1」ストで" 設定" を選択しまず。 

► ra を押して、" エレ外にックキ-ア y サ- 
/广 ック" を選択しまず。 

► 因のを押しまず。 

" I レク阳こックキ- スタ-ノ ('' ック II と表示され 
ます。 

► 因のを押しまず。 

設定内容び変更されまず。 


表示 設定内容 

オン U モコン操作時または 

キーレス3’ 一 操作時に確 
認音び鳴りまず。 

オフ U モコン操作時または 

キーレス3’一操作時に確 
認音び鳴りません。 

レーダーセンサーシステムの設定* * 

〇 手動でレーダーセンサーシステム 
を停止ずることびでをまず。レー 
ダーセンサーシステムについて、詳 
しくは0478ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

電子望遠鏡施設の周辺では、レーダー 

センサーシステムは自動的に停止し 

ます。 

レーダーセンサーシステムを停止ずる 

と、し U 下の機能を解除されまず 

• ディスト□ニック.プラス(>234 
ぺージ） 

• BAS プラス（1>60ページ） 

• PRE - SAFE ® ブレーキ066ぺージ) 

• アクティブブラインドスポットアシ 
スト0273ページ） 


B を邸6恒冊 


《アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 

* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 
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► LjU または [> J を押して、メニュー 
リストで" 設定" を選択しまず。 

► E を押して、 " レ-ダ-めサ - " を選 
おします。 

► 应のを押しまず。 

II レ-ダ-センサ-オン（説明書を参照）" と 
表示ごれます。 

► 应のを押しまず。 

設定内容び変更されまず。 



表示 

設定内容 

オン 

レーダーセンサーシステ 
ムが設定されまず。 

オフ 

レーダーセンサーシステ 
ムが解除されまず。 

詳しくは 

さし、。 

(>478 ページ）をご覧くだ 



クルーズコント□ールを設定ずること 
により、アクセルペダルを踏まなくて 
を、設定速度を自動的に維持して走行 
でさまず。 

クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用ずることを 
想定したをのです。市街 i せでは使用し 
ないで < ださい。 

設定でさる速度は約 30 km/h (上 
でず。 

A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


A 警告 

車の走行ま度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント□ール 
使用時のま全確巧やを険回避につい 
ては運転者に全責任びありまず。 
クルーズコント□ールを使用してい 
るとさは、運転者は常に道路状況に 
を意を仏ってください。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


■を邸昼冊 
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A 警告 

し U 下のよラな場含はクルーズコント 

□ールを使用しないでください。 

• 一定の走行速度を維持でさない道 
路•交通状況の場合（交通量が多い 
場含やカーブび連続している場含)。 
事故を起こすおそれがあります。 

• 路面が滑りやすい場含。ブレーキ 
や加速により駆動輪がグリップを 
失い、車がス U ップするおそれが 
あ0まず。 

• 霧や激しい雨、雪などで視界が確 
保でさない場合。 

P クルーズコント□ールの設定速度 
の表示と、スピードメーターおよび 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の速度表示には、若干の誤差び生じ 
ることびありまず。 

P 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

P マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
にとをは0413ページ）をご覧く 
ださい。 

P 急な上り坂では、速度を維持ずる 
ためにシフトダウンしまずび、設定 
したを度を維持でさないことびあり 
ます。このよ5なとさはアクセ>1レぺ 
ダルを踏んで加速してください。 


〇急な下りおなどで惰性びついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることびあ0ま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このようなときは、ブレーキぺダ J レ 
を踏むか、テイップシフ h でほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効をを強くして、減速してくだ 
さし、。 


クルー ズ コント□-ルを 設定ずる 



①現在の走行速度に設定ずる/設定ま 


度を上げる 
③表示な 

③ 記憶されている前回の設定ま度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定する 

④ 現在の走行ま度に設定ずる/設定ま度 
を下げる 

⑥クルーズコント□ールと可変スピード 
1」吉ッターを切り替える 
⑧クルーズコント□ールを解除ずる 

クルーズコント□ールは、巧変スピー 
ドリミッター([>231ページ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示灯⑤び消灯していることを確 
言忍します。 

表示灯び点灯しているとさは、レ 
ノ（一を⑤の方向に押しまず。 


B を邸6恒掛 
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クルーズコント□—ルは、約 30 km/h 
上の速度で走行しているとさに設定 
でさます。 

►希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
のか④の方向に操作しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを®の方向に引きまず。 

-速度が記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

-速度が記憶されていないとさは、 
そのとさの速度に設定されまず。 

A 警告 

記憶されている前回の速度に設定ずる 
とさは、周囲が安全な状況であること 
を確認してください。走行中の速度と 
設定速度に大さな差があると、急加速 
や急減速して事故を起こずおそれがあ 
ります。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

自動的に設定速度を維持しながら走 
行します。 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ます。 

〇 上り坂などを走行ずるとさは、設 
定した速度を維持でさないことがあ 
りますが、路面が平坦になると、設 
定した速度に戻りまず。 


Olu 下のとさは、クルーズコント 
□ールを設定でさません。このとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに約5秒間" クル -r IT ノト EH レ"と 
表示され、"一 km / h " が点滅しまず。 

-ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
-パーキングブレーキを効かせて 
し、るとさ 

-シフトポジシヨンが \~51 じ j がの 
とさ 

- ESP ® の機能を解除しているとさ 


• 走行速度が約 SOkm/h 下の 
とさ 



スピード^ーターの設定速度部分に 
クルーズコント□ールインジケー 
ター®が表おされ、設定速度より上 
の速度部分が点口しまず。 

また、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに" クル-ス '' T ノト□- ル" と設定速度 
③が約日秒間表示されまず。 


■を邸昼冊 
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設定速度を変更ずる 


設定速度を上ばる 

► レバーを©の方向に操作しまず。 

レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で上が0まず。 

レノ（一をいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるときは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放ずと、元の設定速 
度に戻りまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で下が0まず。 

レノ（一をいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り下がり、 10 km / 
h 単位で下がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーを④の方向に操作して減 
速しているとさに、シフトダウンし 
に0、自動的にブレーキを効ひせる 
ことびありまず。 


クルーズコント□ールを 解除ずる 

► レバーを®の方向に軽く押しまず。 
まには 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

または 

► レバーを⑤の方向に押しまず。 
レバーの表示灯び点灯して、巧変ス 
ピード U ミッターび操作できる状態 
になりまず。 

クルーズコント□ールの設定を解除ず 
ると、クルーズコント□ールインジケー 
夕一④び消灯し、スピード メーターの 
すべての速度部分び点灯しまず。 

(下のとさを、クルーズコント□ール 
は解除されまず。 

• 走行速度び約 30 km / hii (下になっ 
たとさ 

• ESP ⑩び作動したときや、 ESP ⑩の 
機能を解除したとさ 

• シフトポジションを HE にしたとさ 

このとさは確認音び鳴り、マルチファ 
ンクションデイスプレイに" クル-ス''コント 
□-ルオフ" び約5秒間表示されまず。 

また、パーキングブレーキスイッチで 
パーキングブレーキを効かせたとさ 
をクルーズコント□ールは解除され 
ます。 

A 警告 

走行中はシフトポジションを m に 
しないで<ださい。エンジンブレー 
キが効かないため、事故を起こした 
り、トランスミッションを損傷ずる 
おそれがお0まず。 


B を邸6恒冊 
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可変スピードリミッター _ 

可変スピード U 三ッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏ん 
でいてち、設定した速度を超えないよ 
ラに走さまず。 

設定できる速度は 30 km/h から 
21 Okm/h または 250 krn/h の間でず。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て< ださい。 

A 警告 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないで<ださい。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあります。 


A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


A 警告 

走巧時は法定速度を遵守して < ださ 
い。可変スピード U 吉ッター使用時 
のま全確保や危険回避については運 
転ちに全責任びあります。 


〇可変スピードリミッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに可変スピード U ミッターに関 
ずる故障/警告メッセージび表示 
されたときは（|>412、413ページ) 
をご覧ください。 

〇急な下りあなどで惰性びついたと 
さは、速度を維持ずるにめに自動的 
にブレーキを効かせることびあ0ま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。このよ5なとさは、ブ 
レーキペダルを踏むか、テイップシ 
フトでほいギアレンジを選択し、 X 
ンジンブレーキの効さを強< して、 
減速して < ださい。 

〇 ウインタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最高速度に応じた最高速 
度を設定でさるウインタータイヤス 
ピー ド I 」 S ッターび装備されてし、ま 
ず。詳しくは0224ぺージ）をご 
覧ください。 

ウインタータイヤスピード1」 S ッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピード I 」云ッターの設定速度の上限 
は、ウインタータイヤスピード1」 
ミッ ターの設定速度になりまず。 

〇 車の最高速度！;■(上に設定してを、 
最高速度 U ■(上の速度で走行ずること 
はでをません。 

〇 車種や仕様により、設定でさる速 
度び異なりまず。 


■を邸昼冊 
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〇 設定速度を維持でさないとさは、 
警告音が鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに" U ミツト超え 
ました" と表示されることがあり 
ます。 


巧変スピードリミツターを設定ずる 



①現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を上げる 


©表示灯 

@記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定する/ 
SOkm / h に設定ずる 

® 現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定する/設定速度を下げる 
⑥可変スピードリミッターとクルーズコ 
ント□ールまたはデイスト〇ニック- 
プラス*を切り誓える 
愈可変スピード I 」ミッターを解除ずる 


A 警告 

運転を交代ずるとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピードリミッター 
の機能と設定速度を伝えて < ださい。 
巧変スピード U S ッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでを速度び上がらず、事故を 
起こずおそれがありまず。 

可変スピード U S ッターは設定速度 
じ(上に加速ずる必要のないとさに使 
用してください。 

可変スピード US ッターを設定して 
いるとさは、 L 处下の操作を行なった 
とさにのみ、設定速度];!上の速度に 
することがでさます。 

• レバーを操作ずる 
• アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンさせる 

ブレーキ操作により、可変スピード 
リミッターを解除することはできま 
せん。 


可変スピード U 三ッターは、クルーズ 
コント□ール* (1>227ページ）また 
はディスト□ニック•プラス* (>234 
ページ）と同じレバーで操作しまず。 

► 表示灯®が点口していることを確 
言忍します。 

表示口が消灯しているとさは、レ 
ノ（一を®の方向に押しまず。 

表示口が点口しまず。 


B を邸 e 恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

ディスト□ニック-プラス装備車は、 
可変スピード US ッターの設定速度 
を維持ずるためにシステムが自動的 
にブレーキを効かせます。このとを、 
ブレーキペダルが自動的に引さ込ま 
れます。決してブレーキペダルの動 
さを妨げないで < ださい。 

• 足元に物を置かないでください 
• フ □アマ ッ トやカー ぺッ トが確実 
に固定されていることを確認して 
ください。 フ □アマットを重ねて 
使用しないでくださし、。 

• 足が挟まれるおそれがあるため、 
ブレーキ ペダルの下には足を入れ 
ないでください。 

►レノ（一を①または®の方向に操作 

します。 

-走行速度が約 30 km / haU 上のと 
さはそのとさの速度に設定され 
ます。 

.停車中および走行速度が約 
30 krn/h liTF のときは、 30 krn/h 
に設定されまず。 

または 

► レバーを®の方向に操作しまず。 

• 記憶されている前回の設定速度 
に設定されまず。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / h 政上の 
とさは、そのとさの走行速度に 
設定されます。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hii (下の 
ときは、 30 krn / h に設定されまず。 


A 警告 

可変スピードリ S ッターを設定すると 
き■は、周囲の安全、特に後方の車など 
にミ主意しながら操作してください。 
記憶されている設定速度が走行速度 
より低いときは、記憶されている設 
定速度に設定すると、アクセルぺダ 
ルを踏んでいても車は減速します。 


〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
9 〇 



巧変スピード 一夕一が設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 制限速度" と設定速度③が約已 
秒間表示されまず。 

また、設定速度より下の部分の可変ス 
ピードリミッターインジケーター® 
が表示されまず。 

設定速度を変更ずる 


設定速度を上げる 

► レバーをのの方向に軽<操作し 

C^' ^ 〇 

1 km / h 単位で設定速度が上がり 
まず。 
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► レバーを©の方向に操作しまず。 

レバーを輕く操作ずると、1 km/h 
単位で上が0まず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km / h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

設定速度を下ばる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で下が0まず。 

レノ（一をいっぱいまで操作すると、 
1 km / h 単位が切り下がり、 10 km / 
h 単位で下がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

巧変スピードリミツターを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを®の方向に操作しまず。 

レバーの表示灯が消灯して、クルー 
ズコント□ールまたはデイストロ 
こック-プラスの操作がでさる状態 
に切り替わりまず。 


A 警告 

ブレーキ操作により、可変スピード 
リミッターを解除することはできま 
せん。 

下のとさち、可変スピードリミッ 
ターは解除されまず。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは確認音が鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
上低い速度までは、キックダウン 
してち 解除されません。 

• エンジンを停止したとき 


デイスト □ニック- プラス 


A 警告 

電波望遠鏡施設の周辺では、レーダー 
センサーシステムは自動的に停止し 
まず。 

〇 デイスト□ニック-プラスは 、 S 
クラス HYBRID/HYBRID □ンク‘に 
は装備されません。 

重要な安全事項 


デイスト □ニック- プラスは速度を制 
御し、前方に検知された車両との距離 
を自動的に維持ずるための補助を行な 
いまず。また、設定された速度を超え 
ないよ5に自動的にブレーキを効かせ 
ます。 
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長い急な下りあで、特に車両に荷物を 
積載しているとをは、適時シフトレン 
ジを CT ]. [ JD にしてください。 
それによりエンジンブレーキを使用ず 
ることにより、ブレーキシステムへの 
負荷を軽減し、ブレーキの過熱と早期 
の摩耗を防ざまず。 

前方を走行している遅い車両を検知す 
ると、デイスト□ニック•プラスは自 
動ブレーキを作動させ、あらかじめ設 
定した先行車との距離を維持します。 

A 警告 

デイスト□ニック-プラスがブレー 
キを効かせているとをは、ブレーキ 
ペダルが引き込まれます。似下のこ 
とにミ主意して、ペダルの動さが巧げ 
られないよラにしてくださし、。 

• 運転席の足元には物を置かないで 
<ださい。 

• フ□アマットやカーぺットが確実 
に固定されていることを確認して 
ください。特に、複数枚のフ□アマッ 
卜を重ねて置かないでください。 

• 挟まれるおそれがありまずので、 
ブレーキペダルの下に足を置かな 
いで < ださい。 

事故の原因になったり、運転者や他 
の人が重大なけがをすることがあり 
まず。 


A 警告 

滑りやずい路面では、よりエンジン 
ブレーキを効かせるためのシフトダ 
ウンは行なわないでください。駆動 
輪びグリップを失い、車両がスリッ 
プする原因にな0まず。 


A 警告 

デイスト□ニック-プラスは運転の 
補助のみを行なラために設計された 
ちのです。他の車両との距離、走行 
速度、タイミングに合ったブレーキ 
操作に関ず るずベての 責任は運転者 
にあ0ます。 

デイスト□ニック■プラスは、特に 
し U 下のよラなをのには反応しません。 

• 歩行者 

. 駐停車している車両など、道路上 
の静止している障害物 

• 対向車や横切る車両 

デイ スト □ニック ■プラスは、オー 
トバイなど前方を走行している幅の 
狭い車両や、左またはちにずれて走 
行している車両を検知しないことが 
あります。そのため、 デイ スト □ニッ 
ク .プラスを作動させているとさで 
ち、交通状況には常にま意してくだ 
さい。適切に危険を認識ずることが 
でさず、事故の原因になったり、運 
転者や他の人がけがをするおそれが 
あります。 
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A 警告 

デイスト□ニック-プラスは道路や 
交通状況を考慮することはでさませ 
ん。デイスト□ニック-プラスが先 
行幸を認識しない場含には、デイス 
卜□ニック-プラスを作動させない 
でください。特に!; TF の場合でず。 

• カーブの前 

. 車線が狭<なった場合 

• 流れの速い車線に車線変更ずる 

+口 

お口 

• 複雑な運転状況、または高速道路 
での工事など、車線がを回してい 
る場含 

デイスト□ニック-プラスは現在設 
定されている速度を維持ずるか、設 
定した速度まで加速します。 

デイスト□ニック-プラスは天候な 
どの条件を考慮することはでさませ 
ん。似下のときは、デイスト□ニック- 
プラスを作動させないでください。 

• 道路が滑りやすいとさ、雪で覆わ 
れているとき、または凍結してい 
るとさ。ブレーキを効かせたとさ 
传加速したとさに車輪がグリップ 
を失ラことがありまず。車両が滑 
り始めるおそれがあ0まず。 

• センサーが';ちれていたり、雪、雨、 
または霧などで視界が悪いとさ。 
距離の制御がでさないことがあり 
ます。 

デイスト□ニック-プラスが作動し 
ていても、交通状況には常にミ主意し 
てください。危険を適切に認識する 
ことができず、事故の原因になった 
0、運転者や他の人がけがをずるお 
それがありまず。 


電波望遠鏡施設の周辺では、レーター 
センサーシステムは自動的に停止し 
9 〇 

デイスト□ニック-プラスの補助のた 
めには、レーダーセンサーシステムが 
オンになっていて、レーダーが作動し 
ていなければな0ません。 

前方に車両がいないとさ、ディスト 
□ニック-プラスは、3日 km / h 〜 
200 km / h の走行速度の範囲で、クルー 
ズコント□ールと同じように作動しま 
ず。前方を車両が走行しているときは、 
ディスト□ニック-プラスは、 Okm/h 
〜200 km / h の走行速度の範囲で、前 
方の車両に追従して走行しまず。 

ぷ上記は車両の機能の説日月でず。公道を走行ず 
る際は、必ず法定速度や制限速度を遵守して 
<ださい。 

急な坂道を走行しているとさは、ディ 
スト□ニック-プラスを使用しないで 
<ださい。 

A 警告 

ディスト□ニック-プラスは、走行速 
度により、最大 4 m / s 2 で車両にブレー 
キを効かせまず。これは、車両の最大 
制動力の約40%に相当します。この 
制動力が不十分なとさは、運転者自身 
でブレーキを効かせて<ださい。 

デイスト□ニック-プラスが車両の 
前方に衝突のを険性を検知したとさ 
は、断続的な警告音が鳴ります。さ 
らに、一夕ーパネルの車間距離警 
告灯が点口しまず。衝突を避け 
るためにブレーキ操作を行なってく 
ださい。 
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ク J レーノ V 」ノト〇— J レレ/' I 一 

レバーでデイスト□ニック-プラスや 
可変スピード US ッターを操作でさ 
ます。 

レバーの UM 表示灯は選択したシス 
了ムをのしています。 

• LIM 表示打び消口： デイスト□ニッ 

ク-プラスび選択されていまず。 


• LIM 表示なび点な： 可変スピード 
U 云ッターび選択されていまず。 



①現在の走巧速度に設定ずる、または 
設定速度を上げる 
⑤車間距離を設定する 
⑤ LIM 表示な 

④ 現在の走巧速度に設定ずる、または 
最後に記憶させた速度を呼び出す 

⑤ 現在の走行ま度に設定ずる、または 
設定速度を下げる 

® ディスト□ニック.フラスと可をス 
ピー ド U 吉ッ ターを 切0替える 
⑦デイスト□ニック-プラスを解除する 


デイスト□ニック-プラスの選択 

► LIM 表示灯⑤び消灯していること 
を確認しまず。 

消灯しているとさは、デイスト □ 
ニック-プラスびずでに選択されて 
し、ます。 

消灯していないとさは、レバーを矢 
印®の方向に押しまず。 

レバーの LIM 表示灯び消灯しまず。 
デイスト□ニック-プラスび選択 
ごれます。 

現在の速度を記憶させ、それを維持さ 
せるよラにデイスト□ニック-プラス 
を作動させる 


A 警告 

デイスト□ニック-プラスび作動し 
ているとさは、車両にブレーキび効 
くことびあ0ます。このため、他の 
ち法（自走式洗車機に入れた0、け 
ん引するとさなど）で車両を動かず 
とさは、デイスト□ニック•プラス 
を解除してください。 

(下の条件を満たずとさに、デイスト 
□ニック-プラスを作動させることび 
でさまず。 

• エンジンびかかっていること 

約2分し U 上走行ずるとデイスト〇 
ニック-プラスの使用準備び整い 
ます。 

• パーキングブレーキび解除されてい 
ること 

• ESP ® び待機状態になっていて、作動 
していないこと 
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• シフトポジションび EE にあること 
• ボンネットび閉じていること 

• シフトポジションをこ臣]ひら EE 
にしたとさに運転席ドアび閉じてい 
るか、運転者びシートベルトを着用 
していること 

• 助手席側ドアと U アドアび閉じてい 
ること 

• 車両びス1」ップしていないこと 

走行中の作動 

30 km / h 1；■(下の速度で走行している 
とをは、先行車び検知されていて、マ 
ルチフアンクションデイスプレイに表 
示されているとをにのみ、デイスト □ 
ニック-プラスを作動させることびで 
をまず。先行車び検知されな<なり、 
表示されな<なったとさは、デイスト 
□ニック-プラスは解除され、確認音 
び鳴りまず。 

► レバーを運転者の方向④に軽く引 
くか、ク U ックポイントまで上の 
まには下⑤に押しまず。 

デイスト □ニック- プラスび選択さ 
れます。 

►希望の速度び設定されるまで、レ 
バーを上のまたは下⑤に押したま 
まにしまず。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

設定速度し U 下で先行車び走行して 
いる場合、自車の速度び先行車と 
同じ速度に調整されまず。 


〇 アクセルペダルひら足を完全に放 
していないときは、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに "テ'' ィストロ 
ニック T ラス制御待機中" というメッ 
セージび表示されまず。前方を走 
行している遅い車両との車間距離 
は維持されなくなりまず。アクセ 
ルペダルの踏み具合で自車の速度 
を調整して < ださい。 

停止している巧巧車に向かって走行し 

ているときに作動させる 

先行車び停車しているとをは、自車 

び同様に停車してからのみ、ディス 

卜□ニック-プラスを作動させるこ 

とびでさまず。 

► レバーを運転者の方向④に軽く引 
くか、ク U ックポイントまで上の 
または下⑤に押しまず。 

ディスト□ニック-プラスび選択さ 
れまず。 

©30 km/hii (下では、先行車が検知 
されたとさにのみ、ディスト□こッ 
ク-プラスを作動させることがでさ 
まず。マルチフアンクシヨンディス 
プレイの車間ディスプレイを表おさ 
せて確認してください。 

►希望の設定速度になるまで、レバー 
を上①または下®に押したままに 
し 9 〇 

〇 レノ（一を使用して記憶速度を設定 
したり、 レバーの ダイヤル③を使 
用して車間距離を設定ずることび 
でさます。 
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発進 

►前方の車両び発進したとさは、ブ 
レーキペダルひら足を放しまず。 

► レバーを運転をの方向④に軽 < 引 
をます。 

または 

► 軽くアクセルペダルを踏みまず。 

先行車の走行速度に合わせるよ5に 
して発進します。 

走巧 

先行車びいないとさは、デイスト □ 
ニック.プラスはクルーズコント□一 
ルと同じように作動しまず。 

デイスト□ニック-プラスび先行車の 
減速を検知したとさは、自動ブレーキ 
を作動させて、設定した車間距離を維 
持します。 

先行車び加速し、設定速度よりを速 
<なったとさは、設定速度まで加速 
します。 

A 警告 

ブレーキペダルを踏んだとさ、自車 
が停止しているとさじ(外はデイスト 
□ニック-プラスが解除されます。 
この媛は、デイスト□ニック■プラ 
スが車両にブレーキを効かせること 
はありません。そのよラな場合は、 
運乾ちのブレーキ操作のみで先行車 
との距離を調整することになりまず。 
事故の原因になったり、運転者や他 
の人がけがをずるおそれがありまず。 
他の車両との車間距離、走行速度、 
タイ S ングに合ったブレーキ操作に 
関する すべての 責任は運転者にあり 
ます。 


車線変更 

iu 下の状況で追い越し車線に変更ずる 
場合は、ディスト□ニック-プラスの 
加速によって運転者の車線変更操作を 
補助します。 

•約6日 km / h 政上で走行している 
とさ 

• 先行車の速度が自車の設定速度よ0 
も遅く、デイスト□ニック-プラス 
が先行車との距離を維持して追従走 
行しているとき 

• 対応する方向指お口を作動させた 
とさ 

• ディスト□ニック-プラスが衝突の 
危険を検知していないとさ 

これらの条件を満たした場合は、車両 
は加速しまず。車線変更に時間がかか 
りずざたり、自車と先行車との距離が 
短すざるときは、加速は中断されまず。 

〇 車線を変更ずるとさ、ディスト □ 
ニック-プラスは追い越し車線側 
の車両または障害物をモこターし 

C^' ^ 〇 

《上記の機能は曰本仕様では作動しない場合び 
ありまず。 

A 警告 

デイスト□ニック■プラスは、運転 
を補助ずるために設計されたちので 
ず。運転者の責任やま意を軽減させ 
るち)のではありません。他の車両と 
の車間距離、走行速度、タイ S ング 
に含ったブレーキ操作に関ずるずベ 
ての責任は運転者にありまず。常に 
交通状況や周囲にミち意してください。 
適切に危険を認識することがでさず、 
事故の原因になったり、運転者や他 
の人がけがをするおそれがありまず。 
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停止 

A 警告 

デイスト□ニック-プラスが作動し 
ているとさは車両から降りないでく 
ださい。 

デイスト□ニック-プラスを同乗者 
が操作したり、停車時に車外から作 
動または解除するよラな操作はしな 
いでください。 

デイスト□ニック-プラスは電気式 
パーキングブレーキの 代わりになる 
ちのではありません。駐車するため 
に使用しないでください。 

じ(下のとさには、デイスト〇ニック- 
プラスの自動ブレーキの作動が中断 
し、車両が動き出すことがありまず。 

• クルーズコント □ールレバーを 使 
用してデイスト□ニック-プラス 
が解除されたと量 
• アクセルペダルを踏んだとさ 
• システムに故障があるとさや バッ 
テ U —故障などで電力供給が中断 
したとさ 

• エンジンルームの電気システムや、 
バッテリーまたはヒューズが改造 
されたとさ 

• バッテ U —の接続を外したとさ 

車両から離れたり、駐車するときは、 
デイスト□ニック-プラスを解除し、 
車両が動さ出さないよラにして<だ 
さし、。 


A 警告 

デイスト□ニック-プラスは、走行速 
度により、最大 4 m / s 2 で車両にブレー 
キを効かせます。これは、車両の最大 
制動力の約40%に相当します。この 
制動力が不十分なとをは、運転者自身 
でブレーキを効かせて<ださい。 

デイスト□ニック-プラスが車両の 
前方に衝突の危険性を検知したとさ 
は、断続的な警告音が鳴りまず。さ 
らに、一夕ーパネルの車間距離警 
告灯が点口しまず。衝突を避け 
るた故にブレーキ操作を行なってく 
ださい。 

先行車が停止したことをデイストロ 
こック-プラスが検知ずると、自車が 
停止ずるまでブレーキを効かせまず。 

一度自車が停止ずると、停車したまま 
になり、 ブレーキ ペダルを踏む必要は 
ありません。 

〇 しばらくずると、電気式パーキン 
グブレーキび作動して車両び動か 
なくなり、ブレーキの負担を軽減 
しす© 

〇 設定した車間距離によっては、自 
車は先行車後方の十分な距離びある 
ところで停止ずることびありまず。 
車間距離はレパーのダイヤルを使用 
して設定しまず。 
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速度の設定 


►レバーを、高い速度には上のに、 
ほい速度には下⑤に押しまず。 

►希望の速度び設定されるまで、レ 
ノ（一を押したままにしまず。 

► レバーから手を放しまず。 

新しい速度び記憶されまず。デイス 
卜□ニック-プラスび作動し、新し 
く記憶させた速度に車両の速度を調 
整します。 

1 km / h 単位での調壁 

►レバーを、高い速度には上®に、 
ほい速度には下⑤に、ク U ックポ 
イントまで軽く押しまず。 

記憶される速度び1 km / h 単位で変 
更されます。 

10 km/h 単位での調壁 

►レバーを、高い速度には上のに、 
ほい速度には下⑤に、ク U ックポ 
イントを越えて押しまず。 

記憶される速度び1 Okm/h 単位で 
変更されます。 

〇 デイスト□ニック-プラスはアク 
セルペダルを踏んでを解除されま 
せん。追い越しを行な5ために速 
度を上げたとさは、追い越しび売 
了した後に、デイスト〇ニック- 
プラスは車両の速度を設定速度に 
調整します。 


現在の速度を記憶させる、または記憶 
された速度を呼び出ず 


A 警告 

記憶されている速度を認識していて、 
また現在の交通や走行状況に合って 
いるとさにのみ、記憶させた速度を 
呼び出してください。意図はずに突 
然の加まやブレーキ作動び起こり、 
運転ちや他の人びけびをずるおそれ 
びあ0ます。 

► レバーを運転をの方向④に軽く引 
をます。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

デイスト□ニック-プラスび作動し、 
現在の速度び記憶されまず。または、 
lixmi こ記憶されていた巡航速度に車 
両を設定します。 

車間距離の設定 

先行車との車間距離を所定の範囲で設 
定でさまず。 

車間距離の設定を最短にしたとさ、 
約 60 km / h で走行しているときは約 
1 7 m の車間距離に設定されまず。 

車間距離の設定を最長にしたとさ、 
約 60 km / h で走行しているときは約 
33 m の車間距離に設定されまず。 

車間距離はマルチフアンクシヨンデイ 
スプレイで確認でさまず （0242 ペー 
ジ）。 


■を邸昼冊 
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車間距離を長<ずる 

► ダイヤル®を矢印®の方向にまわ 
します。 

デイスト□ニック-プラスは、自車 
と先行車の間に、より長い車間距離 
を維持します。 

車間距離を短<ずる 

► ダイヤル®を矢印のの方向にまわ 
します。 

デイスト□ニック-プラスは、自車 
と先行車の間に、より短い車間距離 
を維持します。 

〇 先行車と十分でま全なお離を維持 
していることを確認して < ださい。 
お要であれば、先行車との距離を調 
整してください。 


スピードメーターのデイスト□ニツ 
ク-プラス表示 



デイスト□ニック-プラスを作動させ 
たとをは、設定速度に兰角あ⑤び表 
示されまず。 


ぷ上記のイラストは車両の機能の説明でず。公 
道を走行ずる隙は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

〇 デヴィン上の理由により、スピー 
ド分一夕一に表示されている速度と 
デイスト□ニック-プラスの設定速 
度が若干異なる場をがありまず。 

デイスト□ニック-プラスび先行車を 
検知すると、先行車の速度®と設定 
速度⑤の間のスピードメーター部分 
び点灯しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
デイスト□ニック.プラス表示 

一般のなを意事項 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のアシストメニュー（[>216ぺージ） 
で、車間距離表示を選択ずることびで 
さまず。 
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ディスト□ニック-プラスび解除され 
ているとをの表示 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で、" 車間テ'’ィス アレイ" （>21 6ページ） 
を選択します。 

ディスト□ニック-プラスが解除され 
ているときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに iU 下の画面が表示され 
ます。 



© PRE - SAFE ® ブレーキ作動マーク 
©検知された先行車 

感現在の先行車との距離を表示する車間 
距離インジケーター 

@先行車との間に設定された車間距離 
(調整可能） 

©自車 

ディスト□ニック-プラスび作動して 
いるとをの表示 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で、" 車間テ'’ィス アレイ" （[>216ページ） 
を選択します。 

ディスト□ニック-プラスを作動させ 
たとさは、設定速度が約日秒間表おさ 
れます。この後、ディストロニック- 
プラスを作動させている間は、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイにじ(下の 
画面が表示されまず。 



①ディスト□ニック-プラス作動表示 
@自車 

感先行車との間に設定された車間距離 
(調整可能） 

©検知された先行車 

%上記のイラストは車両の機能の説巧でず。公 
道を走行ずる際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


デイスト□ニック-プラスの解除 



デイスト□こツク■プラスの解除には、 
い< つかの方法がありまず。 

► レバーを前方のに軽 < 押しまず。 

または 

►停車していないとさに、 ブレーキ ぺ 
ダルを踏みます。 


■を邸6直冊 
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まには 

► レバーを矢印⑤の方向に軽く押し 
まず。 

巧変スピード U ミッターび選択され 
ます。レノ く一の LIM 表示灯⑤び点 
灯します。 

ディスト□ニック-プラスを解除ずる 

と、警告音び鳴り、マルチファンクショ 

ンディスプレイに" テ''ィス阳こック T 刃オフ" 

と約5秒間表示されまず。 

〇 エンジンを停止すると、記憶され 
た設定速度は消去されまず。 

m 下のときはディスト□ニック-プラ 

スは自動的に解除されまず。 

• パーキングブレーキを効かせたとさ 
や自動的にパーキングブレーキが作 
動したとさ 

• 走行速度が2日 km/h iU 下のときに、 
先行車がいな < なったとさや先行車 
が検知されな < なったとさ 

• ESP ® が介入したときや ESP ® を解 
除したとさ 

• シフトポジションを m や CE 、 
にしたとき 

• 車両が電波望遠鏡施設の周辺にある 
とさ 

• レーダーセンサーシステムを停止し 
たとさ 

• 助手席ドアまたはいずれかの U アド 
アが開いている状態で、発進させる 
ためにクルーズコント □ー ルレ バー 
を手前に引し、たとさ 


デイスト□ニック-プラスび解除され 
ると、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに" デ'イス阳こックアラス オフ" と約5秒間 
表示されます。 


デイスト□ニック 
とさのヒント 


プラスで走行ずる 


一般的な注意事項 

特にま意び必要な、道路と交通の特定 
の状況を LU 下に記載していまず。この 
よ5な状況下では、必要に応じてブ 
レーキペダルを踏んでください。デイ 
スト □ニック- プラスび解除されまず。 

力ーブでの走力ーブに入るときや 
カーブを巧けるとを 



カーブでは、ディスト□ニック-プラ 
スの機能び制限されまず。車両び予期 
せずに ブレーキを 効かせに0、 ブレー 
キび遅れることびありまず。 


車両びス1」ップしたとさ 


B を邸 S 恒掛 
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自車の進路か5左またはちにかしずれ横幅の狭い車両び前方を走す5している 
た位置に車両び走行しているとを とを 



デイスト□こツク■プラスは、自車の 
進行方向から左またはちにずれて走行 
している車両を検知でさないことがあ 
りまず。先行車との距離が非常に短< 
なることがありまず。 

自車の進路に車両び割り込んで < る 
とさ 



ディスト□ニック-プラスは割り込ん 
で<る車両を検知でさないことがあ 
りまず。この車両との距離が非常に短 
<なることがありまず。 



デイスト□こック-プラスは、車線の 
端を走行している横幅の狭い車両を 
検知でさないことがありまず。先行車 
との距離が非常に短<なることがあ 
りまず。 


自車の進路に障害物や停車車両がある 
とを 



ディスト□ニック-プラスは、障害物 
や停車車両に対して自動ブレーキを作 
動させません。例えば、自車が追従し 
ていた先行車がカーブを曲がり、障害 
物や停車車両が現れたとさは、ディス 
卜□ニック-プラスはこれらに巧して 
自動ブレーキを作動させません。 


■を邸昼冊 
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車両び横切つたとを 



デイスト□ニック-プラスは、誤って 
自車の車線を横切る車両を検知するこ 
とびありまず。交差点でデイスト □ 
ニック-プラスを作動させているとさ 
は、意図せずに自車び発進ずることび 
ありまず。 


ホールド 機能 _ 

坂道での発進や信号待ちをしていると 
をなどに、車び前進まには後退ずるこ 
とを防ぐ機能でず。ブレーキペダルを 
踏み続けた0、パーキングブレーキを 
効かせな<てを、通雷の路面で、停車 
した状態を維持でさまず。 


A 警告 

• 積雪路面や凍結路面、極端な急勾 
配の道路などタイヤが路面をグ 
リップしない状況では、停車した 
状態を維持でさません。ホールド 
機能を使用しないでください。 

• ホールド機能使用時の安全確保や 
危険回避については運転者に全責 
任があります。 

• エンジンを停止すると量や駐車す 
るとさ、車から離れるときは、必 
ずパーキングブレーキを効かせ、 
シフトポジションを [ E にして< 
ださい。 

• ホール ド機能はパーキング ブレー 

キに代わるちのではありません。 

絶対にパーキングブレーキとして 

使用しないでくださし、。 

• ホールド機能が作動している状態 
で車から降りないで<ださい。他 
の乗員がペダルなどに触れること 
によ0車が動さ出ずおそれがあり 
まず。 

• ホールド機能は、車外から、また 
は運転者し U 外の同乗者が操作した 
り解除しないでください。 


A 警告 

ホールド機能が作動しているときは、 
車にブレーキがかけられていまず。 
洗車機に入れるとさやけん引などで 
車を動かすときは、ホールド機能を 
解除して < ださい。 
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ホールド機能の作動条件 


ぶールド機能は、 Li (下のとさに作動さ 

せることがでさまず。 

• 停車しているとさ 

• エンジンがかかっているとさ、ま 
たは ECO スター ト/ストップ* 
によりエンジンが自動的に停止し 
ているとさ 

• 運転席ドアを閉じているとき（運転 
席の乗員がシートベルトを着用して 
いるとさは、運転席ドアが開いてい 
るとさち作動しまず。） 

• パーキングブレーキが解除されてい 
るとさ 

• ボンネットの□ックが解除されてい 
ないとさ 

• シフトポジションが HE、 rm 
EE のいずれかのとさ 

シフトポジションが EE のときは、 
トランクが閉じている必要があり 
ます。 

• デイスト□こック-プラス*が解 
除されているとさ 

ホールド機能を作動させる 


► ホールド機能の作動の条件を確認し 
ます。 

► ブレーキペダルを意識的に素早<深 
く踏み込みます。 



^ー ターパ ネルに ホール ド機能表示灯 
①が表示されまず。 

表示されないとさは、ブレーキペダル 
をかし戻して、再度意識的に素早<深 
<踏み込みまず。 

ぶー ルド機能が作動し、 ブレーキ ぺダ 
ルから足を放してち停車したままにな 
りまず。 

ホールド機能を解除ずる 


UTF のいずれかの操作をずると、ホー 
ルド機能は解除され、一夕ーパネ 
ルのぶールド機能表示口©が消灯し 
ます。 

-シフトポジションが CE または 
EE で、アクセルペダルを踏んだ 
とさ 

-シフトポジションを [ E にしたとさ 
-ブレーキペダルを再度踏んだとさ 
-パーキングブレーキを効かせたとさ 

• デイスト□ニック-プラス*を作 
動させたとさ 

〇ホールド機能を解除したときは、 
車の動をに十分ま意してください。 

〇パーキングブレーキを効かせて 
ホールド機能を解除したとさは、シ 
フトポジションを [ PJ にして確実 
に停車してください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







248 


走行装備 


H シフトポジションを [ PJ にして 
ホールド機能を解除したときは、 
ノてーキングブレーキを効かせるかブ 
レーキペダルを踏んで、確実に停車 
して < ださい。 

〇 ホールド機能を作動させたままに 
すると、ブレーキシステムへの負 
荷を軽減するにめに、自動的にホー 
ルド機能び解除され、パーキングブ 
レーキび効さまず。 

〇 ホールド機能び解除されると、ブ 
レーキペダルび手前に戻りまず。 

〇ホールド機能は、け下のいずれ 
かの操作を行なったとさを解除さ 
れます。 

• ボンネットの□ックを解除した 
とさ 

• シフトポジションび EE のとさ 
に、トランクを開いたとを 

これらのとさは自動的にパーキング 
ブレーキび効さまずび、シフトポジ 
ションを [ Pj にして確実に停車し 
て < ださい。 

• エンジンを停止したとさ 

• 運転席の乗員がシートベルトを 
着用していない状態で運転席ド 
アを開いたとさ 

これらのとさは自動的にパーキング 
ブレーキが効さ、シフトポジション 
が [ E になりまず。 


A 警告 

し^下のとさは、ホールド機能が解除さ 
れ、車が動さだすおそれがあります。 

• アクセルペダルを踏んだとさや、 
ブレーキ ペダルを再度踏んだとさ 
• システムまたは電力供給に異常 
(バッテリーあがりなど）がある 
とさ 

• エンジンルームの電気システムや 
ヒューズなどが変更されたと量 
• バッテリーの接続が断たれたとき 
車から離れるとさや駐車ずるときは、 
ホールド機能を解除し、車が動を出 
さないよラにしてくださし、。 


AIR マティックサスペンション* 

車高の自動調整 

車高を自動的に調整ずることにより、 
燃料消費と走行安定性を向上させまず。 

車高は(下のよ5に自動的に調整され 
ます。 

4 MAT に Lim : 

-標準車高レベル 
• 高い車高レベル 

標準車高レベルから約 30 mm 車高が 
上が0まず。 

• 低い車高レベル 

標準車高レベルから約 20 mm 車高が 
下が0まず。 
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4MATIC : 

-標準車高レベル 

サスペンションモードがコンフ オー 
トモードのとさは、スポーツモード 
から約1日 mm 車高が上がりまず。 

• 局い車局レベル 

サスペンションモードがコンフ オー 
トモードのとさは、標準車高レベル 
から約 30mm 車高が上がりまず。 
スポーツモードのとさは、標準車高 
レベルから約 40mm 車高が上がり 
ます。 

-低い車高レベル 

サスペンションモードがコンフ オー 
トモードのとさは、標準車高レベル 
から約 20mm 車高が下がリます。 
スポーツモードのとさは、標準車高 
レベルから約 10mm 車高が下がり 
ます。 

標準車高レベルと高い車高レベルは手 
動で選択でさまず。 

低い車高レベルは自動的に調整され 
ます。 

m 下の状況になると、車高が下がり 
ます。 

- 4MAT に iU がは、走行速度が約 
1 日日 km/h 政上になったとき 

- 4MAT には、走行速度が約 80km/ 
hiiLL になったとさ 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


車高の手動調藝 


悪路を走行ずるとさや、スノーチェー 
ンを装着して走行するとさは、車高を 
上げることがでさまず。 

エンジンがかかっているとさに操作で 
さまず。 

エンジンを停止してち、選択した車高 
レベルは記憶されまず。 



車高を上げる 

► 車高調整スイッチのを押しまず。 
スイツチの表示灯®が点灯しまず。 


車高を元に戻ず 

►再度、車高調整スイッチ©を押し 
9 〇 

スイッチの表示灯®が消灯しまず。 
標準の車高レベルに戻りまず。 

車高を上げたとさは、 Li (下の状況にな 
ると、車高が下がりまず。 

-走行速度が約 120 km/h を超えた 
とさ 

-約 80 km/haU 上の速度で約3分間 
走ネ子したとさ 


I 
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上記の速度域を超えずに走行した 
とさは、高い車高レベルが維持さ 
れます。 

ぷ上記は、車両の機能の説巧です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

A 警告 

車高調整スイッチを操作するときは、 
ホイール八ウスの近くや車の下に人 
がいないことを確認してください。 
車高が変化するとをに、身体を挟む 
おそれがあ0まず。 

Q 安全のため、車高の調整は停車中 
に行なってくだ'さし、。 

Q 連続して車高の調整を行なわない 
で<ださい。ポンプの保護機能によ 
0、作動が停止ずることがありまず。 

〇 車高を上げているとさは、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに "車 
高があがります" と表示されまず。 

サスペンションの自動制御 


アダプテイブ-ダンピング-システム 
( ADS ) が、ダンパーとヴスペンショ 
ンを自動的に制御しまず。 

サスペンション制御は、 liTF のちのに 
応じて各輪ごとに行なわれまず。 

-運転者の運転スタイル 
• 路面の凹凸などの状況 


ヴスペンシヨンモードの手動選択 


サスペンションの特性を、スポーツ 
モー ドと コン フ オートモー ドに切り替 
えることがでさまず。 



〇 エンジンを停止してち、設定した 
車高は記憶されまず。 


スポーツモードにずる 

スポーツモー ドではサスペンション制 
御が固<なり、ステア U ング操作時の 
路面追従性が向上しまず。カーブが連 
続する道路などを走行するとさに、ス 
ポーツモー ドにして<ださい。 

►エンジンがかかっているとさに、ヴ 
スペンションモード選択スイッチ 
のを押して、スイッチの表示口® 
を点口させます。 

マルチフアンクションディスプレイ 
に 数秒間 "AIRMATIC SPORT " と表 
示されます。 

コンフオートモードにずる 

コンフオートモードでは、快適性を重 
視したサスペンション制御になりま 
す。直線の多い道路や高速道路を走行 
するとさ、より快適性を向上させたい 
とさに、コンフオートモードにして< 
ださい。 
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►エンジンびかかっているとさに、サ 
スペンションモード選択スイッチ 
のを押して、スイッチの表示灯⑤ 
を消灯させまず。 

マルチフアンクションディスフレ 
イに数秒間 "AIRMATIC COMFORT " 
と表示されます。 


ABC* 

ABC (アクティブ.ボディ.コント□一 
ル）は、走行速度や路面状況、運転ス 
タイルなどに応じてサスペンションを 
自動的に制御し、走行ま定性を高める 
装置です。 

車高の自動調壁 


車高は走行速度に応じて自動的に調整 
ごれます。 

走行速度び上びると、車高び最大約 
15 mm 下びり、走行ま定性の向上と 
燃料消費の軽減を図りまず。 

走行速度び下びると、手動で設定され 
ている車高に戻りまず。 

A 警告 

S 63 AMG および S 65 AMG は、エ 
ンジンを停止すると車高が自動的に 
下がりまず。 

エンジンを停止するとさは、ホイー 
ル八ウスの近<や車の下に人がいた 
り物がないことを確認してください。 
身体や物が挟まれるおそれがあ0ま 
す。また、車体の下方に十分な空間 
があることを確認してください。 


Q S 63 AMG および S 65 AMG は、 
エンジンを停止ずると車高が約 
1日 mm 下がりまず。駐車ずるとさ 
は、車の下や周りに縁石や突起物な 
どがないことを確認して<ださい。 
車高が下がったとさに接触し、車を 
損傷するおそれがありまず。 

車高の手動調整 


悪路を走行ずるとさや、スノー チェー 
ンを装着して走行ずるとさは、車高を 
上げることがでさまず。 

エンジンがかかっているとさに操作で 
さまず。 



車高を上げる 

► 車高調整スイッチのを押しまず。 
スイッチの表示灯®が点灯しまず。 
車高が上が0まず。 

車高を元に戻ず 

►再度、車高調整スイッチ©を押し 
9 〇 

スイツチの表示灯®が消灯しまず。 
標準の車高に戻りまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


I 
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A 警告 

車高調整スイッチを操作するときは、 
ホイール八ウスの近くや車の下に人 
がいないことを確認してください。 
車高が変化するとさに、身体を挟む 
おそれがあ0まず。 

Q 安全のため、車高の調整は停車中 
に行なってください。 

[ I 連続して車高の調整を行なわない 
でください。ポンプの巧護機能によ 
り、作動び停止ずることびありまず。 

〇 エンジンを停止してを、選択した 
車高レベルは記憶されまず。 

〇 エンジンルーム内の温度び極端に 
上びると、車高び自動的に上下ずる 
ことびありまずび、走行を開始ずる 
と、車高は正常に戻りまず。 

ヴスペンションの自動制御 

ABC は、(下のような状況に応じて各 

輪ごとにサスペンションを自動的に制 

御し、走行ま定性や快適性を高めます。 

• 運転をの運転スタイル 

• 路面の凹凸などの状況 

-柔車人数や積載荷物の量 


ヴスペンションモードの手動選択 

サスペンションの特性を、スポーツ 
モードとコンフオートモードに切り替 
えることびでさまず。 



〇 エンジンを停止してを、設定した 
車高は記憶されまず。 

スポーツ モー ドにずる 

スポーツモードではサスペンション制 
御び固くなり、ステア U ング操作時の 
路面追従性び向上しまず。カーブび連 
続する道路などを走行ずるとさに、ス 
ポーツモードにして<ださい。 

► エンジンびかかっているとさに、サ 
スペンションモード選択スイツチ 
のを押して、スイッチの表示灯⑤ 
を点灯させます。 

マルチフアンクションディスプ 
レイに数秒間 "ABC Active Body 
Control SPORT " と表示されまず。 
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コンフオートモードにずる 

コンフオートモードでは、快適性を重 
視したヴスペンション制御になりま 
す。直線の多い道路や高速道路を走行 
するとさ、より快適性を向上させたい 
とさに、コンフオートモードにして< 
ださい。 

►エンジンがかかっているとさに、ヴ 
スペンションモード選択スイッチ 
のを押して、スイッチの表示口® 
を消灯させまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
に数秒間 "ABC Active Body Control 
COMFORT " と表示されまず。 


4MATIC* 


4 MAT には、滑りやずい路面での発進 
時や加速時の走行安定性を向上させ、 
車両操縦性を確保しよ5とする4輪駆 
動システムでず。 

A 警告 

4 MATIC はスピードの出しずざなど 
の無謀な運転から事故のを険性を低 
減ずるをのではありません。 

車輪が空転した場をは、似下の操作 
を行なってください。 

• 発進するとさは、アクセルペダル 
を必要し U 上に踏み込まないでくだ 
さし、。 

• 走行中はアクセルペダルをゆる故 
て< ださい。 

• 路面と交通状況に合わせて運転し 
て<ださい。 


H 前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないで<ださい。駆 
動装置などを損傷するおそれがあり 
ます。このような場合での損傷は、 
保証の対象がになりまず。けん引を 
行なラ場合は、ずべての車輪を接地 
させるか、ずべての車輪を持ち上げ 
て < ださい。 

©雪道 や凍結路などでは、ウィン 
タータイヤや、必要に応じてスノー 
チ エーンを装着ずる ことにより、 
4 MAT にの効果を最大限に発揮ずる 
ことびでをまず。 


パークト□ニック* 

A 警告 

パークト□ニックは運転者を支援ず 
るシステムです。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。 


A 警告 

周囲に人や動物びいないことを確認 
してくださし、。 

パークト□ニックは、超音波センサー 
による電モ式駐車補助システムでず。 
車両と障害物との距離を視覚的、聴覚 
的におしまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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パークト□ニックは、じ(下のときに自 
動的に作動しまず。 

• イグニッション位置び2のとさ 

• シフトポジションび CE 、 HE 、 
rm のいずれかのとさ 

• パーキングブレーキび解除されてい 
るとさ 

パークト□ニックは、走行速度び約 
1 8 km/h LU 下のときに作動しまず。 
走行速度び約 18 km/hLi (上になると 
作動を停止します。 

フ□ン h バンパーの6個のセンサーと 
1」アノ（ンノ く一の4個のセンサーび障害 
物などを感知しまず。 

〇 シフトポジションび CE か HE 
のとをは、パーキングブレーキび効 
し、ているときにを作動しまず。 


パークト□ニックセンヴー 



①センサー（フ□ントバンバー） 


H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、ホ 
色インジケーターだけび点灯し、約 
20秒後にパークト□ニックび停止 
します。センサーに損傷をちえない 
よラま意して、定期的に清掃してく 
ださい（[>383ページ）。 


センサーの感知節囲 



横方向から見た感知範囲 



いが:•:" 


上方向わ、ら見た感知範囲 

フ□ントバンパー側 

センサー感知節囲 
センター部約1日 Ocm 〜 20 cm 
コーナー部約 60 cm 〜 20 cm 

リアバンパー側 

センサー感知節囲 
センター部約1 20 cm 〜 20 cm 
コーナー部約 80 cm 〜 20 cm 
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P バンパーから約 20 cm LU 内にある 
障害物は感知でさません。 

P センサーの周辺にアクセサリーな 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックが正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
がありまず。 

U 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分ミ主意して< 
ださい。これらが至近距離内にある 
とき、状況によっては、センサーが 
これらを感知せず、車や物を損傷ず 
るおそれがあ0ます。 

P センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあり 
ます。 

P 不整化などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正しく機能 
しないことびありまず。 

P 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正甫に作動しないこ 
とびありまず。 

P 温度や湿度び高いとさや超音波や 
ほ周波を発生させる機器び車のお 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 

P 路面び平坦でないとさは、パーク 
卜□ニックは正常に作動しなし、こ 
とびありまず。 


インジケーター/ 作動表示な 

フ□ントのインジケーターはメーター 
パネル巧に、1」アのインジケーターは 
ルーフ後方にありまず。 


フ□ント 

のを側インジケーター 
③ち側インジケーター 
⑤作動表示な 



1」ァ 

のを側インジケーター 
⑤ち側インジケーター 
④作動表示な 

フ□ント、 U アとをにち側インジケー 
ター③ は車のち側を、左側インジケー 
ターのは車の左側を感知した状況を 
まします。 

ノ（ンノ（一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点灯数でおし 
ます。 
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センサー感知節囲に障害物び入った 
と走 

センサー感知範囲（[>254ページ）に 
障害物び入ると、黄色インジケーター 
び1個点灯しまず。 

障害物とのお離び短<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離び近くなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
お離に近くなると、黄色インジケー 
ター5つに加えて1個目のホ色イン 
ジケーターび点灯し、警告音び断続的 
に約3秒間鳴りまず。 

最短感知距離（約 20 cm ) になると、 
上記のインジケーターに加えて2個目 
の赤色インジケーターび点灯し、警告 
音び連続的に約3秒間鳴0まず。 

パークト□ニックの作動 


パークト□ニックは、シフトポジシヨ 
ンに応じて、し U 下のように作動しまず。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

曲 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯⑤び点 
灯します。 

1 R II N 1 

フ□ントと U アのセ 
ンサーが作動し、フ 
□ントとリアの作動 
表示口®④が点灯し 
ます。 


田 

パークト□ニックは 
作動しません。 


〇イ グニッシヨン位置を2にずると、 
U アの作動表示灯とずべてのインジ 
ケーターび一瞬点灯しまず。 


パークト□ニックの機能の解除 



①パークト□ニックオフスイッチ 
③表示な 


パークト□ニックの機能を解除でさ 
9 〇 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさに、 
パークト□ニックオフスイッチ© 
を押しまず。 

スイッチの表示灯⑤び点灯しまず。 

パークト□ニックを作動させる 

►パークト□ニックオフスイッチ© 
を押しまず。 

スイッチの表示灯⑤び消灯しまず。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止してち、：欠 
にイグニッシヨン位置を2にしたと 
さ、パークト□ニックは自動的に作 
動します。 
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パーク ト □ニックの トラブル 


トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックのパークト□ニックの故障のため、機能び解除されている。 

赤色インジケーター ► トラブルび続くよラであれば、方ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で 
だけび点むして約2 パークト□ニックの点検を憂けてください。 

秒間警告音び鳴り、 

約20秒後にパークト 
□ニックの機能び解 
除され、パークト〇 
ニックオフスイッチ 
の表示なび点灯した。 

パークト□ニックのパークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

ホ色インジケーター ►パークト□ニックセンサーを清掃してください（[>383ページ）。 

だけび点むし、約20 ►再度、イグニッション位置を2にしてください。 

秒横にパークトロ 

ニックの機能び解除外部の胃波が^胃がの干渉などにぶ C 、 機能び解除されてし)る。 

された。 ►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください（1>2日6ペー 

ジ）。 
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パーキングアシストリアビューカ 
メラ _ 

パーキングアシスト U アビューカ ラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムでず。 

A 警告 

車の周辺に人や動物がいないことを確 
認して < ださい。 

A 警告 

パーキングアシスト U アビューカ 
ラは運転の補助を行なラ装備です。状 
況によっては、障害物が歪んで表示 
されたり、正し<表示されなかった 
0、全く表示されないおそれがあり 
ます。パーキングアシスト U アビュー 
力^ラは、運転者の不注意を補ラち 
のではありません。似下のをのは、 
パーキングアシストリアビューカ 
ラに表示されないことがあります。 

• U アバンパーのすぐおくにあるをの 

• U アバンパーの下ちにあるもの 
• トランクのおくにあるをの 
パーキングアシストリアビューカ 
ラ使用時の安全確保や危険回避につ 
いては、運転者に全責任があります。 
パーキングアシストリアビューカ 
ラを使用する隙を、常に車両の周囲 
にミ主意を払ってください。 

絶対に C 0 MAND ディスプレイの映 
像だけを見て後退や車庫入れなどを 
しないでください。必ず自分の目や 
S ラーで後方や周囲の安全を直接確 
認してください。 


A 警告 

じ(下のときは、パーキングアシスト 
リアビューカメラが正常に作動しな 
かったり、機能が制限されるおそれ 
があ0ます。 

• トランクが完全に閉じていないとさ 
• 激しい雨や雪が降っているとさや 
霧のとさ 

• 夜間や暗い場所にいるとさ 
• 力方ラにへッドライトや日光の反 
射などの強い光が直接当たったと 
さ（映像に白い縦線が入ることが 
ありまず） 

• 董光灯の下で使用するとさ（映像 
にちらつさが出ることがお0ます） 

• 急激な温度変化があったとさ（寒 
冷時に暖房されたガレージに入っ 
たとさやカメラに冷水や温水がか 
かったとさなど） 

• カメラがミちれていたり、付着物が 
おるとさ 

. 車の後部を損傷したとさ 

車の後部を損傷したときは、メル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で力;>< ラ位置の点検と調整を行 
なって < ださい。 

上記のよラな場合は、パーキングアシ 
スト U アビューカ分ラを使用して後 
退操作を行なわないで< ださい。人 
や他の車、障害物に衝突したり、事 
故につながるおそれがあります。 
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〇必ず指定されにサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
m 外のホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずおそれ 
びありまず。 

〇カメラの周囲に強い衝撃をちえな 
いでください。故障の原因になり 
ます。 

〇柔員人数や荷物の積載量びを<車 
両びミ尤み込んだ0傾いた0している 
場合は、画面に表示されているガイ 
ドラインに誤差び生じまず。必ず自 
分の目や云ラーで後方や周囲の安全 
を直接確認してください。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさは、メルセ 
デス-ベンツ指定ヴービスエ場にお 
たずね < ださし、。 

〇 (下のよ5な場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

-積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤびス1」ップしやずいとを 

-あ道やカーブなどの平坦または 
直線でない道路 


カメラの位置 


カメラのはトランク八ンドルの横に 
装備されています。 



©カメラ 


COMAND ディスプレイの映像 



後退駐車の映像 

①予想進路ガイドライン（黄色） 

感 4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤1 . Om ガイドライン（黄色） 

④0.25 m ガイドライン（赤色） 

COMAND ディスプレイに映し出ごれ 
る映像は、 ルーム S ラー やドア云 ラー 
で見るのと同じ左ち反転させに鏡像と 
なりまず。 
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A 警告 

ま全のため、ガイドラインの色の識 
別び困難なちは、バーキングアシス 
卜1」アビューカメラを使用しないで 
ください。 

Q 後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、デイスフ 
レイの映像では実際よりを遠くにあ 
るように見えまず。ガイドラインだ 
けでお離を判断せず、必ず周囲の状 
況を直接確認してください。 

〇障害物に向ひって後退していると 
きは、障害物び 0.25m ガイドライ 
ン®を越えないよ5にま意してく 
ださい。障害物によっては、 0.25m 
ガイドライン④まで後退ずるし U 前 
に衝突ずるおそれびありまず。 

[I ステア U ングをまわしなびら後退 
するとをは、車のフ□ント部び他の 
車や障害物に接触しないよラにミ主意 
して < ださい。 

〇路面に接していない障害物や上方 
の空間にある障害物はガイドライン 
内になくてを接触ずる可能性びあり 
ます。十分にミ主意して < ださし、。 

〇 トランクが開いているとさにシフ 
トポジシヨンを EE にしたとさや、 
パーキングアシスト U アビューカ 
ラが作動しているときにトランクを 
開いたとさは、パーキングアシスト 
リアビューカ ラは作動しません。 
このときは COMAND デイスプレ 
イに" トランクが開いていまずガ 
イドでさません" と数秒間表示され 
ます。 


0 シフトポジションを EE から 
EE にしたとさは、数秒間パーキ 
ングアシスト U アビユーカラの 
映像が COMAND ディスプレイに 
表示されます。 

〇 パーキングアシスト1」アビ ユー 
カメラを作動させているとをに、 
COMAND システムの化の機能を作 
動させると、パーキングアシスト 
1」アビューカメラの映像び中断さ 
れまず。 

後退駐車モード 


駐車場の駐車スペース I こ後退ずるとさ 
などに補助をずるモードでず。 



ステア I 」ングをまわしていないとさ 

①予想進路ガイドライン（黄色） 

③ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（赤色） 

0.25 m ④、 1.0 m ®、 4.0 m ⑤のガイ 
ドラインは、それぞれ車の後端からの 
およその距離を示しまず。 

予想進路ガイドラインのは、車び後 
退ずるとさの予想進路を示しまず。 
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ステア IJ ングをまねさないで、まつず 
ぐ後退駐車ずる 


ステア IJ ングをまねして U るとさ 

⑤直進ガイドライン（青色） 

® 予想進路ガイドライン（黄色） 

直進ガイドライン⑤は、ステアリン 
グび直進状態で車び後退ずるとさの進 
路を示します。 

予想進路ガイドライン®は、そのと 
さのステア U ングの角度で車び後退ず 
るとをの予想進路を示します。 

後退駐車モードにずる 

► COMAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを CE にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 

► — j び表 TJX されていないとさ 
は 、 nJ を選択して 

コント □ーラーを 押しまず®。 

後退駐車時のガイドラインび表おさ 
れます。 

〇"戻る" を選択して 

ント □ーラーを 押ずと®、 パー キ 
ングアシスト U アビユーカメラの映 
像び消え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト U アビユーカメ 
ラの映像を再度表示ごせるには、シ 
フトポジションを CE じ(外にして、 
再度 W にしまず。 



① COMAND ディスプレイの表示例 
⑤①び表示されているとさの自車位置 

►周囲にま意しなびら、まっすぐ後退 
します。 

〇ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などびな 
し、ことをお認してください。 

ステア U ングをまわしなび5、後退駐 
車ずる 


©皮 饭 @ 



の COMAND ディスプレイの表お例 
⑤①び表示されているとさの自車位置 
⑤直進ガイドライン（青色） 

④予想進路ガイドライン（黄色） 

► 予想進路ガイドライン④び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステア 
U ングをまわしなびら、ま意して後 
退しまず。 


I 
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►直進ガイドライン⑤び、駐車し 
よラとしているスペースと平行に 
なったら、ステア U ングを直進位置 
に戻して、後退してください。 

P ガイドライン巧およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などびな 
いことを確認してください。 

〇ステア U ングをまわして予想進路 
ガイドライン④の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン内に障害 
物び入ってしま5場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
には駐車しないでください。 

縦列駐車モード 


路上の駐車スペースなどに縦列駐車ず 
るとをに、画面表示と音声案巧で後退 
操作を浦助するモードでず。 


縦列駐車ずる 



⑤駐車スペース前方の駐車車両 
⑤駐車スペース 

► 駐車スペース前方の駐車車両⑤か 
ら約1 m 間隔を空けて平行に、駐車 
車両⑤の前端から自車び約半分ほ 
ど前に出た位置で、停車しまず。 

ステアリングは直進状態にしまず。 


〇 駐車スペース⑤の前方に駐車車 
両びないとさは、後退駐車モードで 
，駐車ずることをお勧めしまず。 

► COMAND システムをオンにしまず。 

► シフトポジションを HE にしまず。 

►—'' び表术されていなし、と 
さは、占:ゾ■なを選択して i @ J . 
•◎*、 コント□ーラーを押しまず®。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像と、縦列駐車時のガイドラインび 
表示されます。 

〇"戻る" を選択して • ◎、コ 
ント□ーラーを押ずと®、パーキ 
ングアシスト1」アビユーカメラの 
映像び消え、元の画面に戻りまず。 
パーキングアシスト U アビユーカ 
メラの映像を再度表示させるには、 
シフトポジションを CE じ(外にし 
て、再度 HE にしまず。 


@ 帥日 



⑤駐車スペース前ちの駐車車両 
④垂直ガイドライン 

► 垂直ガイドライン④び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両⑤の後端に合ラ 
までステア U ングをまわさずに後退 
しまず。 

► 垂直ガイドライン④び駐車車両の 
後端に合ったら、停車しまず。 
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U 垂直ガイドライン④び駐車車両 
⑤の後端から外れていると、正し 
し、位置に駐車でさません。 



⑤駐車位置ガイドライン 


停車すると、数秒後に駐車位置ガイド 
ライン⑤び表示されまず。 



fiO 




0 


④垂直ガイドライン 
® 駐車位置ガイドライン（道路側) 
⑦駐車位置ガイドライン（縁石側) 


► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）©び駐車車両の夕 
イヤの接地面に接ずるまで、ステア 
1」ングをまわしまず。 

また 、このとき駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）①び、駐車スペース 
の前後の車両や道路の縁石、場や電 
せなど道路脇の障害物にかかってい 
ないことを確認してください。 


〇駐車位置ガイドライン（道路側） 
©び駐車車両のタイヤ部分に交 
わってし''ると、正しし''位置に駐車ず 
ることがでさません。 

〇駐車位置ガイドライン（縁石側） 
①び正しい位置に合っていること 
を確認してください。正しい位置に 
合わせないまま後退ずると、駐車車 
両や障害物に衝突ずるおそれびあ0 
ます。 

〇ステア U ングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）©の位置 
を調整してを、駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）①巧に駐車車両や障 
害物び入ってしまう場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
には駐車しないでください。 

〇 ステア1」ングをまわしずざたとさ 
は" ガイドでさませんステアリング 
を戻してください" と表示されまず。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）@ 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
1」ングはそのままで、ゆっくりと後 
退しまず。 

後退をはじめると、画面から垂直ガ 
イドライン④、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）®、駐車位置ガイド 
ライン（縁石側）⑦び消えまず。 

〇 周囲のま全を確認しなびら、ゆっ 
<り後退して < ださい。 
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OiU 下のとさはガイドが中止され 
ます。 

-シフトポジションを EE がの 
位置にしたとさ 

- "戻る"、 または nJ を選択 
したとさ 

- COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

-ステアリングを操作したとき 

〇後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してくだごい。特に車の 
フ□ント部び人や他の車、障害物 
などに衝突しないよ5にま意して 
<ださい。 

〇後退をはじめた後は、ステアリン 
グをまわごないで< ださい。ステア 
1」ングをまねずとガイドび中止され、 
COMAND ディスプレイに" ガイドで 
さません II または" ガイドでさませ 
んステア U ングびずれました" と表 
示されます。 

〇 ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおしてくだ 
さい。 


。 

目 


® ステア U ング角度ガイドライン 


ゆっくり後退をはじめると、ステ 
アリング角度ガイドライン④び表 
示されます。 

► 縁石などの駐車スペースの縁に、ス 
テア U ング角度ガイドライン④び 
合5までステア U ングをまわさない 
で、そのままゆっくり後退しまず。 

► ステアリ ング角度ガイドライン④び 
正しい位置に合ったら、停車しまず。 

► ステア U ングを反対方向にいっぱい 
までまわしまず。 

直進ガイドライン③と予想進路ガ 
イドライン®び表示されまず。 



® 直進ガイドライン（青色） 

⑩予想進路ガイドライン（黄色) 


►直進ガイドライン®び縁石など 
の駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 

〇後退ずるとさはおず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないよ5にま意してください。 

►車び、駐車しよラとしているスペー 
スと平行になったら、ステアリング 
を直進位置に戻しまず。 

D ステア U ング操作は、必ず停車し 
た状態で行なってください。 
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パーキンクアシスト U アビューカメラ 
の起動設定 


A ’ー キンクアシストリアビユーカメラ 
の音声ガイド設定 



イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

ステア1」ングスイッチの 3] また 
は CB を押して、 "アシスト" を選択し 
ます。 

丘 □ を押して、" リアピユ-力 巧 " を選 
おします。 

两 を押しまず。 

画面に "リア ピユ-が ラ" と表示されまず。 
两 を押しまず。 

設定内容び変更されまず。 


表示 

作動内容 

R シフ川寺 
自動起動 

シフトポジションを 
CE にずると、パーキ 
ングアシスト1」アビュー 
カメラの映像び自動的に 
表示ごれます。 

オフ 

パーキングアシスト U 
アビューカメラの映像 
は表示されません。 


パーキングアシスト1」アビユーカメラ 
の音声ガイドをオフにでさまず。 

► イヴ'ニッシヨン位置を1か2にしまず。 

► ステア1」ングスイッチの 3] また 
は CB を押して、" アシスト" を選択し 
まず。 

► ra を押して、" リアヒ ''2 -が ラ "を選 
おします。 

► 区のを押しまず。 

画面に "リァ ピュ-が ラ'' と表示されまず。 
► 丘！!を押しまず。 

画面に" リアヒ ''2- カメラホ''イスカ''イタ'' ンス" 
と表示されます。 

► 区。を押しまず。 

設定内容び変更されまず。 


〇 工場出荷時は " R シフト時自動起動" 
に設定されていまず。 

〇イグ ニッシヨン位置を0にしてを、 
設定内容は記憶されていまず。 


表示 

作動内容 

オン 

音声ガイドが行なわれ 
ます。 

オフ 

音声ガイドは行なわれ 
ません。 
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266 


走行装備 


©パーキング アシスト U アビューカ 
メラの起動設定をオフにしている 
とさは、音声ガイドの設定はでさ 
ません。 

〇 音声ガイドの音量は、ステアリン 
グスイツチの r^i —し またはファ 
ンクシヨンスイツチの音量調整ダイ 
ヤル（>8日ページ）で調整でさまず。 


アテンションアシスト* 

アテンションアシストは、高速道路や 
幅の広い道路を走行するとさなど、長 
時間にわたる単調な運転を行なって 
いるとさに運転者を補助ずるシステ 
ムです。 

アテンションアシストは、約 80 km/h 
〜約 180 km/h で走行しているとき 
に作動しまず。運転者の運転スタイ 
ルや運転時間などから、運転者が疲 
労していたり、注意力が低下してい 
ると思われるとさに警告を行ない、 
休憩を促します。 

ぷ上記は、車両の機能の説巧でず。公道を走行 
ずる際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


A 警告 

アテンションアシストは、お<まで 
運転者の補助のみを行なラをのであ 
0、疲労やま意力低下にとをなラ車 
両の操作に対する警告が遅れたり、 
まったく警告が行なわれないことが 
ありまず。また、十分な休憩を取り、 
集中力を持つ運転者の代わりになる 
をのではあ0ません。 

疲労により、危険な状況の認知が非 
常に遅れたり、また、状況の判断を 
誤ったり、反応が遅れることがあり 
まず。運転前や運転中は疲労してい 
ないことを確認してください。運転 
が長時間にわたるとさは、適時かつ 
定期的に休憩を取って<ださい。危 
険を認知することができず、事故を 
起こずなど運転者や他の人がけがを 
ずるおそれがお0まず。 

アテンションアシストは、 LiTF のよう 

な状況を考慮して、運転者の疲労やま 

意力低下を判断しまず。 

• ステアリング操作などの運転スタ 
ィル 

• 時刻や運転時間などの運転状況 

1；(下のようなときは、アテンションア 

シストの機能が制限され、警告が遅れ 

たり、警告がまった<行なわれないこ 

とがありまず。 

• 大さな凹凸や巧があるなど、道路状 
況が悪いとさ 

• 横風が強いとさ 

• スピードを出してカーブを巧がって 
いるとさや急加速で運転していると 
さなど、非常にスポーティな運転を 
行なってし^るとき 
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•約8日 km/h (下や約1 80 km/h \iX 
上の速度で走行していることが多い 
とさ 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

• COMAND システムを操作している 
とさや COMAND システムの電話 
機能で通話しているとさ 

• 車線を変えたり走行速度を変える 
など、絶えず運転状況に変化があ 
るとさ 

アテンションアシストの設定と解除 


アテンシヨンアシストの設定と解除は 
マルチフアンクシヨンディスプレイで 
行ないまず（[>217ページ）。 



アテンションアシストが設定されてい 
るとさは、マルチフアンクションディ 
スプレイにアテンションアシストイン 
ジケーターのが表示されます。 


アテンションアシストの警告 

アテンションアシストが設定されてい 
てち、運転を開始してから約20分 
内は警告は行なわれません。 

警告が行なわれると断続的な警告音と 
とちに、マルチフアンクションディス 
プレイに" アテンションアシスト休憩 
してください" と表示されまず。 

このとさは 

►必要であれば、化憩を取りまず。 

► 应のを押しまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
の^ツセージが消えます。 

長時間の運転では、適切な化息をずる 
ために、適時かつ定期的な休憩を設け 
てください。休憩ずることな<運転を 
続けたとさは、運転者の運転パターン 
や運転時間などから、約1日分経過政 
降に再度警告を行ないまず。 

下の操作を行な5と、アテンション 
アシストは U セツトされまず。 

• エンジンを停止したとさ 

• 運転を交代したりイ木顧を取るなど 
で、運転者がシートベルトをがして、 
運転席ドアを開いたとさ 
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ナイトビューアシストプラス* 

ナイトビューアシストプラスは、赤が 
線を利用して、通常のへッドライトと 
同じよラに道路上を照射しまず。 

フ□ントウインドウにある力ラが赤 
外線の反射光を映像化して、マルチ 
フアンクションディスプレイに白黒表 
示で映し出します。 

また、歩行者検知機能が作動している 
とさは、歩行者の周囲にフレームが表 
示され、強調して表示されます。 

A 警告 

ナイトビューアシストプラスは、あく 
まで運転操作を補助ずるためのをの 
であ0、運転者のま意についての責 
任を軽減させるをのではありません。 
運転者はナイトビューアシストプラ 
スの映像に頼るのではなく、フ□ン 
トウインドウを通して周囲の交通状 
況にミ主意してください。ナイトビュー 
アシストプラス作動時の安全確保や 
危険回避については、運転者に全責 
任がありまず。 

し U 下のとさは、システムの作動に影 
響を与えたり、システムが作動しな 
し、ことがありまず。 

• 降雪時や降雨時、霧やル雨のとさ 
など視界が悪いとさ 
• フ□ントウインドウがミちれていた 
り、曇っているとき、または力 
ラ付近にステッカーなどが貼付さ 
れているとさ 

• カーブや上り坂、下り坂を走行し 
ているとさ 


対向車のへッドライトからの光は、 
C 0 MAND ディスプレイに表示される 
ナイトビューアシストプラスの映像 
に影響を与えることはありません。对 
向車がいるために、へッドライトを下 
向さで点口しているとさち同様でず。 
このことにより、道路状況や障害物な 
どを、適時確認ずることがでさまず。 

A 警告 

ナイトビューアシストプラスは、車 
の直前にある物は検知しません。運 
乾するとさは、周囲の交通状況を直 
接確認してください。また、周囲に 
人や動物がいないことを確認してく 
ださい。 

〇 赤が線は人の目には見えないた 
め、ナイトビューアシストプラスを 
作動させていてち对向車を隘惑させ 
ることはありません。 

ナイトビユーアシストプラスカメラの 
位置 



①ナイトビューアシストプラスカ方ラ 

ナイトビ ューア シストプラスカ；><ラ 
①はフ□ントウインドウ上部にあり 
ます。 


B を邸 S 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ナイトビューアシストプラスの作動 



左八ンドル車 


《ち八ンドル車のナイトビューアシストプラ 
ススイッチは、ライトスイッチのち側にあり 
ます。 

ナイトビューアシストプラスを作動さ 
せる 

ナイトビュ…アシストプラスは、下 
の条件がずベて満たされたとさに作動 
します。 

• 周囲が暗いとさ 
• イグニッション位置が2のとき 

-ライトスイッチが。 n または W 
でへッドライトが点口しているとき 

• シフトポジションが HE がの 
とさ 

► ナイトビ ューア シストプラススイッ 
チのを上または下に操作しまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
にナイトビユーアシストプラスの映 
像が表示されまず。 


Q 赤外線は走行速度が約 lOkm/h 
1；( 上になると照射されまず。走行速 
度が約 lOkm / hLU 下のときも画像 
は表示されまずが、赤が線が照射さ 
れてし''るとさの画像に比べると暗< 
なりまず。 

ナイトビューアシストプラスを停止 

ずる 

►再度、ナイトビューアシストプラス 
スイッチ©を上または下に操作し 
まず。 

〇 周囲が明るいとさにナイトビュー 
アシストプラススイッチを操作ずる 
と、マルチフアンクションディスプ 
レイに" ナイトピュ-アシスト使用は暗い場 
合のみ" と表示されまず。 

〇 周囲が暗く、へッドライトが点打 
していないとさにナイトビューアシ 
ストプラススイッチを操作ずると、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に "ナイ化''ュ-アシストライト確実に点灯" 
と表示されます。 

〇 シフトポジションび HE のとさ 
にナイトビ ューア シストフラスス 
イッチを操作ずると、マルチフアン 
クションディスプレイに" ナイトピュ- 
アシスト R レンシ''じ(外にシフト" と表示され 
ます。 


■を邸昼冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイの 
映像 



①ナイトビューアシストプラスの映像 
⑤検巧された歩行者 
⑤検知された歩巧者を囲むフレーム 

④ 歩行者検巧機能インジケーター 

⑤ ス ピー ド メーター 

ナイトビ ューア シストプラスを作動ご 
せると、スピードメーター⑤はマル 
チフアンクシヨンディスプレイ下部に 
目盛りで表示されまず。 

歩巧ち検知機能 

シルエットなどの特徴により、システ 
ムび歩行をを検知しまず。 

歩行ち検知機能は(下のとさに作動し 
ます。 

• ナイトビューアシストプラスび作動 
しているとを 

• 走行速度び約10 km/h (上のとき 

• 街路灯びない郊外を走行ずるとさな 
ど、周囲び非常に暗いとき 


歩行を検知機能び作動ずると、歩行を 
検知機能インジケーター④び表おさ 
れます。歩行者び検知されると、歩行 
をはフレームで囲まれまず。このとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イの映像ではなく、フ□ントウインド 
ウ越しに、直接前方の状況を確認して 
ください。マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイの映像では、障害物や歩行を 
までの距離を正確に把握ずることはで 
きません。 

A 警告 

1；^下のよラな状況下では、歩行者が 
正常に検知されなかったり、まった 
く検知されないことがありまず。 

• 歩行者の身体の一部または全部が 
駐車車両などに隠れているとさ 
-強い光の反射などで、デイスプレ 
イの映像が不完全なとさ 
• 歩行者が周囲の背景などに溶け込 
んでいるとさ 

• 座っていたり、かがんでいる、ま 
たは横たわっているなど、歩行者 
が立っていない状態のとさ 

〇 ナイトビ ユーア シストプラスの歩 
行者検知機能では、動物を検知ずる 
ことはでさません。 


B を邸 e 恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイの 
明るさを調整ずる 



左八ンドル車 


► ナイトビューアシストプラスを作動 
させます。 

► ーターパネル照度調整ノブのを 
左ちにまわしまず。 

フ□ントウインドウの量りや巧れ 

ナイトビ ューア シストプラスカラ前 
方■のフ□ントウインドウの内側または 
外側が曇っていたりミちれていると、ナ 
イトビューアシストプラスの映像が不 
鮮 日月にな 0まず。 

フ□ントウインドウの量りを取る 

► エアコンディショナーの設定を確 
認し、カメラのカパーを開さまず。 

フ□ントウインドウ内側のミちれを取る 

►力^ラのカバーを開いて、フ□ン 
トウインドウを清掃しまず。 

ナイトビ ューア シストプラスカ^ラの 
清掃については （0385 ぺージ）をご 
覧< ださい。 


■を邸 i 冊 
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ナイトビ ユーア シストブラスのトラブル 


トラブル 


ナイトビューアシス 
トプラスを作動させ 
たとさに画質び鮮明 
でない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ワイパーに付着物びある。 

► ワイパーブレードを交換してください。 

洗車機で洗車した横など、フ□ントウインドウに付着物びある。 
► フ□ントウインドウを清掃してください。 

カメラ部分のフ□ントウインドウに損傷びある。 

► フ□ントウインドウを交換してください。 

フ□ントウインドウの内側び量っている。 

► フ□ントウインドウ内側の量りを取ってください。 

フ□ントウインドウび凍結している。 

► フ□ントウインドウを解凍してください。 

フ□ントウインドウの内側び巧れている。 

► フ□ントウインドウの内側を清掃してください。 


B を邸6恒冊 
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アクティブブラインドスポットア 
シスト* 


A 警告 

電波望遠鏡施設の周辺では、レーダー 
センサーシステムは自動的に停止し 
ます。 


重要な安全事項 


アクティブブラインドスポットアシス 
卜は、レーダーセンサーシステムを使 
用して、車両後方約 3 m までの側方 
の範囲を モこターし ます。ドア 三 ラー 
の警告口に よって、モニターし ている 
範囲で検知された車両に運転者のま意 
を喚起します。車線変更するために巧 
応する方向指示灯を作動させると、衝 
突に対ずる警告灯および警告音による 
警告を行ないまず。後側方の障害物と 
の衝突の危険性が検知されると、修正 
のためのブレーキが衝突回避を補助し 
ます。進路修正ブレーキの適用を補助 
するために、アクティブブラインドス 
ポットアシストは前方のレーダーセン 
ヴー システムち使用しまず。アクティ 
ブブラインドスポットアシストは約 
30 km/h 上の速度で運転者を補助 
します。 


A 警告 

アクティブブラインドスポットアシ 
ストは補助のみを行なラものであり、 
車両や障害物を正しく、またはまっ 
たく検知しないことがありまず。 

し U 下のとさはシステムが影響を受け 
たり、機能しないことがあります。 

• 雪や雨、霧や小雨などで視界が悪 
いとさ 

• リアやフ□ントのセンサーがミちれ 
ているとさ 

アクティブブラインドスポッ h アシ 
ストは、オートバイや自転車のよラ 
な幅の狭い車両を検知しなかったり、 
非常に遅れて検知することがあ0ま 
す。至近距離で追い越して死角に入っ 
た車両を検知することはでさません。 

アクティブブラインドスポッ h アシ 
ストは道路や交通状況を検知でさま 
せん。運転者の責任やま意を軽減さ 
せるをのではありません。車両の速 
度やタイ S ングに含ったブレーキ操 
作、適切なステアリング操作の責任 
は運転者にありまず。常に、運転ス 
タイルを実隙の道路や天候状況に合 
わせて<ださい。常に交通状況や周 
囲の状況にま意してください。適切 
に危険を認識ずることがでさず、事 
故の原因になったり、運転者や他の 
人がけがをするおそれがあります。 

レーダーセンサーシステムは電波望遠 
鏡施設の周辺では自動的に停止しまず。 

運転中にアクティブブラインドスポッ 
トアシストが運転者を補助ずるために 
は、レーダーセンサーシステムがオン 
になっていて、作動していなければな 
りません。 


■を邸昼冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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モニター節囲 


アクティブブラインドスポットアシス 
卜は図に示ずよ5に、車両後方約 3 m 
までの側方の範囲をモニターしまず。 
このにめに、アクティブブラインドス 
ポットアシストは U アバン パーのレー 
ダーセンサーを使用しまず。 



A 警告 

アクティブブラインドスポットアシ 
ストは、車両近辺の特定の範囲をモ 
ニターします。高まで近づいて通り 
過ぎていく車両は検知されません。 
警告なおよび警告音による警告は発 
せられず、進路を修正ずるためにシ 
ステムび車両にブレーキを効かせる 
ことはしません。 

車線の幅び非常に広いとさは、降0 
の車線の幅すべてを モニターし なし、 
ことびありまず。このため降りの車 
線の車両び特にずれた位置を走行し 
ている場合は、その車両び検巧され 
ないことびあります。これは、車両 
び自車からかな D 離れた車線の外端 
部を走行している場合などです。 

常に交通状況や周囲にミ主意してくだ 
さい。適切に危険を認識ずることび 
でさず、事故の原因になった0、運 
転ちや他の人びけびをずるおそれび 
あります。 


車線び狭い場合、特に車両び車線の中 
央を走行していない場合は、自車の2 
車線隣りの車両を検知ずることびあり 
ます。これは、車線の自車寄りに車両 
びいる場合などでず。 

m 下は、システムの特性に起因ずるち 
のです。 

• ガードレールや類似の連続している 
車線境界物のお<を走行していると 
さに、誤って警告び発せられること 
びありまず。 

• トラックのよ5に特に長い車両の脇 
を長い間走行しているとさに、警告 
び中断されることびありまず。 


B を邸6恒化 
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2つのアクティブブラインドスポット 
アシストのレーダーセンヴーがそれぞ 
れフ□ントと U アのバンパーに内蔵さ 
れています。ラジェーターグ U ルの力 
ノ（一の裏にちレーダーセンサーがあ0 
ます。センサーとその周辺に、ミちれ、 
氷、または泥がないことを確認して< 
ださい。リアセンサーが自転車用ラッ 
ク、または突き出た荷物などによって 
覆われないよ5にして<ださい。強い 
衝撃を受けたり、パンパーに損傷を与 
えたときは、^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場でレーダーセンサーの機 
能を点検して<ださい。アクティブブ 
ラインドスポットアシストが正しく作 
動しないことがありまず。 


表示灯と警告表示 



© 黄色表示灯/赤色警告灯 


アクティブブラインドスポットアシス 
卜が設定されているとさ、ドア S ラー 
の表示灯のは、約 30 km/h (下の速 
度では黄色に点灯しまず。約 30 km / 
hiU 上の速度では表示灯は消え、アク 
テイブブラインドスポットアシストが 
作動巧能にな0まず。 


〇 レーダーセンサーシステムが自動 
的に停止したときは、ドアミラーの 
表示灯が黄色に点灯したままになり 
9 〇 

約 30 km/h 政上の速度でアクティブ 
ブラインドスポットアシストのモこ 
ター範囲内に車両が検知されると、対 
応ずる側の警告灯のが赤色に点灯し 
まず。この警告は後方から、または側 
方から車両がブラインドスポットのモ 
こター範囲に入ったときに常に行なわ 
れまず。遅い車両を追い越ずとさは、 
速度差が約1 2 km/h 下の車両のみ 
が警告の对象になりまず。 

黄色の表示灯は U ノ（ースギアになると 
消灯しまず。アクティブブラインドス 
ポットアシストは作動しな<なりまず。 

表示灯/警告灯の明るさは周囲の日月 
るさによって自動的に調整されまず。 

A 警告 

アクティブプラインドスポットアシス 
卜は約3日 km / h し^下の速度では作動 
しません。ドア S ラーの表示灯は黄色 
に点灯しまず。モニター範囲にある車 
両の検知状況は表示されません。 

常に交通状況や周囲にま意して<だ 
さい。適切に危険を認識ずることが 
でさず、事故の原因になったり、運 
転者や他の人がけがをするおそれが 
あります。 


I 
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表示灯および警告音による衝突警告 

側ちのモニター範囲内で車両が検知さ 
れ、対応する側の方向指示口を作動さ 
せると、衝突警告が発せられまず。警 
告音が聞こえ、赤色の警告灯のが点 
滅します。方向指示灯を作動させたま 
まのとさは、車両の検知はホ色の警告 
口©の点滅によりおされまず。警告 
音はそれ政上鳴りません。 

進路修正 ブレーキの 適用 

アクティブブラインドスポットアシス 
卜がモこター範囲で側方衝突の危険性 
を検知すると、進路修正ブレーキの適 
用が行なわれまず。これは、運転者の 
衝突回避を補助するために設計されて 
し、ます。 

進路修正ブレーキの適用は、 30 km/h 
から200 km / h の範囲で行なわれまず。 

《上記は車両の機能の説明でず。公道を走行ず 
る際は、必ず法定速度や制限速度を遵守して 
<ださい。 

進路修正ブレーキの適用が行なわれる 
と、ドア三ラーの赤色の警告灯のが点 
滅し、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに m 下のイラストが表示されまず。 



A 警告 

アクティブブラインドスポットアシス 
卜は、運転を補助ずるためだけに設計 
されています。運転者のミ主意について 
の責任を軽減させるものではありま 
せん。状況によっては、衝突を防ぐた 
めにはシステムによる自動ブレーキで 
は不十分な場含があ0まず。そのよラ 
な場をは、運転者自身でステアリング 
操作、ブレーキ操作、またはアクセル 
操作を行なラ必要がありまず。 
ごくまれに、システムが誤って周辺 
にあるガードレール、または類似の 
車線境界物との衝突の危険を検知し、 
自動ブレーキを作動させることがあ 
0まず。 

アクティブブラインドスポットアシス 
卜は、すべての交通状況と車両など 
を検知ずるわけではありません。他の 
車両が障害物などとの側方距離が十分 
であることを常に確認してください。 
ステア U ングを反対方向に軽く操作ず 
る、または加速すると、不適切なブレー 
キの適用を中断でさます。 

車両の速度、適切なステアリング操 
作およびタイ S ングに合ったブレー 
キ操作の責任は運転者にあります。 
常に、運転スタイルを実隙の道路や 
天候状況にをわせてください。常に 
交通状況や周囲にま意してください。 
適切に危険を認識ずることができず、 
事故の原因になったり、運転者や他 
の人がけがをずるおそれがあります。 
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し U 下のとさは、進路修正ブレーキの適 

用はかしだけ行なわれるか、または 

まったく行なわれません。 

• 車両の両側に車両やガードレールな 
どの障害物びあるとさ 

• 側方ずぐのところに車両び接近して 
し、るとを 

• 高い速度で カーブを 巧びるス ポー 
ティな運転を行なってし''るとさ 

• 日月おにブレーキ操作またはアクセル 
操作を行なっているとさ 

• ESP ® または PRE - SAFE ® ブレーキ 
のよラな走行ま全装備び介入してし、 
るとさ 

• ESP ® の機能び解除されているとき 

• タイヤ空気圧のほ下やタイヤの不具 
合び検知されたとさ 

アクティブブラインドスポットアシス 

卜を設定ずる 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で、レーダーセンサーシステムび 
設定されていることを確認しまず 
([>226ぺージ)。 

► アクティブブラインドスポットアシ 
ストを設定しまず0218ページ）。 

アクティブブラインドスポッ h アシ 
ストび設定されているとさは、イグ 
ニッシヨン位置をに 2 したとさに、 
ドアミラーの警告灯のび約1 .5 秒 
間ホ色に点灯し、黄色に変わりまず。 


アクティブレーンキーピングアシ 
スト* 


重要なを全事項 


アクティブレーンキーピングアシス 
卜は、フ□ントウインドウ上部のカメ 
ラにより車両前方の範囲をモニター 
します。アクティブレーンキーピン 
グアシストは路面の車線マークを検知 
し、運転をび意図せずに車線を外れそ 
ラになったとさに警告を行ないまず。 
運転をび警告に反応しないとさは、車 
線修正ブレーキの適用により、車両を 
元の車線内に戻そラとしまず。 



①アクティブレーンキーピングアシスト 


カメラ 

アクティブレーンキーピングアシスト 
は速度び約 60 km/h (上のときに作 
動します。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

アクティブレーンキーピングアシス 
卜は、車両を車線内に維持させるも 
のではあ0ません。補助のみを行な 
ラをのであり、路面の車線マークを 
正確に検知でさなかったり、まった 
く検知でさないことがありまず。 

し U 下のとさは、システムの作動に影 
響を与えたり、機能しないことがあ 
0まず。 

• ひとつの車線に複数のマークが 
あった 0、 マークがないとさ 
• 道路の照明が不十分だったり、雪 
传雨、霧やル雨のとさなどで視界 
が悪いとさ 

• 対向車、太陽、他の車両の反射な 
どで隘惑があるとさ 

• フ□ントウインドウがミちれていた 
り、曇っているとき、または力 
ラ付近にステッカーなどが貼付さ 
れて覆われているとさ 
• 車線マークが摩耗していたり、黒 
ずんでいるとさ、またはミちれや雪 
などに覆われているとさ 
. 前方の車両との距離が短すざて、 
車線マークを検知でさないとを 
• 工事の周辺などで、路面の車線マー 
クが不鮮明なとさ 

• 車線の分流や交差、合流などで車 
線マークが急に変わるとを 
• 道路が狭いとさや巧がっているとさ 


アクティブレーンキーピングアシス 
卜は、道路や交通状況を検知ずるこ 
とはでさません。安全運転の代わり 
になるものではありません。車両の 
速度、タイミングに合ったブレーキ、 
適切なステア U ングの責任は運転者 
にあります。常に、運転スタイルを 
実際の道路や天候状況に含わせてく 
ださい。常に交通状況や周囲にミ主意 
して<ださい。適切にち険を認識す 
ることができず、事故の原因になっ 
た0、運転者や他の人がけがをずる 
おそれがお0ます。 


ステアリングホイールの振動による警告 

警告は、前輪が車線マークを越えたと 
さに行なわれまず。警告は、ステアリ 
ングぶイールを断続的に最大1 .5 秒間 
振動させることにより行なわれまず。 

車線マークを越えたとさに必要かつ適 
切なタイ三ングで警告を行なラため、 
システムは状況を認識し、下のよう 
に警告を行ないまず。 

下のとさは、振動による警告が早め 
に行われまず。 

• カーブの 外側の車線 マークに 接近し 
たとさ 

• 高速道路などの車線が広い道路の 
とさ 

• システムが切れ目のない車線マーク 
を認識しているとさ 

下のとさは、振動による警告が遅め 
に行なわれまず。 

• 道路が狭い車線のとさ 

• カーブの 内側の車線 マークを 越えた 
とさ 
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liTF のとさは警告は行なわれません。 

• 明確に、かつ意図的にステアリング 
操作やブレーキ操作、加速操作をし 
たとさ 

• さついカーブで車線ラインを越えた 
とさ 

• A 巨 S 、 巨 AS または ESP ® などの走 
行安全装備が介入したとさ 

• 方■向指お灯を点滅させたとさ 

このとさは、一定時間警告が停止ず 
ることがありまず。 

車線修正 ブレーキの 適用 


特定の状況下で車線をがれたとさ、車 
両の片側に軽<ブレーキが効さまず。 
これは、車両を元の車線内に戻そラと 
するちのです。 

この機能は、6日 km / h 〜2日日 km/h 
の間で行なわれまず。 

《上記は車両の機能の説明でず。公道を走行す 
る際は、必ず法定速度や制限速度を遵守して 
<ださい。 

車線修正ブレーキの適用は、システム 
が認識でさる車線マークを越えて走 
行した後にのみ行なわれまず。これよ 
0前に、ステア U ングホイールの断続 
的な振動による警告が必ず行なわれ 
ます。加えて、両側に車線マークがあ 
る車線であることが認識されていなけ 
ればなりません。ブレーキの適用によ 
り、走行速度がわずかに下がりまず。 


車線修正ブレーキの適用が行われた 
ときは、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに U (下のイラストが表示され 
ます。 



〇 なの車線修正ブレーキの適用は、 
車両が元の車線に戻った後にのみ、 
行なわれまず。 


I 
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A 警告 

アクティブレーンキーピングアシス 
卜は、車両を車線内に維持させるわの 
ではありません。運転の補助を行な 
ラためのみに設計されています。運 
転者のミ主意についての責任を軽減さ 
せるものではありません。修正ブレー 
キが常に、車両を元の車線に戻ずた 
めに十分なものであるわけではあり 
ません。そのよラなとさは、車線か 
ら出ないたがに、運転者自身が車両 
のステアリング操作を行なわなけれ 
ばな0ません。 

アクティブレーンキーピングアシス 
卜は、そのとさの交通状況や他の車 
両などは検知できません。自車と他 
の車両や障害物などとの間に、側面 
方向の十分な距離があることを常に 
確認してください。ごくまれに、破 
線のラインや道路表面にある特定の 
障害物が、システムに切れ目のない 
車線マークと検知されることがあり 
ます。切れ目のない車線マークを意 
図的に越えたいとさなどは、反対ち 
向に軽くステアリング操作を行なラ 
ことにより、不適切なブレーキ操作 
を中断させることがでさまず。 
アクティブレーンキーピングアシス 
卜は、天候状況は考慮しません。 
車両の速度、適切なステア U ング操 
作、タイ S ングに合ったブレーキ操 
作の責任は運転者にありまず。常に、 
運転スタイルを実際の道路や天候状 
況にをわせてください。常に交通状 
況や周囲にミ主意してください。適切 
に危険を認識することびでさず、事 
故の原因になったり、運転者や他の 
人がけがをするおそれがありまず。 


のとさは、車線修正ブレーキの適 

用は行なわれません。 

• 明確、かつ意図的にステア U ング操 
作、ブレーキ操作、または加速を行 
なったとさ 

• 急なカーブで車線ラインを越えた 
とさ 

• 方向指示口を点滅させているとさ 

• ESP ®、 PRE - SAFE ® ブレーキ、アク 
ティブブラインドスポットアシスト 
などの走行安全装備が介入してし^る 
とさ 

• 速い速度でカーブを走行したり、急 
加速を行なラなど、スポーティな走 
行をしているとき 

• ESP ® の機能が解除されているとき 

• シフトポジシヨンが rE がのとさ 

• タイヤ空気圧が低下しているときや 
不具合のあるタイヤが検知されて表 
示されたとさ 

アクティブレーンキーピングアシスト 

は、道路や交通状況を検知しません。 

不適切なブレーキの適用は、(下によ 

0いつでち中断でさまず。 

• 進行方向と反対方向に軽<ステアリ 
ング操作を行なったとさ 

• 方向指お口を点滅させたとさ 

. 明確なブレーキ操作または加速を行 
なったとさ 
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し U 下のとさは、車線修正ブレーキの適 
用び自動的に中断されまず。 

• ESP ®、 PRE - SAFE ® ブレーキ、アク 
テイブブラインドスポッ h アシスト 
などの走行安全装備び介入したとき 

• 車線 マークび 認識されな<なった 
とを 

アクティブレーンキーピングアシス 
卜の設定 



► マルチフアンクシヨンディスフレ 
イを使用して、アクティブレーン 
キーピングアシストを設定しまず 
(021 8ページ）。 

メーター パネルに マーク のび表示 
されます。 

60 km / hl ； ■(上の速度で走行してい 
て、車線マークび検知されたとさ 
は、マークのび緑色に表示されま 
す。アクティブレーンキーピングア 
シストを使用できる準備び整ってい 
ます。 


I 
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エアコン デ イシヨナー 


エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度、日射の強さなどに応じて、 
送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちまず。 

9環境 

• エアコンディショナーの冷媒には、 
新冷媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境を保護するた故、フ□ン 
ガスを大気放出することは法律で 
禁止されていまず。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
が適切に処理されるよラ賓めなけ 
ればなりません。 

• エアコンディショナーの;令媒の補 
充、交換、廃棄などは、おずメル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


A 警告 

エアコンディショナーの設定は、し处 
降の説明に従って正しく行なってく 
ださい。ウインドウび曇りまず。こ 
れによ0交通状況を巧握でさず、事 
故の原因になります。 

〇ボンネットの吸気□び雪や氷で覆 
われないよラにして < ださい。 

〇送風□や車巧の吸排気□び覆われ 
ないよラにして < ださい。 


〇 外気温度び高いとさは、エアコン 
ディシヨナーを作動させる前に換気 
をして < ださい。1」モコン操作で車 
外からドアウインドウと U アドアウ 
インドウ、スライデイングルーフ*、 
パノラミックスライデイングルー 
フ*を開くことびでさまず（[>171 
ページ)。 

〇 ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*び開いていると、設定温 
度を維持でさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンディシヨナーの機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンデイシ ヨナーの フイル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なりまず。フィルター類び目づま 
りを起こしていると送風量び減るこ 
とびありまず。 

〇 エンジンスイッチからキーを巧い 
てから約40分経週ずると、エアコ 
ンデイシヨナーシステムの乾燥のた 
め、約30分間自動的に送風び行な 
われることびありまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 







コント□-ルパネルでの操作 



エアコンデイシヨナーの基本的な操作 
は、センターコンソールのコント□一 
ルノ くネルで行ないまず。 

さらに詳細な設定は、 COMAND シス 
テムで行なし''まず。 


① 

AUTO スイッチ（左側前席） 

③ 

送風温度調整スィッチ(左偵 IJ 前席） 

⑤ 

送風量調整スイッチ（左側前席） 

④ 

デフ□スタースイッチ 

⑤ 

内気循環スイッチ 


オフスイッチ 

⑦ 

余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ 

④ 

U アデフォッガースイッチ 

@ 

送風量調整スイッチ（ち側前席） 

⑩ 

送風温度調整スィッチ拓側前席） 


AUTO スイッチ（ち側前席） 


COMAND システムでの操作 

COMAND システムでは LiTF の操作を 
行な5ことびでさまず。 

• 送風温度の調整0284ぺージ） 

• 送風量の調整（[>286ページ） 

• 送風□の選択 （ C >287 ページ） 

• AC モードの設定/解除 （>288 ぺ一 
ジ） 

• 運転席連動モードの設定/解除 
0294ページ） 

• 足元への送風温度の調整 （0294 
ぺージ） 

• 送風モードの設定 （ D >295 ページ） 

• U アエアコンデイシヨナーの操作* 
(>296 ページ） 



を 

邸 

恒 
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* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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COMAND ディスプレイのエアコン 
ディシヨナー王リア _ 

COMAND ディスプレイのエアコン 
ディシヨナーエリアには、エアコン 
ディシヨナーの作動状況び表示され 
ています。 



@ 

送風温度インジケーター（左側 
前席） 

⑥ 

送風□インジケーター(左側前席） 

⑥ 

送風量インジケーター(左側前席） 

③ 

モー ドインジケーター 

@ 

送風量インジケーター(ち側前席） 

① 

送風□インジケーター(ち側前席） 

貧 

送風温度インジケーター（ち側 
前席） 


通常の使いかた （ AUTO モード） 

エアコンディシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ匹巧を上または下 
に操作しまず。 

AUTO スイッチ应巧の表示灯び点 
灯し、 COMAND ディスプレイの送 
風□インジケーター®©と送風量イ 
ンジケーター©©に " AUTO " と表示 
されます。 


エアコンディショナーび AUTO モー 
ドで作動しまず。 

または 

► オフスイッチ画 S を上または下に 
操作ずるか、 COMAND ディスフレ 
イのエアコンディショナーエ1」アで 
モー ドインジケー ター ③の " off " を 
選択して ◎*、 コント□ーラーを押 
します®。 

エアコンディショナーび停止前の設 
定で作動しまず。 

〇 エアコンディシ ョナーび AUTO 
モードで作動しているとさに、送風 
量や送風□を手動で操作ずると、操 
作した側の AUTO モードび解除さ 
れ、 AUTO スイッチ向可の表示な 
び消灯しまず。 


送風温度の調整 

運転席と助手席、後席または後席左側 
およびち側で、それぞれ異なる温度を 
設定でさまず。 



設定湿度ゾーンのイメージ（1」アエアコンデイ 
シヨナー装備車） 
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〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 

〇 ;ち却水温度びほいとさは、設定し 
た温度の送風び行なわれないことび 
ありまず。 

〇 送風温度の設定を高<、またはほ 
くしてを、送風量び上びるとは限り 
ません。 

コント□-ルパネルでの操作 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整スイッチ居互を上に 
操作しまず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整スイッチを互を下に 
操作します。 

エアコンデイシヨナーび AUTO モー 

ドで作動しているとさは、 設定温度に 

合わせて、送風□の組み合わせと送風 

量、送風温度び自動的に調整されまず。 

Oauto モードのとさ、送風温度調 
整スイッチ居互でほい温度に設 
定すると、状況によりモードインジ 
ケーター③に "MAX COOL on " と表 
示されることびありまず。 


COMAND システムでの操作 



巧 か 


エアコンディショナーエリアで、送 
風温度インジケーター感®を選択し 
て {◎! . *◎*、 コント□—ラーを 


押します®。 



送風温度調整画面が表おされまず。 







送風温度を選択して (©J - 、コ 

ント□ーラーを押しまず®。 


■を邸0直冊 
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送風温度び設定されまず。 

〇 左側前席またはち側前席の送風温 
度を L 0 または HI に設定ずると、 
をラー方の席側を同様の内容に設定 
されます。 

その後、設定した席側の送風温度 
を変更すると、を5—方の席側は 
元の送風温度に戻りまず。を5— 
方の席側の送風温度を変更ずると、 
設定した席側の送風温度び L 0 のと 
きは16でに、 HI のときは28でに 
なりまず。 


エアコンデイシヨナーの停止 

エアコンデイシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ画 E を上まには下に 
操作しまず。 

オフスイッチ画 E の表示灯び点灯 
し、 COMAND デイスプレイのモー 
ドインジケーター③に " off " び表示 
されます。 

再度、オフスイッチを国を上まに 
は下に操作ずると、オフスイッチ 
画 E の表示灯び消灯し、停止前の 
設定で作動します。 


〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じているとさにエア 
コンディショナーを停止ずると、ウ 
インドウび曇りやずくなりまず。 


送風量の調壁 

送風量を手動で調整でさまず。 

コント□—ルパネルでの操作 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイツチ腫 D を上に操 
作しまず。 

COMAND ディスプレイの送風量 
インジケーター⑥运)の数字び増え 
まず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイツチ屈 D を下に操 
作しまず。 

COMAND ディスプレイの送風量 
インジケーター⑥运)の数字び減り 
ます。 


COMAND システムでの操作 



►エアコンディショナーエ U アで、送 
風量インジケーター⑥©を選択し 
て {◎) . *◎•、 コント□— ラーを 
押します®。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 











エアコンデイシヨナー 



送風量調整画面び表示されまず。 



►送風量を選がして 《◎)•»◎* 、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 



送風量び設定されまず。 

〇 左側前席またはち側前席の送風 
量を7に設定すると、ち5—方の 
席側ち7に設定されまず。その後、 
設定した席側のスイッチで送風量を 
変更すると、ち5—ちの席側は元の 
送風量に戻りまず。ちラー方の席側 
のスイッチで送風量を変更すると、 
設定した席側の送風量は6になり 
ます。 


〇 エアコンデイシヨナーび AUTO 
モードで作動しているとさに、送 
風量を手動で調整すると、調整し 
に側の送風量の AUTO モードび解 
除され、 AUTO スイッチ向可の表 
示灯び消灯しまず。再度 、 AUTO 
モードにずるときは、 AUTO スイッ 
チ应巧を操作しまず。 


送風□の選択 _ 

送風□を手動で選択でさまず。 

送風□の選択は COMAND システムで 
行ないまず。 

送風□を選択ずる 



► エアコンデイシヨナーエ U アで送風 
□インジケーター⑥①を選択して 
{◎) . コントローラーを押し 

まず®。 



送風□選択画面び表おされまず。 


を邸 S 恒冊 
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► 送風したい送風口の矢印を表示さ 
せて C © Iv コントロー フーを押し 
ます®。 



選択した送風口に設定されまず。 


送風 □ 主に送風される送風 □ 

インジ 

ケーター 

フ□ントウインドウ送風 
ィ； 口、サイド送風口、ドア 
' ウインドウ送風口 

フ□ントウインドウ送風 
^ • 口、サイド送風口、ドア 
r " ウインドウ送風口、中央 

送風口、中央上部送風口 

> . 中央送風口、中央上部送 
風口、サイド送風口 



送風 □ 

主に送風される送風 □ 

インジ 


ケーター 


一’ 

足元送風 □ 


〇 送風ロインジケーターに複数の矢 
印を表示させると、組み合わせた送 
風口から送風がでさまず。 


〇 送風ロインジケーターの矢印の大 
ささは、各送風口から送風される割 
合を表していまず。 

〇 選択した送風口 がの送風口から 
ち、微量の送風が行なわれることが 
ありまず。 

〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、送風 
口を手動で選択ずると、送風口の 
AUTO モードが解除され、 AUTO ス 
イッチの表示灯が消灯しまず。 

再度、 AUTO モードにずるときは、 
AUTO スイッチを操作しまず。 


AC モード 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
が送風されまず。 

AC モードの設定/解除は COMAND 
システムで行なし''まず。 


B を邸6恒冊 


中央送風口、中央上部送 
風口、サイド送風口、足 
元送風 □ 













エアコンデ- 


A 警告 

AC モードが解除されているときは、 
車内の空気が除湿または冷房されま 
せん。ドアウインドウやスライデイ 
ングルーフ*またはパノラ S ックス 
ライデイングルーフ*が閉じている 
とさに AC モードを解除ずると、ウイ 
ンドウの内側が曇りやすくなり、交 
通状況を把握でさずに事故の原因に 
な0ます。 

〇 除湿/冷房された空気は、エンジ 
ンがかかっているとさに送風され 
ます。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費が向上します。 


AC モー ドを設定/解除ずる 




化■か 
S た 

が 


► サブこ ユーで " ACoff " を選択して 



エアコンデイシヨナーエ U アでモー 
ドインジケーター③を選択して 
コント □ —ラーを押し 

ます®。 


ます®。 


コント□—ラーを押し 




>化■が 
S 至 

'AHUM が 


コント□ーラーを押ずにびに、左側 
のボックスのチェックマークび表示/ 
消去されまず。 

AC モードび解除されているとき 
は、左側のボックスにチェックマー 
クび表示されまず。 



コント□ーラーを左かちに操作し 
ます 


■を邸 i 冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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AC モードが解除されているとさ 
は、モードインジケーター⑩に 
" ACGff " と表示されまず。 

〇 AC モードを解除してち、しばら 
<は除湿/冷房された空気が送風 
される場合がありまず。 

AC モードのトラブル 


COMAND システムで AC モードに設 
定でさないとさは、故障のためエアコ 
ンデイシヨナーの機能が停止してい 
ます。 

► メルセデス.ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


デフ□スターモード 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 

〇 フ□ントウインドウやフ□ントド 
アウインドウの内側び曇っている 
とさは、曇りび取れるまでデフ □ 
スターモードを解除しないでくだ 
さい。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ s を上ま 
には下に操作しまず。 

デフ□スタースイッチ S の表示 
灯び点灯し、 COMAND ディスプ 
レイのモードインジケーター③に 
" 励 "び表示されまず。 


しツ下の内容でエアコンディシヨナーび 
作動しまず。 

• 除湿/を房された空気び送風され 
9 〇 

• 外気温度によっては、送風量び上び 
りまず。 

• 外気温度によっては、送風温度び高 
<なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風□とドアウ 
インドウ送風□、サイド送風□を中 
むに送風されまず。 

〇 サイド送風□び開いていることを 
確認してください0303ページ）。 

• 内気循環モードに設定していたとさ 
は、内気循環モードび解除されまず。 

デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ兩巧 
を上まには下に操作しまず。 

まには 

► COMAND ディスプレイのエアコン 
ディシヨ ナーェ 1」アに表示されてい 
る"^"を選択して ◎*、 コント 
□ーラーを押しまず®。 

デフ□スタースイッチ画3の表示 
灯とモー ドインジケーターの 
び消灯し、元の設定に戻りまず。 

ただし、デフ□スターモードにずる 
前に内気循環モードに設定していた 
とさは内気循環モードび解除され、 
AC モードを解除していたとをは 
AC モードに設定されまず。 

〇 曇りび取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 


B を邸 S 恒掛 







エアコンデイシヨナー 


ウインドウの夕1•側び量るとを 

► ワイパーを作動させまず。 

► AUTO モードに設定しまず0284 
ぺージ)。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 


U アデフォッガー _ 

U アウインドウの曇りを取るとさに使 
用します。 

A 警告 

ウインドウに雪や氷び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こずおそれびあ D ます。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► IJ アデフォッパースイッチ11阿を 
上または下に操作しまず。 

U アデフォッパースイッチ11阿の 
表示灯び点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
閉 を上まには下に操作しまず。 

U アデフォッガースイッチ醒3の 
表示灯び消灯しまず。 

1」アデフォッガーは、一定の時間び経 
週すると自動的に停止しまず。 

〇消費電力び大さいため、曇りび取 
れにら早めに停止してください。 

0 外気温度と走行速度により、1」ア 
デフォッガーが自動的に停止ずるま 
での時間は異なりまず。 


〇 バッテ U —の電圧びほくなると自 
動的に停止しまず。電圧び回復ずる 
と自動的に作動を再開しまず。 

U アデフォッガーのトラブル 

U アデフォッガーび短時間で停止した 
り、使用ずることびできないときは、 
多くの電気装備び使用されているため 
に電圧び低下していまず。 

►読書灯やルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止してください。 

バッテ U —の電圧び回復ずると 、 U 
アデ フオッ ガーは自動的に作動し 
ます。 


内気循環モ~ド _ 

トンネル内など、空気びミちれた場所で 
外気を車内に入れたくないとさなどに 
使用しまず。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

巧気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやスライデイン 
グ>1レーフ*まにはパノラミックスライ 
デイングルーフ*を開閉でさまず。 

A 警告 

外気温度が低いとさは、巧気循環モー 
ドの設定は一時的にとど故てくだ 
さい。ウインドウが曇りやすくなり、 
視界が損なわれ、交通状況を把握す 
ることがでさずに事故の原因になり 
まず。 


■を邸昼冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

ドアウインドウを開閉するとさは、身 
体を挟まれないよラにしてくださし、。 
また、身体や物びドアウインドウに 
触れないよラにしてください。ドア 
ウインドウび作動しているときにド 
アウインドウに引き込まれたり、ド 
アウインドウとドアフレームの間に 
挟まれるおそれびあります。巧まれ 
そラになったときは、ドアウインド 
ウスイッチを反巧の方向に操作して 
<ださい。 

スライディングルーフ*またはバノ 
ラ吉ックスライディングルーフ*を 
開閉するとさは、スライディングルー 
フまたはバノラ吉ックスライディン 
グルーフ*に身体を挟まれないよラ 
にしてください。挟まれそラになった 
ときは、スライデイングルーフスイツ 
チまたはバノラ吉ックスライデイン 
グルーフスイッチを反対のち向に操 
作してください。 


内気循環モードに設定ずる 

►外気導入モードのとさに、内気循環 
スイッチ^を上まには下に操作 
します。 

内気循環スイッチ!^の表示灯び 
点の' しまず。 

または 

►外気導入モードのとさに、ドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
またはパノラミックスライディング 
ルーフ*び閉じはじめるまで、内 
気循環スイッチ^を上または下 
に操作して保持しまず。 


開いているドアウインドウやスライ 
デイングルーフ*またはパノラミツ 
クスライデイングルーフ*び自動 
で閉じまず。 

内気循環スイツチ^の表示灯び 
点灯し、巧気循環モードに設定され 
まず。 


内気循環モードに設定されていてを、 
一定時間び経過ずると(下のよ5に自 
動的に外気導入をはじめまず。 


外気温度が5で下の 
とさ 

約5分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約5分後 

外気温度が5で上の 
とさ 

約30分後 


内気循環モードを解除ずる（夕1•気導入 
モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに、内気循環 
スイッチ^を上または下に操作 
します。 

内気循環スイッチ^の表示灯び 
消灯しまず。 

または 

►内気循環モードのとさに、ドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
まにはパノラミックスライディング 
ルーフ*び開さはじめるまで、巧 
気循環スイッチ^を上または下 
に操作して保持しまず。 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*またはパノラミックスラ 
イディングルーフ*び前回開いてい 
た位置まで自動で開さまず。 


B を邸 S 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 




エアコンデイシヨナー 


内気循環スイツチ^の表示灯び 
消灯し、内気循環モードび解除され 
ます。 

〇 内気循環モードのとさに、 AC モー 
ドを解除ずるかデフ□スターモー 
ドにずると、外気導入モードにな 
りまず。 

〇 内気循環スイツチで閉じたドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
まにはパノラ S ツクスライディング 
ルーフ*を別のスイツチで開いた 
場合、開いたドアウインドウやスラ 
イディングルーフ*またはパノラ 
S ツクスライディングルーフ*を 
巧気循環モードの解除操作と連動し 
て、前回開いていた位置まで開くこ 
とはでさません。 

0 外気温度び非苗に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わる 
ことびありまずび、このとを内気 
循環スイツチの表示灯は点灯しま 
せん。約30分経過ずると、一定の 
割合で外気導入をはじめまず。 


を熱ヒーター • ベンチレーシヨン 

エンジンを停止した後に車内を暖房し 
にり、車内に外気を導入して換気を行 
なラときに使用しまず。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
またはキーを巧いているとさに使用で 
をます。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► を熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
スイッチ国巧を上または下に操作 
し 9 〇 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
スイッチ臣司の表示灯び点灯し 
9 〇 

エンジンを停止ずる前の設定温度や 
外気温度により、送風□や送風温度 
は自動的に調整されまず。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、を熱 ヒーター •ベンチ レー シヨ 
ンスイッチ因互を上まには下に操 
作しまず。 

ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
スイッチ臣司の表示灯び消灯し 
まず。 

LU 下のとさは、ホ熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• イグニッシヨン位置を2にしたとさ 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• バッテ U —の電圧び低下したとを 

〇 を却水温度びほいとさや、外気温 
度び高いとさは、暖気び送風され 
ないことびありまず。 

〇 かない送風量で一定に保たれまず。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。このとをは、中程度 
の送風量にな0まず。 

〇 エンジン停止前の設定温度によ 
り、暖気び送風される時間は異なり 
ます。 


■を邸昼冊 







運転席連動モード 


助手席および後席*のエアコンディ 
シヨナーの設定を運転席と同じ設定に 
でさまず。 

運転席の設定を変更すると、助手席お 
よび後席の設定ち同時に変更されまず。 

運転席連動モードの設定は COMAND 
システムで行なし''まず。 

運転席連動モードを設定/解除ずる 



► エアコンデイシヨナーエ U アでモー 
ドインジケーター®を選択して 
{◎J . *◎•、 コントローラーを押し 
ます®。 



► サブ^ニューで" 運転席連動" を選 
択してコント□—ラー 
を押します®。 



コント□ーラーを押ずたびに、左側の 
ボックスのチ ェッ クマークが 表示/消 
去されます。 

運転席連動モードが設定されている 
とさは、左側のボックスにチェック 
マークが表示されまず。 

〇 助手席や後席の設定を変更したと 
きは、運転席連動モードは自動的に 
解除されます。 

〇 運転席連動モードが設定され 
ているとさは、 U アエアコンデイ 
シヨナーのコント□ールパネルに 
" MONO " が表示されます。 


足元への送風温度の調整 


足元への送風温度を独立して調整でさ 
ます。 


足元暖房の調整は COMAND システム 
で行ないまず。 

〇 設定温度や送風温度レベルによ0、 
冷風が送風されることちありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 






















エアコンデイシヨナー 


足元への送風温度を調壁ずる 



► エアコンデイシヨナーエ1」アでモー 
ドインジケーター®を選択して 
{◎I . コント□—ラーを押し 

ます®。 



► サブメニューで II 足元暖房" を選択 
して {◎}.»◎*、 コント□— ラー 
を押します®。 



► 送風温度レベルを選がして «@1 - 
»◎*、 コント□— ラーを 押しまず®。 


車巧の設定温度を基準にして、一2 
〜+ 2まで設定でをまず。 



足元暖房び設定されまず。 


送風モードの設定 _ 

エアコン デ イシヨナ ーを AUTO モー 
ドで作動ごせにとさの送風のしかたを 
下のように設定でさまず。 

" 集中" 

主に送風されている送風□からの送風 
びさらに強調されまず。 

II 標準" 

標準の設定です。 

" あ散" 

主に送風されている送風 OLU 外の送風 
□からの送風の割合を高めまず。 

送風モードの設定は COMAND システ 
ムで行ないまず。 

〇 車内び非常に高温になっていると 
をは、選択した送風モードび一時的 
に解除されることびありまず。 


■を邸 i 冊 



















送風モードを設定ずる 



送風モードを 3 s 択して V ©! - •©* 
コント□ーラーを押しまず®。 


ん ■! 

な山 ~ n 


ザ 2む 


エアコンデイシヨナーェ IJ アでモー 



I が， 

I が g か 
を>■立 占 

爲ホ 



ドインジケ—夕一③を選択して送風モードが設定されまず。 
{◎I . *◎*、 コント□— ラーを 押し 
ます®。 




現在選択されている送風モードの左側 
には" • II が表示されていまず。 


COMAND システムでのリアェアコ 
ンデイシヨナーの操作* 


► サブ こユーで" 送風調整" を選択 
して1@3.*@*、 コント□— ラー 
を押します®。 


COMAND システムで U アエアコンディ 
ショナーの1；(下の操作を行な5ことが 
でさまず。 

• 作動/停止 

• AUTO モードでの作動 

• AUTO モードの解除 
• 送風温度の調整 

• 送風量の調整 
• 送風口の選択 

〇 リアエアコンディショナーの左 
ちの送風量は独立して調整でさま 
せん。 


を邸 S 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 















エアコンデ- 



リアエアコンデイシヨナーを操作でを 
るげ態にずる 



エアコンデイシヨナーエ1」アでモー 
ドインジケーター ③を 選択して 
コント□— ラーを 押し 

ます®。 

サブメニューび表示されまず。 



"後 席 を 選択して 蜡） • 
コン ト□ー ラーを 押しまず®。 



U アエアコンディショナーび停止し 
ているとさは、 "後 席 WFII と表示され 
ます。 

OCOMAND システムで U アエアコ 
ンディショナーを操作していると 
きは、リアセンターコンソールの 
コント□ールパネルのディスプレ 
イち上に "ん /" が表示されまず。 

このとさは、 U アセンターコンソー 
ルのコント□ールパネルでリアエ 
アコンディショナーを操作でさま 
せん。 

〇 リアエアコンディショナーの LiTF 
の操作は、フ□ントエアコンディ 
ショナーの操作と同様でず。 U ア 
エアコンディショナーを操作でさ 
る状態にして各操作を行なって< 
ださい。 

操作方法は該当ページをご覽<だ 
さい。 

• 送風温度の調整（>284ページ） 

• 送風量の調整 （0286 ページ） 

• 送風口の選択 （^287 ページ） 


を邸6恒冊 


U アエアコンディショナーが作動し 
ているとさはモードインジケーター 
に" 後席" と表示されまず。 
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COMAND システムで U アエアコン 
デイシ ヨナーを 作動させる 



► エアコンディショナーエ1」アでモー 
ドインジケーター③を選択して 
◎ *、 コント□ーラーを押しまず®。 

サブメニューび表示されまず。 



►"後席01\1"を選択して《@) • 
コント□ーラーを押しまず®。 



モードインジケーターに "後席" と表 
示され、1」アエアコンデイシヨナーび 
作動します。 

〇||前 席" を選択ずると、標準画面に 
戻0まず。 


リアエアコンディショナーを AUTO 
モードで作動させる 



け . -J ホ， ー スよ、 


► エアコンディショナーエ U アで U ア 
モードインジケーター@を選択して 
{◎I ■ *◎•、 コント□—ラーを押し 
ます®。 


ヴブメこユーが表示されまず。 



U アエアコンディショナーの 
AUTO モードが解除されていると 
きは、 "後 席 AUTO 解除" の左側 
に" • II が表示されていまず。 

►"後 席 AUTO " を選択して • 
• ©* 、コント□—ラーを押しまず®。 

U アエアコンディショナーが AUTO 
モードで作動しまず。 

AUTO モードを解除ずるときは、 
"後 席 AUTO 解除" を選択して 
1©} . ◎*、 コント□ーラーを押し 
ます®。 


B を邸6恒冊 





















エアコンデ- 


〇 U アエアコンデイシヨナーの送 
風量や送風□を手動で操作ずると、 
AUTO モードは自動的に解除され 
ます。 

リアエアコン デ イシ ヨナーを 停止ず る 



エアコンデイシヨナーエ1」アで1」ア 
モードインジケーター③を選択して 
コント □ーラーを 押し 

ます®。 



► サブメニューで 
おして i@j - 
を押します®。 


フ□ントエアコン デ イシヨナーを 操作 
できる状態にずる 


エアコンデイシヨナーエ U アで U ア 
モードインジケーター⑩を選択して 
{◎J . *©•、 コントローラーを押し 
ます®。 



I 後席 OFF " を選 
コント □ーラー 


► サブ こユーで" 前席" を 選択して 
{◎1.*©、 コント □ーラーを 押し 
ます®。 


■を邸昼册 


エアコンディショナーエ U アび切り替 
ねり、フ□ントのエアコンデイショ 
ナーび操作でさる状態になりまず。 
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u アエアコンデイシヨナー* 

1」アエアコンデイシ ヨナー のコント 
□ールパネルは、1」アセンターコン 
ソールにありまず。 

COMAND システムやフ□ントのコン 
卜□ールパネルで1」アエアコンデイ 
シヨナーを操作できる状態(>296 
ぺージ）のときは、 U アセンターコン 
ソールのコント□ールパネルではリア 
エアコンデイシヨナーを操作でさま 
せん。このとをは、コント□ールパネ 
ルのディスプレイち上に V イ' び表示 
されます。 



1」アセンターコンソールのコント□ールバネル 


①送風温度調整スイッチ（左側） 

③ 送風口選択スイッチ（左側） 

⑤送風量調整スイッチ 

④ モード切替スイッチ 

⑤ 送風口選択スイッチ（ち側） 

® 送風温度調整スイッチ（ち側） 

⑦送風温度インジケーター（左側) 

⑥ 送風ロインジケーター（左側） 

® 送風量インジケーター 

⑩モードインジケーター 
⑩送風ロインジケーター（ち側） 

返)送風温度インジケーター（ち側) 


U アエアコンデイシヨナーを AUTO 
モー ドで作動させる 

► モード切替スイッチ④を上または 
下に操作して、モードインジケー 
夕一®の " AUTO " の左側に "•"を 
表示させます。 

〇 U アエアコンデイシヨナーび停止 
しているとさに、①⑤⑤⑤®のい 
ずれかのスイッチを操作ずると、1」 
アエアコンデイシヨナーび AUTO 
モードで作動しまず。 

U アエアコンデイシヨナーを停止ずる 
ときは、モード切替スイッチ④を上 
に操作して、モードインジケーター 
⑩の " OFF " の左側に" • " を表おさせ 
まず。 

U アエアコンデイシヨナーの AUTO 
モー ドを解除ずる 

► モード切替スイッチ④を下に操作 
して、モードインジケーター®の 
" MAN " の 左側に"* "を表おさせ 
9 〇 

リアエアコンデイシヨナーの 送風温度 
を調壁ずる 

► 送風温度調整スイッチの®を上ま 
には下に操作しまず。 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 


B を邸 S 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 













o 左側またはち側の送風温度を LO 
または HI に設定ずると、ちう一方 
の席の設定を同様の内容に設定され 
ます。 

その後、設定した席側のスイッチで 
送風温度を変更ずると、ちラー方の 
席側は元の送風温度に戻りまず。ち 
ラー方の席側のスイッチで送風温度 
を変更すると、設定した席の送風温 
度が L 0 のときは16でに、 HI のと 
さは28むになりまず。 

U アエアコンデイシヨナーの 送風量を 
調整ずる 

U アエアコンデイシヨナーの 送風量を 
手動で調整でさまず。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ感を上に操作 
します。 

送風量インジケーター®の点灯数 
が増えまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ③を下に操作 
します。 

送風量インジケーター®の点灯数 
が減0まず。 

送風量を手動で調整すると、モード 
インジケーター®の " MAN " の左側 
に" • " が表示されまず。 

〇 左ちの送風量は独立して調整でさ 
ません。 


エアコンデイシヨナー 


リアエアコン デ イシヨナーの 送風 □を 
選択ずる 


U アエアコンデ イシヨナーの 送風 □ 
(0304、305ぺージ）を手動で選択で 
さまず。 


► 送風口選択スイッチ ®® を上また 
は下に操作し、送風ロインジケー 
ター©⑩に送風したい送風口の矢 
印を表おさせまず。 

送風 □ 

主に送風される 

インジケーター 

送風 □ 

ソ 

U ア中央送風口 

U アサイド送風口 

ゾ 

U ア中央送風口 

U アサイド送風口 

U ア足元送風口 

、心 

U ア足元送風口 

U アサイド送風口 


送風□を手動で選択ずると、モード 
インジケーター⑩の " MAN " の左側 
に" • II び表示されまず。 


U アを熱ヒーター-ベンチレーシヨン 

エンジンを停止した後に車内を暖房し 
たり、車内に外気を導入して換気を行 
なラときに使用しまず。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
まにはキーを巧いているとさに使用で 
さまず。 


I 
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リアを 熱ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 
を使用ずる 

► 送風□選択スイッチ⑤を上または 
下に操作しまず。 

モードインジケーター⑩に " AUTO " 
び表示され、ま熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨ ンび作動しまず。 

エンジンを停止ずる前の設定温度や 
が気温度により' 送風□や送風温度 
は自動的に調整されまず。 

リアを 熱ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 
を停止ずる 

►再度、送風□選択スイッチ⑤を上 
または下に操作しまず。 

ディスプレイの表示び消え、ま熱 
ヒ— ター. ベンチ レーシヨ ンび停止 
します。 

余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ンはイ 
グニッシヨン位置を2にしたとさに自 
動的に停止しまず。 

また、 じ(下のとをち自動的に停止ずる 
ことびありまず。 

• 使用を開始してから約30分経過し 
にとさ 

• バッテ1」一の電圧びほ下したとさ 

〇 ;ち却水温度びほいとさや、外気温 
度び高いとさは、暖気び送風され 
ないことびありまず。 

〇 かない送風量で一定に保たれまず。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。このとをは、中程度 
の送風量になりまず。 

〇 エンジン停止前の設定温度によ 
Os 暖気び送風される時間は異な0 
ます。 


送風□の調整 


A 警告 

送風温度を高がに設定してあるとさ 
は、送風口が過熱して高温になるこ 
とがあ0、火傷をずるおそれがあ0 
ます。また、暖気が送風されている 
とさは、送風口に身体をお付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれが 
あります。十分にミ主意してください。 
送風温度を低めに設定してあるとさ 
に送風□に身体をお付けると、しを 
やけなどを起こすおそれがあります 
ので十分にま意してください。 

皮膚の弱い人は、送風□に身体を近付 
けすぎないよラにミ主意してください。 

車がの空気を車内に取り入れるため 
に、 LU 下の点にミ主意して<ださい。 

• ボンネット上部の吸気口が、氷や雪、 
葉などで覆われていないこと 

• 車内の送風口や吸排気口が覆われ 
ていないこと 

〇 送風効率を上げるため、各送風口 
の向きが中央になるよラに調整して 
<ださい。 
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エアコンデイシヨナー 


中央送風 □ /中央上部送風 □ 



①中央上部ち風 □ 

⑤中央送風口（ち側） 

⑤送風口開閉ダイヤル（ち側） 

④ を風口開閉ダイヤル（を側） 

⑤ 中央送風口（左側） 

中巧送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル⑤④を上側に 
まわします。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

中巧送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤④を下側に 
まわします。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下側にまねずと、送風□び閉じまず。 

〇 中央送風□と中央上部送風□の開 
閉ダイヤルは共通でず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまねしてち、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

中巧送風□の風向きを調壁ずる 

► 中央送風□⑤または⑤のノブを 
上下左ちに動かしまず。 


サイド送風 □ 



ち側サイド送風 □ 

①ドアウインドウ送風 □ 

⑤サイド送風口 
⑤送風□開閉ダイヤル 

サイド送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル®を上側にま 
わしまず。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

サイド送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル③を下側にま 
わしまず。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下側にまねずと、送風□び閉じまず。 

サイド送風□の風向きを調舊ずる 

► サイド送風□⑤のノブを上下左ち 
に動かしまず。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてち、送風口を完全 
に閉じることはできません。 

〇 サイド送風口®を閉じてち、ドア 
ウインドウ送風口のを完全に閉じ 
ることはでさません。 


■を邸昼冊 
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グ□-ブボックス送風 □ 



ち八ンドル車 


グ□ーブボックス内に送風ずることび 

でさまず。 

グ□ーブボックス送風□を開く 

►開閉ダイヤルのをまわして、送風 
□を回の位置にしまず。 

グ□ーブボックス送風□を閉じる 

►開閉ダイヤルのをまわして、送風 
□を团の位置にしまず。 

〇 送風量はエアコンディショナーの 
設定に連動しまず。 

〇グ □ーブボックス内には、外気ま 
には;令気び送風されまず。 

〇エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボックス 
内の送風□を閉じて < ださい。 

〇外気温度び高いとさは、グ□ーブ 
ボックス巧の送風□を開さ、エア 
コンディシ ョナーの AC モードを 
設定して<ださい。収納物を損傷 
しにり、ガスライターやボンベな 
どび入っている場合は爆発ずるお 
それびあ0まず。 


IJ ア中央送風 □ 



1」アエアコンデイシヨナー装備車 

①1」ア中央送風口（を側） 

⑤1」ア中央送風口（ち側） 

⑤送風口開閉ダイヤル（ち側） 

④ 1」アエアコンデイシヨナーコント □— 
ルバネル 

⑤ を風□開閉ダイヤル（左側） 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑤⑤をち側に 
まわしまず。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤⑤を左側に 
まわします。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で左側にまわずと、送風□び閉じ 
まず。 

風向きを調壁ずる 

► U ア中央送風□のノブを上下左ちに 
動かしまず。 
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エアコンデ- 



リアサイド送風 □ 



① U アサイドち風 □ 

⑤送風口開閉ダイヤル 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑤をち側にま 
わします。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤を左側にま 
わします。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で左側にまわずと、送風□び閉じ 
ます。 

風向きを調壁ずる 

► U アサイド送風□のノブを上下左ち 
に動かしまず。 


〇フ □ントシートの下に U ア足元送 
風□びありまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で左側にまねしてを、送風□を完全 
に閉じることはでをません。 

〇 U アエアコンディショナー非装備 
車の U ア送風□からの送風量は、巧 
応する前席左ちのエアコンディショ 
ナーの設定に連動しまず。 

〇 U アエアコンディショナー非装備 
車は、フ□ントの送風□から暖気 
を送風しているときを、 U ア中央 
送風□からは暖気び送風されない 
ことびありまず。このとさは、必 
要に応じて U ア中央送風□を閉じ 
て < ださい。 
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スライデイングルーフ 


r ングルーフ * 


A 警告 

スライディングルーフを開閉すると 
さは、身体や物が挟まれないよラに 
ミ主意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチを操作して、スライ 
デイングルーフを開いてください。 


A 警告 

子供が車内からスライ デイングルー 
フを開閉すると、けがをずるおそれ 
があ0ます。子供だけを残して車か 
ら離れないでください。短時間でを、 
車から離れるときは、キーを携帯し 
て < ださい。 


A 警告 

スライディングルーフのガラスは事 
故のとさに割れるおそれがありまず。 
シートベルトを着用していないと、 
車が横転したとさにスライディング 
ルーフの 開口部から車外に投げ出さ 
れて、致命的なけがをするおそれが 
ありまず。乗員全員がシートベルト 
を着用してください。 


P 走行中はスライディングルーフか 
ら身体を出さないで<ださい。けが 
をするおそれがあ0まず。 

Q スライディングルーフの開口部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないで<ださい。ス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフが完全に閉じていることを 
確認してください。 

Q スライディングルーフの開口部か 
ら、角の尖ったちのを出し入れし 
ないでください。スライディング 
ルーフのシール部を損傷ずるおそれ 
がありまず。 

P 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを開< とさは、ルーフ上の水 
や雪などを取り除いて<ださい。車 
内に水や雪などが入るおそれがあ0 
9 〇 

〇スライディングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで< 
ださい。スライディングルーフを損 
傷するおそれびありまず。 

〇 スライディングルーフは、車外か 
ら U モコン操作で開くことびでさ 
ます （01 71ぺージ）。 

〇 スライディングルーフは、車外 
から U モコン操作またはキーレス 
=1一操作で閉じることびでさまず 
(>172ページ）。 

〇 スライディングルーフび自動的に 
作動しているとをに、スイッチを操 
作すると、その位置で停止します。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 PRE - SAFE ⑩ （>46 ページ）び作 
動すると、スライディングルーフは 
わずかに開いた状態まで自動的に閉 
じまず。 

〇 イグニッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
から約5分間は、スライディング 
ルーフを操作でさまず。約5分し U 
内にフ□ントドアを開< と、スライ 
ディングルーフの操作はでさなくな 
りまず。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとを、走行風の影響な 
どで空気の振動を感じる場合は、ス 
ライディングルーフの開度を変える 
かドアウインドウをかし開くと、解 
消ずることびありまず。 

〇 エアコンディショナーの内気循環 
スイッチ(>291ページ）の操作に 
連動して、スライデイングルーフを 
開閉でさます。 


ガラス-スライデイングルーフ * 


スライディング ルーフを 開閉ずる 



①チルトアップする 
⑤開く 

⑤閉じる/チルトダウンする 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 

スライディングルーフを開く 

► スライディングルーフスイッチを 
③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ開さまず。 

サンシエードび閉じている場合は連 
動して開さまず。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、前回開いていた位置まで自動で 
開さまず。 

さらに⑤の方向にいっぱいまで操 
作ずると、自動で全開しまず。 

スライディングルーフを閉じる 

► スライディングルーフスイッチを 
⑤の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ閉じまず。 

⑤の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 

スライディングルーフをチルトアップ 
/チルトダウンずる 

スライディングルーフは、後部をチル 
トアップすることびでさまず。 

チルトアップずる 

► スライディングルーフスイッチを 
© の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

©の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトアップしまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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スライディングルーフ 


チルトダウンずる 

► スライデイングルーフスイッチを 
⑤の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 

⑤の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトダウンしまず。 



スライディングルーフを開くと、連動 
して開をます。 


サンシェードは、スライディングルー 
フび閉じているか、チルトアップし 
ているとをに開閉でさまず。 

サンシェードを開閉ずる 

► グ U ップ①を持って開閉しまず。 

スライディングルーフを開くと、連動 
して開をまず。 

〇スライディングルーフび開いてい 
るとさに、サンシェード⑤とルー 
フ内張りとの間に身体び挟まれない 
よラにミ主意してください。 


レインク□-ズ機能 


スライディングルーフを開いた状態 
で、イグニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを巧い 
にとさは、し U 下のとさにスライディン 
グルーフび自動で閉じ、チルトアップ 
した状態で停止します。 

• 降雨などによりレインセンサーび雨 
滴を感知したとさ 

• 外気温度び極端に高いとを、または 
ほし''とさ 

• 約6時間経過したとさ 
• 電力供給に異甫び発生したとさ 

〇 レインク□ーズ機能でスライディ 
ングルーフび閉じているときに挟み 
込みなどのあ抗を感知したとさは、 
挟み込み防止機能び作動し、スライ 
ディングルーフび停止し、その位置 
からかし開いた状態になりまず。ま 
た、レインク□—ズ機能び解除され 
9 〇 

〇 し U 下のときは、レインク□—ズ機 
能は作動しません。 

• スライディングルーフをチルト 
アップしているとさ 

• スライディングルーフの作動び 
女ちげられたとさ 

• レインセンサーに雨滴びかから 
ないとを 
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挟み込み防止機能 


スライディング ルーフには 挟み込み防 
止機能びありまず。 

A 警告 

強い力でスライディングルーフを閉 
じるとさや、挟み込み防止機能び作 
動しない状態でスライディングルー 
フを閉じるとさは十分を意してくだ 
さい。閉じているスライディングルー 
フに身体び挟まれると、致命的なけ 
びをするおそれびあ0まず。 

スイッチを操作し続けてスライディン 
グルーフを閉じるかチルトダウンし 
ているとさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただち 
に停止し、その位置からかし開きまず。 

ただし、挟み込み防止機能び作動した 
後に再度操作して、挟み込みなどのお 
抗を検知したとさは、より強い力で閉 
じまず。 

さらに、この状態で再度操作して挟み 
込みなどのあ抗を検知したとさは、挟 
み込み防止機能は作動しません。 

自動でスライディングルーフを閉じた 
りチルトダウンしているとを 

挟み込みなどの抵抗びあると、スラ 
イディングルーフはただちに停止し 
て、その位置からかし開さまず。 


スライディン クルー フ①リセット 

スライディングルーフびスムーズに作 
動しないとさや、自動で開閉しないと 
きは、スライディングルーフの U セッ 
卜を行なってくださし、。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

►スイッチを®の方向（[>307ぺ一 
ジ）に軽く操作して、スライディン 
グルーフを完全にチルトアップし、 
そのまま約2秒じし h 保持しまず。 

► スライディング ルーフび 自動で開 
閉することを確認しまず。 

自動で開閉しないとさは、再度 U 
セット作業を行ないまず。 

P スライディングルーフをリセット 
してを、自動で開閉しないときは、 
メルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場に連絡してください。 


パノラミックスライデイングルーフ * 


パノラミックスライデイングルーフを 



①チルトアップする 
⑤開く 
⑤閉じる 
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スライディングルーフ 


イクこッシヨン位置が1か2のとき 
に開閉でさまず。 

開< 

► フ□ントヴンシエードが全開してい 
るときに、パノラミックスライディ 
ングルーフスイッチを®の方向に 
軽 < 操作しまず。 

操作している間だけ開きまず。 

® の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開さます。 

閉じる 

►パノラミックスライディングルー 
フスイッチを®の方向に操作し 
ます。 

操作している間だけ閉じまず。 

感の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 

パノラミックスライディングルーフを 
チルトアップ/チルトダウンずる 

パノラミックスライディングルーフ 
は、後部をチルトアップずることがで 
さます。 

チルトアップずる 

► スイッチを©の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

©の方向にいっぱいまで操作する 
と、自動でチルトアップします。 


チルトダウンずる 

►スイッチを®の方向に操作し 
ます。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 

感の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトダウンしまず。 

H パノラミックスライディン グルー 
フを閉じているとさに身体などが挟 
まれそ5になったとさは、ただちに 
スイッチから手を放して<ださい。 
また、スイッチを操作してパノラ 
ミックスライディングルーフを開い 
て < ださい。 

〇 フ□ントサンシエードが閉じてい 
るときにパノラミックスライディン 
グルーフのチルトアップ操作をする 
と、最初にフ□ントサンシエードが 
開さ、次にパノラミックスライディ 
ングルーフがチルトアップしまず。 

レインク□—ズ機能 


パノラミックスライディングルーフを 
開いた状態で、イグこッシヨン位置 
を0にずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさは、 Li (下のとさにパ 
ノラミックスライディングルーフが自 
動で閉じ、チルトアップした状態で停 
止します。 

. 降雨などによりレインセンサーが雨 
滴を感知したとさ 

• が気温度が極端に高いとさ、または 
低し''とさ 

-約6時間経過したとき 
• 電力供給に異常が発生したとさ 
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OiU 下のとさは、レインク□ーズ機 
能は作動しません。 

• パノラミックスライディング 
ルーフをチルトアップしている 
とさ 

• レインク□ーズ機能でパノラ 
ミックスライディングルーフが 
閉じているとさに挟み込みなど 
の抵抗を感知したとさ 

このとさは、挟み込み防止機能 
が作動し、パノラミックスライ 
ディングルーフが停止し、その 
位置からかし開いた状態になり 
ます。また、レインク□ーズ機 
能が解除されまず。 

• レインセンサーに雨滴がかから 
ないとさ 


電動ヴンシ I ード* 

電動サンシエードにはフ□ントヴン 
シエードと U アヴンシエードがあり、 
それぞれ独立して開閉でさます。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさまず。 

A 警告 

電動サンシエードを閉じるとさは、 
身体や物が挟まれないよラに注意し 
て < ださい。 

挟まれそラになったときは、ただち 
にスイッチから手を放してください。 
さらに、スイッチを操作して、電動 
サンシエードを開いて < ださい。 


Q 電動サンシェードを開いていると 
きに、サンシェードとルーフ内張り 
との間に身体や物が引さ込まれない 
ようにま意してください。 

〇イ グこッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから約日分間は、電動サン 
シェードを操作でさまず。約5分 
じ(内にフ□ントドアを開くと、電 
動サン シてー ドの操作はでさな< 
なりまず。 



①サンシェードを開< 

③サンシェードを開< 

⑤サンシェードを閉じる 


フ□ントサンシェードは、パノラミッ 
クスライディングルーフび閉じている 
とさに開閉でさまず。 

フ□ントヴン シェー ドを開< 

►フ□ントサン シェー ドスイッチを 
⑤の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ開さまず。 

⑤の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で全開します。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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または 

►フ□ントヴンシエードスイッチを 
©の方向に軽 < 操作しまず。 

操作している間開き、全開した後に、 

パノラミックスライディングルーフ 
がチルトアップしまず。 

©の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で全開し、パノラミックス 
ライディングルーフがチルトアップ 
します。 

〇フ □ントサン シエー ドが自動で前席上方のスイッチ 
開いているとさやパノラ三ックスラ 
イディングルーフが自動でチルト 
アップしているとさに、スイッチを 
操作すると、その位置で停止します。 

フ□ントヴンシエードを閉じる 

►フ□ントヴンシエードスイツチを 
感の方向に操作しまず。 

操作している間だけ閉じまず。 

リアサンシェード 


リアヴンシエードを前席上方のスイッ 
チで開閉ずる 



► リアサンシェードスイッチ©を押 
しまず。 

U アサンシェードが自動で開閉し 
ます。 

U アヴンシエードをリアドアのスイツ 
チで開< 


リアサンシェードは、前席上方のス 
イッチ、または U アドアのスイッチで 
開閉でさます。 



ホ猫 


左 U アドアのスイッチ 


U アヴン シエー ドスイツチ©を軽 
<押します。押している間だけ開さ 
ます。 


スイッチをいっぱいまで押ずと、 
動で開さまず。 


幽 
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リアサンシェードをリアドアのスイッ 
チで閉じる 

► リアサンシェードスイッチ①を軽 
<引さまず。引いている間だけ閉じ 
ます。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 

〇 U アサンシェードが自動で開閉し 
ているとさに、前席または後席のリ 
アサンシェードスイッチを操作する 
と、リアサンシェードはその位置で 
停止します。 

〇 セーフティスイッチ （057 ぺージ） 
び設定されているとさは、 U アドア 
のスイッチで U アサンシェードを開 
閉することはでさません。 

フ□ントサン シェード/パ ノラミック 
スライディン グルー フ①リセット 

パノラ S ックスライディングルーフや 
電動サンシェードびスムーズに作動し 
ないとをや、自動で開閉しないとをは、 
パノラミックスライディングルーフや 
電動サンシェードの U セットを行なっ 
て < ださい。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►スイッチを感の方向 （0311 ペー 
ジ）に操作し続けてパノラミックス 
ライディングルーフを全閉し、その 
まま約2秒政上保持しまず。 

►再度、スイッチを®の方向に操作 
し続けてフ□ントサンシェードを全 
開し、そのまま約1秒上保持し 
ます。 


►パノラミックスライデインクルー 
フおよびフ□ントヴンシェードが 
自動で開閉することを確認しまず。 

►自動で開閉しないときは、再度リ 
セット操作を行ないまず。 

H パノラミックスライデイングルー 
フや電動サンシェードを U セットし 
てち、自動で開閉しないとさは、 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡して < ださし、。 

リアサンシェードのリセット 


U アサンシェードが自動で開閉し 
ないとさは、 U アドアのスイッチで 
リアサンシェードのリセット作業を 
行なって< ださい。 



左リアドアのスイッチ 


►イグこッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 

► リアサンシェードスイッチのを引 
き続けてリアリアヴンシェードを全 
閉し、そのまま約2秒 LU 上保持し 
9 〇 

► U アサンシェードが自動で開閉ず 
ることを確認しまず。 

►自動で開閉しないときは、再度リ 
セット操作を行ないまず。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


スライディングルーフのトラブル 

下記の内容は、スライディングルーフ 
およびパノラ S ックスライディング 
ルーフに該当しまず。 

スライディングルーフを閉じることび 
で走ず、原因びわか5ないとを 


A 警告 

強い力でスライディングルーフを開 
じるとさや、挟み込み防止機能び作 
動しない状態でスライディングルー 
フを閉じるときは十分注意してくだ 
さい。閉じているスライディングルー 
フに身体び挟まれると、致命的なけ 
びをするおそれびあります。 

閉じているスライディングルーフび停 
止して、かし開くときは、じ(下のよラ 
にして < ださい。 

► スライディングルーフび停止したら 
ただちに、スライディングルーフび 
閉じるまでスイツチを⑤の方向に 
軽く操作し続けてください。 

強い力でスライディングルーフび閉 
じまず。 

閉じているスライディングルーフび再 
度停止して、かし開くとさは、じ(下の 
よラにして< ださい。 

► スライディングルーフび停止したら 
にだちに、スライディングルーフび 
閉じるまでスイツチを⑤の方向に 
軽 < 操作し続けて < ださい。 


荷物の積みち/ル物入れ 


荷物を積むとさの注意点 
A 警告 

荷物を積むとさは、し U 降に記載され 
ているま意点を守り、確実に固定し 
て<ださい。急ブレーキ時や急な進 
路変更時、事故のときなどに前方に 
投げ出されて、乗員がけがをするお 
それがあります。 

荷物を積むとさは、「荷物の固定」 
032日ページ）ちご覧ください。 

また、荷物を積むときのミ主意点を守つ 
たとしてち、荷物を積むことにより、 
事故のとさなどに乗員がけがをする 
可能性は高まります。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないで<ださい 。 Sf 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死ずるおそれがありまず。 

荷物を積むとさは、(下の点に注意し 
て < ださい。 

• 荷物の重量が、制限重量 （>472 ペー 
ジ）を超えないよラにして < ださい。 

• 荷物はできるだけトランクに積んで 
<ださい。 

• 重量が偏らないよ5均等に積んで< 
ださい。 
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•重い物は車の中必近く （トランクの 
前ち）の低い位置に積み、確実に固 
定して < ださい。確実に固定でさ 
ていないと、急ブレーキ時などに荷 
物が動さ、トランクの内部を損傷ず 
るおそれがあ0まず。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないで<ださい。引火や爆発 
のおそれがあ0まず。 

• 荷物を車内に積むとさは、シートの 
バックレストより高<積み上げない 
で < ださい。 

• トランクに荷物を積むときは、トラ 
ンクの前端に接ずるようにして<だ 
さい。 

• なるベ<乗員のいない席の後方に荷 
物を積んで < ださい。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
して < ださい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
パーをして < ださい。 

• ウインドウに荷物が当たらないよラ 
にして<ださい。ウインドウガラス 
を損傷したり、 U アデ フォッ ガーの 
熱線やアンテナなどを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

〇 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めします。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたず 
ね< ださし、。 


小物入れ 


A 警告 

荷物が収納されているとさは、小物 
入れを必ず閉じて<ださい。また、 
収納ネットは重い荷物を固定するた 
めには設計されていません。 

し U 下のとをに荷物が投げ出されて乗 
員がけがをするおそれがあ0ます。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故のとさ 

収納ネットには、鋭利な角のある物や 
こわれやずい物を入れて運搬しない 
で < ださい。 

収納ポケットには、かたい物を入れ 
て運搬しないでください。また収納 
ポケットの上部から、物がはみ出ない 
よラにしてください。 

[ I ル物入れには貴重品を保管しない 
で < ださい。 

[ I ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇ル物入れび閉じなくなるよ5な大 
さな物をル物入れに収納しないで 
<ださい。ル物入れや収納物を損 
傷ずるおそれびあ0まず。 


■を邸6恒册 
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荷物の積み方/ル物入れ 


ク□—ブボックス 



ち八ンドル車 


グ□ー ブボックスを開< 

► ボタンのを押しまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 


► カバー⑤を押して□ックしまず。 



ち八ンドル車 


キーシ U ンダーにエマージェンシー 
キーを差し込んでグ□ーブボックスを 
施綻/解綻でさまず。 

グ□ーブボックスを施綻ずる 

► エマージェンシーキーを差し込ん 
で、施結位置回にまわしまず。 

確実に施錠されていることを確認し 
ます。 


グ□ーブボックスを gg 錠ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
解綻位置のにまわしまず。 

〇 グ□ーブボックス内部に ETC 車載 
器を装備していまず。詳しくは、別 
冊 「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻してくださしんその際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 

〇 グ□ーブボックス内に送風ずるこ 
とびでさまず。 

サングラスケース 



サングラスケースのカバ’一を開< 

► マークのを押しまず。 

カバーび開さまず。 

〇走行中はカバーを閉じてください 


B を邸6恒冊 
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ドアのル物入れ 


前席アームレストの小物入れ 




前席 アーム レストのル物入れのカバー 
を開< 

►ボタンのを押して、カバーをちま 
たは左の方向に開さまず。 

〇 仕様により、ル物入れ内部には、 
巧倒式の仕切り板びありまず。 

携帯電話の接続 

前席アームレストのル物入れには携 
帯電話用のコネクターび装備され 
ています。 

コネクターに携帯電話を接続ずると、 
電話の発信/受信などびでさまず。 

電話の操作については、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」を 
ご覧ください。 

〇携帯電話をコネクターに無理に取 
り付けないでください。携帯電話 
やコネクターを損傷するおそれび 
ありまず。 


ドアのル物入れの力/ (—を開く 
►カバーのを上方に開をまず。 

A 警告 

ドアのル物入れのカバーは閉じて 
おいてください。シートベルトび挟 
まれて、シートベルトの位置びずれ 
るおそれびあります。 

コートフック 

〇コートフックには軽い巧類のみを 
かけてください。コートフックには 
約 3 kg (上のをのをかけないでく 
ださい。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
八ンガーなどを使用せず、衣類を直 
接かけてください。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
巧服び運転をの視界の巧げになら 
ないよ5にま意して < ださい。 


■を邸 i 冊 
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荷物の積み方/ル物入れ 


リアドアウインドウ上ちのコート 
フック* 



U アドアウインドウの上方にコート 
フックびありまず。 


コートフックを使用ずる 

► コートフックの®の部分を押し 
ます。 

コートフックび下方に開きまず。 

コートフックを収納ずる 

► コー h フックののの部分を押して 
□ックしまず。 


リアドアウインドウ前ちのコート 
フック 



U アドアウインドウの前方にコート 
フック®びありまず。 


リアシートテーブル* 


A 警告 

走行ずるときは、 U アシートテーブ 
ルを収納してください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさな 
どにテーブルに載せているちのび投 
げ出された0、乗員び U アシートテー 
ブルにぶつかって、けびをずるおそ 
れびあります。 



U アシートテーブルを使用ずる 

► □ック解除ボタン®を押しまず。 

► U アシートテーブル⑤をゆっくり 
引さ上げまず。 

►最初に「カチッ」と音びした角度 
で U ア シー ト テーブル ひら手を放 
します。 

そのち度でリアシートテーブルび固 
定されます。 

さらに U ア シート テーブルを引き上 
げると、 U ア シート テーブルの角度 
を2段階上げることびでをまず。 


B を邸 e 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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リア シー トテーブルを収納ずる 

► U アシートテーブルをいっぱいまで 
引き上げてから、下ろしまず。 

► リアシートテーブルを前方に押し 
込んで□ックしまず。 

リアシートテーブルび確実に収納さ 
れていることを確認しまず。 


後席アームレスト下部のル物入れ 



を席アームレストのコント□ールバネル非装備車 


ル物入れのカバーを開く 

► 後席アームレストを引さ出しまず。 

►レバーのを引いて、アームレスト 
のカバーを矢印の方向に開さまず。 

〇引さ出したアームレストの上に 
座ったり、体重をかけないで < だ 
さい。アームレストを損傷するおそ 
れがありまず。 

〇カバーが確実に閉じていることを 
確認してアームレストを収納して< 
ださい。次にアームレストを使用し 
よラとしたとさにカバーが引っかか 
り、損傷ずるおそれがありまず。 



後席アームレストのコント□ールバネル装備車 


ル物入れのカバーを開く 

► 後席アームレストを引さ出しまず。 
► ボタンのを押して、カバー⑤を矢 


印の方向に開さまず。 

後席間のル物入れ* 



ル物入れのカバーを開く 

► ノブのを持ち、カバーを矢印の方 
向に開さまず。 


■を邸 i 冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


後席中央のル物入れ 



ル物入れのカパーを開く 

► 後席アームレストを引き出しまず。 

►レバーのを引いて、カバー⑤を開 
さまず。 

〇 電動シートバック装備車は、バッ 
クレストをもっとち起こした状態 
にずると、カノく一び開さやず<な0 
ます。 


収納ポケット 


前席シートの背面に、新聞や雑誌など 
を収納でさるポケット©を備えてい 
ます。 



①収納ポケット 



左八ンドル車 

①収納ネット 


A 警告 

収納ネットには、軽い物のみを収納 
してください。重い物や鋭利な角の 
ある物、こわれやすい物、かたい物 
やビンや吿を収納ずるために使用し 
ないでください。事故のとさに収納 
ネットが収納物を十分に固定でさ 
ないおそれがありまず。 


荷物の固定 
荷物固定用フック 


A 警告 

荷物固定用フックには均等に力がか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物が投げ出されて、乗員が 
けがをするおそれがあ0まず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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荷物を固定するとさは、下の点にま 

意して < ださい。 

• 荷物固定用フックを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで < ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして < ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

トランク内には4個の荷物固定用フッ 
クを装備しています。 



トランクフック 


A 警告 

トランクフックには、軽い物のみを 
掛けて< ださい。重い物や鋭利な角 
のある物、こわれやずい物を掛けない 
でください。急ブレーキ時や急な進 
路変更時、事故のとさにトランクフッ 
クが収納物を十分に固定でさず、乗 
員がけがをずるおそれがお0まず。 


P トランクフックには、約 3 kg _ UU 上 
の荷物を掛けないで < ださい。また、 
トランクフックを荷物の固定のため 
に使用しないでください。 

トランクルームの上部に、バッグなど 
をかけるフックがあります。 



トランクフックを使用ずる 

►ストラップ①を引いて、フック® 
を下げまず。 


トランク内の収納 _ 

トランク内のトランクフ□アボードの 
下には、車載工具や応急用スペアタイ 
ヤなどが収納されていまず。 

トランクフ□アボードには、分割型と 
一枚型の2種類がありまず。 

※車種や仕様により、トランクフ□アポー 
ドの下には、ラゲツジトレイび装備され 
ていまず。 


■を邸 i 冊 
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荷物の積み方/ル物入れ 


トランクフ□アポード（一枚型) 



の A ンドル 

@トランクフ□アボード 

トランクフ□アボードを開< 

►八ンドル®を起こし、トランクフ 
□アボード⑤を引さ上げまず。 

► トランクフ□アボード⑤を支えな 
びら、八ンドルのの上端部をリア 
ウインドウ下側のトランクの縁に 
かけまず。 

U 八ンドルのを U アウインドウ下 
側のトランクの縁にかけたままトラ 
ンクを閉じないで<ださい。八ンド 
ルやシール部を損傷しまず。 


トランクフ□アポード（分割型) 



の前部トランクフ□アボード 
@後部トランクフ□アボード 
⑤④ストラップ 


前自13トランクフ□アボードを開く 

►ストラップ⑤を持ち、前部トランク 
フ□アボードのを後方に開きまず。 

閉じるとさは、前部トランクフ□ア 
ボードを前方に倒しまず。 

後部トランクフ□アポードを開く 

►ストラップ④を持ち、後部トランク 
フ□アボード②を前方に開きまず。 

閉じるときは、後部トランクフ□ア 
ボード裏面のストラップを持って、 
後方に倒しまず。 


B を邸6恒冊 
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ラゲツジトレイ* 



①後部トランクフ□アボード 
⑤後部ラゲツジトレイ 



⑤前部ラゲツジトレイ 
④前部トランクフ□アボード 


前部および後部トランクフ□アボード 
の下にはラゲツジトレイ©⑤びあり 
ます。 

ラゲツジトレイの下には、車載工具や 
応急用スペアタイヤなどびありまず 
([>391ページ）。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


ルーフラック 


A 警告 

• ルーフラックを取り付けるときは、 
製品に添付の取扱説明書に従って 
くださし、。誤った取り付けちによっ 
てルーフラックが脱落ずると、乗 
員がけがをしたり、事故の原因に 
な0まず。 

• ルーフの最大積載量（約 100 kg ) 

を超えないよラに注意してくだ 
さい。 また' ルーフに荷物を積ん 
でいるときは、車の重/。位置が 
変化し、走行安全性に影響を与え 
まず。運転すると重は十分注意し 
てください。 

Q ルーフラックは Daimler AG の純 
正品および指定品の使用をお勧めし 
ます。詳しくはルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

P 純正品および指定品(がのルーフ 
ラックを取り付けると車を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

ルーフラックを取り付けるとき、ま 
た、ルーフラックに荷物を積んだと 
さは下記にミ主意して<ださい。車を 
損傷するおそれがありまず。 

• スライディングルーフ*をチ 
ルトアップさせたとさに接触し 
ないこと 

• パノラミックスライディング 
ルーフ*をチルトアップさせた 
とさや開いたとさに接触しない 
こと 

• トランクを開いたときに接触し 
ないこと 


■を邸昼冊 
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室内装備 


ルーフラックを取り付ける 



► カバー®をま意しなびら矢印の方 
向に開さまず。 


► カバーのを開いた位置で固定し 
ます。 

► カバー®巧部のマウント部にルー 
フラックを取り付けまず。 

► 製品に添付の取扱説日月書の指示に 
従って < ださい。 



A 警告 

走行中はカップホルダーを閉じ、使 
用しないでください。し U 下のとをに 
物が投げ出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故に卷さ込まれたとさ 
カップホルダーのサイズに合ったフ 
夕付さの容器を使用してください。 
飲み物がこぼれるおそれがあ0ます。 
熱い飲み物のためにカップホルダー 
を使用しないで<ださい。火傷をず 
るおそれがあ0まず。 

〇カップぶルダーに飲み物を置くと 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないようにミ主意してください。ス 
イッチや電装品などを損傷したり、 
ショートして発火ずるおそれがあ 
りまず。 


センターコンソールのカツプホルダー 



B を邸6恒冊 
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カップホルダーを使用ずる 

► マーク①を押しまず。 

カバーび開さまず。 

カップホルダーを閉じる 
► カバーを押して□ックさせまず。 

〇 カップホルダーを取り外して清 
掃することびでさまず。カップホ 
ルダーの清掃にはめるま湯だけを 
使用してくださし、。 



カップホルダーを取りがず 

► マーク⑤を押しまず。 

カバーび開さまず。 

► □ックノブ®を後方にスライド 
させます。 

► カップホルダーを引き上げまず。 
カップホルダーを取り付ける 

► □ックノブ®び前方にくるよラに 
カップホルダーを取り付けまず。 

► □ックノブ®を前方にスライド 
させます。 


リアアームレストのカップホルダー* 

〇引さ出したアームレストの上に 
座ったり、体重をかけなし^でくだ 
さい。アームレストを損傷するおそ 
れびありまず。 

〇カバーび確実に閉じていることを 
確認してアームレストを収納して< 
ださい。なにアームレストを使用し 
よラとしたとさにカパーび引っかひ 
り、損傷ずるおそれびありまず。 



後席アームレストのコント□ールバネル非萬備車 



後席アームレストのコント□ールバネル装備車 


カツプホルダーを使用ずる 


■を邸〇恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


► 後席アームレストを引さ出します。 
► カップホルダー©を押しまず。 
カップホルダーが開さまず。 










326 


室内装備 


カップホルダーを閉じる 

►カップホルダーを押して、□ックさ 
せます。 

リアシート下部のカツプホルダー* 



カップホルダーを使用ずる 

► カップホルダーのを押しまず。 
カップホルダーび開さまず。 

カップホルダーを閉じる 

►カップホルダーを押して、□ックご 
せます。 


サンバイザー 
A 警告 

走行中は バニティ吉ラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により交通状 
況の視認び損なわれ、事故の原因に 
なります。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 



①照日月 
⑤フック 

⑤ カー ドク1」 ップ 

④ バニテイ云ラー 

⑤ バニテイ吉ラ ーカバー 

前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンノ（イヴーを下げまず。 

横ち向か5の眩しさを防ぐ 

► サンパイヴーを下げまず。 

► サンバイヴーをフック⑤から外し、 
横にまわしまず。 

使用後は、サンバイヴーを元の位置に 
戻しまず。 

〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイミラーカバー⑤を閉 
じてください。ルーフ内張りやバ 
ニ テイ S ラー カバーを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

バニテイミ ラー 

バニテイ ミラーを使用ずる 

► サンパイヴーを下げまず。 

►バニテイ S ラーカバー ⑤を上方に 
開をます。 

照巧®び点灯しまず。 


B を邸6恒掛 
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〇 照巧のはサンノ くイヴーびフック 
にかかっているとさに点灯しまず。 

〇 バニテイミラーの横にカードク 
U ップ⑤を備えていまず。 

U アバニテイミラー 



の マーク 

U アバニティミラーを使用ずる 

► マーク①を押しまず。 

バニティ S ラーび下方に開さ、照巧 
び点灯しまず。 

リア/ (ニティミラーを収納ずる 

►バニティ S ラーを上方に押して □ッ 
クごせます。 

〇フ□ントシートを調整ずるとさ 
は、1」アバニティミラーび収納され 
ていることを確認して < ださい。 

U アノ くニティミラーび開いている状 
態でフ□ントシートを調整ずると、 
U アノ（ニテイミラーを損傷ずるおそ 
れびありまず。 


電動ブラインド （ U アウインドウ） 

電動ブラインド （ U アウインドウ）は、 

フアンクシヨンスイッチか U アドアの 

スイッチ、または COMAND システム 

で操作しまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に操作でさまず。 

〇ブラインドび作動ずる範囲に物を 
置かないでください。ブラインドや 
物を損傷するおそれびありまず。 

〇 U アウインドウにアクセサ U —な 
どを装着しないでください。ブライ 
ンドを作動させたときにブラインド 
やアクセサ U —などを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

〇 外気温度び約一 20° CLU 下のとさ 
は、ブラインドは作動しません。 

〇 電動ブラインド（後席左ち）装備 
車は、 U モコン操作で U アウインド 
ウのブラインドを開<ことびでさ 
ます（>171ページ）。 

〇 電動ブラインド（後席左ち）装備 
車は、 U モコン操作やキーレス3’一 
操作で U アウインドウのブライン 
ドを閉じることびできまず（>172 
ページ)。 

OCOMAND システムまたはフアン 
クシヨンスイッチでブラインドを作 
動ごせているとさは、 U アドアのス 
イッチではブラインドを操作でさま 
せん。ブラインドによる挟み込みに 
は十分注意してください。 

〇 セーフ ティスイッチ （[>57 ぺ一 
ジ）を設定ずると、 U アドアの電 
動ブラインド （ U アウインドウ） 
スイッチによる開閉操作びできな 
<なりまず。 
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フアンクシヨンスイツチでの操作 



ブラインドを開閉ずる 

► スイッチのを押しまず。 

ブラインドび自動で開閉しまず。 

〇 ブラインドび自動で開閉している 
とさにスイッチを押ずと、反対方向 
に作動しまず。 

COMAND システムでの操作の 



► メインエ U アび車両設定画面し i (外の 
とさは、アプ U ケーシヨンエ1」アで 
||車両"を選択して1@1.-@*、 コ 
ント□ーラーを押しまず®。 


メインェ1」アび車両設定画面になり 
ます。 



開いているブラインドを閉じる 

► メインエリアに" 電動ブラインド閉 
める" を表おさせて i @} - •、コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

ブラインドび自動で閉じ、" 電動ブ 
ラインド開ける" と表示されまず。 



閉じているブラインドを開< 

►メインエ U アに" 電動ブラインド開 
ける" を表示させて i @} - •、コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

ブラインドび自動で開さ、 "電動ブ 
ラインド閉める" と表示されまず。 
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COMAND システムでの操作② 



► メインエ U アび車両設定画面のとき 
に、アプ1」ケーシヨンエ1」アで "車 
両"を選ぉしてコント 
□ーラーを押しまず®。 

車両設定メニューび表示されまず。 



開いているブラインドを閉じる 

► II 電動ブラインド閉める" を選択し 
て {◎} . *◎、 コント□—ラ—を押 
します®。 

ブラインドび自動で閉じ、" 電動ブ 
ラインド開ける" と表おごれまず。 



閉じているブラインドを開< 

►" 電動ブラインド開ける" を選択し 
て {◎} . »◎、 コント□ーラーを押 
しまず®。 

ブラインドび自動で開さ、" 電動ブ 
ラインド閉める" と表示されまず。 


リアドアのスイッチでの操作 



ブラインドを閉じる 

► スイツチのを弓 I さまず。 

ブラインドび自動で閉じまず。 


ブラインドを開< 

► スイッチのを押しまず。 

ブラインドび自動で開さまず。 
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队皿 _ 

〇吸いびらやマッチの乂はお実に消 
して < ださい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

〇使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださし、。 

〇灰皿を取り外してル物入れとして 
使用しているとをは、灰皿として使 
用しないで < ださい。 

〇後席用灰皿を取り外ずときは、 
カバーに無理な力をかけないでく 
ださい。カパーを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


前席用巧皿 



巧皿カパーを開< 

► カバー®を前方にいっぱいまで押 
します。 


灰皿 カバーを 閉じる 

► カバーのを前方に軽く押しまず。 
カバーび自動で閉じまず。 

灰皿を取りがず 

►灰皿⑤の左ち端部⑤を持ち、引 
さ上げまず。 


巧皿を取り付ける 

►灰皿⑤を押し込んで、□ックさせ 


ます。 

後席用巧皿 



灰皿カバーを開< 

►カバー⑤を上方に開きまず。 

閉じるときは、カノ（一⑤を閉じまず。 

灰皿を取りがず 

► 開いているカバー⑤をさらに押し 
ます。 

灰皿®の □ ックび解除されまず。 

► 灰皿を取り外しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿を押し込んで、□ックさせまず。 
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ライター 


A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をす 
るおそれがありまず。 

安全のため、子供を乗車させるとき 
はライターを抜き取ってください。 

。ライターを 押し込んだ後、押さえ 
続けないで<ださい。ライターを損 
傷するおそれがありまず。また、ラ 
イターが過熱して火災が発生ずるお 
それがありまず。 

P 赤熱部に灰や異物が付着したまま 
使用しないで<ださい。火災が発 
生するおそれがあ0まず。 

。ライターを改造したり、純正品 
外のライターを使用しないで<だ 
さい。ライターやコンソールを損傷 
した0、火災が発生ずるおそれがあ 
ります。 

。ライターが戻らなくなったとき 
は、イグこツシヨン位置を0にず 
るか、エンジンスイツチからキーを 
抜いて、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡して < ださし、。 

Q アクセヴ U —電源としてライター 
ソケットを使用するときは、純正 
アクセヴ U —だけを使用して<だ 
さし、。 


前席用ライター 



ライターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 

► ライターのを押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

► ライター①を引き抜きまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 


後席用ライター 



U アェアコンデイシヨナー装備車 


ライターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 
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► ライターのを押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

► ライター①を引き巧きまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

12 V 電源ソケット* 

グ□ーブボックス巧とセンターコン 
ソール後部、トランク内に 12 V 電源ソ 
ケツトを装備しています。 


グ□-ブボックス内の 12 V 霞原ソケット 



ち八ンドル車 


センターコンソール後部の 12 V 電源 
ソケット 



1」アエアコンディショナー装備車 


トランク内の 12 V 電源ソケット 



12 V 電源ソケットを使用ずる 

►ソケットカバーのを開さ、電気 
製品の電源コネクターを差し込み 
ます。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

〇最大消費電流1 5 A しツ下（最大消 
費電力 180 WLU 下）の規格に合っ 
た電気製品を使用してください。規 
格外の製品や規格(上の大をな容量 
の製品を使用ずると、ヒューズび切 
れた0、乂災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

〇電源ソケットにライターを差し込 
まないで < ださい。 

。ソケット内に指などを入れないで 
ください。感電ずるおそれびあり 
ます。 

〇電源ソケットを使用しないときは 
カバーを閉じて<ださい。異物び 
入ったり、水びかかると故障の原因 
になることびありまず。 

。エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ1」一びあびるおそれびありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 バッテ1」一電圧びほ下したとさ 
は、エンジン始動のための電力を確 
保するため、 12 V 電源ソケットは 
自動的に作動を停止しまず。 


r ■ク ー U ングボックス* 


A 警告 

クー U ングボックスを作動ごせ 
ているとさは、トランク巧のクー 
U ングボックスユニットから温風 
び排気され、トランク内の温度び 
上昇します。トランク内に熱に弱い 
をのや燃えやすいをのを積まない 
で < ださい。 

また、トランクに荷物を積むとき 
は、荷物びクー U ングボックスユ 
ニットの排気□を覆わないよ5に 
して < ださい。 

クー U ングボックスのを却機能は、周 
囲の温度やを却温度の設定に応じて調 
整されます。 

じ(下のとをは、クー U ングボックスの 
冷却機能び低下したり停止しまず。 

. 多くの電気装備を使用している 
• バッテ1」一の電圧びほ下している 

このとをは作動スイッチの表示灯び点 
滅します。電圧び回復ずると、再び自 
動的に作動しまず。 

〇クー1」ングボックスを作動させ 
ているとさは、クー1」ングボックス 
のカバーおよびクー1」ングボックス 
手前のカバーを確実に閉じてくだ 
さい。1」アアームレストのスイッチ 
び結露して、スイッチを損傷したり、 
ショートして発乂ずるおそれびあ0 
ます。 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 



クー U ングボックスの力/ (一を開< 

► U アアームレストを引を出しまず。 
► クー 1」ングボックス手前の カバーを 
開さまず。 

► レバー③を押し下げなびら、ク ー U 
ングボックスのカノ く一を開さまず。 

クー U ングボックスの作動 

イグニッシヨン位置び2のときに作動 
ごせることびでさまず。 

クー U ングボックスを作動させる 

► 作動スイッチ⑤の左側を押しまず。 
スイッチの表示灯び点灯しまず。 

クー U ングボックスを停止ずる 

► 作動スイッチ⑤のち側を押しまず。 
スイッチの表示灯び消灯しまず。 

〇 クー1」ングボックスを作動させ 
ているとさは、クー1」ングボック 
スのカバーを開< と、内部の照巧 
び点灯しまず。 


■を邸昼冊 









334 


室内装備 


クーリングボックスのを却温度を調 
壁ずる 


ク ー IJ ングボツクスを強で作動させる 

► 温度設定スイツチのの左側を押し 
ます。 

クーリングボツクスを弱で作動させる 

► 温度設定スイツチののち側を押し 
ます。 

クー U ングボックスを長期間作動させ 
ないとさ 


クー U ングボックスを長期間作動させ 
ないとさは、クー1」ングボックスを停 
止して、クー U ングボックス内部を清 
掃し、水分を巧を取ってください。 

さらに、 クー U ングボックス カバーを 
しばら < 開いたままにして < ださい。 

〇 クー U ングボックス内部のラック 
は取り外ずことびでさまず。 

ク ー U ングボックスユニットの取り 
外し 



①プラグ 
⑤スク1」 ユー 
⑤フラップ 


► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

► クー U ングボックスび停止している 
ことを確認しまず。 

► トランクを開をまず。 

► プラグののケーブルをホルダーか 
ら外しまず。 

► プラグののコネクターを取り外し 
まず。 

► 左ちのスク U ュー⑤を反時計回り 
にまわしてゆるめまず。 

► クー1」ングボックスユニットを引さ 
出しまず。 

► フラップ⑤を閉じまず。 

クー1」ングボックスを取り付けるとさ 

は、取り外したとをと反対の手順で取 

り付けまず。 

フラップ⑤には磁石び装着されてし、 

て、開いたとさに1」アシートバックレ 

ストの背面に固定でさまず。. 

〇 後席アームレスト奧のヒューズ 
ボックスを開<とさは、クー1」ン 
グボックスユニットを取り外して 
<ださい。 

〇 クー1」ングボックスユニットを取 
り付けているときは、ラゲッジト 
レイのフック （>392 ページ）を 
トランクの縁にかけることはでを 
ません。 
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アシストグリップ 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 
1」 ッ プびありまず。 コーナ 1」ング時の 
姿勢保持など I こ使用しまず。 

A 警告 

アシストグ1」ップに八ンガーやアク 
セヴ1」一など物をかけないで < だ 
さい。 SRS ウインドウバッグの作動 
を巧げた0、作動時に物び巧んで乗 
員びけびをするおそれびあ0ます。 

〇アシストグ1」ップにぶらさびった 
り、必要(上の大をな荷重をかけ 
ないで<ださい。アシストグ1」ップ 
を損傷するおそれびありまず。 

〇運転をは運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないで < ださい。 


「フ□アマット 



左八ンドル車 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


A 警告 

運転席のフ□アマットを使用すると 
さは、ペダルとの間に十分な空間び 
あり、確実に固定されていることを 
確認してください。 

運転席のフ□アマットは、フ□アの 
凸部③とフ□アマットの凹部①で確 
実に固定してください。 

走巧前にフ□アマットび確実に固定 
されていることを確認してください。 
確実に固定されていないと、フ□ア 
マットび滑ったり、ペダル操作を巧 
げるおそれびあ0まず。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないでくださし、。 

運転席のフ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かしまず。 
► フ□アマットを敷さまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部⑤にはめ込みまず。 

運転席のフ□アマットを取りがず 

► フ□アの凸部⑤からフ□アマット 
を取り外しまず。 
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慣5し運転 


A 警告 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離が数百 km を超えるまでは 
制動能力を完全には発揮でをません。 
この期間は、必要に応じてブレーキ 
ペダルをかし強めに踏んでください。 
また、 ブレーキパッドやブレーキディ 
スクの交換を行なったとさを同様 
です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは liTF のま意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6.000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないよラに運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 


• ギアレンジ位置面置、担君、直五お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけ使用して< 
ださい。 

走行距離が1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
て < ださい。 

〇 S 63 AMG と S 65 AMG は、最初 
の1.500 km までは iiTF のミ主意事項 
を守って < ださい。 

• 走行速度び 140 km/h を超えない 
よ5にして < ださい。 

&上記は車両の機能の説明です。公道を走 
行する際は、おず法定速度や制限速度を 
遵守してください。 

• エンジン回転数び4,500回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後を、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的にほいギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数び上びって素早< 
加速しまず。これをキックダウン 
といいます。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといし 
ます。ほいギアのとさほど効さび 
強<な0まず。 
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A 警告 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いびするとき 
は、決して火気を近付けないでくだ 
さい。义がび発生したり、爆発ずる 
おそれびあ0まず。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火気を近付けた 
り、おくで喫煙をしないでくださし、。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

肌やを服に燃料び付着しないよラに 
ミ主意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびあ D ます。 


A 警告 

S クラス HYBRID については、別冊 
rS-Class HYBRID 取扱説明書補足版」 
もご覧ください。 



の燃料給油フラップ 
©キャップ 
⑤タイヤ空気圧ラベル 
©使用燃料表示 
⑤ホルダー 

燃料給油フラップは、 U モコン操作 
やキーレス3’ 一 操作による車の解湿/ 
施趣に連動して解錠/施湿されまず。 

燃料給油□は車両のち側後方にあり 
ます。まに、メーターパネル巧には 
給油□の位置を示ず [ W ] び表示され 
ていまず。 

給油□を開いて給油ずる 


► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチに取り付けてし、 
るキーレス: u —スイッチを押して 
イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、エンジンスイッ 
チからキーを巧さまず。 
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燃料の給油 


まには 

► エンジンスイッチにキーレス3— 
スイッチを取り付けているとさは、 
運転席側ドアを開を、イグニッシヨ 
ン位置を0にしまず。 

再び運転席側ドアを閉じてを、イグ 
ニッシヨン位置は0のままになり 
ます。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の部分 
を押します。 

燃料給油フラップ®びかし開さ 
ます。 

► 燃料給油フラップのを開さまず。 

► キャップ⑤を反時計回りにかしゆ 
るめて、タンク巧の圧力を抜きまず。 

圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまわして取り外しまず。 

► 外したキャップを燃料給油フラッ 
プの裏側にあるホルダー⑤に置さ 
ます。 

► 給油を開始しまず。 

給油ノズ J レび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

[|給油が自動的に停止したら、それ 
上は給油しないで<ださい。燃料 
漏れのおそれや、エンジンが不調 
になったり停止ずるおそれがあり 
ます。 


給油□を閉じる 


►キャップを燃料給油□に合わせ、時 

計回りにいっぱいまでまわしまず。 

キャップび□ックずる音び聞こえ 

ます。 

► 燃料給油フラップのを閉じまず。 

〇燃料を給油ずるとさは、 LU 下の点 

にミ主意して < ださい。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 LU 
外の燃料（高濃度 アルコール 含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などをミ居入ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認ごれてし''る製品のみを使用 
してください。故障の原因にな 
りまず。 

• 燃料に軽油を使用したり、無鉛 
プレミアムガソ U ンにミ居ぜて使 
用しないでください。か量をミ居 
ぜただけでをエンジンなどを損 
傷ずるおそれびあ0まず。また、 
このよ5な場合は巧証の適用外 
になりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、みしてエンジンを始動 
しないでください。軽油び燃料 
系部品全体にまわるおそれびあ 
りまず。誤って給油した場合は 
メルセデス.ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡し、燃料タンクや 
燃料系部品を交換してください。 
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• 目的地までをネ合をちって走れる 
よラに、十分な量を給油して< 
ださい。 

•燃料給油口には、純正品政がの 
キャップをイま用しないで < ださい。 

Q セルフ式のガソリンスタンドな 

どで給油するとさは必ず iU 下の点 

を守0、安全に十分ま意して作業 

を行なって < ださい。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さし、。 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人政がは燃料給 
油口に近付かないで<ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による火花で燃料に引火し 
た0、火傷をずるおそれがあ0 
ます。 

. 作業中は車内に戻らないで<だ 
さい。帯電するおそれがありまず。 

• キャップの取りがし/取り付け 
は確実に行ない、火気を近付け 
ないよラにして < ださい。 


• 給油が自動的に停止したら、そ 
れじ(上は給油しないで < ださし、。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
が不調になったり停止ずるおそ 
れがありまず。 

• 手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して < だ 
さぃ。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル③が貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については0363ページ）をご覧 
<ださし、。 

〇 車を施錠ずる前に燃料給油フラッ 
プを閉じて<ださい。施錠後に燃料 
給油フラップを閉じよラとしてち、 
□ックピンにより、燃料給油フラッ 
プが閉じな<な0まず。 

〇 U モコン操作やキーレス3’一操作 
で燃料給油フラップが解錠されなし、 
とさは、^ルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 


• 燃料が塗装面に付着しないよラ 
に注意して<ださい。塗装面を 
損傷するおそれがありまず。 

• 給油ノズルは給油口の輿まで確 
実に差し込んで < ださい。 
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燃料の給油 


燃料と燃料タンク 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

車から燃料び漏れて 
し''る。 

A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにイグニッション位置を0にして、エンジンスイッチからキー 
を振いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

臟料給油フラップび 
開かない。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► リモコン操作またはキーレスゴー操作で解錠してください。 

燃料給油フラップは解錠されるび、給油フラップの開閉機構に臭萬びある。 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 
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こンジン ルーム 


ボンネッ 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ（一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜が開いて視界を遮られるおそれが 
あります。 


A 警告 


エンジンスイッチからキーを抜い 
ていて、イグニッション位置が0の 
とさでち、冷却水の温度が高いとさ 
はエンジンフアンなどが自動的に回 
転することがあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないでください。 


A 警告 


ボンネットを開< 


S クラス HYBRID については、別冊 
に - Class HYBRID 取扱説明書補足版」 
もご覧ください。 


A 警告 


ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。火傷をするおそれがあります。 


A 警告 

エンジンが停止していてち、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分があります。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度が下がつ 
ていることを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンがかかっているとさ、イグニッ 
ション位置が2のとさは、エンジ 
ンルーム巧には手を触れないで<だ 
さし、 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分があり、それらに触れ 
ると非常に危険でず。 


A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、イグニッ 
ション位置を0にして、ワイパーの 
スイッチが停止の位置になっている 
ことを確認してくださし、（>16日ぺ一 
ジ）。ボンネットを開いているとさに 
ワイパーが作動すると、けがをした 
り、車やワイパーを損傷するおそれ 
びあ0ます。 

Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損 
傷ずるおそれがあ0まず。 

Q 強風のとさにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが不 
意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分にミ主意して < ださし、。 

また、ボンネットに雪が積ちってい 
るときち同様に注意してください。 
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► エンジンスイッチからキーを巧 
さ、ワイパーのスイッチび停止の位 
置になっていることを確認しまず 
(>165 ページ）。 



ち八ンドル車 


► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
パ'—®を手前に弓 I さまず。 



► □ック解除ノブ⑤を矢印の方向に 
引をなびら、ラジェターグリルを 
持って、ボンネットを開きまず。 


ボンネットを垂直に開く 



垂直位置まで開く 

► 開し''ているボンネットをかし押し下 
げなびら、向かってち側のヒンジに 
ある□ックレバー⑤を矢印の方向 
に押して□ックを解除しまず。 

車種や仕様により、向かって左側の 
ヒンジにを□ック八ンガーびある場 
合は、□ックレバーを押して□ック 
を解除します。 

► ボンネットを垂直の位置に開さまず。 

を直位置か5閉じる 

► ボンネットをかし押し上げなびら、 
向かってち側のヒンジにある□ック 
レバー⑤を押し、□ックを解除して 
ボンネットを閉じまず。 


ボンネットを約40 cm ほど持ち上 
げると、ガス封入式ダンパーにより 
ボンネットは自動的に開き、保持さ 
れます。 

〇□ック解除ノブ⑤だけを持ち上 
げてボンネッ h を開かないで<だ 
ごし、。 








エンジンル ー J 


345 


ボンネットを閉じる 


A 警告 

走行前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットが開いて視界を 
遮られるおそれがありまず。 

A 警告 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分注意してく 
ださい。 

。エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜やエンジンルーム内の機器類など 
を損傷するおそれがありまず。 

〇 ボンネットが完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音が鳴り、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に警告 マークが 表示されまず。 

►ボンネットを引き下げ、約 20 cm 
の高さから手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 



S 350 

(左八ンドル車） 


① 

冷却水リヴーブタンク 

355 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

350 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

353 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

357 

⑤ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

358 


※ち八ンドル車の④は左ち対称の位置にあ 
ります。 
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S 550 / S 5 已日 long (左八ンドル車) 


の 

冷却水 U ヴーブタンク 

355 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

350 

⑤ 

エンジンオイル 
フイラーキャップ 

353 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

357 

⑤ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

358 


※ち八ンドル車の®は左ち巧称の位置にあ 
ります。 



S 550 4 MATIC 


の 

冷却水 U ヴーブタンク 

355 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

350 

⑤ 

エンジンオイル 
フイラーキャップ 

353 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

357 

⑤ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

358 
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S 600 long 

① 

冷却水 U ヴーブタンク 

35已 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキヤップ 

353 

⑤ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

357 

④ 

ウォッシヤー液 

U ヴーブタンク 

358 


S 63 AMG long 〔左八ンドル車） 


① 

冷却水 U ヴーブタンク 

3已5 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

350 

⑤ 

エンジンオイル 
フイラーキャップ 

353 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

357 

⑤ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

358 


※ちノ V ンドル車の®は左ち対称の位置にあ 
ります。 
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S 65 AMG long 


の 

冷却水 U ヴーブタンク 

355 

⑤ 

エンジンオイル 
フイラーキヤップ 

353 

⑤ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

357 

④ 

ウォッシヤー液 
リヴーブタンク 

358 


H S 600 / S 65 AMG は、エンジン 
上部後方にあるキャップ®を絶巧 
に開かないで<ださい。エンジンを 
損傷するおそれびありまず。 



〇 S 600 / S 65 AMG には、エン 
ジンオイルレベルゲージはありま 
せん。マルチフアンクシヨンディ 
スプレイのエンジンオイル量表示 
い350ぺージ）で点検し、必要に 
応じて規定のオイ>1レ量を補給してく 
ださい。 

エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各所を点検ずると 
さは LU 下の事項を厳守してください。 

A 警告 

• イグニッシヨンシステムおよびキ 
セノンへッドランプのバルブソ 
ケットや配線に手を軸れないでく 
ださい。高電圧び発生しているた 
め、感電するおそれびありまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧し、 
ていたり、イグニッシヨン位置び 
0のとをち、：令却水の温度び高し、 
とさはエンジンフアンなどび自動 
的に回転することびあ D まず。エ 
ンジンフアンなどの回転部には身 
体や物を近付けないでください。 

エンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いてくだごい。火傷や感電 
をしないよ5にま意して < ださい。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗ををしないで<だ 
ごし、。 
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平環境 

環境保護のため、オイルなどの油脂 
類やフルード類の交換および廃棄は、 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

P 作業は安全な場所で行なって<だ 
さい。 

P 油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
冷却水など）は、十分ま意して取り 
扱って<ださい。万一、目に入った 
場合は、ただちに清潔な水で十分に 
洗い流し、医師の診断を受けて<だ 
さい。 

〇油脂類やフルード類び皮膚に付着 
したときは、ずぐに石けんを使用 
して洗い流してください。放置ず 
ると皮膚に障害を起こずおそれび 
ありまず。 

〇適切な工具を使用してください。 

[I 部品や工具をエンジンの上など、 
エンジンルーム内に置かないで<だ 
ごい。中に落とずおそれびありまず。 

P 油脂類やフルード類の容器は、テ 
供の手び届くところや乂気の近くに 
保管しないでください。 

V ベルト 

自動調整式のため、調整の必要はあり 

ません。 

亀裂や損傷びないか点検して < ださい。 


エンジンオイル 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 U ットルのエンジンオ 
イルび消費されまず。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量はをか増加ずることびありまず。ま 
た' 頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行すると、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 

A 警告 

エンジンやエンジンオイルび熱く 
なっているとさは、身体に触れない 
よラにミ主意してください。义傷をず 
るおそれびあります。 


A 警告 

S クラス HYBRID については、別冊 
に - Class HYBRID 取扱説日月書補足版」 

もご覧ください。 

〇エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないで<ださい。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かしまず。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給まには交換し 
て < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表おされた 
ときは （ C >407 ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

〇運転前におずエンジンオイル量を 
点検してください。 
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エンジンオイル量の点検 


S 600 / S 65 AMG には、エンジンオ 
イルレべルゲージはあ0ません。マル 
チフアンクシヨンデイスプレイのエン 
ジンオイル量点検画面で点検し、必要 
に応じて規定のオイル量を補給して< 
ださい。 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
し U 下の点にミ主意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分間経 
過してし、る 

• エンジンび温まる前にエンジンを停 
止したときは、エンジンを停止して 
から約30分じ(上経過している 


エンジンオイル量を点検ずる （S 
600/S 65 AMG を除く車種） 



S 350 


エンジンオイルレベルゲージでエンジ 
ンオイル量を点検しまず。 

► エンジンオイルレベルゲージ®を 
巧を取り、されいに拭いていっぱい 
まで差し込みまず。 


► エンジンオイルレベルゲージをなさ 
取り、付着したエンジンオイル量と 
ミちれ具合を点検しまず。 

オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 （ MAX ) ⑤と下限 
( MIN ) @の間にあれば正甫でず。 

► エンジンオイルび下限し U 下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は約1 . 5〜2 U ット 
ルでず。 

エンジンオイル量を点検ずる （S 600/ 
S65AMG) 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

エンジンオイル量点検画面でエンジン 

オイル量を点検しまず。 

〇 S 600 / S 65 AMG を除く 車種 
は、エンジンオイル量点検画面は表 
示されません。エンジンオイルレべ 
ルゲージでエンジンオイル量を点検 
し、必要に応じて規定のオイル量を 
巧給して < ださい。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 



► マルチフアンクシヨンステアリング 
の 3 D または CB を押して、 "か テ 
ナンス" を選択しまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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►し心またはじ d を押して 、II I ンシ''ン 
オイル量" を選択しまず。 

► 区のを押しまず。 



画面に" I ンシ''ンオイルレへ'’ル測定中正 
しい測定は車両水平時のみ巧能" 
と表示されます。 

数秒後に点検結果が表示されまず。 



農 

£\ 

お 

が 

田 


《画面表示や操作ち法などは予吉な<変更されることびあります。 








ディスプレイ表示 

点検結果に応じて、 

ディスプレイ表示 

エングンオイル量 
正常 

エンゾンオイルを 
1リッタ - 

補充して下さい 

エングンオイルを 
1.5 IJ ッタ- 
補充して下さい 

エングンオイルを 
2リッタ - 

補充して下さい 

エングンオイルを 
振いて下さい 

エングンオイル量 
測定するには 
イク''ニツシヨンオン 

もラみし待ってから 
エングンがル量を 
測定してください 


エングンオイル量 
エングン停止時のみ 
測定でさまず 


iiTF のいずれかの;ッセージが表示されまず。 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

エンジンオイル量は正常でず。 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイルを約1 U ットル補充してください。 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイルを約 1.5 U ットル補充してください。 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイルを約2 IJ ットル補充してください。 

エンジンオイル量び多ずざる。 

► 適正量になるまで、エンジンオイルを振いて<ださい。 

イグ ニッシ ョンびオンになっていない。 

► イグニッション位置を2にしてください。 

エンジンを停止してからの待ち時間び足りない。 

► エンジンび温まっているとをは、約5分間経過した後に点検を行なっ 
て < ださい。 

エンジンび温まる前にエンジンを停止したとさは、約30分間経過した 
後に点検を行なってください。 

エンジンびかかっているとをはエンジンオイル量の点検びできない。 

► エンジンを停止してください。 

► エンジンび温まっているとをは、約5分間経過した横に点検を行なっ 
て < ださい。 

エンジンび温まる前にエンジンを停止したとさは、約30分間経過した 
樓に点検を行なってください。 
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エンジンオイルの補給 


A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム巧 
にこぼさないで<ださい。エンジン 
が熱くなっているとさにエンジンオ 
イルが付着すると、発火して火傷をす 
るおそれがありまず。 

9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないで<だ 
さい。 

P 必ず車両の点検整備用として承認 
されたエンジンオイルとオイルフィ 
ルターだけを使用して<ださい。 

下の原因により、エンジンや排気 
システムを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

• 車両の点検整備用として承認ご 
れていないエンジンオイルと才 
イルフィルターを使用すること 

• 指定の交換時期を過ざてからエ 
ンジンオイルとオイルフィル 
ターを交換すること 

• エンジンオイルに添加剤を入れ 
ること 

P エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべルゲージの上限を超えている 
ときは、エンジンオイルを巧いてく 
ださい。エンジンや触媒を損傷ず 
るおそれびありまず。 



エンジンオイルフイラーキャップの例 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
©を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
まず。 

エンジンオイルレべ J レゲージ非装備 
車は、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイでエンジンオイル量を確認し 
なびら作業を行なってください。 

エンジンオイルレベルゲージ装備車 
は、エンジンオイル量びエンジンオ 
イルレべ j レゲージの下限かそれし iTF 
のとさは、エンジンオイルを約 0.5 
〜1リットル補給しまず。 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
©を補給□に合わせ、時計回り 
にいっぱいまでまわして取0付け 

cK 9 〇 

エンジンオイルフイラーキャップび 
確実に取り付けられていることを確 
認します。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージま 
たはマルチフアンクシヨンデイスフ 
レイで、エンジンオイル量を点検し 
ます。 


I 
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〇おず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定 Li (外のエンジ 
ンオイルを使用して故障び発生し 
に場合は、保証び適用されないこ 
とびありまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧さ取っ 
て < ださい。 

P エンジンオイルの減りかたび著 
しいとをは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

エンジンオイル交換の時期 


エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換ずるこ 
とをお勧めしまず。交換時期はメンテ 
ナンスインジケーターを目まとして 
<ださい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
ごい。詳しくはメルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場におたずね < ださい。 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 
オイル 

オートマチックトランス S ッシヨンオ 
イルのオイル量を点検ずる必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
S ッシヨンの作動に異常を感じたとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で点検を受けて < ださい。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルの交換については別冊「整 
倫手帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
して < ださい。 


を却水 


A 警告 

:令ま P システムには圧力びかかってい 
まず。水温びかしでを高いときは、 
絶巧にリヴーブタンクのキャップを 
開かないでください。高温の蒸気や 
熱湯び吹さ出して、火傷をずるおそ 
れびあ0ます。 


A 警告 

不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないで<ださい。熱くなったエンジ 
ンに不凍液び付着すると、発火して 
火傷をずるおそれびあ0まず。 

〇冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 
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冷却水の量を点検ずる 


► 水平な場所に停車しまず。 

を却水の量の点検は、水平な場所に 
停車していて、エンジンび十分に;令 
えているとさにのみ行なってくだ 
さい。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► メーターパネルのエンジンを却水温 
度計でを却水の温度び;ちえているこ 
とを確認します。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 



► U ヴーブタンク⑤のキヤップのを 
反時計回りにゆっくりと約1/2回 
転までまわして、圧力を巧をまず。 


►圧力び巧けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりとまわし 
て取り外しまず。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク⑤ 
巧のバー⑤の上面に達していれば 
適量です。 

を却水び温かいとさは、液面びマー 
カー③より約1 .5 cm 上にあれば適 
量です。 


►キャップのを合わせ、いっぱいま 
で時計回りにまねしまず。 

冷却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
まず。 

► U ヴーブタンク⑤のキャップ®を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧をまず。 

►圧力び巧けたら、キャップ®をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわして 
取り外しまず。 

► 液面の高さにミ主意して冷却水を補給 
しまず。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液をミ居せ' 
て使用しまず。 

車を使用ずる地域(最ほ気温）によっ 
て濃度を変えまず（[>471ページ）。 

► キャップのを確実に閉じまず。 

〇を却水の補給は、冷却水びをえ 
ているときに行なってください。 

〇冷却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定(外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

〇不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださい。 
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► 必要であれば、冷却水を補給しまず。 
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Q マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに冷却水に関ずる故障/警告 
^ッセージ （04 日6ページ）が表示 
されたとさは、オーバーヒートし 
てエンジンを損傷ずるおそれがあ 
りまず。ただちに安全な場所に停 
車し、メルセデス■ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡して < ださい。 

を却水の交換時期 


冷却水は時間の経週ととちに劣化し 
まずので、整備手帳に従い定期的に交 
換して < ださい。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

オー パーヒートしたとを 


オーバーヒートしたとをの症状 

• 水温計の針が約 i 2 crc _ uu 上をおし 
ている 

• マルチフアンクションディスプレイ 
に冷却水に関ずる故障/警告^ッ 
セージが表おされる 
• エンジンルームから蒸気が出ている 

A 警告 

エンジンルームから蒸気が出ている 
とさや冷却水が吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、十分 
に冷えるまで車か5離れてください。 
エンジンルームの中に漏れた液体が 
発火して火災が発生ずるおそれがあ 
0まず。 


A 警告 

水温が下がるまで、絶対にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを開 
かないでください。高温の蒸気や冷 
却水が吹さ出して火傷をするおそれ 
がおります。 

〇オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水が吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにずる 
と、エンジンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

Q オーバーヒートしたとさは必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けて < ださい。 

オーバーヒートしたとさは、じ(下のよ 
ラに処置してください。 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイドリング状態で冷却 
しまず。 

エンジンルームから蒸気び出ている 
とさやを却水び吹さ出していると 
さ、エンジンフアンび停止している 
ときは、エンジンを停止して;ち却し 
て < ださい。 

►エンジンび十分に;ちえてから、を却 
水量、水漏れ、エンジンフアンなど 
を点検しまず。 

► を却水び不足しているときは補給し 
まず0355ぺージ）。 

。冷却水は、エンジンび熱いときに 
補給しないでください。エンジンを 
損傷するおそれびありまず。 
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ブレーキ 液 


ブレーキ液の量を点検ずる 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたり （0402 ぺ一 
ジ）、ブレーキ警告口（[>420、421 
ぺージ）び点口したときは、むや 
みにブレーキおを補給しないで < だ 
さい。補給によって故障び解消ずる 
ことはあ0ません。 

ま全な場所に停車し、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

A 警告 

必ず指定のブレーキあを使用してくだ 
さい。指定じ(外のブレーキ液を使用し 
たり、他の銘柄をミ居だると、ブレーキ 
の効さ具合やブレーキシステムに悪影 
響を与え、安全なブレーキ操作びでき 
なくなるおそれびあります。 

A 警告 

ブレーキおの補給は、エンジンび;令え 
てから行なってください。また、上限 
( MAX ) を超えないよラに補給してく 
ださい。あふれたブレーキおびエン 
ジンや排気系部品などに付着すると、 
発义して乂傷をした0、义災び発生ず 
るおそれびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにブレーキあに関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
0402ページ）をご覧ください。 



也 


ち八ンドル車 

►ブレーキ液の液面び、ブレーキ液 
U ヴーブタンク©のレベルイン 
ジケーター上限 （ MAX ) ⑤と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常でず。 

《ち八ンドル車のブレーキ液 U ヴーブタン 
クは、エンジンルームに向かって左側に 
あ0ます。 

ブレーキ液の交換 

定期的にメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場で交換をしてください。詳し 

くはメルセデス-ベンツ指定サービス 

工場におたずねくださし、。 

〇ブレーキ液の減りかたび著しいと 
さは、メルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
行なって< ださい。 

H 補給のとさは、3’ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな:： I ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 


I 
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H 補給はエンジンびをえてから行 
なってください。エンジンや排気 
系部品などにブレーキ液び付着ず 
ると、火災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

〇レベルインジケーターの上限を超 
えて巧給すると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷するおそれびありまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださい。 

P ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用すると、苛酷な 
条件下ではベーノ く一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック： 長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキぺダ J レを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ内に気泡び発生し、 
ブレーキぺダ j レを踏んでを圧力び伝 
わらず、ブレーキび効かなくなる現 
象のことでず。 


ウォッシャー液 
A 警告 

ウォッシャー液は可燃性です。火気 
をお付けたり、おくで喫煙をしない 
でください。また、エンジンび熱く 
なっているときには浦給しないでく 
ださい。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効まびあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 


ウオッシャー液を補給ずる 



S 550 


► U ヴーブタンクに補給ずる前に、 
ウォッシャー液と水を適正なミ居合比 
にミ畳ぜまず。 

► U ヴーブタンクのキャップ®を 
開いて補給します。 

► ウォッシャー液を補給しまず。 

► キャップのを取り付けまず。 

ウインドウウォッシヤー液とヘッドラ 
イトウォッシャー液の U ヴーブタンク 
は共用でず。 

使用ずるウオッシャー液 


専用の純正ウォッシャー液を水にミ居ぜ 

て使用しまず。 

〇巧給ずる前に別の容器で適正なミ居 
合比にミ居ぜてください。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびありまず。 

。ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷ずるおそれびありまず。 
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。へッ ドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さし、純正(夕']'のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(>416ページ）をご覧ください。 


タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


を全に関ずる注意 


A 警告 

純正品および承認されている製品 
外のタイヤやホイールを装着したり、 
タイヤ皆ホイールを正しく装着し 
ないと、車両の安全性を損なラおそ 
れがおります。 


A 警告 

パンクしたタイヤにより、車両の走 
行、ステア I 」ング、制動特性が著し 
く損なわれまず。事故の危険性があ 
りまず。 

• パンクしたタイヤでは走行し 
ないで <ださい。 

• ただちに応急用スペアタイヤに 
交換するか、ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場に達絡して< 
ださい。 

ブレーキシステムやホイールを改造し 
ないで<ださい。また、スペーサーや 
ダストシールドを使用しないで<だ 
さい。保証の適用外になりまず。 
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走行時の注意 _ 

• 走行しているとをは、振動や騒音、 
ステア U ングび片方向にとられるな 
どの不自然なステア1」ングの動をに 
を意してください。ホイールや夕 
イヤび損傷しているおそれびあり 
ます。タイヤやホイールの損傷び疑 
われるとさは、ただちにま全な場所 
に停車して、タイヤとホイールを点 
検してください。目に見えないタイ 
ヤやホイールの損傷を、不自然な 
ステア1」ングの動さの原因になり 
ます。 

異苗び見つからないとさを、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

. 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
や障害物に接触しないようにしてく 
ださい。 

縁石などを乗り越える必要びあると 
きは、走行速度を落とし、縁石に巧 
してタイヤをでさるだけ直角にして 
ください。タイヤを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


タイヤの点検 
A 警告 

損傷しているタイヤは空気圧あ下の 
原因になりまず。その結果、車のコ 
ント□ールを失ラことびあります。 
事故の危険性びあ D ます。損傷の兆 
候びないかタイヤを定期的に点検し、 
損傷しているタイヤはただちに交換 
してください。 


タイヤを点検ずる 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接化部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

►タイヤに大をな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検しまず。 

►タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検し 
まず。ス U ツプサイン（別冊「整備 
手帳」参照）び出ているとさは、新 
しいタイヤに交換しまず。 

• タイヤの溝の深さや接地面の状態は 
定期的に点検してください。必要で 
あれば、タイヤを左側またはち側 
にいっぱいまで切った状態で、タイ 
ヤの内側を点検してください。 

• ほこ0や水分の浸入を防ざパ'ルブを 
保護ずるため、ホイールパルブの 
キヤツプをおず装着してください。 
また、市販のタイヤ空気圧計測装 
置をホイールパルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたパ'ルブ 
キヤツプし U 外のをのをホイールパ V レ 
ブに装着しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを含め、タイヤ 
の空気圧は定期的に点検してくだ 
さい。 

• タイヤに空気を入れてを、ずぐに空 
気圧びほ下ずるとさは、パンクやホ 
イールの損傷、タイヤパルブからの 
空気漏れなどのおそれびありまず。 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごし、。 
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タイヤトレッド 


A 警告 

し^下の点にミ主意して < ださい。 

• タイヤの摩耗には十分に注意し、 
スリップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）が現われたら、ずみやかに 
に交換してください。タイヤの溝 
の深さが約 3mm L 处下になると著 
しく滑りやす<なり、事故につな 
がるおそれがあります。 

• ウインタータイヤの溝の深さが約 
4mm 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの溝の深さや接地面 
の状態は定期的に点検して < だ 
さい。必要であれば、タイヤを片 
方向に向けて、タイヤの内側ち点 
検してください。 


タイヤの還択、装着と交換 

• 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とち同じ銘柄のち 
のにして < ださい。 

• 新品のタイヤを装着したとさは、走 
行距離が約1 00km を超えるまでは 
速度を控えて運転ずることをお勧め 
します。 

• トレッドがひど<摩耗したタイヤで 
は、蕭れた路面を走行しないで<だ 
さい。タイヤのグリップが著しく低 
下し、八イド□プレーこング現象を 
起こずおそれがありまず。 


•摩耗具合にかかわらず、6年 iU 上経 
過したタイヤは新品のタイヤと交換 
して < ださい。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
て<ださい。 

• 純正品または承認されている製品政 
がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費な どに 悪影響をおよぼずおそ 
れがありまず。また、乗車人数や荷 
物が増えた場合などには、タイヤや 
ホイールと車体などが接触して、夕 
イヤや車体を損傷ずるおそれがあり 
まず。 

• 再生タイヤを装着した場合、安全性 
の保証はでさません。 

• 大口径のぶイールを装着したとさ 
は、路面状況が悪いとさに乗りむ地 
が悪<なることがありまず。また、 
障害物を乗り越えたとさの快適性ち 
低下し、ホイールやタイヤを損傷す 
る危険性ち高まりまず。 


「ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行ずるとさや外気温 
度び約 7°Cii (下のとさは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このような状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着ずることで、 ABS や ESP® な 
どの効果び発揮されまず。 

装着ずるウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とを同じ銘柄のちの 
にして < ださい。 
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A 警告 

ウインタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 下になったとさは、必ず新品 
と交換してください。十分なグリッ 
プを発揮でさず、雪道や凍結路の走 
行に適さなくなります。これにより、 
車両のコント□ールを失い、事故の 
原因になります。 

ウインタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

Q ウインタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

〇 ウインタータイヤについて、詳し 
くはルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 


A 警告 

ウィンタータイヤの装着時に、応急 

用スペアタイヤを装着すると、タイ 

ヤのサイズと種類が異なるため、事 

故を起こずおそれがあ0ます。 

政下の事項を守ってください。 

• 状況に合わせて慎重に運転して< 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本似上装 
着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤはウィンター 
タイヤとはサイズが異なるため、 
短時間のみ使用してください。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さし、。 

• 応急用スペアタイヤを交換すると 
さは、最寄りのルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で行なって< 
ださい。交換ずるタイヤのサイズ 
と種類が正しいことを確認してく 
ださし、。 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでち走行が困難なと 
きは、スノーチェーンを装着してくだ 
さし、。 

スノー チェーンは、 Daimler AG の指 
定品を使用して<ださい。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説日月書に従って < ださい。 
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スノーチェーンを装着ずるとさは、じ （ 

下のことにミ主意してください。 

• 車種や仕様により、標準タイヤ、ホ 
イールにスノーチェーンを装着で 
をない場合びありまず。詳しくは 
0474〜476ページ）をご覧くだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤにはスノー 
チ ェーンを装着しないで ください。 

• スノー チェー ンは、 4 MAT に車で 
あってち必ず後輪に装着してくだ 
ごい。前輪に装着ずると、ボディや 
フェンダーの内側またはサスペン 
ションなどに接触して、タイヤや車 
体を損傷するおそれびありまず。 

• スノーチェーン装着時は約 50 km / 
h (下の速度で走行してください。 

• 指定品け•外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

• スノーチェーンの 脱着は、周囲の交 
通を巧げない、巧全で平坦な場所で 
行なってくださし、。 

• 路面に雪や凍結びなくなったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
さい。 

• AIR マティックサスペンションまた 
は ABC (アクティブ.ボディ.コン 
卜□ール）装備車にスノー チェー ン 
を装着したとさは、車高を上げて走 
行してください(0249、251ページ)。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほラが走行しやずい 
場合がありまず。 


タイヤ空気圧ラベル 



〇 スノーチェ- 
は ルセデス 


タイヤ空気圧ラベルの例 

《タイヤ空気圧ラベルは車種によ0異なり 
ます。 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されています。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は rkPa ( lOOkPa 二 Ibar )」 と fpsij 
で示してし''ます。 

A 警告 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれが 
あ0まず。必ず規定の空気圧を守っ 
てください。 

• タイヤに空気を入れすざないでく 
ださい。空気を入れずざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷したりパンクしやすくなり 
ます。また、タイヤ空気圧警告シ 
ステムび正しく作動しなくなった 
り、車両操縦性に悪影響をおよぼす 
おそれがあります。 


•ンについて、詳し< 
ベンツ指定サービス 


工場におたずね < ださい。 
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A 警告 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着ずるなど、純正品 
または承認されたバルブキヤップし U 
外のをのをホイールバルブに装着し 
ないでください。それらを装着する 
と、バルブが常に開いた状態になる 
ため、空気圧低下の原因になりまず。 

Q 必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

Q 空気圧はタイヤが冷えているとき 
に測定して< ださい。約3時間駐 
車したままのとき、または 1.6 km 
U (上走行してし^なし''とさは、タイ 
ヤは冷えていまず。周囲の気温が 
約1〇む変化ずると、タイヤ空気圧 
は約 lOkPa (0.1 bar / 1.5 psi ) 変 
化しまず。タイヤ空気圧を点検ずる 
とさは周囲の気温にミ主意して<だ 
さい。 

〇 かない荷物に対応した空気圧値 
は、良い乗りむ i せををたらずための 
最低空気圧です。 

荷物がかないとさち、多い荷物に対 
応した空気圧を使用することちでさ 
ます。この空気圧値は許容されてい 
る値であ0、走行性能に悪影響をち 
えることはありません。 


9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃料を余計に消費します。 

〇 "up to 21日 km / h " の表示がある 
ときは、"叩 to 210 km / hi | の空気 
圧に調整して < ださい。 

S 63 AMG および S 6日 AMG 
の車種では 、 "up to 21 Okm / h " の 
空気圧から 30 kPa ( O.Sbar / 4 psi ) 
低い空気圧までは、安全性を損なラ 
ことな<空気圧を下げることがでさ 
まず。これにより、乗りむ地を向上 
させることがでさまずが、消費燃料 
はやや多 < なりまず。 

《上記は車両の機能の説明です。公道を走 
行する隙は、必ず法定速度や制限速度を 
遵守してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず行なっ 
て < ださい。 

〇 走行した直後や炎天下のよ5に夕 
イヤ自体が高温になっているとさ 
は、約 0.3 ba 「 ほど空気圧が高くな 
りまず。空気圧はタイヤが冷えてい 
るとさに測定して<ださい。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールまた 
はタイヤに記載されていまず。 
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タイヤ空気圧警告システム* 

4 輪ずベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下すること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
が生じると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告^ッセージを表 
7 J \ します。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

• カーブを曲がっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

• 砂地や舗装されていない地面など 
の滑りやずし作各面を走行してし^る 
とさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとき 
• 重い荷物を積んでいるとさ 

上記に該当しない条件で約 20 krn/h 
上の速度で数分間走行した後、異常 
が検知されると警告が行なわれまず。 

A 警告 

• 空気の入れすぎなど、誤ったタイ 
ヤ空気圧の調整に対しては警告が 
行なわれません。燃料給油フラッ 
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラべ 
ルを参照し、必ず規定の空気圧に 
調整して < ださい。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複 
数のタイヤから同量の空気が漏れ 
た場合などは検知でさません。ま 
た、タイヤ空気圧の点検を行なラ 
システムではありません。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


A 警告 

突然の空気圧低下（タイヤに異物が 
貫通した場合など）に対しては警告 
を行なラことがでさません。このと 
さは、急ブレーキや急八ンドルを避 
け、しっかりステア U ングを支えな 
がら、徐々に減速して安全な場所に 
停車してください。 


タイヤ空気圧警告システムを再起 

動ずる 

iu 下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ホイールやタイヤを交換したとき 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル瓜363ページ）を参照 
して、すべてのタイヤが、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認して < ださい。 

A 警告 

タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧が適正に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► ステア U ングスイッチの 3] また 
は CB を押して、インこユー 
から" メンサンス" を選択しまず。 

► ra または ra を押して、" タイヤ空 
気圧" を選択しまず。 
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凹りを押しまず。 

II 夕仆空気圧警告システム作動 0 K ホ'' タン 
で再起動" と表示されます。 




E を押して、 "はい" を選択し、 
应のを押しまず。 



II 夕仆空気圧警告システム再始動しまし 
た" と表示されまず。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 


再起動を中断ずる 

► ステア U ングスイッチのを押 
し 9 〇 

または 

► II 夕仆空気圧は正常でずか？" と表示 
されているときに、 "軒ンセル" を選択 
し、区のを押します。 


タイヤ□ーテーシヨン 


〇"タイ巾空気圧警告システムイク''こッシヨンオン 
で作動でさまず" と表示されたと 
さは、イグこッシヨン位置を2に 
して < ださい。 

► 应のを押しまず。 

"夕仆空気圧は正常でずか？" と表示 
されます。 


A 警告 

• タイヤまたはホイールのサイズが 
前後で異なるとさは、タイヤ □一 
テーシヨンを行なわないでくだ 
さい。前後のタイヤを入れ替える 
と走行安定性や車両操縦性が確保 
でさません。 

• ホイールボルトの締め付けトルク 
は ISkg-m (150 Nm ) でず。タイ 
ヤ□ーテーシヨンを行なった後は、 
ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でホイールボルトの締故付け 
トルクを確認してください。 

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

日，0日日〜10,000 km を目安に摩耗具 
をを点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 
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タイヤ□ーテー シヨ ンのち法 


タイヤ□ーテーシヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化ず 
ることがでさまず。この結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して、タイヤ空気圧 
警告システム*を再起動して<だ 
さい。タイヤ空気圧は、燃料給油フ 
ラップの裏側に貼付してあるタイヤ 
空気圧ラベルで確認して<ださい。 


タイヤの回転方向について _ 

回転ち向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転ずるよラに装着ずる 
ことで、八イド□プレーこング現象な 
どを発生しに<< し、タイヤの性能を 
発揮することができまず。 

タイヤの側面に記載された回転方向の 
矢印などの指示に従って装着して<だ 
さい。 

応急用スペアタイヤは、どちらの回転 
方法でち装着でさまず。 

応急用スペアタイヤを使用するとさ 
は、速度制限および使用期限に従って 
<ださい。 


タイヤの保管 

装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


タイヤの清掃 
A 警告 

高圧式スプレーガンを使用してタイ 
ヤを清掃しないで<ださい。タイヤ 
を損傷するおそれがあります。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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寒を時の取り扱い 


寒を時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いが必要でず。必ず iU 下のま意事項 
を守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

ルセデス-ベンツ指定 サービスエ 
場で、冷却水の不凍液の濃度が適正 
であることやバッテリーの液量や充 
電状態に不足がないことを点検して 
<ださい。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の列気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤ、 
スノーチェーンが必要でず（>361、 
362ページ)。 

スノーチェーンは、 Daimler AG (Dm 
定品を使用して<ださい。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従ってください。 

※ウィンタータイヤ、スノーチェーンにつ 
いて、詳しくは六ルセデス■ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま < 地方の場合、か 
な<とち1年に一度ボディ下回りの防 
謂処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちったと 
さはずベて取り除いてください。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
ありまず。 

ドアやトランクの凍結 

ドアやトランクが凍結しているときは 
1；(下のよ5な方法で走行ずる前に解 
凍するか、氷を取り除いて<ださい。 

• 氷を取り除< とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを傷付けないよラにま意して 
<ださい。 

• ドアやトランクが凍結して開かない 
とさは、開口部周囲にめるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、キーシ U ンダーにはめるま湯 
がかからないよラにして < ださし、 

• 再凍結を防止ずるため、余分な水分 
はされいにおさ取って < ださい。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こ5とすると、周囲の防水シー ■ 
ルを損傷するおそれがありまず。 
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ボディ下部の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
巧側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア1」ング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊び付 
着していにり、フェンダーの内側に 
雪び詰まって固まっていると、ボ 
ディを損傷したり、車のコント□一 
ルを失って事故を起こずおそれびあ 
りまず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にミ主意しなび 
ら、雪や氷塊を取0除いて < ださい。 

• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着しまず。 
休憩時などにこまめに点検し、雪や 
氷塊び付着しているとさは 、大きく 
なる前に取り除いてください。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ドアウイン 
ドウやスライディングルーフ*、自 
動開閉トランク U ッド*などび凍結 
しているとさに、無理に動かずとモー 
ターを損傷するおそれびありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、お 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドア S ラーは手で動かさないで 
<ださい。 

乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから乗車してください。ペダルを操 
作するとをに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇り 
やすくなりまず。 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先に 

マフラー(排気ガスの出 □) と車の 

周囲から雪を取り除いてください。 

排気ガスび車内に侵入ずるおそれび 

ありまず。 

A 警告 

マフラーなどび雪に垣ちれた状態で 
エンジンをかけていると、排気ガスび 
車内に入 D —酸化炭素中毒を起こし 
たり、中毒死ずるおそれびあります。 

駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は Li (下の 

点にミ主意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、シフトポジシヨ 
ンを [ E にして、確実に輪止めを 
して < ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たる方向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび;ちえず 
ざないよ5にして < ださし、。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 
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走行時の注意 


走行時の注意 


エンジンを停止しての走巧 


A 警告 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 

エンジンび停止しているとさは、ス 
テア U ングと ブレーキの バワ ーアシ 
ストび働さません。 

ステアリングとブレーキの操作に非 
常に大さな力び必要になるため、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 


〇 クルーズコント□ール*または 
ディスト□ニック-プラス*、可 
変スピード U ミッターの作動中を、 
ほいギアレンジを選択ずることによ 
りエンジンブレーキを効かせること 
びでをまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻しにとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといい 
まず。ほいギアのとさほど効さび 
強 < なりまず。 

ブレーキシステムに強い負巧びかかつ 
たとを 


ブレーキ 


A 警告 

ブレーキ操作び、後続車などにを険 
をおよぼすことびないよラに注意し 
て < ださい。 


下り坂を走行ずるとを 

長い下り坂や急な下り坂ではおず 
ティップシフトでほいギアレンジを選 
択し、エンジンブレーキを効かせて< 
ださい。 

エンジンブレーキを併用ずることによ 
り、ブレーキシステムへの負荷び減 
0、ブレーキの過熱を防ぐことびでさ 
ます。また、ブレーキの摩耗を防ぐこ 
とびでさまず。 

よ0強い制動力び必要なとさは、ブ 
レーキペダルを踏み続けるのではな 
く' 繰り返し踏んでください。 


A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。フレーキ 
バッドび早く摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かなくなった0、 
火災び発生するおそれびありまず。 

ブレーキに大さな負担びかかったとさ 
は、ずぐに停車ずるのではなく、しば 
らく走行を続けてください。ブレーキ 
システムに風を当てることにより、よ 
り早くを却ずることびでさまず。 

ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとをなどは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このよラな 
とさは後続車にま意しなびら、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキぺ 
ダルを数回軽く踏んでください。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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路面び濡れているとを 


A 警告 

滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれがありまず。 

蕭れた路面を走行しているとさや洗車 
直後は、ブレーキの効さが悪<なるこ 
とがありまず。このよラなとさは後続 
車にミ主意しながら低速で走行し、ブ 
レーキの効さが回復ずるまで、ブレー 
キペダルを数回軽 < 踏んで < ださい。 

凍結防止剤を散布した路面でのブレー 
キ性能の制限について 


A 警告 

ブレーキディスクやブレーキパッド 
に塩分が付着ずると、ブレーキの効 
さが遅れるため、制動距離が大幅に 
長くなり、事故につながるおそれが 
あ0ます。 

危険を回避するた故、似下の指示に 
従ってください。 

• 凍結防止剤を散巧した道路を走 
行するとさは、周囲の交通を妨げ 
ないよラに注意しながら、数回に 
分けてブレーキを効かせて<だ 
さい。ブレーキペダルを踏むこと 
により、 ブレーキディスクやブレー 
キパッドに付着した塩分を除去す 
ることがでさます。 

• 前車との車間距離を十分に確保し 
て、慎重に運転してください。 

• 駐車する前や発進直後は注意して 
ブレーキを効かせ、ブレーキデイ 
スクから塩分を除去してください。 


ブレーキ パッドに ついて 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目まとして走行距離が 
数百 km を超えるまでは制動性能を完 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
ダルをかし強めに踏んでください。 

Q ブレーキが過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水がかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキディス 
クを損傷ずるおそれがありまず。 

必ず純正のブレーキパッドを使用して 
<ださい。純正 Li (がのブレーキパッド 
を使用すると、ブレーキ特性が変わつ 
て安全なブレーキ操作がでさな < なる 
おそれがあ0まず。 

S 63 AMG、S 65 AMG のブレーキ 
の注意事項 


S 63 AMG 、 S 65 AMG の AMG 強 
化ブレーキシステムは、走行速度やブ 
レーキペダルの踏力、気温や湿度など 
のが気環境により、ブレーキノイズが 
発生することがありまず。 

また 、 S 63 AMG、S 65 AMG のブレー 
キパッ ドやブレーキディスクなどブ 
レーキシステムを構成ずる部品は、運 
転スタイルや走行状況に応じて摩耗度 
合いが異なってさまず。走行距離は摩 
耗度合いを測る目安にはなりません。 
負荷の高い運転を行なったとさは、摩 
耗度合いは高 < なりまず。 

Q ブレーキシステムに高い負荷を与 
えるよラな走行をした後は、必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 
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[ MJ ブレーキ警告灯 

イグこッシヨン位置を2にしたとさに 
点口し（点口しないとさは警告灯が故 
障しています）、エンジン始動後に消 
口します。 

エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンがかかっているとさに点灯ずる 
場合は、ブレーキ液の量が減ってい 
ます。安全な場所に停車し、ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパッ 
ドに関ずる故障/警告><ッセージ 
が表おされたときは(>402ページ） 
をご覧 < ださい。 


タイヤグリップについて 


A 警告 

安全な走行のたが、濡れた路面が凍 
結した路面では、乾燥した路面を走 
巧ずるとさよりち低い速度で走行し 
て < ださい。 

外気温度が低いとさは、路面の状態 
に十分ミ主意して<ださい。路面が凍 
結しているとさは、ブレーキ時に夕 
イヤと路面の間に薄い水の層が形成 
され、タイヤのグ U ップが大さく低 
下します。 


濡れた路面での走行 


八イド□プレーニング現象 


一定政上の深さがある水たまりを走 
行するとさは、 iu 下の状態でち、八イ 
ド□プレーニング現象が発生ずるおそ 
れがありまず。 

• 走行速度を落としている 

• タイヤトレッドの溝の深さが十分に 
おな 

でさるだけ水たま0や輸を避け、ブ 
レーキを効かせるとさは注意して < だ 
さい。 

道路び冠水しているときや車び水没し 
たとを 

やむを得ず冠水した道路を走行ずると 
さは、下の点にま意して<ださい。 

• 許容されている最大水深は約 25 cm 
です。 

• 波が立たないよラな速度で走行して 
<ださい。 

〇前方を走行している車両や、ずれ 
違5車両からを波び発生しまず。こ 
れにより、最大水深を超えることび 
ありまず。 

〇豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったとさはミ央してエン 
ジンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動ずると、エンジ 
ンに重大な損傷をちえるおそれびあ 
りまず。 

B 車び水没した場合は、水び引いた 
後でをエンジンを始動せずに、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 
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雪道やま結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間お 

離を確保し、いつをより控えめな速度 

で慎重に走行して < ださい。 

ま全な走行と車両操縦性を確保ずるた 

め、 i - u 下のま意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してくださし)。 

• 走行モードを E モードまたは C モー 
ドに切り替えてください（>192 
ぺージ)。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• ホールド機能やクルーズコント□一 
ル*またはディスト□ニック-プ 
ラス*は使用しないでください。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効をび悪<なるこ 
とびありまず。このようなときは、 
後続車にミ主意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復ずるまで 
ブレーキペダルを数回軽く踏んでく 
ださい。 

A 警告 

路面び滑0やすいとさは、急激なェ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッション、駆動系部品 
を損傷ずるおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発道や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風び強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそ5 
なとをは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとをは、ヘッドラ 
イトを点灯してください。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪<なることびありまずので、十分ま 
意してください。 


走行中に異常を感じた5 

警告口び点'灯したとをやマルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い巧処して<だ 
さい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してくださしんそのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれびありまず。 
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ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボ 
ディの下部を点検し、ブレーキ液や 
燃料などび漏れていないか確認して 
<ださい。漏れやボディ下部に損傷 
を見つけたとさは、運転を中止して 
メルセデス.ベンツ指定サービスエ 
場に連絡して<ださい。損傷を放置 
したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしっかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急ブレーキや急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとを 


駐停車ずるとをの注意事項 

• マフラーは非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
危険びないことを運転をび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないで < ださい。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
1」ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 


•炎天下に駐車ずるとさは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、柔車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いてください。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車内 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

急な坂道では 

急な坂道で駐車ずるとさは、シフトポ 
ジシヨンを [ E にして、パーキング 
ブレーキを確実に効かせて<ださい。 
さらに輪止めをして、前輪を歩道方向 
に向けて < ださい。 

仮旧ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとをは、ま 
全な場所に駐車しておずエンジンを停 
止してください。無意識のうちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して、 
事故を起こずおそれびありまず。 

まに、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーび異常過熱して乂 
災の原因にな0まず。 

後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でさないとを 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 
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雨降りや濃霧時の運転 _ 

雨が降っていたり、濃露が発生してい 

るとさは、 Li (下の点にミ主意して、いつ 

ちより慎重に運転して<ださい。 

• 路面が滑りやずいため、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長< な0まず。 

また、見通しが悪いため、歩行者 
や障害物の発見が遅れがちになり 
ます。いつちより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保して<ださい。 

• 安全な視界を確保するため、必要に 
応じてデフ□スターや U アデフォッ 
ガーを作動させて<ださい。または 
AC モードでエアコンディショナー 
を作動させて車内を除湿して<だ 
さい。 

• 雨降りや濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドライ 
卜や U アフォグランプを点灯して< 
ださい。ただし、へッドライトを上 
向さにずると、雨や露に反射して視 
巧を損なったり、対向車を隘惑ずる 
ので、下向さで点灯して<ださい。 

• 濃露のとさは U アフォグランプを 
点灯し、速度を落として走行して 
ください。危険を感じるときは、 
震が晴れるまで安全な場所に停車 
して <ださい。 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全か 
つ快適に運転ずるためには、ルセ 
デス•ベンツ指定サービスエ場で点検 
整備を受ける必要がありまず 。八し 
セデス•ベンツ指定サービスエ場では 
LiTF のよラな点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目がありまず。これらは><ンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
9 〇 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるをのでず。な 
の点検時期を示すステッカーびフ□ン 
トウインドウに貼付してありまず。詳 
しくはメルセデス•ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 

整備手帳 


車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日苗、車を使用するときに、お宮 
様ご自身の判断で実施していただ < 点 
検でず。 

点検項目は整備手帳に記載されてし、 
ます。 

点検を実施しにとをに異常び発見され 
た場合は、ずみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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メンテナンスインジケーター 



走行距離や経過時間などに応じて、 
一力一指定点検整備の実施時期を表 
7K しぶ 9 〇 


><ンテナンスインジケーターが表示さ 
れたとさは、一力一指定点検整備を 
行なって< ださい。 

〇 メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇メーカー指定点検整備を期限まで 
に行なわなかった場合は、保証など 
の対象外になることびありまず。 

自動表示機能 


なのメーカー指定点検整備実施曰の 
約1力月前になると、イグニッシヨ 
ン位置を2にしにときやエンジンび 
かかってし）るとをに、メンテナンス 
インジケーターび自動的に表示され 
ます。 

メンテナンスインジケーターを消し 
たいとさは、ステア1」ングスイッチの 
同 まには店のを押しまず。 


手動表示 

メンテナンスインジケーターは、手動 
でを表示でさます。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

► ステア1」ングスイッチの H ] また 
は CB を押して、メインメニュー 
から" メンテナス" を選択しまず。 

► 囚まには因を押して、" メタナス" 
を選択します。 

► 店のを押しまず。 

次回のメーカー指定点検整備実施時 
期び表示されまず。 

表示メッセージ 


表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよ5に変化し 
ます。#には" A " から" H " までのアル 
ファべットび表示されまず。 

• 点検舊備実施前の表示例 

II 次回のメンテナンス#まであと XX 日 
でず" 

II 次回のメンテナンス#まであと XX km 
でず" 

• 点検舊備実施時期になつたとさの表 
示例 

II メソサの#期限" 

• 点検壁備実施時期を過ざたときの表 
示例 
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〇" メンテナンス A " II メンテナンス B " など、" メンテ 
ナンス" の後に表示される" A " から" H " 
のアルファベットは、次回の >< — 
カー指定点検整備の範囲が、点検項 
目のかない点検整備から総合的な 
点検整備まで、どれに該当ずるかを 
示すちのです。 

ただし、日本では法定点検があるた 
め、これらの範囲は該当しません。 
O ' メンテナンス A + II II メンテナンス B 十"など、 
" A " から" H " のアルファベットの後 
に" + II の表示があるとさは、ブレー 
キ部品交換などの点検整備が含まれ 
てし、ることを示しまず。 

〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備し U 前に摩耗の限界に 
達することびありまず。ブレーキ 
パッドの交換については、メルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場で相談 
の上、じ(下のどちらかで対処してく 
ださい。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換ずる 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は加算されません。 


メンテナンスインジケーターのリセット 

メーカー指定点検整備後に、メルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場でメンテ 
ナンスインジケーターを1」セットして 
<ださい。 

U セット後、次回メーカー指定点検整 
倫までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示しまず。 

〇メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとさは、ずみや 
ひにメルセデス•ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 
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曰常の手入れ 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG が指 
定する用品のみを使用して < ださい。 

詳しくは ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

• 一部の合成クリーナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質が含まれ 
ていることがおります。カーケア 
用品を使用ずるとさは、必ず添付 
の取0扱し''上の;主意を読み、指示 
に従ってください。 

• 車内でカーケア用品を使用すると 
さはドアやドアウインドウを開さ、 
十分に換気してください。有機溶 
剤による中毒を起こしたり、静電 
気が可燃性ガスに引火して火災を 
起こずおそれがあります。 

• 車の手入れをするとをに、ガソリ 
ンやシンナーなどを使用しないで 
ください。中毒を起こしたり、気 
化ガスに引火して火災を起こすお 
それがあ0まず。 

• カーケア用品は、子供の手が届く 
ところや火気の近くに置いたり保 
管しないでください。 

B 車の手入れをずるとさは、下の 

をのを使用しないで<ださい。 

• 乾いた巧や目の粗い巧、かにい 
巧など 

• 研磨剤を含むク U —ナー 

• 有機溶剤 

• 有機溶剤を含むク1」ーナー 


また、強くこずったり、 スクレーパー 
などのかたい物び塗装面や保護フィ 
ルムなどに触れないよ5にしてくだ 
さい。塗装面や保護フィルムなどを 
損傷したり、こずり傷び付くおそれ 
びありまず。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 

棄してください。 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷ずる 
と、鐘の原因になりまず。早めに補 
修を行なってください。 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 凍結防止剤び散巧してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー巧を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強く当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
びありまず。 
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〇車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでください。 
ホイールク U —ナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッドなどび 
腐食するおそれびありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行してくだ 
ごい。ブレーキ時の摩擦熱によ〇ブ 
レーキディスクやブレーキパッドび 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 


洗車時の注意 


洗車をするとさは、下の点にま意し 

て < ださい。 

• 水び凍るよ5な寒いとさや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱<なっているよラな 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コールタールやアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るため、早めに処理してください。 

• 洗車をするときはマフラーにま意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしにり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクび 
熱いとさに急激に;ちやずと、ブレー 
キディスクを損傷ずるおそれびあり 
ます。 


• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐をずる 
おそれびあ0まず。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどび 腐を ずるおそれびあり 
まず。 

このよ5なときは、しばらく走巧^し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 

洗車 

► ボディ全体にほ圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

►水にカーシャンプーなどを混ぜに洗 
ミき液を用意し、車全体にかけまず。 
外気取り入れ□付近ではか量にし、 
ダクト内に洗ミきあび残らないよラに 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム巧などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧を取 
りまず。 

自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車したあとは、ブレー 
キの効さが悪くなることがあ0まず。 
ブレーキディスクやブレーキパッドが 
乾くまでは、十分ミ主意して走行してく 
ださい。 
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A 警告 

ホールド機能またはデイスト□ニッ 
ク-プラス*が作動しているときは車 
両にブレーキが効いています。自動洗 
車機で洗車するとさは、ホールド機能 
またはデイスト□ニック-プラスを解 
除して < ださい。 

P 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使 
用しないで<ださい。車内に水が浸 
入ずるおそれがありまず。 

Q 自動洗車機が車のサイズにをっ 
ていることを確認して<ださい。ま 
た、洗車前にドア S ラーを格納して 
<ださい。車体やドア S ラーを損 
傷するおそれがありまず。 

Q 自走式の自動洗車機を使用ずる 
とさは、セレクターレバーが rm 
に入っていることを確認してくだ 
さい。車を損傷するおそれがあり 
ます。 

車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをして<だ 
さし、。 

Q 下の点にミ主意して < ださい 

• ドアウインドウとスライデイン 
グルーフ*が完全に閉じている 
ことを確認してください。 

• を熱ヒーター/ベンチ レーシヨ 
ンを停止してください(>293 
ぺージ)。 

• ワイパーを停止して<ださい 
(>16 日ページ)。 

• 洗車前にドア三ラーを格納して 
<ださい。 


• 回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷が付さ、塗装面の光ミ尺 
が失われたり、劣化を早めるお 
それがありまず。 

• リアウインドウ上部のアンテナ 
の損傷を防ぐため、洗車機の□一 
ラーがアンテナに強<触れない 
よラ洗車機を操作ずるか、ルー 
フからアンテナにかけてガム 
テープな どを貼り、アンテナ部 
を保護して < ださい。 

車を損傷ずるおそれがありまず。 

自動洗車機で洗車した後は、フ□ント 
ウインドウやワイパー ブレー ドに付着 
した洗浄液をおさ取って<ださい。フ 
□ントウインドウに残った残留物によ 
るミちれを防ざ、ワイパーノイズを低減 
させまず。 

手洗いによる洗車 


• 熱湯を使用しないで < ださい。また、 
直射日光が当たっているとさは洗車 
をしないで <ださい。 

• 柔らかいスポンジで洗車して<だ 
さい。 

• 水に カーシヤンプーな どを混ぜた 洗 
浄液を使用して < ださい。 

• ボディ全体に低圧で水をかけまず。 

• 外気取り入れ口付近には直接水をか 
けないで < ださい。 

• 十分な量の水を使用して、スポンジ 
で洗い流します。 

• されいな水で洗い流し、セーム皮な 
どで水滴をおさ取りまず。 
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• 塗装面に洗浄液がある状態で乾か 
ないで < ださい。 

冬季に車両を使用したとさは、ずみや 
かに凍結防止剤を T 寧に取り除いて< 
ださい。 

高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧が高い 
ため、タイヤを損傷して、事故の原 
因になります。 

。車両と高圧式スプレーガンのノズ 
ル間には、常に最低でも約 30 cm 
の間隔を確保して < ださい。 

高圧式スプレーガンのノズ>1レは円を 
描くように動かしてください。 

高圧式スプレーガンのノズルを直 
接、下の物に向けないで < ださい。 

• タイヤ 

• ドア接合面、ルーフ接合面、ジョ 
イントなど 

• 電気装備 
• バッテリー 
• コネクター 
• ライト 
• シール 部 
• 卜1」ム部品 
• 吸気 □ 

• ウインドウガラス接合面 
• ボディ y くネ j レの継ぎ目部分 
• サスペンション 


シール部や電気装備や塗装面び損 
傷ずることによ0、車巧への水の浸 
入や故障につなび0まず。 

ホイールの清掃 

Q ホイールには酸性のホイールク 
U ーナーを使用しないで < ださい。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キ構成部品を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

B 車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでぶイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでください。 
ホイールク U —ナーによ0、ブレー 
キディスクやブレーキパッドなどが 
腐食ずるおそれがありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行して<だ 
さい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドが 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 

塗装面の清掃 


不適切な手入れによる傷や腐食、損傷 

は完全に修復ずることはできません。 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 

で補修することをお勧めしまず。 

►不純物は、強<こずることな<、た 
だちに取り除いてください。 

► 虫の死がいはインセクトリムーバー 
で取り除さ、周囲をよ<洗い流して 
<ださい。 

►鳥のふんは水で落とし、周囲をよ< 
洗い流して < ださい。 

►油脂類、樹液、オイル、燃料、グ 
リースなどは、ベンジンまたはライ 
ター用オイルを染み込ませた巧で軽 
<ふいて < ださい。 
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► タールはタール U ムーバーで取り 
除いて < ださい。 

► ワックスはシリコンリムーバーで取 
り除いて < ださい。 

Q 塗装面に iU 下のちのを貼付しない 
で < ださい。 

• ステッカー 
• フイルム 
• マグネットなど 

塗装面を損傷するおそれがあり 
ます。 

マツトペイント塗装車の取り扱い 


マットペイント塗装車は、離消しク U 
アコートで塗装されています。 

非常にデ U ケートな塗装のため、日常 
の手入れなどで独特の質感を損な5お 
それがありまず。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

マットペイント塗装されたホイールに 
ついてち、同様の手入れを行なって< 
ださい。 

〇塗装面を磨ひないでください。 

〇け下のことは塗装面に光沢を持た 
せたり、マット塗装の質感を損なわ 
せるおそれびありまず。 

• 不適切な素材で力強<こずること 
• 頻繁に洗車を行なラこと 
• 直射日光下で洗車を行な5こと 

〇塗装面の手入れには、ワックスや 
研磨剤、光沢剤のよ5なペイント保 
護剤は使用しないでください。質感 
を損なったり、塗装面を損傷ずるお 
それがあ0まず。 


H 塗装面にミちれが付着したとさ 
は、ずみやかに取り除いてください。 

〇樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでくださし、 
質感を損なったり、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇ワックスなどの巧れび付着したと 
さは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたさなびらちれを巧を取って 
<ださい。 

〇タールなどのミちれび付着したとを 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたさなびらミちれを巧さ取ってくだ 
さい。 

Q 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーは使用しないでください。 
塗装面を損傷するおそれびあり 
9 〇 

〇塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行なって 
<ださし、。 

〇 洗車は、柔らかいスポンジとカー 
シャンプー、十分な水で、手洗し'' 
で行な5ことをおずずめしまず。 

ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチか S キー 
を抜くか、イグニッシヨン位置を0 
にして<ださい。ワイバーび作動し 
てけびをずるおそれびあります。 

►ウインドウの外側と内側を水で湿 
らせた柔らかい巧で清掃してくだ 
さし、。 
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H ウインドウの内側を清掃するとき 
は、乾いたなや研磨剤、有機溶剤 
を含むク U —ナーなどを使用しない 
で< ださい。また、かたい物でこず 
らないでください。ウインドウを損 
傷するおそれがありまず。 

Q フ□ントウインドウおよび U アウ 
インドウの排水口にたまった枯葉や 
ほこりなどを定期的に清掃して<だ 
さい。排水口が目詰まりを起こし、 
腐食の原因 I しなったり、電気装備を 
損傷するおそれびありまず。 

ワイ パー ブ レー ドの清掃 


A 警告 

ワイパーブレードを清掃ずるとさは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
て<ださい。ワイパーが作動してけ 
がをするおそれがあ 0 ます。 

[ I ワイパーブレードを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあ0まず。 

[ I ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
<こずった0しないで<ださい。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► ワイパーアームを起こしまず。 

► ワイパーブレードを、湿らせに柔ら 
かい巧で軽く巧さまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


H ワイパーアームを元の位置に戻ず 
ときは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷するおそれがあります。 

ライト類の清掃 


へッドライトを含むライト類は樹脂製 
レンズでず。流水または水とカーシヤ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流して< 
ださい。 

〇有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強く 
こずらないでください。また、 へ、ソ 
ドライトウォッシヤーは必ず専用の 
純正ウォッシヤー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


センサー*の清掃 



センサーのを清掃ずるとさは、流水 
または水と カーシ ヤン プーを ミ居ぜた洗 
を液で洗い流して < ださい。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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H センサーを清掃ずるときは、乾い 
た巧、目の粗い巧、かたい巧など 
は使用しないでください。また、純 
正!;!がの手入れ用品を使用したり、 
強い力で乾拭さしないで<ださい。 
センサーを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

P センサーには、高圧式 スプレー ガ 
ンや スチーム ク U —ナーを使用し 
ないでくだごい。センサーや塗装面 
を損傷するおそれびありまず。 


A °— キングアシストリアビューカメラ 
の清掃 



► されいな水でレンズののミちれを落 
とし、やわらかい巧で巧さ取ってく 
ださい。 


H カメラのレンズやカメラ周辺を 

清掃ずるとさは、じ(下のことにミ主 

意してください。カメラを損傷ず 

るおそれびありまず。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用ずるときは、ノズ 
ルをカメラや力;< ラの周囲に近付 
けないで < ださい。 

• 強い力で乾す式さしないで < だ 
さし、。 

. 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、力ラにワックスが付着し 
ないように注意してくださし、。 
付着したとさは、水にカーシ ヤ 
ンプーなどを混ぜた洗浄液です 式 
き取ってください。 

マフラーの 清掃 


路面のル石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあり 
9 〇 

特に冬場や洗車後は、定期的にマフ 
ラーを手入れすることにより、マフ 
ラーの輝さを保ち、また元の輝さを取 
り戻ずことがでさまず。 

〇ホイールク U —ナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないでください。 
マフラーの手入れについては、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 
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A 警告 

清掃するとさは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにある U ン 
ケージやヒンジなどの金属部分が露 
出した箇所にま意してください。触 
れるとけがをずるおそれがあります。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないよ5にミ主意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
がありまず。詳し<はルセデス- 
べンツ指定 サービス エ場におたず 
ね< ださい。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► ディスプレイの手入れを行なラ前 
に、必ず COMAND システムを才 
フにして、ディスプレイの表面が熱 
くなっていないことを確認してくだ 
さし、。 

► 市販の不織巧とディスプレイクリー 
ナーを使用して、ディスプレイの表 
面を拭さ取0まず。 

► 乾いた不織布でディスプレイをホ式さ 
ます。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


P ディスプレイが熱<なっていると 
きは、冷えるまで待ってください。 

□ COMAND ディスプレイを清掃ず 
るとさに liTF のちのを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷する 
おそれがあ0まず。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスフ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷ずるおそれが 
ありまず。 

ナイ トビ ューア シストプラス* の 映像 
び不鮮日月なとを 

ナイトビューアシストプラスカラ前 
方■のフ□ントウインドウの巧側または 
列側が曇っていたりミちれていると、ナ 
イビューアシストプラスの映像が不鮮 
明になりまず。 

フ□ントウインドウ内測の巧れを取る 

Q 力ラのレンズを拭:かないでくだ 
さい。レンズがミちれているとさは、 
ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場に作業を依頼して < ださい。 

Q スプレー 式のウインドウク リー 
ナーなどを使用ずるときは、 がラ 
のレンズにかからないようにミ主意し 
て < ださい。 
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曰常の手入れ 



► へこみの部分からカメラカバー® 
を取り外しまず。 



►やわらかい巧で、レンズ③前面の 
ウインドウを清掃しまず。 


プラスチックト U ムの;’青}责 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、スプレー 
式の車内ク1」 ー ナーや有機を剤を含 
むク1」ーナーなどを使用しないでく 
ださい。有機溶剤を含むクリーナー 
などで清掃すると、収納部分の表面 
び劣化し、エアバッグび作動したと 
さにプラスチック部品び損傷して車 
内に飛散し、重大なけびをするおそ 
れびあ0ます。 


[I プラスチックト1」ムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないで<ださい。プラス 
チックト U ムを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇プラスチックト1」ムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどび付着し 
ないよ5にしてください。表面の劣 
化の原因にな0まず。 

► 水で湿らせた不織巧で巧さ取りまず。 

► 頑固なミちれには専用のクリーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しまずび、 
乾くと元に戻りまず。 

ステアリングおよび セレクターレバー 
の清掃 

► 水で湿らせに巧で全体を巧<か、指 
定のレヴーケア用品を使用してくだ 
さい。 

ウツドト U ムの清掃 


► 水で湿らせに不織巧で巧さ取りまず。 

► 頑固なミちれには専用のクリーナーを 
使用します。 

〇有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
剤、ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドト U ムを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

シート 表皮の清掃 

〇本革、人工皮革またはアルカン 
ターラ®の表皮の清掃には、不織 
巧を使用しないで<ださい。頻繁 
に使用ずると、表皮を損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 
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P 清掃ずるとさは、 iU 下のことにま 

意して < ださい。 

• 本革の表皮は、湿らせた巧でま 
意して清掃し、その後に乾いた 
巧で表皮をおさ取りまず。革 
が蕭れないよ5に注意して<だ 
さい。硬化やひび割れにつなが 
りまず。承認されたレヴーケア 
用品のみを使用して<ださい。 
詳細は、ルセデス-ベンツ指 
定 サービス エ場におたずね<だ 
さい。 

• 人工皮革の表皮は、1%の洗剤（洗 
濯液など）を含む溶液で湿らせ 
たなで清掃します。 

• 巧の表皮は、1%の洗剤（洗濯 
液など）を含む溶液で湿らせた 
不織巧で清掃します。おさ残し 
がないように、ま意深<こずり、 
シート全体をまんべんな<拭さ 
ます。その後、シートを乾燥さ 
せます。清掃の効果は、ミちれの 
種類およびどの程度の期間ミちれ 
ていたかによりまず。 

• アルカンターラ®の表皮は、湿 
らせた巧で清掃しまず。おさ残 
しがなし^ように、シート全体を 
まんべんな<おさまず。 

〇 定期的な手入れを行な5ことによ 

り、表皮の見栄えと快適さを長期 

間維持ずることびでさまず。 


シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
田:さ取りまず。 

〇化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。まに、直射日光 
に当てたり、 80° Cii (上の温度で乾 
燥させないで < ださい。 

ルーフ ライニングおよび カーぺッ トの 

清掃 

►ルーフライ ニン グは、柔らかいブラ 
シを使用して清掃しまず。ひどいミち 
れには、指定のクリーナーを使用し 
まず。 

►カーペットは、指定のクリーナーを 
使用して清掃しまず。 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 
A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ただち 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火巧び発生した0、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起定たと走 

すみやかに、下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷ち 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

安全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

シフトポジションを EE にして、同 
乗ちや付近の人に救援を巧めて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくださ 
い。このときは、車速感応ドア□ック 
によるキーの閉じ込みにま意してくだ 
さい。 

シフトポジションを CN ] にでさない 
とさは、乗員をま全な場所に避難させ、 
続発事故を防いで < ださい。 

Q 踏切内で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非甫ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用してください。 


非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに装 
倫しています。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電ミ也の間に紙び挟まれていまず。 
使用ずるとさは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

懐中電灯び十分な巧るさで点灯ずる 
ことを定期的に点検してください。 
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停止表示板 



停止表示板はトランク U ッドの裏側に 
収納されています。 

停止表示板を取りがず 

► トランクを開さまず。 

► □ックノブ⑤を矢印の方向に約90 
度まわして、停止表示板のを取り 


がします。 

停止表示板の組み立て 



► 左ちのスタンド®を化げて地面に 
立てます。 


►反射板⑤を上方に引さ出して、頂 
点のフック⑤をかみ合わせまず。 



救急セットはトランクルーム巧ち側の 
収納ネットに収納されていまず。 

►ストラップのを外しまず。 

► 救急セット⑤を取り出しまず。 

〇 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点検 
して < ださい。 


車載工具 


車載工具はトランク巧のトランクフ〇 
アボード下に収納されていまず。 

分割型トランクフ□アポード装備車 



► トランク内の後部トランクフ□ア 
ボードのを開さまず。 
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《救急セツトの車載位置は予告な<変更される場合びあ0ます。 
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車載品の収納場所 


► 八ンドル⑤を持つてラゲッジトレ 
イ⑤を引さ上げ、フック④を1」ア 
ウインドウ下側のトランクの縁にか 
けまず。 

〇フック④を1」アウインドウ下側 
のトランクの縁にかけたままトラ 
ンクを閉じないでください。八ン 
ドルを損傷しまず。 

一枚型トランクフ□アポード装備車 



►八ンドル⑤を起こし、トランクフ 
□アボード®を引さ上げまず。 

► トランクフ□アボードのを支えな 
びら、八ンドル⑤の上端部をリア 
ウインドウ下側のトランクの縁にか 
けまず。 

〇八ンドル⑤の上端部を U アウイ 
ンドウ下側のトランクの縁にかけ 
にままトランクを閉じないで<だ 
さい。八ンドルを損傷しまず。 



► ラゲツジトレイ⑤を引き上げ、フツ 
ク④をトランクフ□アボードの縁 
にかけまず。 


〇ラゲッジトレイに重い物を収納し 
ているとさは、取り出してからラ 
ゲッジトレイをかけてください。重 
みで落下ずるおそれびありまず。 

。フック® の角でけびをしないよ 
うにミ主意してください。 

※車種や仕様により、ラゲツジトレイは装 
倫されません。 


応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 



①輪止め 
⑤ ヵバー 
⑤車載工具 
④ジャッキ 


■か：？ 6— り 
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⑤応急用スペアタイヤ 
® トレイ 
⑦ ホルダー 


車載工具やジャッキなどは、応急用ス 
ペアタイヤ⑤に取り付けられたトレ 
イ ® に収納されていまず。 

車載工具には LU 下のをのび収納されて 
し、ます。 

• ホイ ー ルレンチ 
• ガイドボルト 
• けん引フック 
• 手袋 

車載工具ととをに、輪止めのとジャッ 
キ④わ又納されていまず。 

応急用スペアタイヤを取り出ず 

► ホルダー⑦を反時計回0にまわし 
て取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤ⑤を取り出し 
ます。 

※車種や仕様によ0、ホルダーのお巧び異 
なります。 


A 警告 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアップ 
ずるた故だけに設計されています。 

• 車が車載のジャッキだけでまえら 
れているときは、決して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キが外れると、車に挟まれて致命 
的なけがをずるおそれがあ0ます。 

• ジャッキは、かたくてずべりにく 
し、、水平な場所で使用してくださ 
し、。また、ジャッキの下に、ブ□ッ 
クや木材などを置いてジャッキ 
アップしないでください。ジャッ 
キアップした車が落下するおそれ 
があります。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランクを開閉した0、パーキング 
ブレーキを解除しないで<ださい。 
車が落下ずるおそれがありまず。 


タイヤフイットび車載されている車種 



①電動エアポンプ 


@輪止坡 
感ジャッキ 
④タイヤフィット 
感車載工具 


ぷタイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 

娘仕様によ0、車載工具の配置や内容び異なる場合びあ0ます。 


I 








輪止め 


故障/警告メッセージ 



輪止めは、図の順番で組み立てまず。 

〇輪止めを使用ずるとさは、図④ 
の矢印の方向にタイヤがあたるよ5 
にしまず。方向にミ主意してくださし、 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクションディ 
スプレイに警告や注意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。 

メッセージの色は白色、黄色、赤色で 
表示され、重要度の高い><ッセージは 
ホ色で表示されます。 

故障/警告><ッセージが表おされた 
場合は、本書の指示に従ってください。 

A 警告 

• ^ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障した場 
合は、走行速度や外気温度、表示 
灯/警告灯、故障/警告方ッセー 
ジなどの情報が表示されません。 
車両操縦性に悪影響をおよぼずよ 
ラな故障や異常が発生した場合は 
内容が確認でさないため、ただち 
に^ルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に達絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容を限られていま 
す。故障表示の機能は運転者を支 
援ずる装置でず。発生した故障や 
異常に対処して車の安全性を維持 
する責任は運転者にありまず。 

• 走行中にステアリングのスイッチ 
を操作するとさは、直進時に行なっ 
て<ださい。ステアリングをまわ 
しながら操作すると、事故を起こ 
すおそれがあります。 
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• 走行する前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、 ；><ーター パネ 
ルの表示灯/警告打が点灯し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認してくだ 
さし、。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めしまず。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ずルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検整備や修理を 
行なって<ださい。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
な0ます。 


A 警告 

S クラス HYBRID については、必ず 
別冊 「 S-Class HYBRID 取扱説明書 
補足版」をご覧ください。 


故障/警告メッセージを表示させる 

► ステア U ングの 3] または rFi ス 
イッチを押して、^イン^こユーか 
ら II メンテナンス" を選択しまず。 

故障や異常がある場合は、ディスプ 
レイに" 2 ；>< ッセージ" のように故 
障や異常の件数が表示されまず。 

故障や異常がない場合は、 "〇><ッ 
セージ" と表示されまず。 

► E または E を押して、 "2 六ッ 
セージ" などの件数表示を選択し 
ます。 

► 区のを押しまず。 


► またはを押して、故障 
/警告 ッセージを表おしまず。 

故障や異常がない場合は、 "メッセ- シ '' 
はありません" と表示されまず。 

故障/警告メッセージを消ず 

重要度の低いメッセージは表おされて 
から数秒後に自動的に消えまず。その 
他の;メッセージは、手動で消ずまでマ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに表 
示されたままになりまず。 

ただし、重要度の高い><ッセージは消 
ずことがでさません。故障や異常の原 
因が解消ずるまで、故障/警告><ッ 
セージが繰り返し表示されまず。 

► ><ッセージが表示されているとさ 
に、ステア U ングスイッチの应の 
またはを押しまず。 

少ッセージが消え、故障内容が記憶 
されまず。 

※記載の故障/警告方ッセージは、取扱説 
明書作成時点のものでず。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびあります。 


■化：？ s - に 






を全装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


腐)] r 受 

現在使用でをません 
取扱説明書養照 


A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング.システム)、 ESP ⑥（エレクト□ニック- 
スタビリテイ •プ□グラム）、 BAS 〔ブレーキアシスト）、 PRE - SAFE ®、 ホー 
ル ド機能、ヒルスタートアシストび一時的に作動しなし)状態になっている。 


アダプテイブブレーキランプと BAS プラス、 PRE - SAFE ⑩ブレーキも作動し 
なし、 


加えて、六ーターパネルのと^、 rwi ち点! n している。 
自己診断機能び終了していなし、可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 


ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

► 適切な直線路で約 20 km/h 政上の速度でステアリングを軽く左ちに操 
作し、注意して走行してください。 

六ッセージび消えると、上記の機能は再度作動でさる状態になりまず。 
メッセージび表示されたままのとさ： 

► ミち意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を黃けてください。 


A 事故のおそれがありまず 

ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストが一 
時的に作動しなし、状態になっている。 

アダプテイブブレーキランプと BAS プラス、 PRE - SAFE ⑩ブレーキも作動し 
なし、 

加えて、六ーターパネルのと^、 rwi ち点! n している。 

電圧び低下してし、る可能性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 


► ミち意して走行してください。 

六ッセージび消えると、上記の機能は再度作動でをる状態になります。 
六ッセージび表示されたままのとさ： 

► ミ主意して走行してください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 
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ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


腐 ）ろ 


故障 

取破説明書参照 


m 


現在使用でさません 
取扱説明書参照 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスター 
トアシストび作動しなし、状態になっている。 

アダプティブブレーキランプと BAS プラス、 PRE - SAFE ® ブレーキも作動し 
なし、。 

加えて、メーターパネルの®]、 LU 、 m および rei も点なしている。 
ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

アテンションアシストは解除される。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一時的 
に作動しなし)状態になっている。 

アダプティブブレーキランプと BAS プラス、 PRE - SAFE ® ブレーキも作動し 
なし、。 

加えて、メーターパネルの^とち点灯している。 

自己診断機能び終了していなし巧!能性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 適切な直線路で約 20 km / h 政上の速度でステア U ングを軽く左ちに操 
作し、注意して走行してください。 

メッセージび消えると、上記の機能は再度作動できる状態になりまず。 
；><ッセージび表示されたままのとを： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

メッセージび表示され、同時に_><ーターパネルの w び点滅していると 
きは、ブレーキの過熱を防ぐため ETS の機能び解除されている。 

► メッセージび消え、メーターパネルのび消なずるまで、ブレーキ 
を冷やしてください。 

ETS は再び待機状態になります。 


I 














考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシ 
ストび作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプと BAS プラス、 PRE - SAFE ® ブレーキお作動 
しない。 

加えて、六ーターパネルの^と^ち点灯している。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► ミち意して走行してください。 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を黃けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 臣 AS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシ 
ストび作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプと BAS プラス、 PRE - SAFE ® ブレーキを作動 
しない。 

加えて、六ーターパネルのと^ち点なしている。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► ミち意して走巧してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 E 目 D 〔エレクト□ニック•ブレーキ■ディストリビューシヨン）、 
ABS 、 ESP ®、 臣 AS 、 PRE - SAFE ®. ホールド機能、ヒルスタートアシスト 
び作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプと BAS プラス、 PRE - SAFE ⑩ブレーキも作動し 
なし'!。 

加えて、メーターパネルの [ S ] と [ S 、 rwi ち点: n し、警告音び鳴った。 
アテンシヨンアシストの機能は辭除される。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

► ミち意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(©) 


け-—キンク’' アレ—キ 
解除 

して<ださい 


赤色の rwi び点滅し、警告音ち鳴っている。 

電気式ノ くーキングブレーキを効かせた状態で走行している。 

► 電気式パーキングブレーキを解除してください。 

または 

►慎重に走りはじめてください。 

赤色の rwi び点滅し、警告音ち鳴っている。 

電気式パーキングブレーキを使用して、緊急停車を行なっている（1>184 
ページ)。 

► 緊急停車を終えたら、パーキングブレーキから手を放してください。 

赤色の rwi び点滅し、黄色の rwi び点! n している。警告音び鳴った。 
電気式パーキングブレーキの故障により、制動力び制限されている。 

走行しているとさ： 

► 電気式パーキングブレーキを解除してください。 

停車しているとき： 

► イグニッション位置を 0 にしてから、 1 にしてください。 

► 電気式パーキングブレーキを解除してください。 

メッセージが消えないと宝は： 

► シフトポジションを EF ] にして<ださい。 

► 車び動かないように輪止めをしまず （>394 ぺージ）。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


I 








考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


黄色の [ M ] び点なしている。ホ色の W び点打ずることびある。 

電気式パーキングブレーキび故障している。 

パーキングブレーキを解除ずる： 

►手動で電気式パーキングブレーキを解除してください。 

または 

►慎重に走りはじめてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 

バー キングブレーキを効かせる： 

► イグニッション位置を 0 にしてください。 

►六ッセージび消えるまでパーキングブレーキスイッチを約10砂 L 式上押 
して < ださい。 

メッセージが消えないとさは： 

► シフトポジションを LPJ にして<ださい。 

►車び動かないよラに輪止めをします（た394ページ)。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ホ色の [ W ] び点滅している。 

ノてーキングブレーキへの電力供給び断たれた。 

►パーキングブレーキスイッチを引いて<ださい。 

または 

► 慎重に走りはじめてください。 

または 

►六ッセージび消えるまで、パーキングブレーキスイッチを引いて<だ 
さし、。 

赤色の rwi び点ミ威し、黄色の rrni び点なしている。 

電気式パーキングブレーキび故障している。 

►イグニッション位置を 0 にしてから、 1 にしてください。 

► 電気式ノ f ーキングブレーキを効かせるか解除して < ださい。 

または 

►慎重に走りはじめてください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を毒けてください。 
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ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(©) 


/ r ーキンク’' アレーキ 
取破説明書参照 


(©) 


/ド-キングアレ-キ 
故障 


(©) 


/ r ーキングアレーキ 
イク、’二、姊オンで 
解除でさます 


黄色の { W } び点なしている。電気式パーキングブレーキを効かせたか、 
解除した後に、赤色の rwi び約10秒間点ミ威した。その後に点滅は消灯 
ずるか、点灯したままになっている。 

電圧び高ずぎるか、低ずぎるために、電気式パーキングブレーキが故障し 
ている。 

►慎重に走りはじめてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

過電圧または電圧不足のとさは： 

►バッテ I 」一を充電するか、エンジンを始動するなどして、電圧超過また 
は電圧低下の原因を解消してください。 

► イグ ニッシ ョン位置を0にしてから、1にして、電気式パーキングブレー 
キを効かせるか、解除して<ださい。 

電気式パーキングブレーキを解除ずることびでさないときは： 

► 走行しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

黄色の [ W ] び点なしている。電気式パーキングブレーキを効かせたか、 
解除した後に、赤色の rwi び約10秒間点ミ威し、 その後、 消なするか点 
なし続ける。 

電気式パーキングブレーキび過熱している。 

► システムびをえるまで待ってください。このときは電気式パーキングブ 
レーキを効かせたり、解除しないで<ださい。 

► 車び動かないように輪止ゆをしまず （>394 ぺージ）。 

►システムび冷えた棲にイグニッション位置を0にしてから、1にして、 
電気式パーキングブレーキを効かせるか、辭除してください。 

黄色の \ M ] び点巧している。電気式パーキングブレーキを効かせたか、 
解除した後に、赤色の rwi び約1日砂間点滅した。その棲に点滅は消な 
するか、点灯したままになっている。 

電気式ノ くーキングブレーキび故障している。 

►イグニッション位置を0にしてから、1にして、電気式ノ くーキングブレー 
キを効かせてください。 

電気式パーキングブレーキを効かせることびできないとさは： 

► シフ ト ポジションを EF ] にして<ださい。 

► 車び動かないように輪止めをしまず （>394 ぺージ）。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

赤色または黄色の [ W ] び点口している。 

イグニッション位置び0のとさに、電気式パーキングブレーキを解除し 
よラとしている。 

► エンジンスイッチを1の位置にしてください。 

または 

► イグニッション位置を1にしてください。 


I SG!^ 














ディスプレイ表示 


皿 

ブレーキ液レベル 
点検して 
<ださい 


瓜 )I 

点検 

取扱説明書参照 


幽 

ブレーキパッド 
摩韩 

点検してください 

プレ セーフ 
故障 

取扱説明書参照 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


A 事故のおそれびありまず 

U ザーブタンクのブレーキ液量び不足している。加えて、ーターパネル 
の rwi び点！0し、警告音ち鳴った。 

►道路や交通状況にミち意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 

状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ；><ルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。問題は解消しません。 

システムに異常びある。ブレーキは通常通り作動する。 

► ミ主意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


ブレーキパッドの摩耗び限巧に達している。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくださし)。 


A けがのおそれがありまず 

PRE - SAFE ® の重要な機能に異常びある。エアバッグなど他の乗員保護シ 
ステムの機能は確保されている。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


つ 。レトフ 
機能び現在 
制限されています 
取破説明書参照 


つ 。レトつ 
機能び制限 
されています 
取極説明書参照 

チャイルドシート 
位置び違います 
取極説明書参照 


か 


SRS システム 
故障 

工場で点検 


A 事故のおそれがありまず 

UTR こより、 PRE-SAFE® ブレーキび一時的に作動停止している。 

• フ□ントグ U ルのデイスト□ニック-プラスカバーび巧れている。 

• 豪雨や雪のため機能に支障びある。 

• バンパーのセンサーび巧れている。 

• 近くのテレビ局やラジオ局からの電磁波や、その他の電磁波の発生源な 
どにより、レーダーセンサーシステムび一時的に作動停止している。 

• システムび作動温度外になっている。 

• バッテ U —の電圧び低くなっている。 

メッセージび消えないとを： 

► 道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
► 電気式パーキングブレーキを効かせてください。 

► フ□ントグ U ルのデイスト□ニック-プラスカバーを清掃してくださし、 
([>383ぺージ）。 

►バンパーを清掃してください0383ぺージ)。 

► エンジンを再始動して<ださい。 

センサーび完全に作動巧能であることをシステムび検知したとさは、メッ 
セージび消えます。 

PRE-SAFE® ブレーキは、再度作動巧能になります。 

A 事故のおそれがありまず 

PRE-SAFE ⑩ブレーキび故障している。 BAS プラスまたは車間距離警告ち 
機能しない。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

チャイルドセーフテイシート検知システム装備車： 

センサー付さ純正チャイルドセーフテイシートび不適切な位置に装着され 
ている。 

► センサー付を純正チャイルドセーフテイシートを適切な位置に装着し 
て < ださい。 

A けがのおそれびありまず 

チャイルドセーフテイシート検知システム装備車： 

チャイルドセーフテイシート検知システムのセンサーび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

SRS (栗員保護補助装置）び故障している。 

；><ーターパネルの [S ち点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ Q - 跨 












ディスプレイ表示 


困 

フロント左 
故障 

工場で点検 
または 
フ□ントち 
故障 

工場で点検 


を 

リア左 


故障 

工場で点検 


または 
I 」アち 


故障 

工場で点検 


困 

左ウインドウバッグ 
故障 

工場で点お 
または 

ちウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


A けがのおそれがありまず 

前席左側、または前席ち側の乗員保護補助装置に異常びある。 

六ーターパネルの [ E ち点なしている。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくださし)。 


A けがのおそれがありまず 

後席左側、または横席ち側の乗員保護補助装置に異常びある。 

六ーターパネルの [ E ち点なしている。 

► ^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてくださし)。 


A けがのおそれがありまず 

左側、またはち側のウインドウバッグに異常びある。 

六ーターパネルの [ E ち点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてくださし)。 
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ライト 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


左□—ビーム 1) 


左ヘッドライト（□ービーム）び切れている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


インテ IJ ジェントライト 
システム故障 


故障 

取扳説明書を参照 


オートライト 
故障 


フィ トを 
消して 
<ださい 


インテリジェントライトシステムび故障している。インテ U ジェントライト 
システムは作動しないび、ライトは通常通り点灯する。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

車がライトび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ライトセンサーに異常びある。 

► マルチファンクションディスプレイのへッドライト点なモードの設定 
([>222ページ）で、萬時点なモードをオフにして < ださい。 

► ライトスイッチでライトを点口 /消なしてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ランプスイッチび回固の位置にあり、イグニッション位置び0でエンジ 
ンスイッチにキーび差し込まれていないとさに運転席ドアを開いた。警告 
音ち鳴った。 

► ランプスイッチをまたは [ X ] の位置にしてください。 


1) 他のランプび切れたとさは、この例じ(外のメッセージが表示されまず。 

車がランプのいずれかに異萬び発生ずると、その箇所び表示されまず。 

© LED ライトについては、すべての LED び切れたときにメッセージび表示されます。 


I 






















エンジン 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


因 

冷却水を点検 
して<ださい 


冷却水量び不足している。 

► 冷却水補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給してください。 

► 通萬よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、六ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場でエンジン冷却システムの点検を受けてください。 


取扱説明書参照 

停車して 


冷却水の温度び高ずざる。 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、エンジンを停止し 
て < ださい。 


エンジンを停止 


►雪やミ尼、または氷などにより、ラジェターへの送風び遮られていない 
か確認してください。 


► メッセージび消えるまで待ってからエンジンを再始動してください, 
エンジンを損傷します。 


► ェンジン冷却水温度計（[>200ページ)で;令却水温度を点検してください。 
►冷却水温度び再び上昇ずる場合は、ただちにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてください。 

ラジェターのを却ファンび故障している。 

► 冷却水温度び約120で下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで走行を続けることびでをまず。 



► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、エンジンへの大さな負 
荷びかかる走巧は避けてください。 

バッテ1」一び充電されていない。 

理由として、の可能 I ホびある。 


• オルタネーターの故障 
• V ベルトの摩耗 


• 電気システムの故障 


►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、エンジンを停止し 
て < ださい。 

► ボンネッ h を開いて<ださい。 

► V ベルトび切れていないかを点検して<ださい。 

V ベルトが摩耗しているとを： 

H 走巧を続けないでください。エンジンびオーバーヒートずるおそれび 
あります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 
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ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


給油の際に 
オイル量を点検 


エンジンオイルを 
11」ッター 
補充して下さい 


エンジンオイル量 
減か 
停車して 
エンジンを停止 


エンジンオイルを 
损いて下さい 


I ' _ オイル量 

測定不可能 


か 


給ミ由して<ださい 




エンジンオイルレベルゲージ装備車： 

エンジンオイル量び非常に不足している。 

► 遅<とち、なの給油時までにエンジンオイル量を点検して<ださい。 

► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でオイルび漏れていないかエンジンの点検を黃 
けてください。 

エンジンオイルレベルゲージが装備車： 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりち頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でオイルび漏れていないかエンジンの点検を覇 
けてください。 

エンジンオイルレベルゲージが装備車： 

エンジンオイル量び不足している。エンジンを損傷ずるおそれびある。 
►道路や交通状況にミま意しなびら、ただちに停車して、エンジンを停止し 
て< ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► エンジンオイルを補給し、エンジンオイル量を点検してください。 
エンジンオイルレベルゲージが装備車： 

エンジンオイル量びをずぎる。エンジンや触媒を損傷するおそれびある。 
►適正量になるまで、エンジンオイルを振いてください。エンジンオイル 
を廃棄ずるときは規則に従ってください。 

エンジンオイルレベルゲージが装備車： 

エンジンオイル量計測システムび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

燃料の残量び少なくなっている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 

燃料タンクに燃料びほとんどない。 

► 最寄りのガソ I 」ンスタンドで給油してください。 


I SG—^ 
























走行装備 


ディスプレイ表示 


SSS 

g 

アテンションアシス 
休憩してください 




考え5れる原因および症状/ ► 対応 


評価基準を基に、運転者び疲労しているか、または注意力び欠如している 
とアテンションアシストび判断している。警告音ち鳴った。 

卜 ► 必要であれば、休憩を取ってください。 

長距離運転時では、定期的に休憩を取り、身体を十分に休ませてくださし、。 


アテンションアシストびイ乍動しない状態になっている。 

► 六ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を毒けてくださし)。 


アテンションアシスト 


故障 


/;\ 


ナイトビューアシストプラスび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 


ナイトビ ユーア シスト 
故障 

/;\ 

ナイトビ ユーア シスト 
現在使巧でさません 


ナイトビューアシストプラス用カメラの温度び高ずざる。 

► メルセマルチファンクシヨンデイスプレイに "ナイ トビューアシスト 
再び使用可能" と表示されるまで待ってください。 

政下の方法で力方ラを冷やずことびでさまず。 

► ナイトビューアシストプラス用カメラのカバーを開いてください。 


► エアコンディショナーの送風び上を向くように調整してください。 

ナイトビューアシストプラスの作動条件を満たしていない。 

► ライトスイッチを [ Z ] かの位置にしてください。 


ナイトビ ユーア シスト 


ライト確実に 


点巧 


/;\ 


ナイトビューアシストプラスの作動条件を満たしていない。 

► シフトポジションを [ ELNJLE のいずれかにしてください。 


ナイトビューアシスト 
R レンジがにシフト 


( 

/；\ 

少イトビューアシスト 
ライト確実に点灯 
R レンジ政がにシフト 


ナイトビューアシストプラスの作動条件を満たしていない。 

► ライトスイッチをかの位置にしてください。 

► シフトポジシヨンを rpirmrDn のいずれかにしてくださし、。 


/；\ 


周囲び巧るいときにナイトビューアシストプラスを作動させよラとして 
し、る。 


ナイトヒューアシスト ナイトビューアシストプラスは、周囲び暗いときにのみ作動させることび 
使用は暗い場合のみ でをまず。 
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ディスプレイ表示 




車高が 
あがります 




車高あびりまず 
お待ちください 




停車して<ださい 
車高び 
低すぎます 




故障 


ABC 

故障 

停車してください 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

車高び上昇している。 


停車時の車高び下びりずぎている。警告音わ鳴った。 

► 走巧しないでください。 

メッセージび消えれば、車高び調整されます。 

車高び下びりずぎている状態で発進しよラとした。 

AIR マティックサスペンションび設定した車高に調整ずるまでには少し時 
間びかかる。 

► 道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メッセージび消えるまで待ってから、発進してください。 

A 事故のおそれびありまず 

AIR マティックサスペンションび故障している。警告音ち鳴った。 

► 80 km/h を超えないように走行してください。 

► ステア U ングを大をくまわさないでください。フ□ントフェンダーと夕 
イヤを損傷するおそれびあ0まず。 

► タイヤとボディの擦れる音びしないか確認してください。 

►道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車して、車高調整スイッチを 
押してください。故障巧容によっては、これにより車高び上びることび 
あります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

AIR マティックサスペンションの機能の一部び制限され、操綱安定性に影 
響ずる巧能性びある。 

► 80 km/h を超えないように走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ABC (アクティブ■ボディ-コント□ール）の車高び下びりずざている。 
► 道路や交通状況にミち意しなびら、ずみやかにま全に停車してください。 
数秒後に車高調整び終わり、メッセージは消えます。 

ABC のシステムからオイルび漏れている。 

メッセージび表示され続けている。 

► 道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかにま全に停車してください。 
状況を問わず、走行しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


I 




















ディスプレイ表示 


ABC 

故障 

停車してください 


ABC 

車高びあびります 
お待ちくださし、 


ABC 

故障 


HOLD 

オフ 


レ-グ-セント 
自動停止されました 
取掀説明書参照 


い夕、'-セント 
わ 

取扱説明書参照 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

メッセージび表示され続けている。 

ABC び故障している。 

80 km / h を超えないように走行してください。 

► ステア U ングを大さくまねさないで<ださい。フ□ントフェンダーと夕 
イヤを損傷ずるおそれびありまず。 

► タイヤとボディの擦れる音びしないか確認してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

停車時の車高び下びりすぎている。 

► 走行しないでください。 

六ッセージび消えれば、車高び調整されます。 

ABC の機能の一部び制限され、操縦安定性に影響ずる可能性びある。 

► 80 km / h を超えないように走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

ホールド機能び解除されている。車び横すベりしている。 

警告音ち鳴った。 

► 時間をおいてから、再度ホールド機能を作動させてください。 

ホールド機能び解除されている。作動条件を満たしていないとさにブレー 
キペダルを強 < 踏み込んだ。 

警告音ち鳴った。 

► ホールド機能の作動条件を確認してください。 

電波望遠鏡施設の周辺では、レーダーからの電波の発信び禁止されている 
ため、レーダーセンサーシステムび自動的に停止ずる（1>478ページ)。 
ディスト □ニック •プラス（>234ページ）び作動していた場合、システ 
ムび自動的に解除され、警告音び鳴る。 

アクティブブラインドスポットアシスト（>273ページ）び作動していた 
場合は、自動的に辭除され、ドア S ラーの黄色の表示灯 E び点なずる。 
BAS プラス（[>60ぺージ）と PRE - SAFE ® ブレーキ（[>66ぺージ）も機 
能を停止ずる。 

►走行を続けてください。 

電波望遠鏡から十分離れた場所に移動すれば、上記の機能は再び作動 
させることびでをます。 

レーダーセンサーシステムび辭除されている。 

► レーダーセンサーシステムび作動していることを確認してください 
(>226ページ）。 

► レーダーセンサーシステムを作動させてください（[>226ページ）。 


SSI り 

















故障/警告メッセージ 


411 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

アクティアレ-'ノキ - T アシスト UTF の理由により、アクティブレーンキーピングアシストび一時的に停 

現在使用でをません 止してい々。 

取}お説日月書^照、 • カメラ部分のフ□ントウインドウび巧れている。 

.大雨や雪、霧などにより、視界び妨げられている。 

• 車線ラインびない道路を長時間走行している。 

• 車線ラインび巧れや雪などにより覆われている。 

メッセージび消えないとを： 

► 道路や交通状況にミち意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
► 電気式パーキングブレーキを効かせてください。 

► フ□ントウインドウを清掃してください（>38日ぺージ）。 

カメラび完全に作動可能であることをシステムび検知したとさは、六ッ 
セージび 消えます。 

アクティブレーンキーピングアシストは、再度作動巧能になりまず。 

アクティアレ-ソキ - T アシスト アクティブレーンキーピングアシストび故障している。 

作動でをません ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

じ(下により、アクティブブラインドスポットアシストび一時的に停止して 
いる。 

• センサーび巧れている。 

• 豪雨や雪のため機能に支障びある。 

• レーダーセンサーび作動温度外になっている。 

• 近<のテレビ局和ラジオ局からの電磁波や、その他の電磁波の発生源な 
どにより、レーダーセンサーシステムび一時的に作動停止している。 
ドア S ラーの黄色の表示灯 E ち点口している。 

ッセージび消えないとを： 

► 道路や交通状況にミち意しなびら、ずみやかにま全に停車してください。 
► 電気式パーキングブレーキを効かせてください。 

►センサーを清掃して<ださい0383ページ）。 

► エンジンを再始動して<ださい。 

センサーび完全に作動可能であることをシステムび検知したときは、メッ 
セージび 消えます。 

アクティブブラインドスポットアシストは、再度作動巧能になりまず。 

アクティア アクティブブラインドスポットアシストび故障している。 

7’ラインドスホ°ット ドア S ラーの黄色の表示灯 E ち点口している。 

故障 ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

テ'’ィス阳こック了ラス ディスト□ニック•プラスび解除された（>23斗ぺージ）。自動的に解除 

才] されたときは、警告音ち鳴る。 


テ'’ィス阳こック了ラス ディスト□ニック-プラスび一時的に停止した状態から再び作動可能な状 

再び作動 態になつた。デイスト□ニック-プラスを再度作動でさまず（[>234ペー 

ジ）。 


アクティア 

アラインドスホ°ット 
現在使用でさません 
取撒説明書参照 


■化：？ s - 换 












ディスプレイ表示 


テ'‘イストにックアラス 
現在使巧でさません 
取扱説明書参照 


テ'‘イス阳こックアラス 
故障 


テ"イス阳こック了ラス 
制御待機中 


テ’’イス阳こツク了ラス 
— km/h 


テ"イス阳こツク了ラスと 
可変スピ-ドリミッタ 
故障 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

政下により、デイスト□ニック•プラスび辭除され、一時的に作動停止し 
ている。 

•フ□ントグ IJ ルのデイスト□ニック-プラスカバーび巧れている。 

• 豪雨や雪などのため機能にま障びある。 

•ノ む) f 一のセンサーび巧れている。 

• 近くのテレビ局やラジオ局からの電磁波和、その他の電磁波の発生源な 
どにより、レーダーセンサーシステムび一時的に作動停止している。 
•システムび作動温度外になっている。 

•バッテリーの電圧び低くなっている。 

警告音ち鳴った。 

六ッセージび消えないとさ： 

► 道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してください。 
► 電気式ノ f ーキングブレーキを効かせてください。 

► フ□ントグ1」ルのデイスト□ニック-プラスカバーを清掃してください 
(>383ぺージ）。 

►バンパーを清掃してください（[>383ページ）。 

► エンジンを再始動してください。 

センサーび完全に作動可能であることをシステムが検知したとさは、ッ 
セージび消无ます。 

デイストロニック-プラスは、再度作動巧能になります。 

デイスト □ニック- プラスび故障している。目 AS プラスと PRE - SAFE ⑩ブ 
レーキ も機能しない。 

警告音ち鳴った。 

► ^ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を養けてください。 

アクセルペダルを踏んだ。デイスト□ニック-プラスび車両の速度の制御 
しな <なった。 

► アクセルペダルから足を放してください。 

デイスト□ニック-プラスの作動条件を満たしていない。 

►デイスト□ニック-プラスの作動条件を確認してください（1>234ぺ一 
ジ)。 


デイスト□ニック-プラスと可変スピードリミッターび故障している。 
警告音ち鳴った。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

クル-スン阳-ルと 

可変スピ-ドリミッタ 

故障 

クルーズコント□ールと可変スピード US ッターび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

制限速度 
— km/h 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込んでキックダウンしているため、巧変ス 
ピード US ッターを設定でをない。 

クル-ス''コントロ-ル 

故障 

クルーズコント□ールび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クル-スン阳-ル 

— km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。 

例えば、約 30 km / h 政下の速度でクルーズコント□ールを作動させよラ 
とした。 

►設定可能な状況であれば、約 30 km / hUI 上の速度で走巧し、クルーズ 
コント□ールを設定して<ださい。 

► クルーズコント□-ルの作動条件を確認してください（1>227ページ）。 


I 








タイヤ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

タイヤ空気圧 

タイヤを点検 

して<ださい 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムび空気圧の急激な低下を検知した。 

警告音ち鳴った。 

►急八ンドルや急ブレーキを避けて停車してください。そのとをは、交通 
状況に注意してください。 

►タイヤを点検し、必要であれば該当ずるタイヤを修理ずるか、交換して 
<ださい。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整した後に、タイヤ空気圧警告システムを再起 
動してください（[>365ぺージ）。 

タイヤ空気圧 

空気圧点検後 

警告 システム 

再始動 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その後に再起動が行なわれ 
ていない。 

► ずべてのタイヤの空気圧を適正にしてください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧 

警告 システム 

故障 

タイヤ空気圧警告システムに異萬びある。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 
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車両 


デイスブレイ表示 


丄ンジン 始動 

P または N にシフト 


バックアップ 
バッテ IJ 
故障 

(白色で表示） 


バックアップ 
バッテ U 
故障 

(赤色で表お） 


P レンジからシフト 
ブレーキを踏んで 
<ださい 

セレクタび 
走行位置 


ギアチェンジせず 
工場で点検！ 


停止中のみ 
P レンジにシフトで 
をます 


考え5れる原因および症状/ ► 对応 

シフトポジションび [ E または LE のとさにキーレス3—操作でエンジ 
ンを始動しよラとした。 

► シフトポジションを [ E または LSJ にしてください。 

オートマチックトランスミッション用の補助バッテ1」一び充電されてい 
なし、。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


オートマチックトランスミッション用の補助バッテ U —びあびっている。 
電気システムに異常びある場合は、オートマチックトランスミッション 
を蜜速でさない可能性びある。 

►道路や交通状況にミ主意しなびら、ずみやかにま全に停車してください。 

状況を問わず、走行しないでください。 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

ブレーキペダルを踏まずに、セレクターレバーを HE 、 LE または 
にしよラとした。 

► ブレーキペダルを踏んだ状態で、セレクターレバーを操作してくださし)。 

シフトポジションび田 J のときに運輯席ドアを開いた。 

► シフトポジションを [ E にしてください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

故障により、シフトポジションを変更でをない。 

警告音ち鳴った。 

シフトポジションび LE のとさ： 

► シフトポジションを LE から動かさないようにして、メルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場まで走行してください。 

シフトポジションび LE 、 LE 、[ E のいずれかのとを： 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

約 10 km/h じ LL で走巧しているときにシフトポジションを [E にしよう 
とした。 

► 道路や交通状況にミち意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 

状況を問わず、走行しないでください。 

► シフトポジションを [ E にしてください。 

トランクび完全に閉じていない状態で走行している。 

► トランクを確実に閉じて<ださい。 


■化：？ s - 跨 














ディスプレイ表示 


丑 


0 ! 


パワーステア U ング 
故障 

取扱説明書を参照 


& 


ウオッシヤ液を 
補充してください 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走巧している。 

► 道路和交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくださし、。 
► ノ くーキングブレーキを効かせてください。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 

ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

► ドアを確実に閉じてください。 

A 事故のおそれがありまず 

パワーステアリングのアシストび低下している。 

ステア1」ング操作により大きな力び必要になる。 

►大きな力でステア IJ ングび操作でさるか確認してください。 

まをにステアリング操作ができるとき： 

► 注意しなびら、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さし、。 

ををにステアリング操作がでさないとさ： 

►走行を続けないでください。最寄りのメルセデス•ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

リザーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください。 


SSI り 
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モ— 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


嚷 


キーび 違います 


嚷 


キーを交換 
して<ださい 


嚷 


キーの 電池を 
交換して<ださい 


嚷 


キーを認識でさません 
(ホ色のメッセージ） 


嚷 


キーを認識 
でさません 
(白色のメッセージ） 


嚷 


キーび 

車内にあります 


嚷 


スタートボタンをがし 
キ-を入れて < ださい 


エンジンスイッチに不適切なキーを差し込んでいる。 

► 正しいキーを使巧してください。 

キー交換ずる必要びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


キーの電池び消耗している。 
► 電池を交換して < ださい。 


車内に キーび ない。 

警告音ち鳴った。 

エンジンを停止すると、車の施錠やエンジン始動びできなくなる。 

► 道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►キーを探してください。 

強い電波の干渉によ0、エンジンびかかっているとをに、キーび検知され 
ていない。 

警告音ち鳴った。 

► 道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なって 
ください。 

キーび検知されていない。 

► 車内でキーの位置を変えて<ださい。 

それでもキーび検知されないとさ： 

► 車内でキーの位置を変えて<ださい。 

► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってく 
ださい。 

施錠時に車内でキーび検知されている。 

► 車内からキーを出してください。 


システムび一時的に故障しているか異常びある。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで、蒂望の位置にまわしてください。 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I 




























ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


ドアを旨 

コックし 

目めてから 

^て< ださい 

施錠時にいずれかのドアび開いている。警告音ち鳴った。 

► ずべてのドアを閉じてから、再度施錠操作を行なってください。 
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メー ターパネルの 表示な/警告な 


シートベルト 


トラブル 


因 

フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、赤色のシート 
ベルト警ちなび点灯 
ずる。 


固 

ホ色のシートベルト 
警告むび点滅し、断 
続的な警告音ち鳴る。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A けがのおそれがあ0まず 

運転席または助手席の棄員びシートベルトを着巧していない。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告巧び消むします。 

A けがのおそれがあります 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告巧び消なします。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の棄員びシートベルトを着巧していない状態で走巧 
し、速度び約 25 km/h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告巧び消なし、敞続的な警告音を停止します。 

A けがのおそれがあ0まず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 25 km/h を超 
えた。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告巧び消なし、敞続的な警告音を停止します。 


I se—^ 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


ま全装備 


トラブル 


圆 

エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告なび点好す 
る。警告音ち鳴った。 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告打び点灯ずる。 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点なずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 事故のおそれがありまず 

U ザーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
状況を問わず、走行を続けない< ださい。 

► ノ くーキングブレーキを効かせてください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチフアンクションディスプレイの追加メッセージに従って<ださい。 
ブレーキ液を補給しないでください。問題は解消しません。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング-システム）に異萬びあるため機能び 
解除されている。そのため 、 BAS (ブレーキアシスト）、 BAS プラス（ブレー 
キアシス トプラス）、 ESP ® (エレクト□ニック•スタビ U ティ•プ□グラム）、 
PRE - SAFE ®、 PRE - SAFE ⑥ブレーキ、ホールド機能、ヒルスタートアシス 
卜、アダプティブブレーキランプも解除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする可能性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

► マルチフアンクシ ョン ディスプレイの追加;><ッセージに従って < ださい。 
► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS の機能び一時的に作動しない。目 AS 、 目 AS プラス、 ESP ®、 E 目 D 〔エ 
レクト□ニック-ブレーキ-ディスト U ビューション）、 PRE - SAFE ®、 
PRE - SAFE ® ブレーキ、ホールド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティ 
ブプレーキランプち觸除されている。 

システムの自己診酣び終了していない。または、例えばバッテリーの電圧 
びほ下している可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする巧 f 目性びある。 

アテンションアシストは辭除される。 

►適切な直線路で約 20 km / hL ^ 上の速度でステア I 」ングを軽く左ちに操 
作し、注意して走巧してください。 

警告巧び消なずれば、上記の機能は再度作動でさる状態になります。 
警告灯び点なしたままのとさ： 

► マルチフアンクションディスプレイの追加メッセージに従って<ださい。 
► ミち意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 


■化：？ S— り 
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トラブル 


エンジンびかかってし'! 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯する。警 
告音右鳴った。 


r (①)]1ち I 問 I 倒 I 
エンジンびかかって 
いるとをに赤色のブ 
レーキ警告灯と黄 
色の ESP ® 表示打、 
ESP ® オフ表示灯、黄 
色の ABS 警告なび点 
なする。 


固 

走行中に黄色の ESP ® 
表示なび点滅ずる。 


I を F I 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表示灯び点 
打する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

EBD に異常びある。そのため、 ABS 、 目 AS 、 目 AS プラス、 ESP ®、 PRE ¬ 
SAFE ®. PRE - SAFE ® ブレーキ、ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプち作動しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► マルチフアンクシ ヨン ディスプレイの追加;><ッセージに従って < ださし)。 
► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS と ESP ® に異常びある。そのため、 BAS 、 BAS プラス、 EBD 、 PRE ¬ 
SAFE ®. PRE - SAFE ⑥ブレーキ、ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプなどを、故障のため作動しない状態になって 
いる。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの追加メッセージに従って < ださし)。 
► 注意して走巧してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

車び横滑りをする危険性びあるか、みなくとち1つの車輪び空転し始めて 
いるため、 ESP ® やトラクシヨンコント□ールなどび作動している。 
クルーズコント□ールまたはディスト□ニック•プラスの機能は辭除される。 
► 発進ずるとさは、アクセルペダルを必要じ LL に踏み込まないでくださし、。 
►走行中はアクセル操作をより慎重に巧なってください。 

► 道路と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください。例外は（1>64ぺージ）をご覧 
<ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能び解除されている。車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し 
始めたとさに、走行安定性を確保しようとすることびできない。 

► ESP ® を待機状態にしてくださし、。例外は（1>6斗ぺージ）をご覧くださし)。 
► 道路と天候の状態に合わせて運転してください。 

ESP ® を待機状態にできないとさ： 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で、 ESP ® の点検を受けてくださし、 


I se—^ 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 

I 則 I 幕 I 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示打と ESP ® オフ表 
示灯び点灯する。 


I 則 I 幕 I 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示打と ESP ® オフ表 
示灯び点灯する。 


圆 

走行中に赤色のパー 
キングブレーキ表示 
なび点滅ずるか、黄 
色のパーキングブ 
レーキ警告灯び点灯 
する。または、両方 
の表示 : n /警告なび 
点滅/点むしている。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 臣 AS プラス、 PRE - SAFE ®、 PRE - SAFE ® ブレー 
キ、ホールド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティブプレーキラン 
プの機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとをや車輪び空転し始めたとさに、 ESP ® により走行 
安定性を確保しよラとずることびできない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

アテンションアシストは觸除される。 

► マルチファンクションディスプレイの追加メッセージに従って<ださい。 
► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 


ESP ®. 


PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一時 


的に作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプと BAS プラス、 PRE - SAFE ® ブレーキも作動 
しない可能性びある。 

車び横滑りし始めたとをや車輪び空転し始めたとさに、 ESP ® により走行 
安定性を確保しようとずることびできない。 

システムの自己診断び終了していない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする巧 f 目性びある。 

アテンションアシストは辭除される。 

► 適切な直線路で約 20 km / h 政上の速度でステアリングを軽く左ちに操 
作し、注意して走行してください。 

木 ッセージび消えれば、上記の機能は作動でをる状態になります。 
表示なや警告むび点灯したままのとさ： 

► マルチファンクションディスプレイの追加メッセージに従って<ださい。 
► ミ主意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

電気式パーキングブレーキび一時的に故障しているか、作動を停止して 
し、る。 

► マルチファンクションディスプレイの追加メッセージに従って<ださい。 


■化：？ 6— り 
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トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

面 

エンジンびかかって 
いるとをに赤色のエ 
アバツグシステム警 
告灯び点た了する。 

A けがのおそれがありまず 

乗員保護裳置び故障している。エアバッグやシートベルトテンショナーび 
不意に作動したり、事故のとさに作動しない可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

►ただちに六ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


エンジン 


トラブル 


因 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警ちなび点灯 
ずる。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の燃 
料残量警ちなび点灯 
ずる。 


考え5れる原因および症が/ ► 对応 

凹下のちのび故障している可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニツションシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの制限値を超えたために、エンジンびエマージェンシーモードに 
なっている可能性びある。 

►ずみやかに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

燃料の鶏量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください。 




走行を全装備 




トラブル 


I 必 I 

走行中に赤色の車間距 
離警告なび点なする。 


I 必 I 

走行中にホ色の車間 
距離警告むび点滅し、 
警ち音わ鳴る。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

A 事故のおそれがありまず 

先行車との車間距離び短ずぎる。 

►車間距離を長くとってくださし、。 

A 事故のおそれがありまず 

先行車または走行車線上にある障害物に、が常に高い速度で接近している。 
►ただちにブレーキ操作を行なラ準備を整えてください。 

►交通状況に十分ミち意してください。必要であれば、ブレーキペダルを踏 
むか、回避操作を行なってください。 

さらなる情報については、デイスト□ニック•プラス（1>234ページ）、 
または PRE - SAFE ⑥ブレーキ066ぺージ）をご覧ください。 


I SG!^ 
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非常時の解錠/施錠 


が常時の解館/施綻 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレス3’ 一 操作で車 
を解綻でさないとさは、エマージェン 
シーキーで運転席ドアやトランクを解 
錯でさまず。 

車を施綻してから約10秒し U 上経過し 
た後に、エマージェンシーキーで運転 
席ドアやトランクを解錠して開くと、 
盗難防止警報システムび作動しまず。 

し U 下のいずれかの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 
• キーのいずれかのボタンを押ず 

• キーびキー レス=1 一の 左ち側アン テ 
ナの検知範囲にあるときはドア八ン 
ドルに触れる 

• トランクのキーレス3—スイッチ* 
を押す 

• キーびキーレス3—のトランク側ア 
ンテナの検知範囲にあるときは、卜 
ランクの八ンドルを引く 

• キーび車室内またはトランク巧にあ 
るときは、エンジンスイッチに取り 
付けたキーレス3’ースイッチを押ず 

ただし、キーびトランク内にあると 
さは、位置によっては警報を停止ず 
ることはでさません。 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 
解綻してを、他のドア、トランク、燃 
料給油フラップは解錠されません。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


キーか5エマージエンシーキーを取り 
出ず 



►ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
を矢印の方向に巧さまず。 


運転席ドアの解綻 _ 

U モコン操作またはキーレス3—操作 
で車両を解顔でさないとさは、し U 下の 
操作を行なってください。 

► キーからェマージてン シー キーを取 
り外しまず。 


► エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ1」ンダー 
に差し込みまず。 



左八ンドル車 


► エマージェンシーキーを解錠の位置 
丘]にまねしまず。 


■化：？ 6— り 
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〇 左八ンドル車は反時計回りに、 
ち八ンドル車は時計回りにまわし 
ます。 

► ドア八ンドルをいっぱいに引きまず。 

運転席ドアの□ックノブが上が0、 
運転席ドアが解錠されまず。 

► エマー ジェンシーキーを元の位置に 
まねして、キーシリンダーから抜き 
ます。 

► ドア八ンドルを引さまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

〇 エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解結して開いた後、エンジン 
スイッチにキーを差し込むと、燃 
料給油フラップび解湿されまず。 


車面の她錠 _ 

U モコン操作まにはキーレス3—操作 
で車両を施錯でさないとさは、 LiTF の 
操作を行なってください。 

►リアドアを開さ、1」アドアの□ック 
ノブを押し込みまず。 

►リアドアを閉じまず。 

► 助手席ドアを開さまず。 

► 運転席ドアとトランクを閉じまず。 

► 運転席ドアの □ ックノブを押し込み 
ます。 

► 開いている助手席ドアの□ックノブ 
を押し込みます。 

〇 キーを携帯していていて、キーび 
車内に残っていないことを確認して 
<ださい。 


► ドアとトランクび施湿されているこ 
とをお認しまず。 

トランクび施錠されていないとさ 
は、トランクを独立施錠しまず 
(>107 ページ)。 

〇キーの閉じ込みにミ主意してくだ 
さい。 

〇 上記の操作で車両を施錠したとさ 
は、燃料給油フラップは施湿されま 
せん。まに、盜難防止警報システム 
は待機状態になりません。 


トランクの锅綻 _ 

U モコン操作またはキーレス3’一操作 

でトランクを解結できないとさは、じ ( 

下の操作を行なって < ださい。 

〇トランクを開くときは、上方や後 
方に十分な空間びあることを確認し 
て < ださい。 

〇 エマージェンシーキーで解錠した 
後に、エマージてンシーキーをキー 
シ U ンダーから巧いてトランクを閉 
じると再び施錠されまず。キーの閉 
じ込みにミち意してください。 

► キーからエマージ; L ン シー キーを取 
り外しまず。 

►エマージェンシーキーを、トランク 
のキーシ1」ンダーにいっぱいまで差 
し込みまず。 


I 


►助手席ドアを閉じまず。 









► エマージてンシーキーをの の位置 
から反時計回りにまわして、回の 
位置にしまず。 


トランクび解話して開さまず。 

► エマー ジてンシーキーを田の 位置 
に戻して、 キーシ U ンダーから巧 
さまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 


NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへツドレストが作動した場合、 
リセツトをしないと次に後方から衝撃 
を受けたときに NECK PRO アクティ 
ブへツドレストが作動せず、頭部-頸 
部を保護ずることがでさません。 

このときは 、 NECK PRO アクティブ 
へツドレストのリセツト作業を行なつ 
て < ださい。 

Oneck pro アクティブへツドレス 

卜の U セツト作業は非常に大さな力 
を必要とずるため、メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で行な5こと 
をお勧めしまず。 

〇 車種や仕様により、 U セツト方法 
び異なる場合びありまず。このとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で作業を行なつてください。 



►へッドレストの下部を⑤の方向に 
押します。 

►へッドレストを⑤の方向に押し下 
げまず。 

►へッドレストの上部をのの方向に 
押して、確実に□ックさせまず。 








キーの電池交換 
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ちラーちの前席へッドレストでち同様 
の作業を行なって < ださい。 

U セットでさないとさは、ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なって < ださし、 


ラグジュアリーへッドレスト* 



► トランクの車載工具からリセット 
ツールを 取0出しまず。 


► ラグジュアリーへツドレストとへツ 
ドレストの U アカバーの間にあるガ 
イド®の中に U セツトツールを差 
し込みます。 

► □ツクずる音が聞こえるまでリセツ 
ト ツールを 押し込みまず。 

► リセツトツール©を抜さまず。 

► ラグジュアリーへツドレストのクツ 
シヨン③が□ツクするまで押し戻 
します。 

► ちラー方の前席へツドレストでち同 
様の作業を行ないまず。 

► 車載工具に U セツトツールのを戻 
します。 

H 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたときは 、 NECK PRO 
アクティブへツドレストの点検を受 
けて < ださい。 


キーの 電池交換 


U モコンの作動可能距離び短 < なった 
り、 U モコン操作びできない場合は、 
電池の消耗び考えられまず。メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 

電ミ也の交換はメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行な5ことをお勧めし 
9 〇 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれていまず。子供の手の届 
かないところに保管してください。 
誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
ください。 


9環境 

電池には有害物質が含まれています。 
環境保護のため、使用済みの電池を 
廃棄するときは、新しい電池をお買 
い巧めになった販売店に廃棄処分を 
依頼するか、ボタン電池専用の回収 
箱に廃棄してください。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


I 
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キーの電池交換 


キーの電池を点検ずる 



► キーの解錠ボタンまには施錠ボタン 
を押します。 

キーの表示灯のび1回点滅ずれば 
電ミ也は正常でず。 

〇 車両のお<でキーの電池の点検を 
行な5と、キーの解淀ボタンまたは 
施錯ボタンを押したとさに、車両を 
解綻まには施錠されまず。 


電池交換の手順 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



►ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
を抜を取りまず。 



► エマージェンシー キー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びるまで、 エマージェンシー キーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよ5 
にして<ださい。カバーび浮さ上び 
りません。 



► カバー®を取り外しまず。 


► 電ミ也側び下になるよ5にキーを手の 
ひらの上に乗せて、電池④び外れ 
るまでキーを軽くたたさまず。 

►電池のプラス （+ ) 面び見えるよラ 
にして、新しい電ミ也を取0付けま 
す。このとさ、脂分を含まないされ 
し、な巧で電池を持つよ5にしてくだ 
さし、。 


■か：？ 6— り 
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► 電池の表面に巧れや脂分び付着して 
し、ないことを確認しまず。 

► カバー ⑤の凸部⑤を キーに 差し 
込んでから、 カバーを 押して □ッ 
クします。 

► エマージて ン シーキー ⑤を キーに 
収納します。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認します。 


電球の交換 


電球に関ずる注意 
バイキセノンへツドライト 


バイキセノンへッドライトはお客様ご 
自身で交換ずることはでさません。電 
球の交換については、必ずルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に作業を依頼 
して <ださい。 

A 警告 

バイキセノンへッドライトには高電 
圧が発生しています。バイキセノン 
へッドライトのバルブソケットや配 
線に手を触れると感電して、重大な 
けがや致帝的なけがをずるおそれが 
あります。バイキセノンへッドライ 
卜のカバーは決して取り外さないで 
ください。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
行なわないで<ださい。交換は必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で巧なつてください。 

ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのライト類が正し< 
点口することを確認してください。 

電球が切れてライトが点灯しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したライトが点灯しな 
い場合や、ずぐに切れた場合は、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


I SG!^ 
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電球の交換 


その他のライト 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が冷えた状態で行 
なって<ださい。火傷をずるおそ 
れがおりまず。 

• 電球はモ供の手の届かなし^ところ 
に保管してください。電球を損傷 
したり、モ供がけがをずるおそれ 
びあ0まず。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれがあります。 

• 八□ゲンライトには圧力のかかっ 
たガスが封入されているたが)、電 
球が熱くなっているとさに電球に 
触れたり、電球を取り外さないで 
ください。破裂するおそれがあり 
まず。 

• 八□ゲンライトを交換するとさは、 
防護眼鏡や手袋などを着用し、直 
接手で電球に触れないよラにして 
<ださい。 

D 電球の交換はメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行な5ことをお 
勧めします。やむを得ずお客様自身 
で交換ずるとさは、け下のま意を 
守って該当箇所の電球を交換してく 
ださい。 

D 電球には素手で触れないよ5にし 
てください。電球の表面にかしでを 
巧れや脂分び付着ずると、ガラス表 
面で溶けて、電球の寿命び短< な 
りまず。電球に触れるとをは、き 
れいな巧や手袋などを使用ずるか、 
ノ（ルブの金属部を持つよ5にして 
<ださい。 


D 指定(外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

H 電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
なりまず。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよく巧いてください。 

D マルチファンクシヨンディスフ 
レイにライトに関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
0405ページ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 

バイキセノンへッドライトじ(外にをお 
宮様自身で交換でさない電球びあり 
まず。お客様ご自身で交換でさない場 
合や、その他の電球の交換について 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場 I こ作業を依頼してください。 


交換巧能な電球について _ 

お客様自身で交換でさる電球は(下 
の通りでず。交換ずる場合は、おず指 
定された電球を使用してください。 


■か：？ 6— り 
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へツ ドライト 



の 

へッドライト 
(上向さ） 1) 

H 1 15已 W 

⑤ 

赤外線照射ラ 
ィい 1) 

H 1 15已 W 


1) 左側ライトの®求交換はメルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場で行なってください。 


H 電球の交換を行な5とさは、実際 
に車両に装着されている電球の規格 
を確認して < ださい。 


ワイ パー ブ レー ドの交換 


A 警告 

ワイバーブレードを交換するとをは、 
必ずエンジンスイッチからキーを巧 
くか、キーレスゴー操作でイグニッ 
シヨン位置を0にしてください。ワ 
イバーび作動してけびをずるおそれ 
びあ0ます。 

P ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードの3ム部分 
に触れないよ5にしてください。 

P ワイパーアームを起こしにままボ 
ンネットを開ひないで< ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損傷 
するおそれびありまず。 

P ワイパーアームび取り付けられて 
し、ない状態で、ワイパーアームを元 
の位置に戻さないでください。 

P ワイパーブレードを交換ずるとき 
は、ワイパーアームを確実に持つ 
てください。ワイパーブレードび取 
り付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放ずと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

P ワイ パーブレー ドの交換はメルセ 
デス.ベンツ指定ヴービスエ場で行 
なラことをお勧めしまず。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ワイパーブ レー ドの交換 


ワイパーブレードを取りがず 


ワイパーブレードを取り巧ける 


イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

コンビネーシヨンスイッチをまわし 
て、ワイパースイッチを W の位 
置にしまず。 

ワイパーアームが垂直の位置になっ 
たときに、イグニッシヨン位置を0 
にずるか、エンジンスイッチにキー 
を差し込んでいるとさはキーを抜さ 
ます。 

ワイパーアーム©をいっぱいまで 
起こしまず。 

I ワイパーアームを起こずときにボ 
ンネットと接触ずるときは、ワイ 
パーを停止する位置が不適切でず。 
ボンネットを損傷ずるおそれがあり 
ますので、再度ワイパーを作動させ、 
ワイパーアームが垂直の位置になつ 
たとさにワイパーを停止させて<だ 
さし、。 


►新しいワイパーブレードを、取り付 
けたとさとは反対の方向につイパー 
アームの固定部に差し込みまず。 

► ワイパー ブレー ドをつイ パーアー 
ムと平行の位置にしまず。 

► つイ パーアームを 元の位置に戻し 
9 〇 



ワイパーブレードを図の位置にま 
わします。 

ワイパーブレードを矢印の方向に 
動かし、ワイパーアームの固定部 
から取りがしまず。 


■化：？ 6— り 
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パンクしたとを 


A 警告 

• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないで<ださ 
し、。ステア U ングをしっかり握っ 
て徐々に速度を落とし、安全な場 
所に停車してください。 

. 停車したときは、非常点滅灯を点 
滅させて<ださい。また、十分ミ主 
意しながら車の後方に停止表示板 
を置いて < ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを失 
し、、事故を起こすおそれがあ0ま 
ず。また、タイヤが異常に過熱し、 
火災が発生ずるおそれがあります。 


タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 

►安全を確保でさる、かた<てずベり 
に<し、水平な場所に停車しまず。 

► 非常点滅灯を点滅させまず。 

►パーキングブレーキを効かせまず。 

► ステア U ングを直進の位置にしまず。 

► シフトポジシヨンを m にしまず。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。キーレス3—スイッチでエ 
ンジンを停止したとさは、運転席 
ドアを開さまず。 

► キーレス3—を使用していたとき 
は、エンジンスイッチからキーレ 
ス3’ー スイツチを取りがしまず 
(1>110ページ）。 


► 周囲の状況にま意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させまず。 

► 周囲の状況に注意しながら車から降 
りまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置<ことが 
法律で義務付けられていまず。 


応急用スペアタイヤび車載されてい 

る場合 

応急用スペアタイヤに交換したとさ 
は、標準タイヤとサイズが異なるた 
め、必ず 80 km / hLi (下で走行してく 
ださい。 

A 警告 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズが異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場を、走行 
特性が大さく変化します。注意し 
て走行してください。 

• 応急用スペアタイヤを2本政上装 
着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤの使用は短い 
時間にとど奴て < ださい。また、 
ESP ⑩の機能を解除しないでくだ 
さし、。 

• 応急用スペアタイヤを交換ずると 
きは、最寄りの;ルセデス■ベン 
ツ指定ヴービスエ場で行なつてく 
ださい。交換するタイヤのサイズ 
と種類が正しいことを確認してく 
ださい。 


I 
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パンクしたとき 


H 応急用スペアタイヤは各車専用で 
す。他車のちのは使用しないで<だ 
さい。 

。タイヤ交換をずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをずるおそれがあり 
ます。 

。タイヤ交換をずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

U 車速感応ドア□ック （0101 ペー 
ジ）を設定した状態で車を押したり、 
タイヤ交換などで車を持ち上げると 
さは、イグニッシヨン位置を0に 
して<ださい。車輪が回転ずると車 
が自動的に施錠され、車がに閉め出 
されるおそれがありまず。 

タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ないま 
す（[>433ページ）。 

► 輪止め、ホイールレンチ、ジャッキ、 
ガイドボルト、応急用スペアタイヤ、 
応急用スペアタイヤ用ホイールボル 
卜 * を準備し まず (>391ページ）。 



か平な場所で輪止めをする場含 


► 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 

* オプション作仕様により、異なる装備でず。 



傾斜地で輪止めをする場合 


► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るとさは、交換ずるタイヤの反对側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
ち51個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 

ジヤツキアップずる 


A 警告 

ジャッキが交換するタイヤに適した 
位置のジャッキサポートに正しく取 
り付けられていないと、ジャッキアッ 
プした車が落下して、けがをするお 
それがあります。 

ジャッキは、交換するタイヤに適し 
た位置のジャッキヴポートにのみ取 
り付けてください。ジャッキは側面 
から見て垂直になるように取り付け、 
ジャッキの底面がジャッキサポート 
の真下にくるよラにしてください。 


■化：？ 6— り 
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ジャッキアップずるとさは、 LU 下の点 

にミ主意してください。 

• ジャッキアップずるとをは、必ず 
メルセデス-ベンツによりテスト 
され承認された、車載のジャッキ 
のみを使用してください。不適切 
なジャッキを使用ずると、ジャッ 
キアップしにとをに車び落下ずる 
おそれびありまず。 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアップ 
するためだけに設計されていまず。 
車の下に入って作業ずるには適し 
ていません。 

• 上りおや下りあでのタイヤ交換は 
避けてください。 

• ジャッキアップずる前に、パーキン 
グブレーキを効かせるととをに輪止 
めをして、車び動き出さないよラに 
して<ださい。ジャッキアップして 
し、るとさは、ましてパーキンブレー 
キを解除しないでください。 

• ジャッキは、かたくて滑0にくし、、 
水平な場所で使用して < ださい。 
不整地などでは、荷重を支えるを 
のをジャッキの下に敷く必要びあ 
りまず。滑りやずい場所では、ラ 
バーマットなどの滑り止めを使用 
して < ださい。 

•ジャッキの下に、ブ□ックや木ネオ 
などを置いてジャッキアップしな 
いで<ださい。ジャッキアップし 
た際の高さび制限されるため、本 
来の耐荷重を支えることびでさま 
せん。 

•タイヤと i せ面との間隔び 3 cm 1；■(上 
離れないよ5にしてください。 


• ジャッキアップした車の下にはみし 
て手や足を入れないで < ださい。 

• ジャッキアップした車の下にはみし 
て横たわらないでください。 

• ジャッキアップしているときは、 
ミ夫してエンジンを始動しないで< 
ださし、。 

• ジャッキアップしているとをは、ミ央 
してドアやトランクを開閉しないで 
<ださい。 

• ジャッキアップしているときは、車 
の下に人びいないことを確認してく 
ださい。 

• ジャッキに不具合や損傷びあるとき 
は使用しないでください。 

• ジャッキを使用ずる前にジャッキサ 
ポートを点検し、ミちれび付着してし、 
る場合は取り除いてください。 

• ジャッキサポートに亀裂や損傷びあ 
る場合は、作業を行なわないでくだ 
さい。 



►ホイールレンチので、交換ずる夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 


この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 


I 
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パンクしたとき 


P ホイールレンチを使用ずるとき、 
ぶイールレンチがぶイールボルト 
からがれるとけがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷するおそれがあり 
ます。 

LU 下の点にま意して < ださい。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<ださい。 


•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 



ジャッキヴポートは、前輪の後方、後 
輪の前方のボディ下部4力所（矢印の 
位置）に設けられていまず。 



一 © 


《ジャッキの色や形状び異なる場合びありまず。 


► ジャッキ八ンドル®を矢印のち向 
に起こしてから、時計回りにまね 
しまず。 

ジャッキ アームが 上がりまず。 



► ジャッキアーム®の先端を車体の 
ジヤツキサポート®の位置に合わ 
せまず。 


一一'' ---’ 

■»-. イ 

ぶ. 

.ゾ. i 




(左）正しい取り付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 


►ジャッキ®の底面が、交換ずる夕 
イヤに近いジャッキヴポートの真 
下にあることを確認しまず。 

► ジャッキ八ンドル®を時計回りに 
まわして、ジャッキアーム®の先 
端をジャッキサポート③に合わせ 
ます。このとき、ジャッキの底面を 
確実に地面に接地させまず。 

► タイヤが地面から最大 3 cm 離れる 
まで、ジャッキ八ンドル®をまね 
しま3。 


■化：？ 6— り 
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A 警告 

ジャッキアームの先端がジャッキヴ 
ポートに含っていることを確認して 
ください。ジャッキが外れると、け 
がをしたり、車を損傷するおそれが 
あ0ます。 


タイヤの取りがし 



► 上側のホイールボルトを1本外し 
ます。 


► そのネジ巧に車載工具のガイドボル 
卜©をねじ込みまず。 

►残りのホイールボルトをがして、夕 
イヤを取りがしまず。 

Q ぶイールボルトを砂の上やミちれた 
場所に置かないで<ださい。ぶイー 
ルボルトを締めたときに、ホイール 
ボルトのネジ山やぶイール八ブを損 
傷するおそれがあ0まず。 

B タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの列側を下にしないで<だ 
さい。ぶイールに傷が付<おそれ 
がありまず。 


P ぶイールをがしたときは、ぶイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや巧がりは 
タイヤ空気圧減少の原因になり、夕 
イヤを損傷するおそれがありまず。 

応急用スペアタイヤを取り付ける 
A 警告 

ホイールボルトに損傷や鐘があると 
さは交換してください。また、ネジ 
山には決してオイルやグリスを塗巧 
しないでください。ホイールボルト 
がゆるむおそれがあります。 


A 警告 

ホイール八ブのネジ山が損傷してい 
るときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


A 警告 

ホイールボルトは、ホイールに適含 
した純正品だけを使用して < ださい。 
純正品!;^外のボルトを使用すると、 
ホイールが脱落して事故を起こずお 
それがあ0まず。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強く締が付けないでくださ 
い。締め付ける勢いでジャッキが外 
れるおそれがあ0ます。 


I 
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パンクしたとき 


S 63 AMG、S 65 AMG を除く車種 



①応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
⑤標準タイヤ用ホイールボルト 

► 応急用スペアタイヤ用ホイールボル 
卜の（短いホイールボルト）を用 
意します。 

応急用スペアタイヤ用ホイールボル 
卜は、応急用スペアタイヤに添付さ 
れているか、車載工具(>391ぺ一 


ジ）に収納されていまず。 


A 警告 

標準タイヤ用ホイールボルトで応急 
用スペアタイヤを取り付けないでく 
ださい。 

ホイールを確実に取り付けることが 
でさず、ブレーキシステムを損傷し 
たり、走行中に車輪が外れて事故を 
起こすおそれがありまず。 

S 63 AMG、S 65 AMG 

応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
は車載されていません。標準タイヤを 
取り付けているホイールボルト®で、 
応急用スペアタイヤを取り付けて<だ 
さし、。 

► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
び八ブの接合面を清掃しまず。 



①応急用スペアタイヤに添付された、応 
急用スペアタイヤ用ホイールボルト 


ガイドボルトのに合わせて応急用 
スペアタイヤ®を取り付けまず。 

► 4本のホイールボルトを取り付け、 
対角線の順番に軽<締め付けまず。 

►ガイドボルトを取りがし、5本目の 
ホイールボルトを取り付け、軽<締 
め付けまず。 


■化：？ S — り 
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ジャッキダウンずる 


A 警告 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
で<ださい。タイヤが過熱して破 
裂した0、火災を起こずおそれが 
あ0まず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れすぎないでく 
ださい。空気を入れずざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやすくな 
ります。必ず規定の空気圧を守つ 
て<ださし、。 

► ジャッキ八ンドルを反時計回0にま 
わし、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させます。 


► ジャッキをがします。 



A 警告 

ホイールボルトの締め付けトルクが 
規定値で締め付けられていないと、 
ホイールが緩み、事故を起こすおそ 
れがおりまず。 

ホイールを交換した後は、ただちに 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でホイールボルトの締め付けトル 
クを確認してください。 


► 図の順番でぶイールボルトを均一 
に締め付けまず。 

ホイールボルトの締め付けトルク 
の規定値は 15 kg - m (150 Nm ) でず。 

P ぶイールレンチを使用するとき、 
ホイールレンチがホイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷ずるおそれがありま 
ず。(下の点にま意して<ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないでください 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださし、 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要政上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがありまず。 

►ジャッキを元の状態に戻し、車載エ 
具や輪止めなどととちに元の位置に 
戻しまず。 

► 取りがしたタイヤはトランク内に収 
納して < ださい。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。 


I 
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パンクしたとき 


タイヤフィットび車載されている 
車種 

タイヤの傷が約 4 mm 下のときは、 
タイヤフィットでパンクしたタイヤを 
修理して、一時的に走行ずることがで 
さます。 

タイヤフィットはが気温度が一20で 
• UU 上のとさに使用でさまず。 

A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なわのです。修理後は、 
空気圧が適正であってを、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• し U 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理することがでさ 
ません。他のちまで車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場 
をや、凹み、亀裂、ひびなどが 
ある場合 

◊タイヤの接地面似外に傷がある 

+口- 

切口 

〇ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常におかっ 
たり、空気が完全に巧けた状態 
のタイヤで走行した場合 
このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 

B タイヤを修理ずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをずるおそれがあり 
ます。 


H タイヤを修理ずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

Q 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
で<ださい。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットが漏れ出ずおそれがあり 
9 〇 

〇タイヤフィットび塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧で巧 
さ取ってください。 

〇タイヤフィットで修理したタイヤ 
はおず交換してください。そのまま 
使用ずることはできません。 

〇タイヤフィットには使用期限びあ 
りまず。期限び過ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び過ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイットの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
しま弓。 



■か：？ 6— り 
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►タイヤフィットに付属の最高速度の 

ステッカー①をはびし、運転者の見 

やすい場所に貼りまず。 

► 修理ずるタイヤのパルブ付おに夕 

イヤフ ィッ トのステ ッカー ③を貼 

りまず。 

A 警告 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 

着しないよラにミ主意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
<ださい。 

• 衣服に付着した場含は、ただちに 
付着した衣服を着替えて<ださい。 

• アレルギー 症状が出た場合は、た 
だちに医師の診断を受けて<だ 
さい。 

タイヤフィットは、子供の手が届か 

ない場所に保管してください。 

• 万一、子供がタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分すすぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないで< 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

• タイヤフィットの臭気を暇い込ま 
ないで < ださい。 


〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて<ださい。 
乾燥ずればフィルム状になり、剥が 
すことがでさまず。 

ちし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 

A 警告 

使用上のま意を記載したステッカー 
が、電動エアポンプに貼付してありま 
す。使用ずる前に内容を確認してくだ 
さし、。 

車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプが異なりまず。 

タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型） 



%電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用方法びわか 
日ないとさは、メルセデス-ベンツ指をサー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ©を開さ 
ます。 

► 電源プラグ®とエアホース®を取り 
出します。 


■化：？ s - り 


エアホース⑥をタイヤフ イツ ト①の 
バルブ⑦に確実に取り付けまず。 
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パンクしたとき 


〇電動エアポンプのエア ホースは 夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 


►タイヤフィット①のバルブ⑦を下に 
して持ち、電動エアポンフの凹部③ 
に差し込みまず。 



►パンクしたタイヤのパルブ⑨からバ 
ルブキヤツプを取り外しまず。 


►タイヤフ イツ トのホース⑨を、パン 
クしたタイヤのバルブ⑨に確実に取 
り付けまず。 



► 空気圧調整ノ（ルブ⑩び閉じているこ 
とを確認します。 


► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 


►電源プラグ⑥をライターソケット 
(>331ぺージ）または 12 V 電源ソ 
ケット0332ページ）に差し込み 
まず。 

►イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフイットびパンクし 
にタイヤに送り込まれまず。この 
とき、空気圧び一時的に約 SOOkPa 
(5 bar / 73 psi ) まで高まることび 
ありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にしな 
いで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動させ 
まず。空気圧がかなくとも 180 kPa 
( I.Sbar / 26 psi ) に達しているこ 
とを確認して < ださい。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た 0' 乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動ごせると 
さは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認して < ださい。 


■化：？ 6— り 
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約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar / 
% psi ) に達しているときは、0443ペー 
ジ）をご覧ください。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar / 
26 psi ) に達していないときは、0443 
ページ）をご覧ください。 

空気圧び leOkPa (I.Sbar / 26psi) 
に達しない場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

►タイヤフィットびタイヤ内に行き;度 
るよラに、ほ速で車を約 10 m 前進 
まには後退させまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとをは、接続 
部にタイヤフィットび収納されてい 
た袋か巧などを被せて < ださい。取 
り外ずときにタイヤフィットび漏 
れ、身体やを服に付着ずるおそれび 
ありまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

約5分後に、空気圧びかなくとを 
180 kPa (1.8 bar / 26 psi ) に達し 
ていなければなりません。 

A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動さ 
せても空気圧び 180 kPa ( I.Sbar / 
26 psi ) に達しない場合は、タイヤび 
かな0損傷していまず。それ(上走 
行せず、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 


空気圧び ISOkPa (I.Sbar / 26psi) 
に達している場合 


► 電動エアポンプの電源スイッチを0 
(停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源ソ 
ケットから電源プラグを巧さまず。 

► タイヤのパルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび収納され 
いに袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびありまず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットのホースからタイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていた袋にタイヤフィッ h 
を入れて < ださい。 

► 修理したタイヤのノ U レブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
ミ度り、損傷箇所び固まりやず < な 
りまず。 


I 


※タイヤフィットは、曰本仕様には装備されません。 
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パンクしたとき 


A 警告 

タイヤフイツトでタイヤを修理した 
後は、車両操縦性に変化が現れるこ 
とがあります。高速での走行には適 
していません。事故を起こすおそれ 
があ0ます。慎重な運転をむがけて 
<ださい。 

タイヤフイツトでタイヤを修理した 
場合の最高速度を超えないよラにし 
て < ださい。 

タイヤフイツトでタイヤを修理した場 
合の最高速度は 80 km / h でず。必ず 
タイヤフイツトに付属の最高速度のス 
テツカーを 運転者の見やすい場所に貼 
付して < ださい。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホースを修理したタイヤ 
のバルブに取り付けて、空気圧ゲー 
ジでタイヤ空気圧を点検しまず。 

A 警告 

空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
liTF になっている場合は、タイヤびか 
な D 損傷していまず。それ liLh 走行せ 
ず、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

► 空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
し U 上の場合は、規定の空気圧に調整 
します。規定の空気圧は燃料給油フ 
ラツプ裏側に貼付されているタイヤ 
空気圧ラベルを参照して < ださい。 

空気圧を上げる 

► 電動エアポンプを作動させまず。 


空気圧を下げる 

► 空気圧ゲージ⑩の空気圧調整バル 
ブ⑩を緩めて調整しまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い巧めください。 

9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なってください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス.ベンツ指定 サービス エ場 
で交換してください。 

タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージー体型） 



《電動エアポンプの巧がや絵柄などは、イラス 
卜と異なることびありまず。巧用ちをびわか 
S ないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


■か：？ S— り 
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► 電動エアポンフの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑥を取り出し 
ます。 

► エアホース⑥を タイヤフ イッ ト① 
のバルブ⑥に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエア ホースは 夕 
イヤフィットのパルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびありまず。 


►タイヤフイット①のバルブ⑥を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 



►パンクしにタイヤのバルブ⑦からバ 
ルブキヤツプを取り外しまず。 


►タイヤフィットのホース⑨を、パン 
クしたタイヤのバルブ⑦に確実に取 
り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③び 
0 (停止の位置）になっていること 
をお認します。 

►電源プラグ④をライターソケット 
(0331 ページ）または 12 V 電源ソ 
ケット瓜332ページ）に差し込み 
ます。 


► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフイットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。この 
とき、空気圧び一時的に約 500 kPa 
(5 bar / 73 psi ) まで高まることび 
ありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ③を〇 (停止の位置）にしな 
いで < ださい。 

► 電動エアポンプを約日分間作動させ 
まず。空気圧がかなくとも 180 kPa 
( I.Sbar / 26 psi ) に達しているこ 
とを確認して < ださい。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認してください。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar / 
26 psi ) に達しているときは、 （0443 ペー 
ジ）をご覧ください。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar / 
26 psi ) に達していないときは、0443 
ページ）をご覧ください。 


I SGIP 


►イグニッシヨン位置を1にしまず。 
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パンクしたとを 


空気圧び ISOkPa (1.8bar / 26psi) 
に達しない場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

►タイヤフィットびタイヤ巧に行きミ度 
るよラに、ほ速で車を約 10 m 前進 
まには後退させまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずときは、接続 
部にタイヤフィットび納されてい 
た袋か巧などを被せてください。取 
り外ずときにタイヤフィットび漏 
れ、身体や巧服に付着ずるおそれび 
ありまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

約5分後に、空気圧びかな< とち 
ISOkPa (1.8 bar / 26 psi ) に達し 
ていなければなりません。 

A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動さ 
せても空気圧び 180 kPa ( I.Sbar / 
26 psi ) に達しない場合は、タイヤび 
かな0損傷していまず。それな上走 
巧せず、メルセデス.ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


空気圧び ISOkPa (I.Sbar / 26psi) 
に達している場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 


► ライターソケットまには 12 V 電源 
ソケットから電源プラグを巧さま 
す。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋かななどを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフ ィッ トの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► イ度理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ巧に行さ 
ミ度り、損傷箇所び固まりやずくな 
りまず。 


■化：？ 6— り 


電動エアポンプび停止しまず。 
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A 警告 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
後は、車両操縦性に変化び現れるこ 
とびおります。高までの走巧には適 
していません。事故を起こすおそれ 
びあ0ます。慎重な運転をむびけて 
<ださい。 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
場合の最高ま度を超えないよラにし 
て < ださい。 

タイヤフイットでタイヤを修理した場 
合の最高速度は 80 km / h でず。必ず 
タイヤフイットに付属の最高速度のス 
テッカーを運転をの見やすい場所に貼 
付して < ださい。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホースを修理したタイ 
ヤのバルブに取り付けて、電動エ 
アポンプの空気圧ゲージでタイヤ 
空気圧を点検しまず。 

A 警告 

空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
しツ下になっている場合は、タイヤびか 
なり損傷していまず。それな上走行せ 
ず、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

► 空気圧び1 30 kPa (1.3 ba 「 / 20 psi ) 
し U 上の場合は、規定の空気圧に調整 
します。規定の空気圧は燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されているタイヤ 
空気圧ラベルを参照してください。 


空気圧を下げる 



► 空気圧ゲージ⑩の横にある空気正調 
整ボタン⑨を押して調整しまず。 


► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い巧めください。 

9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なってくださし、。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス.ベンツ指定 サービス エ場 
で交換して < ださい。 


I 


空気圧を上げる 

► 電動エアポンプを作動させまず。 
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バッテリー 


バッテ U -取り扱いの一般的な注意 


バツテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び苗に十分充電されていることび 
必要でず。 



化 

AJ 

S 

I 

り 


車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行びをいとさは、通常より 
を頻繁にパッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ1」一の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


A 警告 

S クラス HYBRID については、必ず 
別冊 「 S-Class HYBRID 取扱説明書 
補足版」をご覧< ださい。 



爆発の危険があ0ます。 


バッテリーを取り扱ってい 
るとさは、火気や裸火、火 
巧、タパコなどを近付けな 
いで < ださい。 

火花が出ないようにま意し 
て < ださい。 

バッテ U —液は腐食性があ 
りまず。皮膚や眼、衣服に 
付着しないようにま意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスクを 
着用して < ださい。 

バッテ U —液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けて < ださい。 

バッテ U —を取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して < だ 
さい。 

モ供を近付けないで<だ 
さし、。 


取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 


9環境 

バッテリーは家庭用ごみとして廃棄 
しないでください。バッテリーは環 
境に配慮した適切な方法で処理して 
<ださし、。 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーを廃棄するとさは、新しいバッ 
テ U —をお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼して < ださい。 





パツ 
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A 警告 

安全のため、バッテリーは必ず指定 
品を使用して < ださい。指定された 
バッテリーは衝撃保護性能に優れて 
おり、事故などでバッテ U —が損傷 
した隙に乗員がバッテ U —液により 
火傷をずる危険性を低減しまず。 

爆発や火傷を防ぐため、バッテ U — 
を取り扱ラとさは似下の事項を守つ 
て < ださい。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにし 
ないで <ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの 
上に置かないでください。バッテ 
U —がショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテリーが爆発する 
おそれがあります。 

• 静電気を防ぐた故、含成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
カー ぺッ トの上などでバッテリー 
を弓 I さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 布などでバッテ U —を拭かないで 
<ださい。静電気や火花が発生し 
て、バッテ U —が爆発ずるおそれ 
があります。 

p 安全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたりがずときは、イグニッショ 
ン位置を0にして、エンジンスイッ 
チからキーを抜いて<ださい。電気 
系部品やオルタネーターを損傷する 
おそれがあ D まず。 


〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取りがして< 
ださい。エンジンスイッチにキーが 
差し込まれているとさはわずかに電 
力が消費され、バッテ I 」一を消耗し 
9 〇 

〇バッ テ U —端テの取りがし、バッ 
テ U —の取りがし、充電、交換につ 
いては、^ルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で作業ずることをお勧めし 
ます。 

©パ‘ ッテ U —の接続が一時的に断た 
れたとさは、 Li (下のよ5な作業が必 
要になることがありまず。 

• スライディングルーフ*また 
はパノラミックスライディング 
ルーフ*のリセット 

• COMAND システムの再設定 


バッテリーの位置 


バッテリーは、エンジンルーム内助手 
席側にありまず。 



左八ンドル車 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パッテリーがあがつたとを 


〇 バッテ U —の電圧びほ下して 、 U 
モコン操作やキーレス3—操作で 
解綻でさないとさは、エマージェン 
シーキーで運転席ドアを解淀しまず 
([>424ぺージ）。 


VRLA バッテ U — 

バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
をません。また、を険でずので分解は 
絶対に行なわないでください。点検に 
ついてはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


インジケーター付をバッテ IJ — 



ケースび黒色で、上面にインジケー 
ター©びあるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーター®は、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、を険でずので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 


—びあびったとを 


バッテ U —の電圧が低下し、エンジ 
ンの始動が困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
U —を電源として始動ずることがで 
さまず。 

A 警告 

• 作業を始める前に必ず!;^降に記載 
する説明を読んでください。説明 
を守らないと、電気装備を損傷し 
たり、バッテ U —が爆発してけが 
をずるおそれがあります。 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテリーを 
のぞさ込まないでください。万一 
爆発したとさに、けがをするおそ 
れがおります。 

A 警告 

他車のバッテ U —を電源として エン 
ジンを始動しているとさは、ガスが 
発生し、爆発の原因になりまず。火 
気や裸火、火花を近付けたり、近< 

で喫煙しないで<ださい。バッテリー 
を取り扱ラとをは、安全にま意し、 
保護巧策を取って< ださい。 


A 警告 

未燃焼の燃料が排気システムに入る 
と、発火して火災が発生するおそれが 
あります。エンジン始動操作を長時間 
繰り返して行なわないでください。 


■化：？ 6— り 

















パッテリーがあがつたとを 
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A 警告 

たばこなどの火気をお付けたり、火 
花を発生させたりしないでください。 
バッテリーが爆発してけがをするお 
それがお0ます。 

A 警告 

S クラス HYBRID については、必ず 
別冊 「 S-Class HYBRID 取扱説明書 
補足版」をご覧<ださい。 

D エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないで < ださい。 

エンジン始動を2〜3回試みてち 
始動でさないとさは、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

エンジンを始動でさたとさち、ずみ 
やかにルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって< ださい。 

D 急速充電器によりエンジン始動を 
行なわないでください。 

D エンジンと触媒び暖まっていると 
をは、化車のバッテ U —を電源とし 
て始動しないでください。 

D ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているちの 
は 使用しないでください。 

〇 ブースター ケーブルをバッテ リー 
に接続ずるとさは、化の金属部分に 
触れないよラにして < ださい。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説明書をお読み < ださい。 


作業を始める前に、おず降に記載ず 

る説巧を読んで < ださい。 

► ずべての車でバッテ U —にブース 
ターケーブルを接続でさるとは限り 
ません。バッテ U —にブースター 
ケーブルを接続でさないとさは、補 
助バッテ U —やェンジン始動用装置 
の電源を使用して、ェンジンを始動 
して < ださい。 

► ェンジンと触媒び;ちえているとさに 
行なってください。 

►バッテ U —び凍結しているときは、 
ェンジン始動を行なわないで < だ 
ごい。乂気をお付けずにバッテリー 
全体を暖め（約50で1；(下）、バッテ 
U —液を解凍してから行なってく 
ださい。 

►救援車のバッテ U —び、 12 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
さい。 

►十分な容量と太さびあり、絶縁され 
たクランプを持つ ブースターケーブ 
ルを使用してください。 

► ブースターケーブルびラジェター;ち 
却フアンや回転べ ル トにきき込まれ 
ないよラにして < ださい。 

►バッテ U —び完全に放電していると 
きは、ケーブルを接続してずぐに始 
動操作を行な5のではな <、数分間 
経過してから行なってください。売 
全に放電したバッテ U — I こ充電び行 
なわれまず。 

〇 他車のバッテ1」一を電源としたェ 
ンジン始動について、不明な点びあ 
るとをは、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におにずねください。 


I 






ち八ンドル車 


《ち八ンドル車のバッテ1」一および [-] 端 
デ④は、エンジンルームに向かってち側 
にあ0ます。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

►パーキングブレーキを 効かせまず。 

► シフトポジシヨンを HE にしまず。 

► 両車の電気装備をずべて停止しまず。 

► ボンネットを開をまず。 

► 自車の [+] 端子のカバーを外しまず。 

► 自車のバッテリーの [+] 端モ①に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 救援車のノ くッテ U — ⑤の [+] 端子 
⑤に赤色 ブースターケーブルの 反 
巧側を接続します。 

►救援車のエンジンを始動し、アイ 
ド U ング状態にしまず。 


►救援車のバッテ1」一の [-] 端モ⑤ 
に黒色ブースターケーブルを接続 
しまず。 

► 自車のバッテ U —の卜]端テ®に 
黒色ブースターケーブ j レの反対側を 
接続します。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

► ブースターケーブルの接続を外ずま 
で、数分間エンジンをかけにままに 
しまず。 

► 自車のバッテ U — の [-] 端モ④一 
救援車のバッテ U —の [-] 端モ⑤ 
一自車のバッテ1」一の [+] 端子® 
一救援車のバッテ U — の [+] 端子 
⑤の順序でケーブルの接続を外し 
まず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動は緊急の対応でず。 
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A 警告 

S クラス HYBRID のけん引について 
は、必ず別冊 「 S-Class HYBRID 取扱 
説明書補足版」をご覧ください。 


A 警告 

• エンジンがかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に 
非常に大さな力が必要になります。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないで<だ 
さし、。 

• ホールド機能またはデイスト □ 
ニック-プラス*が作動している 
とさは、車にブレーキがかけられ 
ています。けん引で車を動かすと 
きは、ホールド機能またはデイス 
卜□ニック-プラスを解除してく 
ださい。 

けん引はできるだけ避けてください。 

自走でさないとさは、専門業者に依頼 

して車両運搬車で移送して < ださい。 

D —般道では 30 km/h Li (下の速度 
で、距離は日 0 km iU 内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距離 
が 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用して<ださい。トラ 
ンスミッションを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

H パーキングブレーキが解除されて 
いることを確認して<ださい。パー 
キングブレーキが故障しているとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


H めかるみからの脱出などの目的 
に、けん引フックを使用しないでく 
ださい。車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

D けん引されるとさは、ゆつ< り発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
<ださい。車を損傷ずるおそれがあ 
ります。 

H キーレス3’一装備車は、キーレス 
3’ースイッチではなくキーを使用し 
て< ださい。運転席ドアを開いたと 
さにシフトポジションが [ E にな 
り、トランスミッションを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

けん引されるときは、必ずシフトポジ 

ションを亡阻にして < ださい。 

(下の理由により、けん引される前に 

バッテ U —が接続されていて、電圧が 

低下していないことを確認して<だ 

さい。 

• イグこッション位置を2にずるこ 
とがでさません 

• シフトポジションを m にずるこ 
とがでさません 

D エンジンを始動でさないとさは、 
他車のバッテ U —を電源とした始 
動を試みて< ださい。やむを得ず、 
他車にけん引してもらラときはじ ( 
降に記載ずる説明に従い、最寄り 
の;><ルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に移送して < ださい。 


I 
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けん引 


y フ□ントをつり上げてけん引ずる 
とさやダイナモメーターでノ くーキン 
グブレーキの検査を行なうときは、 
必ずイグニッション位置を0にし 
てください。 ESP ® び作動して接化 
している車輪にブレーキびかかりま 
す。また、ブレーキシステムを損傷 
するおそれびありまず。 

P 4 MAT に車は、前輪または後輪の 
みを持ち上げた状態でけん引しない 
でください。駆動装置などを損傷ず 
るおそれびありまず。 

D オートマチックトランス S ッショ 
ンを損傷しているとさは、プ□ぺ 
ラシャフトを外してけん引してく 
ださい。 

D けん引される前に、バッテリーが 
接続されていて、電圧びほ下してい 
ないことを確認して<ださい。イグ 
ニッション位置を2にずることび 
でさないため、シフトポジションを 
EE から動かせなくなりまず。ま 
た、 エンジンび停止していると、ス 
テア U ングや ブレーキの 操作に非常 
に大さな力び必要になりまず。 


D けん引□ープを使用してけん引さ 
れるときは、じ(下の点にミ主意してく 
ださい。 

• □ープは両車とをでさるだけ同じ 
側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□ーフの中巧に白巧 (30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に日月おして < ださし、 

• □ープに無理な力や衝撃びかから 
ないよ5にして < ださし、。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よ5に前車のブレーキランプに 
ま意しなびら車間距離を調整し 
て < ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使用 
しないでください。車を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇 けん引されるときは、車速感応 
ドア□ックを解除してくださし、 
( tIOl ページ）。車輪び回転ずると 
車び自動的に施插され、車外に閉め 
出されることびありまず。また、け 
ん引防止警報を解除してください 
(070 ページ）。 


■か：？ 6— り 
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けん引フックの取り付け 


けん引フックを取り付ける 


► 車載工具(>391ページ）からけん 
引フックを取り出しまず。 

A 警告 

U アのカバーを取り外ずとさは、マ 
フラーに ミ主意してください。 マフラー 
は高温になるため、 マフラーに 触れ 
ると火傷をずるおそれびあ0まず。 

けん引フックの取り付け部はフ□ント 
と U アのバンパーにありまず。けん引 
フックを取り付けるとをはカバーを外 
します。 



► カバー®のマーク部を矢印の方向 
に押しまず。 


► カバーのを外しまず。 

► 内部のネジ巧に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、停止ず 
るまで手で締め込みます。 

※車種や仕様により、カバーののあ状や 
マーク部の位置は異な0ます。 


けん引フックを取りがず 

► けん引フックを取り外しまず。 

► カバー®をバンパーに押し込んで 
取り付けまず。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
9 〇 


後輪を上げてけん引ずる _ 

この操作は 4 MATIC Li (外の車種のみ 

巧能です。 

後輪を上げてけん引ずるとさは、 

(1>453ページ）のま意事項を守って 

<ださい。 

〇後輪を上げてけん引ずるとさは、 
必ずイグニツシヨン位置を0にし 
てください。 ESP ⑩び作動して接 i せ 
している車輪にブレーキびかかりま 
す。また、ブレーキシステムを損傷 
するおそれびありまず。 

► 非苗点滅灯を点滅させまず（1>150 
ページ)。 

► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、イグニツシヨン位置を0にし 
まず。 

►車から離れるとさは、キーを携帯し 
ます。 


I 
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けん引 


前後輪を接地させてけん弓 I ずる 

前後輪を接化させてけん引ずるとを 
は、0453ページ）のま意事項を守っ 
て < ださい。 

A 警告 

エンジンびかかっていないとをはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大をな力び必要になります。ミ主意 
して操作を巧なってください。 

運転席ドアを開くか、エンジンスイッ 
チからキーをなくと、シフトポジショ 
ンは自動的に HE になりまず。けん 
引ずるとさは、(下の方法に従ってシ 
フトポジションを CE のままにして 
<ださい 

►停車して、エンジンスイッチのキー 
のイグニッション位置を0にしまず。 

► エンジンスイッチのキーのイグニッ 
ション位置を2にしまず。 

キーレス3’一を使用していた場合 
は、キーレス 3— スイッチの代ね 
りにキーを使用しまず（1>109ぺ一 
ジ)。 

► ブレーキペダルを踏んで保持しまず。 
► シフトポジションを HE にしまず。 
► ブレーキペダルから足を放しまず。 
►パーキングブレーキを解除しまず。 

► 非甫点滅灯を点滅させまず（1>150 
ページ） 


〇 非甫点滅灯を点滅させてけん引ご 
れているとをでを、コンビネーシヨ 
ンスイツチを操作して方向指示灯を 
点滅させることびでさまず。このと 
さは、方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 


車両を運搬ずる 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載ずるときにを使用できまず。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

► ブレーキ ペダルを踏みなびらシフト 
ポジションを CN ] にしまず。 

車を積載したらずみやかに(下のこと 

を行ないまず。 

► パーキングブレーキを効かせて、車 
び動かないよ5にしまず。 

► シフトポジションを fPl にしまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッション位置を0にし 
まず。 

► 車を固定しまず。 

Q 車両運搬車に積載して車両を固定 
するときは、固定□ープをヴスぺ 
ンションなどの ><ンバー部分にか 
けないで<ださい。車体を損傷ず 
るおそれがありまず。 


■か：？ 6— り 


► エンジンスイッチの キーの イグニッ 
シヨン位置を2のままにしまず。 
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4 MAT に車についてのを意事項 

0 4 MAT に車は、前輪または後輪の 
みを持ち上げた状態でけん引しな 
し、で < ださい。トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

トランス S ッシヨンまたはフ□ントア 
クスルまには U アアクス J レび損傷して 
いるとをは、車両運搬車で運搬してく 
ださい。 

電気システムび損傷しているとを 

バッテ U —に不具合びあるとさは、シ 
フトポジシヨンび [ PJ に固定されま 
す。化車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動と同様に、車両の電気シス 
テムに電力を供給しなくてはなりませ 
ん（[>450ぺージ）。 

電力び供給でさない場合は、車両運搬 
車で運搬してください。 


巧しびけ _ 

押しびけでエンジンを始動ずることは 
できません。トランスミッションを損 
傷します。他車のバッテ1」一を電源と 
しにエンジン始動については（[>450 
ページ）をご覧くださし、。 


-ズ 


ヒューズ 交換についてのミち意 _I 

電気装備に異常び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
まず。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズなどを使用し 
ないでください。電気回路に負巧び 
かか0、义災の原因になります。 
ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を巧頼してください。 

ヒューズを交換ずるとさは、必ず同じ 
電流値（色）のヒューズと交換してく 
ださい。ヒューズの電流値は「ヒュ ー 
ズー覧」0460ページ）に記載され 
ています。詳しくはメルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

ヒューズを交換してをずぐに切れると 
さや、ヒューズには異苗びなく電気装 
倫び作動しないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で原因を調 
ベ、修理してください。 

〇おず車両に適合した、正しい電流 
値のヒューズだけを使用してくださ 
し、。構成部品やシステムを損傷する 
おそれがあ D まず。 


I 
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-ズ 


ヒューズを 交換ずる _ 

►停車して、パーキングブレーキを効 
かせまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを巧を 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、む線部び切れて 
いる（溶断）とさは同じ電流値（色） 
のヒューズと交換しまず。 


ヒューズの 位置 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
ます。 

• ダッシュボード左ち両端 

• エンジンルーム内運転席側/助手 
席側 

• 後席アームレスト奧 


ダッシュボード横のヒューズボックス 

ヒ ューズボッ クスは ダッシュボー ドの 
左ち両端にありまず。 

〇ドライバーなどの先のとびったを 
のを使用してカノ（一を開かないで< 
ださい。ダッシュボードを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 



ち八ンドル車 


ヒューズボックスのカバーを取り夕1•ず 

► カバー©のずさ間にへラなどを 
差し込み、カバーを手前に引いて 
開をます。 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 
ける 

► カパーを押し込んで固定しまず。 


■か：？ S — り 
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ヒューズボックス（エンジンルーム内 
運転席側） 



左八ンドル車 


カバー⑤を外ずとさは、六ちレンチ 
でネジのを緩める必要びありまず。 

ヒューズを交換するとをは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

※ち八ンドル車のエンジンルーム内の 
ヒューズボックスは、左八ンドル車と左 
ち対称の位置にあ0ます。 


ヒューズボックス（エンジンルーム内 
助手席側） 



左八ンドル車 


ヒューズボックスの力/ (—をがず 

► ボンネットを開さまず。 


►固定部®を外側に開さなびら外し 
まず。 

► カバー⑤を取り外しまず。 

Q ヒューズボックスのカバーを取り 
外したとさは、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよ5にして 
<ださい。 

ヒューズボックスのカバーを取り付 

ける 

►カバー⑤を元の位置に合わせまず。 

► カバー③を下方に押して取り付け 
ます。 

► ボンネットを閉じまず。 

Q ヒューズ ボックスのカバーは必 
ず正しく取り付けてください。水 
分やホコ U びヒューズに付着して、 
ヒューズを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 


後席アームレスト奥のヒューズボッ 
クス 



► 後席アームレストを引さ出しまず。 


►レバーのを引いて、ル物入れの力 
バー®を開さまず。 


I 
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-ズ 



► ドライバーなど⑤をずさ間に差し 
込み、ヒューズボックスのカバー 
@を開きまず。 


► ヒューズボックスのカバーを上方に 
取り外しまず。 

〇ヒューズボックスのカバーを開閉 
ずるとさは、カパーの端などを損傷 
しないよ5ま意して < ださい。 


ヒューズー覧 


ヒューズボックス 
(エンジンルーム内助手席側) 


ヒユース 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

7 

4日 A 

A 目 S / BAS / ESP ® 

8 

25 A 

ABS / BAS / ESP ⑥ 

9 

2己 A 

イグニッシヨン□ック 

10 

— 

未使巧 


ヒューズボックス 
(エンジンルーム内運転席側) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

20 

10 A 

エンジン制御/エンジン 
緊急停止 

21 

2日 A 

エンジン制御/エンジン 
緊急停止 

22 

1己 A 

エンジン制御 

23 

2日 A 

エンジン制御 

24 

25 A 

エンジン制御 

25 

7.日 A 

メーターパネル/ナイト 
ビューアシストプラス 

26 

10 A 

アクティブライトシステム 
/へッドライト光軸調整 

27 

10 A 

アクティブライトシステム 
/へッドライト光軸調整 

28 

7.日 A 

オートマチックトランス 
S ッシヨン 

29 

己 A 

オプション 

30 

7.日 A 

エンジン制御/燃料ポンプ 

31 

巳 A 

オプション 

32 

1己 A 

オプション 

33 

巳 A 

ABS / BAS / ESP ⑥ 

34 

己 A 

オプション 

35 

巳 A 

パーキングブレーキ 

36 

10 A 

診断ソケット 

37 

7.日 A 

イグニッション□ック 
/キーレスゴー 

38 

7.日 A 

オプション 

39 

7.日 A 

メーターパネル/ナイト 
ビューアシストプラス 


■か：？ 6— り 
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ヒユース 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

40 

7.5 A 

A 臣 S / 臣 AS / ESP ®/ アン 
ビエントライト / AIR マ 
ティックサスペンション 
/ A 臣 C / パークト□ニック 
/ライトスイッチ/盗難 
防止警報システム/非萬 
点滅灯/ U アデフォッガー 
/ナイトビューアシストプ 
ラス/へッドレスト UU — 
ス (後席 )/電動ブライン 
ド （ U アウインドウ）/シー 
卜調整（後席）/エアコン 
ディショナー/ 1」アエア 
コンディショナー 

41 

30 A 

ヮィパー 

42 

30 A 

ヮィパー 

43 

15 A 

ライター (前席） 

4斗 

— 

未使用 

45 

曰 A 

オプション 

46 

15 A 

AIR マティックサスペン 
ション /ABC 

47 

15 A 

ステアリング調整 

48 

15 A 

ステア1」ング調整 

49 

10 A 

方向指示灯/オートマ 
チックトランスミッション 
/へッドライト（上向を） 

/ワイパー/ステアリン 
グ調整/ステア U ングス 
イッチ/ディスト□ニッ 
ク-プラス 

已〇 

15 A 

エアつンディショナー/ 
リアエアコンディショナー 

51 

— 

未使用 

己 2 a 

15 A 

ホーン 

己 2 b 

15 A 

ホーン 

53 

— 

未使用 

5斗 

40 A 

エアコンディショナー 

己5 

60 A 

エンジン制御 

56 

40 A 

AIR マティックヴスペン 
ション 

57 

30 A 

ワイパー U セスヒーター 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

60 

日 A 

ステア IJ ング 

61 

7.5 A 

エアバッグシステム/チヤ 
イルドセーフティシート 
検知システム / NECK PRO 
アクティブへッドレスト 

62 

日 A 

ナイトビューアシストプ 
ラス 

63 

15 A 

オプション 

6斗 

7.5 A 

または 

10 A 

NECK PRO アクティブ 

へッドレスト 

65 

15 A 

12 V 電源ソケット（グ□一 
ブボックス） 

66 

7.5 A 

ディスト□ニック-プラス 



4 J 

ヒューズボックス S 

(ダッシュボードち測） I 

- に 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

70 

40 A 

方向指示灯/ドア S ラー 
/シートヒーター（前席） 

/マルチコント□ールシー 
トバック（前席）/セント 
ラル□ック/アンビエン 
トライト/ルームランプ 
/パワーウインドウ（前席 
/後席）/トランク1」ッド 
開閉/シート調整（前席） 

/シートベンチレーター 
(前席）/ドア下部ライト 
/キーレスコ[一 

71 

15 A 

キーレスゴー 

72 

— 

未使用 

73 

曰 A 

COMAND システム/パー 
キングアシスト IJ アビュー 
力六ラ/ U アエンターテ 
インメントシステム/電 
言舌/ V に S / ヴウンドシス 
テム / COMAND デイスプ 
レイ 

7斗 

30 A 

トランク1」ッド開閉 

75 

— 

未使用 

76 

— 

未使用 

77 

25 A 

サウンドシステム 
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ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

78 

2己 A 

エンジン制御/追加ラジ 
エターファン （ AMG ) 

79 

7.日 A 

盗難防止警報システム 

80 

4日 A 

方向指示な/ドア S ラー 
/シートヒーター（前席） 

/マルチコント□ールシー 
トバック（前席）/セント 
ラル□ック/アンビエン 
トライト/パワーウイン 
ドウ（前席/後席）/ルー 
ムランプ/トランク IJ ッ 
ド開閉/シート調整(前席） 

/シートベンチレーター 
(前席）/ドア下部ライト 
/キーレスゴー 

81 

40 A 

シートヒーター（後席）/ 
シート調整（後席）/セン 
トラル□ック/アンビエ 
ントライト/ルームラン 
プ/パワーウインドウ（後 
席）/電動ブラインド（リ 
アウインドウ）/シートベ 
ンチレーター（後席）/ド 
ア下部ライト/キーレス 

3- 

82 

40 A 

シートヒーター（横席）/ 
セントラル□ック/アン 
ビエントライト/ルーム 
ランプ/パワーウインド 
ウ（後席）/電動ブライン 
ド （ IJ アウインドウ）/シー 
卜調整（後席）/シートべ 
ンチレーター（後席）/ド 
ア下部ライト/キーレス 

3- 

83 

3日 A 

オートマチックトランス 
S ッシヨン 

84 

10 A 

サウンドシステム 

85 

10 A 

ドアシルイル=ネーシヨン 

( AMG ) 

86 

— 

未使巧 

87 

— 

未使巧 

88 

— 

未使巧 

89 

— 

未使巧 

90 

— 

未使巧 

91 

— 

未使巧 



ヒューズボックス 
(ダッシュボード左測) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

92 

4日 A 

シートヒーター（前席） 

/シート調整（前席）/シー 
トベンチレーター（前席） 

/マルチコント□ールシー 
トバック（前席）/ドライ 
ビングダイナミックシート 

93 

7.日 A 

エアバッグシステム/チヤ 
イルドセーフティシート 
検知システム / NECK PRO 
アクティブへッドレスト 

94 

巳 A 

マルチパーパスカ分ラ 

95 

— 

未使巧 

96 

— 

未使巧 

97 

7.己 A 

1」アエンターテインメント 
システム 

98 

— 

未使用 

99 

7.日 A 

パーキングアシストリア 
ビューカ；>< ラ / C 0 MAND 
ディスプレイ/電話 

100 

— 

未使巧 

101 

10 A 

1」アエンターテイン;ント 
システム 

102 

4日 A 

シートヒーター（前席） 

/シート調整（前席）/シー 
トベンチレーター（前席） 

/マルチコント□ールシー 
トバック（前席）/ドライ 
ビングダイナミックシート 

103 

7.日 A 

ABS / BAS / ESP ⑥ 

10斗 

4日 A 

サウンドシステム 

105 

— 

未使用 

106 

1 A 

ETC / COMAND システム 

107 

— 

未使巧 

108 

己 A 

1」アエアコンディショナー 

109 

1己 A 

1」アエアコンディショナー 

110 

7.己 A 

マルチコント□ールシート 
バック（後席） 








ヒューズボックス 
(後席アームレスト奥） 


ヒユース 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

111 

曰 A 

マルチコント□ールシート 
バック（後席）/リアエン 
ターテイン六ントシステム 
/ COMAND スイッチ(後席） 

112 

— 

未使用 

113 

— 

未使用 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

115 

50 A 

リアデフォッガー 

116 

10 A 

低温ポンプ 

117 

15 A 

ライター（後席） 

118 

15 A 

燃料ポンプ 

119 

7.5 A 

COMAND システム/パー 
キングアシストリアビュー 
力分ラ/エアコンディ 
ショナー/リアエアコン 
ディショナー/オートマ 
チックトランス S ッショ 

ン / COMAND デイスプレ 
イ/ドライビングダイナ 
ミックシート/ U アエン 
ターテインメントシステム 
/電話 / COMAND スイッ 
チ（前席） 

120 

— 

未使用 

121 

10 A 

COMAND システム 

122 

7.5 A 

COMAND システム/パー 
キングアシストリアビュー 
がラ / COMAND ディス 
プレイ/ 1」アエンターテ 
インメントシステム/電 
話/サウンドシステム 

123 

40 A 

PRE - SAFE ® 

124 

40 A 

PRE - SAFE ® 

12己 

曰 A 

オプション 

126 

25 A 

ドア S ラー/自動防眩機 
能/読書な/レインセン 
ヴー/ライトセンサー/ 
バニティ S ラー照明/ルー 
ムランプ/スライデイン 
グルーフ 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

127 

30 A 

マルチコント□ールシート 
バック（前席/後席）/ド 
ライビングダイナ S ック 
シート 

128 

25 A 

燃料ポンプ 

129 

7.5 A 

電話 

130 

30 A 

パーキングブレーキ 

131 

7.5 A 

COMAND システム/トラ 
ンクリッド開閉/キーレ 
スコ’一/ WCS / サウンド 
システム/アンテナ 

133 

— 

未使用 

13斗 

15 A 

12 V 電源ソケット （ トラ 
ンク） 

135 

— 

未使用 

136 

— 

未使用 

137 

— 

未使用 

138 

曰 A 

COMAND システム 

139 

15 A 

クーリングボックス 

140 

15 A 

12 V 電源ソケット（セン 
ターコンソール後部） 

141 

曰 A 

パーキングアシストリア 
ビューカメラ 

142 

7.5 A 

パークト□ニック 

143 

25 A 

シートヒーター（後席） 

/シート調整（禮席）/シー 
トベンチレーター（後席） 

144 

25 A 

シート調整（後席） 

145 

— 

未使用 

146 

— 

未使用 

147 

— 

未使用 

148 

25 A 

スライデイングルーフ 
/ COMAND スイッチ（禮 
席） 

149 

25 A 

スライデイングルーフ 

1已〇 

7.5 A 

COMAND システム 

151 

— 

未使用 

152 

— 

未使用 
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464 ヒ ユーズ 


〇 ヒューズ配置表（英文）は、車載 
工具にを収納されていまず。ヒュー 
ズ配置表にはヒューズ容量を記載ご 
れています。 

&ヒューズ配置表（英又）の収納位置は予 
告なく変更される場合びあ0ます。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のをので、予告なく変更されること 
びありまず。 


(201 0-04-19. A 221 584 86 83) 


SSI り 
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純正部品/純正アクセサリー…466 


車両の電子制御部品について……467 
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オイル•液類/バッテ IJ - ……468 

積載荷物の制限重量 . 472 

トランクを開いたときの高さ……472 
タイヤとホイール . 473 


24GHz レーダーセンサーシステム 
. 478 
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純正部品/純正ァクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 警告 

承認されていない部品、タイヤがホ 
イール、または安全に関ずるアクセ 
サリーを使用ずると、走行安全性が 
損なわれるおそれがあ0ます。 

これらはブレーキシステムなどの安 
全性に関連したシステ厶の故障につ 
ながる可能性があります。さらに車 
両操縦性を失ラ原因にな0、事故の 
原因になります。 

どのよラな場をでち、純正部品のみ 
を使用してください。また、タイヤ 
やホイール、アクセヴ U —はお客様 
の車両のために承認されたちののみ 
を使用してください 


A 警告 

どんな場合でを、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品には、純正部品し U 外のち 
のを使用しないでください。事故や 
故障の原因にな0ます。 


华環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するたが、 U サイクル部品を積 
極的に導入しています。 

UiU 下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類が取り付けられ 
ていまず。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響をちえるおそれが 
ありまず。 

. ドア 

• ドアピラー付近 
-サイドシル付近 
•シート 
•シートベルト 
-インストルントパネル 
• ーターパネル 
. センターコンソ—ル 

詳しくは^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 純正部品政がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな< 関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 








車両の電子制御部品について、ビークルプレート 
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車両の電子制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なって < ださい。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。車両との適合性に 
影響を与えるおそれがあります。 

Q 電モ制御部品およびそれに関わる 
コント□ールユニットやセンサー、 
配線類などの ><ンテナンス作業は、 
必ずメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

[ I 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで < ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にを悪影響をちえるおそ 
れびありまず。 

〇車載無線機など電装アクセサリー 
を装着するとをは、メルセデス-ベ 
ンツ指定ヴービスエ場におたずね< 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電モ制御部品に悪影響を与 
えるおそれびありまず。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になりまず。 

〇ウインドウに透日月な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透明な吸盤びレン 
ズとして作用して、乂災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 


ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号や 
エンジンま号などび必要になることび 
ありまず。車台ま号やエンジンま号な 
どは図の箇所に記されていまず。 


ニューカープレート 


{ 1 


三 

"; 1 , 

{ 

•、… -g 

— mmwtm 


運転席側まには助手席側のセンターピ 
ラー下部に車台ま号およびカラーコー 
ドを記載したニューカープレートの 
び貼付されていまず。 


車台ま号 



後席アームレスト後方の カバーの 下の 
フレームに、車台ま号⑤び巧刻され 
ていまず。 


■もふ51.4 
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■J — 




ボンネットの裏側まにはエンジンルー 
ムの図の位置に、オプションコードをお 
すプレート③び貼付されていまず。 


エンジンま号 

エンジンブ□ックのクランクケースに 
エンジンま号び巧刻されていまず。詳 
しくはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 


オイル•液類/パ’ツ; 


オイル-液類に関ずる注意 

オイル-液類には(下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイル、 
ノてワーステア U ングオイルなど） 

• ウォッシャー液 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳し<は、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。また、火 
気の近<には保管しないでください。 
オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。 

オイル■液類が目や粘膜、傷に触れな 
いようにしてください。万一目に入つ 
たり皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 


9環境 




オイル■液類は、環境に配慮して廃 
棄して < ださい。 











オイル•液類/バッ s 
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[I 指定品 LU 外のオイル-液類を使用 
したとをは、該当箇所だけでなく関 
連箇所に不具合び生じてを、保証を 
適用でさないことびありまず。 

〇 ABC * (アクティブ.ボディ.コ 
ント□ール）のオイル量を点検ずる 
必要はありません。 ABC のオイル 
の漏れを見つけにり、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警 
告メッセージび表示されたときは、 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


燃料 


燃料タンク容量 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質でず。燃料 
を取 D 扱ラとさは、火をお付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料び皮膚や巧類に触れないよラに 
を意して < ださい。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 

約9日 G 

警告な点な時の 

約11 G 

残量 

(S 63 AMG 、 


S 65 AMG は 


約14 G ) 


〇軽油を給油しないでください。ま 
た、 軽油をミ居ぜたガソ U ンを給油し 
ないでください。 ガソリ ンに軽油び 
ミ屋じると、燃料噴射システムを損傷 
するおそれびありまず。誤って軽油 
を給油して故障び発生したときは、 
保証の対象外になりまず。 

〇指定 LU 外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などにより 
エンジンを損傷したり、乂災び発生 
ずるおそれびありまず。指定 LU 外の 
燃料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇燃料の添加剤は、純正品または承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。エンジン内部の摩耗び進ん 
だり、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。故障び発生したとさは、 
保証の適用外になりまず。 

燃料消費について 


し U 下のよ5な状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常にほいとさ 
• 市街地を走行ずるとさ 
• 短い距離を走行ずるとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

9 環境 

C 02 (こ酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となります。 

緩やかな運転をむがけ、定期的に点 
検■整備を行なラことにより、 C 02 
排出量を最小限に抑えることができ 
まず。 


■もふ51.4 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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エンジンオイル 

〇エンジンオイルは、使用している 
間に汚れた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換して < ださい。 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

S 350 

約 6 .日 e 

S 550 

S 550 long 

S 550 4 MATIC 
long 

約 8.5 e 

S 600 long 

約 9 .日 G 

S 63 AMG long 

約8.已 e 
または 
約9.日 e 
(オイル クーラー 
分を含む J 

S 65 AMG long 

約9.日尼 


〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む交換時の数値でず。 


添加剤 

〇エンジンオイルには添加剤を入れ 
ないで<ださい。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 


使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用ずる場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 



才ートマチックトランス吉ッシヨン 
オイル 

オートマチックトランス S ッシヨンオ 

イルの交換については、別冊 r 整備手 

帳」を参照してください。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランス S ッシヨン内部の 
摩耗び進んだり、トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇オートマチックトランス云ッシヨン 
オイルの漏れを見つけたり、トラン 
スミッシヨンの作動に異甫を感じた 
とさは、メルセデス • ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


■み—.:£5—ゎ 



























オイル•液類/バッ s 
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ブレーキ液 


定期的にレセデス-ベンツ指定 サー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
<は;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


t 曰化□□目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 警告 

ブレーキ液を補給ずるとさは、 

や水分がリヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなでち)、ブレーキが効かな< 
なるおそれがあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックが発生ずる 
おそれがありまず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでち圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かなくなる現象のことです。 


冷却水 _ 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
ずので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは必 
ず指定品を使用して補給して<ださい 
(>355 ページ）。 

A 警告 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発火ずるおそれがあ 
りまず。 

不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。 

車を使用ずる地域の最低気温によって 


濃度を変えまず。 

不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

-订じ 

約5已％ 

- 4日 。 C 


■も—.:£5—ゎ 
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積載荷物の制限重量、トランクを開いたとをの高さ 


ウオッシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
です。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近くで喫 
煙しないで < ださし、。 

。へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(夕']'のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

〇ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ畳ぜてください。 

〇ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を混ぜないで<ださい。液量 
のセンサーを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用び 
あります。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ランプウオツシヤー液の U ヴーブタ 
ンクは兼用でず。 


バツテ U- 


車載バッテ IJ -の電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

95 Ah 


積載荷物の制限重量 


車種 

ルーフ 

トランクルーム 

全車 

100 kg 

100 kg 


〇 ルーフの制限重量には、ルーフラッ 
クやアタッチメントの重量を含まれ 
ます。 


トランクを開いたときの高さ 



①トランクを開いたとさの高さ 

トランクをいっぱいまで開いたとをの 
高さは、 liTF のよ5になりまず。 

® 約1 776 mm 

〇 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やサスペンションの状態などに 
より、数値び異なりまず。 
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タイヤとホイール 


〇タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してく 
ださい。詳しくはメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

ABS や ESP ® などの装備は、純正 
品および承認された製品を使用ずる 
ことで効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品(外の 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでをません。 

〇純正品ぉょび承認された製品謝の 
タイヤやホイールを装着した場合は、 
操縦性や騒音、’燃料消費などに影響を 
ちえるおそれびありまず。まに、指定 
されたサイズ(がのタイヤやホイー 
ルを装着ずると、フェンダーの内側や 
サスペンションなどに接触し、車や夕 
イヤを損傷するおそれびありまず。 

[I 再生したタイヤを装着した場合、 
安全性の保記はでをません。 

〇大径ホイールを装着したときは、 
路面状況び悪いとさに柔りむ化び悪 
くなることびありまず。また、障害 
物を乗り越えたとさの快適性をほ下 
し、ホイールやタイヤを損傷するを 
険性を高まりまず。 

[I タイヤまにはホイールのサイズび 
前後で異なる車種は、タイヤ□ーテー 
シヨンを巧"なわないで < ださい。 


〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルび 
貼付してありまず0363ページ）。 

〇 左ちに必ず同サイズのタイヤ/ホ 
イールを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤな 
ど、異なる種類のタイヤを同時に装 
着しないで < ださし、。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


■もふ51.4 
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タイヤとホイール 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ ホイールサイズ 

オフセット 

S 350 

S 550 

S 550 4MATIC long 

S 550 long 

255/45R18 

8.5 J X 18 

43mm 

S 350 AMG 
スポーツパッケージ 

S 550 AMG 
スポーツパッケージ 

S 550 long AMG 
スポーツパッケージ 

前輪 255/40R19 

後輪 275/40R19 

前輪 8.5 J X 19 

後輪 9.5 J X 19 

43mm 

S 550 4MATIC 
long AMG 

スポーツパッケージ 

2 已已 /40R19 

8.5 J X 19 

43mm 

S 600 long 

前輪 255/45R18 

後輪 275/45R18 

前輪 8.5 J X 18 

後輪 9.5 J X 18 

43mm 

S 63 AMG long 

前輪 255/40R19 

後輪 275/40R19 

前輪 8.5 j X 19 

後輪 9.5 J X 19 

43mm 

S 63 AMG long 

パフオーマンス 
パッケージ 

前輪 255/35R2 日 

後輪 275/35R2 日 

前輪 8.5 J X 2 日 

後輪 9.5 J X 2 日 

43mm 

S 65 AMG long 

前輪 255/35R2 日 

後輪 275/35R20 

前輪 8.5 J X 20 

後輪 9.5 J X 20 

43mm 


〇タイヤまたはホイールのサイズび前後で異なる車種は、タイヤ□ーテーシヨン 
を巧ち);わないで < ださし、。 

U タイヤサイズ 275/40R19 、 275/35R20 の標準タイヤ/ホイールにはス 
ノーチェーンを装着しないでください。 

〇 燃料給油フラップの裏側にタイヤ空気圧ラベルび貼付してありまず。 


■み—.:£5—ゎ 
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オプションまたは仕様により、のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 



タイヤサイズ ホイールサイズ オフセット 

17インチ 
アル S ホイール 

235/55 R 17 

8.0 J X 17 

43 mm 

18インチ 
アルミホイール 

255/45 R 18 

8.5 J X 18 

43 mm 

前輪 255/45 R 18 
後輪275/4日 R 1 8 

前輪 8.5 J X 18 
後輪 9.5 j X 18 

43 mm 

19インチ 
アルミホイール 

255/40 R 19 

8.5 J X 19 

43 mm 

前輪 255/40 R 19 
後輪27日/ 40 R 19 

前輪 8.5 j X 19 
後輪 9.5 j X 19 

43 mm 

2 日インチ 
アル三ホイール 

255/35 R 20 

前輪 8.5 J X 2日 

43 mm 

前輪 255/35 R 20 
後輪275/3日 R 2 日 

前輪 8.5 J X 2日 
後輪 9.5 J X 2日 

43 mm 


〇タイヤサイズ 275/40 R 19、275/35 R 20 の標準タイヤにはスノーチェー 
ンを装着で'さません。 


〇タイヤまたはホイールのサイズび前後で異なる車種は、タイヤ□ーテーシヨ 
ンを行なわないでください。 

9インチおよび20インチアルミホイール装着車のウインタータイヤにつ 
いては、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 


■もふ51.4 
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タイヤとホイール 


ウインタータイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

S 350 

S 550 

S 已已〇 4MATIC 
long 

S 已日日 long 

S 600 long 

255/45R18 M+S 

8.5 J X 18 

43mm 

S 350 

AMG スポーツ 
パッケージ 

S 550 

AMG スポーツ 
パッケージ 

S 550 long 

AMG スポーツ 
パッケージ 

S 550 4MATIC 
long AMG スポー 
ッパッケージ 

255/40R19 M+S 

8.5 J X 19 

43mm 

S 63 AMG 

255/40R19 M+S 

8.5 J X 19 

43mm 

S 65 AMG 

前輪 2 日日 / 40R19 M+S 

前輪 8.5 j X 19 

43mm 


後輪 275/40R19 M+S 

後輪 9.5 j X 19 



〇ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるをので、日本国内で 
発売ごれているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 

〇 S 63 AMG まには S 65 AMG の後輸こ、タイヤサイズ 275/40R19 M+S のウイ 
ンタータイヤを装着したとさは、スノーチェーンを装着しないでください。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね < ださい。 


■み—も 51.4 




















応急用スペアタイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフ 

セット 

ホイール 
ネオ質 

タイヤ空気圧 

全車 

T 1 55/70 R 19 

4.5 B X 19 

35 mm 

スチール 

まには 

軽合金 

4.2 bar /61 psi / 
420 kpa 


〇応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 

〇 応急用スペアタイヤのタイヤ空気圧は、応急用スペアタイヤのホイールに 
記載されていまず。 
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24 GHz レーダーセンサーシステム 


24 GHz レーダーセンサーシステム 


24 GHz レーダーセンサーシステムは、各々の国により、それぞれの承認を必 
要とします。レーダーセンサーシステムび承認されていない国で走行ずるとさ 
は、マルチフアンクシヨンディスプレイを使用して、システムを停止しなけれ 
ばなりません （0226 ぺージ）。 

電波望遠鏡施設の周辺では、レーダーセンサーシステムは自動的に停止しまず。 
しにびって、作動中の LU 下のシステムは自動的に停止しまず。 

• ディスト□ニック.プラス （0234 ぺージ） 

• アクティブブラインドスポットアシスト（[>273ページ） 

• PRE-SAFE ⑩ブレーキ066ぺージ） 

マルチフアンクシヨンディスプレイに、レーダーセンサーシステムび停止して 
いることび表示されまず（[>227ぺージ）。 

さらに BAS プラス （^60 ページ）を機能しません。 

マルチフアンクシヨンディスプレイを使用して、レーダーセンサーシステムを 
解除ずることをできまず （^226 ページ）。 
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国ち施設ち 


地理緯度 


地理経度 


施設か6の 
周辺距離 


曰本 

野辺山 

長野県南佐久郡南牧村 
野辺山 462-2 

j ヒ緯3己-己6’ 40.9" 

東経138° 28’ 23.2" 

約8 km 


水ミ尺 

岩手県奥州市水ミ尺区 
星び丘町 2-1 2 

j ヒ禮3グ08’ 01" 

東経 i 4 r 

07’ 57" 

約14 km 


入来 

鹿児島県薩摩 j 11内巿入来町 
浦之名 4018-3 

j ヒ緯3 r 44’ 己 2" 

東経130° 26’ 24" 

約11 km 


ル笠原 

東京都\當原村父島字化山 

j ヒ緯 27- 0日’ 31" 

東経1 42"13' 00" 

約1 km 


石垣島 

沖縄県石垣市登野城富田 
2389-1 

j ヒ緯24° 24’ 44 " 

東経124° 10’ 1 6" 

約2 km 


鹿嶋 

茨城県鹿嶋市平井 893-1 

j ヒ禮3日-己7’ 21" 

東経140° 39’ 36" 

約15 km 


苦ル牧 

:!ヒ海道苦ル牧市字高丘 

j ヒ緯 42- 40’ 2己" 

東経 i 4 r 

3己’ 49" 

約17 km 


岐阜大学 

岐阜市柳戸 1-1 

j ヒ緯3日- 28’ 03" 

東経136° 44’ 14" 

約13 km 


鹿児島大学 

鹿児島県鹿児島市平川町 

j ヒ緯3 r 28’ 日 4" 

東経1 30" 30'18" 

約己 km 


国±地理院 

茨城県つ<ば市化郷1 

j ヒ禮36° 06’ 11" 

東経140° 0日’ 20" 

約2日 km 


白田 

長野県佐久巿上ル田切 
宇大巧 1831-6 

j ヒ緯 36- 07’ 己 7" 

東経138- 21’ 46" 

約6 km 


山□大学 

山□県山□市仁保中郷 

123 

j ヒ禮34°12’ 已 8" 

東経 i 3 r 

33’ 26" 

約3 km 
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24 GHz レーダーセンサーシステム 


国名 

施設を 

地理緯度 

地理経度 

施設か5の 
周辺距離 

曰本 

日立 

茨城県曰立市十王町大字 
伊師字加幸ミ尺3866 

北韓36'" 41’ 51" 

東経 14cr 41’ 32" 

約 20 km 


局获 

茨城県高煎市大字石滝 
き吳坪650 

：1ヒ緯36'' 41’ 54" 

東経 14cr 41’ 40" 

約 20 km 


巧之浦 

鹿児島県肝属郡肝付町南方 

1 791-13 

j ヒ緯 3r 1日’ 16" 

東経 13 r 04’ 42" 

約 20 km 
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対象モデル 


S 350 BlueEFFICIENCY 
HYBRID 

S 550 BlueEFFICIENCY 
HYBRID long 

S 550 BlueEFFICIENCY long 
S 550 4MATIC BlueEFFICIENCY long 
S 600long 
S 63 AMG long 
S 65 AMG long 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

•《この取扱説明書の内容は、2011年11月現在のものです。 





総騎入元 

メルセデス-ベンツ日本株式会な 


干 106-8506 索京都港区六本木一了目9蚕9号六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 


MBJCSD 32180-111101日00 P 
6已1日2374 20 Aj2011-2a， 11/11 


